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凡 例 等 
 
D.：sDe dge 版チベット大蔵経。番号は宇井伯寿等編『西蔵大蔵経』（仙台、1934）による。 
P.：Pekin 版チベット大蔵経。番号は『北京版 西蔵大蔵経総目録』（鈴木学術財団、1934）
による。 
Toh.：東北大学所蔵チベット蔵外文献（＝A Calatalogue of The Tohoku University Collection of 
Tibetan WORKS ON BUDDHISM）。文献番号は金倉圓照編『西蔵撰述仏典目録』（仙台、1953）
による。 



































































































































「『聖なる〔普〕賢行願讃（ʼPhags pa bZang po spyod paʼi smon lam）』〔に対する〕軌範
師陳那がお造りになったものと、釈友（Shā kya mi tra）と、仏称（Bu ddha kī rti）と、
厳賢がお造りになった註疏、〔合わせて〕四釈の内容（don）と、折々に和上たちから
聞いたものと、経典（mdo sde）に出ているものとを結合させて、註釈が語釈しやすい















































































































































                                                   
1 cf.唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』no.293, p.844b） 
2 cf.唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』no.293, p.846b11-13） 




























































































                                                   























































                                                   





































                                                   
8 cf.平川〔1992〕pp.225-226 以下、1992 年出版の第二刷を用いる。 
 原始大乗 初期大乗 
萌芽期 紀元前 100~1 紀元後 50~100 




























































































                                                                                                                                                           
これが廻向と一致する思想であることはたしかである。（中略）」 
 その他、櫻部建「功徳を廻施するという考え方」（櫻部〔2002〕再出）などを参照のこと。 































 『舍利弗悔過経』中での「悔」や「悔過」は同義であり、双方「懺悔」と訳す。  






                                                                                                                                                           










































たらない。そこで筆者は、先に Skt. kṣama は「忍ぶこと」が基本の意味と確認したが、『三
曼陀跋陀羅菩薩経』の訳者は、Skt.√kṣam に類する表現を「懴悔」の意味と理解せず、「忍」
と訳したと推測する。つまり「懴悔」の意味が現われるべき箇所に、「忍」が現われている





の派生経緯は以下のように説明されうる。Monier Williams,A SANSKṚIT-ENGLISH 
DICTIONARY,p.326b には、Mahābhāra, Bhagavadgītā などを出典として√kṣam の caus.の意味




























は Skt. kṣetra に対応する音写語）である。 
（13-3-1）cf.Edwin G. Pulleyblank, LEXICON OF RECONSTRUCTED PRONUNCIATION in 








15 【人定】常以平旦、日中、日入、○○、夜半、鶏鳴時，澡漱，整衣服，叉手，礼拝十方。  




                                                   
16 【澡漱】常以平旦、日中、日入、人定、夜半、鶏鳴時，○○，整衣服，叉手，礼拝十方。 





【澡】HD.vol.6,p.164a 沐浴 cf.『史記』「亀策列伝」（B.C.90 ca.） 






























Āryogradattaparipṛcchāyāṃ hi tri-rātre trir divasasya ca śuceḥ śuci-vastra-prāvṛtasya ca 
triskandhaka-pravartanam uktaṃ / / tatra trayaḥ skandhāḥ 








Manusmṛti, 2 - 69 
upanīya guruḥ śiṣyaṃ śikṣayec chaucam āditaḥ / 







Manusmṛti,11 - 227 
khyāpanenānutāpena tapasā ʼdhyayanena ca / 
















                                                                                                                                                           
罪を作った者は、罪から解放されます。また具合の悪い時には財物によって〔罪から
解放されます。」） 
cf. MANUSMṚTI with the Sanskrit Commentary Manvarthamuktavali OF KULLUKA BHATTA,  
Edited by Prof.J.L.SHASTRI with English Introduction by Prof.S.C.BANERJI,DELHI,1983  
18 【自在】○○所向，当悔過言：～  
HD.vol.8,p.1311a 自由；無拘束 cf.『後漢紀』「光武帝紀三」（3c ca.） 
 仏典において「自在」は「随意」と同義の場合がある。例えば、仏駄跋陀羅訳『大方広























































                                                   
21 【貪飻】身自○○，教人○○，見人○○代其喜。 












HD.vol.1,p.1286b 寺院 cf.『晋書』「王恭伝」（644 ca.） 






























yā gatis tula-kūṭānāṃ māna-kūṭānāṃ ca yā gatiḥ / 




























































































































































Skt.phala に「道」が対応することを確認するにとどめた。  
cf.Kern,Nanjio〔1977〕p.347 
tasya te sattvās taṃ ca dharmaṃ śṛṇuyuḥ śrutvā caika-kṣaṇenaika-muhūrtenaika-lavena sarve 
srota-āpannāḥ syuḥ sakṛd-āgāmino ʼnāgāmino ʼnāgāmi-phalaṃ prāpnuyur yāvad arhanto bhaveyuḥ 




































































【豪貴】HD.vol.10,p.32b 権勢極其顕貴 cf.『百喩経』 








                                                   
41 【蜎飛蠕動】天下人民、○○○○之類所作好悪。 
【蠕動】HD.vol.8,p.989a 爬行的昆虫 cf.『新語』「道基」（B.C.2c.ca.） 



























                                                                                                                                                           
cf.梶山〔1997〕pp.188-189、静谷〔1974〕p.130 
45 【勧】某等○其作善，助其歓喜。 




【勧楽】HD.vol.2,p.828b 歓楽 cf.『礼記』「礼器」（戦国時代～漢代初頭  ） 
【楽意】HD.vol.4,p.1295a 願意 cf.『二刻拍案惊奇』 
 このように「楽」には「願う」という意味があり、「勧楽」を「勧め願う」、つまり「鼓
舞する」と理解した。 




























































































                                                   
55 【辟支人】皆令得仏福得○○○。 
 どの諸版もこの読みを支持しており、「辟支人」の意味は不明である。 





























                                                   
58 【過】当昼夜各当三○稽首為十方仏拝言：～ 








devāś ca nāgāś ca sa-yakṣa-rākṣasāḥ koṭī-sahasrāyatha gaṅga-vālikāḥ / 



































                                                   
60 【暁】無数諸天○我。 













































                                                   
64 【集聚合会】某等取諸学道以来，所得福徳，皆○○○○，以持好心，施与天下十方人民、
父母、蜎飛蠕動之類。 
【集聚】HD.vol.11,p.801b 会合；聚会 cf.『易林』「訟之咸」 
【合会】HD.vol.3,p.156b ❷聚集；聚会 cf.『〓鉄論』「水旱」 
65 【好心】某等取諸学道以来，所得福徳，皆集聚合会，以持○○，施与天下十方人民、父
母、蜎飛蠕動之類。 
HD.vol.4,p.283b ❶忠心 cf.『隋書』「列女伝」（7c ca.） 
66 【少所】有餘○○，令某得之。 
 「少所」では HD.に採られていない。筆者は「少所」を「少許」で理解した。 
【少許】HD.vol.2,p.1653b 少量 cf.『抱朴子』「黄白」（317 ca.） 
 「所」と「許」の交代例については辛嶋〔1996〕p.206 を参照。 






































【寧】HD.vol.3,p.1599b ❸豈不，難道不 cf.『左伝』「成公二年」（前漢末？） 
 「寧～」には反語の意味の他に、「寧～不」の形で疑問を表わす場合がある。 



























































































































































































                                                   
73 『翻梵語』巻第一（『大正蔵』54,no.2130,p.985a）に「兜沙陀比羅」の項目がある。そこ



































































































 諸経論中の「五蓋」の解釈・引用例については、Louis de la Vallée Poussin 氏や本庄良文













                                                                                                                                                           
の要素を確認すると、①「貪欲」（Skt.abhidhyā（＝tṛṣṇā,rāgal）cf.AKbh.247,11）、②「瞋恚」





















                                                   
80【忍】諸所当○者○之、～。 
 「忍」の解釈については、以下を参照。筆者は「懴悔」の一表現と理解した。  
81【願楽】諸所当○○者○○之、～。 
HD.vol.12,p.352b 羨慕快楽 cf.『百喩経』 






















































に相当すると論じた（153.T280.445.1 兜沙 *tou sra＞təu ṣa Skt.tuṣara）-（83-1） 
62 
 








 P.や中期インド語では、sk は kh となる例がある。 
例 Skt.skandha＞P.khandha,Pkt.khaṃdha-（83-3） 
・kh-→ṣ- 
 梵語写本では、kh と ṣ の交代例が広く見られる。筆者が確認した限り、この交代を扱っ
た最初の研究は、A.Weber 氏による Pratijñāsūtra の研究である-（83-4）。そして、その研究
が発端となり、Jakob Wackernagel 氏、Richard Pischel 氏、Franklin Edgerton 氏、Ulrich Schneider
氏らによって引き継がれていく。Jakob Wackernagel 氏は、「北インドの発音では、ṣ,kṣ の代
わりに kh となった。従って ṣ,kṣ の代わりに kh と書かれる」と述べている。-（83-5）また、
Richard Pischel 氏は、中期インド語に見られる ṣ-→kh-の交代を、音声の類似に基づく書写
間違いとし、現代北インド人にも kh と ṣ の音声混同が確認できると論じている。-（83-6）
さらに Ulrich Schneider 氏の研究は、詳細な例を挙げつつ（例「khaṇḍa＞ṣaṇḍa」）、kh-→ṣ-
を音の変化と理解している。-（83-7）最後に、Franklin Edgerton 氏の研究は、Ulrich Schneider
氏によって批判されてはいるが、この交代を扱った代表的な研究の一つである。-（83-8）
以上これら諸研究は、音声面に kh と ṣ の交代理由を求めたものである。しかし、書体の類
似等による書写間違いの可能性も考えられる。Sukhāvatīvyūha-（83-9）や Manicūdāvadāna-
（83-10）は、Newar で書写された後代のものであるが、そこではかなりの頻度で kh と ṣ
が交代している。本来的には Newar 以前の古書体で、この交代例を確認すべきであるが、
筆者の力量では甚だ困難である。この点に関しては特に御諸賢のご指導を賜わりたい。こ
こで、従来の研究を見渡すと kh と ṣ の交代を、書体面よりも音声面に求める向きが主流の
ようである。 
・Anusvāra の脱落 ṣa(ṃ)dha 
 Anusvāra が書き落とされた可能性や、原本に Anusvāra が無表記であった可能性-（83-11）
63 
 








Āryogradatta-paripṛcchāyāṃ hi tri-rātre trir divasasya ca śuceḥ śuci-vastra-prāvṛtasya ca 
tri-skandhaka-pravartanam uktaṃ / / tatra trayaḥ 








（83-1）Coblin,W.South,A Handbook of Eastern Han Sound Glosses,Hong Kong,1983,p.248 
（83-2）R.L.TURNER,A Comparative Dictionary of the Indo-Aryan Languages（以下
CDIAL）,Oxford University Press,1966,p.343a 
（83-3）CDIAL,p.785b また、-sk-の-kk(h)-への変化については、辛嶋静志氏の研究がある。  
cf.辛嶋〔1994〕p.36,73 
（83-4）A.Weber,Über ein zum weissen Yajus gehöriges phonetisches Compendium ,Das 
Pratijnñāsūtra,Berlin,1872,pp.84-85 
（83-5）Jakob Wackernagel,Altindische Grammatik,BandⅠ Lautlehre,Göttingen,1896,pp.136-137 
（83-6）Richard Pischel（translated by Subhadra Jhā）,A Grammar of the Prākrit 
Languages,Motilal Banarsidass,1981（独語原典 1900）p.217 
（83-7）Ulrich Schneider,“Acht Etymologien aus dem Aggañña-Sutta”,1954（Asiatica 所収）p.580 
















                                                                                                                                                           
Dictionary,vol.Ⅰ:Grammar,New Haven,1953,pp.16,2.23-17,2.26 
（83-9）Kotatsu Fujita,The Larger Sukhāvatīvyūha Romanaized Text of the Sanskrit Manuscripts 
form Nepal PartⅠ,Sankibo,1992〔ṣ-／kh-→p.651.K4：amitāyuṣas／amitāyukhas etc.,kh-／
ṣ-→p.658.K4:sukhāvatī／suṣāvati etc.〕 
（83-10）Ratna Handurkande,Maṇicūḍāvadāna Being a Translation and Edition and Lokānanda a 
Translation and Synopsis,PTS.London,1967,p.13 
（83-11）Kharoṣṭhī に類する書体では若干の例外を除き、元々Anusvāra は表記されなかっ
た。 
cf.John Brough,The Gāndhārī Dharmapada,Oxford University Press,1962,p.71,§14a 
（83-12）Baron A.von Staël-Holstein,The Kāśyapaparivarta A Mahāyānasūtra of the Ratnakūṭa 
Class edited in the original Sanskrit in Tibetan and in Chinese,Meicho-Fukyū-Kai,1977,pp.13-15 
































































【慳】HD.vol.7,p.705a ❶節約；吝嗇 cf.『宋書』（5c.ca.） 
【嫉】HD.vol.4, p.396, a ❶妬忌 cf.『楚辞』（2c.ca.） 
















                                                                                                                                                           
96【貪飻】若為貪婬所牽，為慳嫉所牽，為○○所牽，為諛諂所牽，～。 
HD.vol.10, p.111, b 貪得無厭 cf.『叙列代王臣滞惑解』（7c.ca.） 
97【諛諂】若為貪婬所牽，為慳嫉所牽，為貪飻所牽，為○○所牽，～。 





































【嫉邪】HD.vol.4,p.396a 憎恨邪悪 cf.『贈左僕射鄭国公厳公武』（唐） 
 HD.には「邪嫉」はなく、「嫉邪」で採集されている。 
105【明経】若有○○説法者，断止人不得令聞。 
HD.vol.5, p.614, b 通暁経術 cf.『漢書』（後漢） 
106【呵止】若有人施与鉢、震越、飯食、床臥具、病痩医薬所作功徳，○○人不得令与。 
HD.vol.3,p.254b 呵喝阻止 cf.『史記』（B.C.90 ca.） 
107【展転】作無央数，不止○○相教起罪。 






















                                                   
108【勧助】見人犯者，於辺○○。 


























【諦】HD.vol.11, p.353a ❷仔細。参見“諦視”、“諦聴”。 




HD.vol.7,p.470a 懦弱 cf.『晋書』（644 ca.）cf.KARASHIMA〔1988〕p.328 
113【無瞻】不能諦持法，而怯劣○○，其形色不能致得端政，～。  
【瞻】HD.vol.7,p.1262b ❶看；望 ❷尊仰；敬視 ❸観察；察看❹視 ❺贍 
【膽】HD.vol.6,p.1388a ❷胆気；胆量 cf.『荀子』（戦国時代） 
 筆者は文脈から、宋版，元版，明版の支持する「膽」で理解した。 
114【端政】而怯劣無瞻，其形色不能致得○○，所生常少財宝，～。 





























































【兵】HD.vol.2,p.88b  ❶兵器 cf.『詩』（西周～東周）❷兵卒；軍隊 cf.『春秋左氏伝』（前
漢末後）❸軍事；戦争 cf.『春秋左氏伝』（前漢末後）❹用兵器殺人 cf.『史記』（90 ca.）

































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
139 この形式は『舎利弗悔過経』や『三曼陀跋陀羅菩薩経』と一致する。この一流派が、
インド仏教圏において流行した三十五仏悔過である。 
140 cf.Bendall〔1977〕 p.316 





























































































                                                   
145 律蔵では、環境の整わない辺土においては、三師七証ではなく、五人の比丘での授戒

























brtsegs,Ga248b1-297a3、’Phags pa ’Jam dpal gyi sangs rgyas kyi zhing gi yon tan bkod pa zhes 
bya ba theg pa chen po’i mdo 
漢訳：西晋竺法護訳『文殊師利仏土厳浄経』（『大正蔵』11,no318）、唐実叉難陀訳『大宝積
経』「文殊師利授記会」（『大正蔵』11.no.310-15）146、唐不空訳『大聖文殊師利菩薩仏刹功
























































                                                   

































て引き起こされる発趣心を、大波濤行と言い換えている149（Kyt6.smon pa’i smes des kun tu 
















                                                   































































                                                   
159 詳細は本稿の陳那作『普賢行願讃』v.38 の訳註研究の対応箇所を参照。 
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見出し 蔵 訳 デ ル ゲ
版 
蔵訳北京版 竺法護訳 実叉難陀訳 不空訳 
序  D.Ga.248b2ff.  P.Wi.282b6ff. T11.890c8ff. T11.336c28ff. T11.902b11ff. 
世尊への供養  D.Ga.249a2ff.  P.Wi.283b2ff. T11.890c24f. T11.337a17ff. T11.902c5ff. 
菩薩による供養の勧め  D.Ga.249b2ff.  P.Wi.283b8ff. T11.891a2ff. T11.337a26ff. T11.902c15ff. 
世尊の眷属となる  D.Ga.250a5ff.  P.Wi.284b4ff. T11.891c4ff. T11.337b28ff. T11.903a16ff. 
世尊の功徳（神変の示現）  D.Ga.250a7ff.  P.Wi.284b7ff. T11.891c7ff. T11.337b28ff. T11.903a20ff. 
世尊と商主摧過咎  D.Ga.251a2ff.  P.Wi.285b2ff. T11.892a2ff. T11.337c24ff. T11.903b12ff. 
成仏への法－ 菩薩が具えるべき一法  D.Ga.251a7ff.  P.Wi.286a4ff. T11.892a10ff. T11.338a5ff. T11.903b23ff. 
摧過咎菩薩と無生法忍  D.Ga.252a4ff.  P.Wi.286b8ff. T11.892a29ff. T11.338a24ff. T11.903c15ff. 
世尊とアーナンダ－ 摧過咎菩薩の成仏  D.Ga.252b1ff.  P.Wi.287a5ff. T11.892b5ff. T11.338a29ff. T11.903c21ff. 
上空への飛昇、アクショーブヤ如来  D.Ga.252b6ff.  P.Wi.287b3ff. T11.892b23ff. T11.338b17ff. T11.904a9ff. 
世尊とアジャータシャトル  D.Ga.253a4ff.  P.Wi.288a1ff. T11.892b29ff. T11.338b22ff. T11.904a17ff. 
煩悩や無知の滅  D.Ga.253b1f. P.Wi.288a6f. T11.892c7f. T11.338b26f. T11.904a24ff. 
煩悩や無知の起源と滅  D.Ga.253b2ff.  P.Wi.288a7ff. T11.892c8ff. T11.338b27ff. T11.904a27ff. 
グリドラクータ（霊鷲山）での世尊  D.Ga.253b7ff.  P.Wi.288b4ff. T11.892c18ff. T11.338c8ff. T11.904b8ff. 
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シャーリプトラの質問  D.Ga.254b4ff.  P.Wi.289b2ff. T11.892c21ff. T11.338c20ff. T11.904b22ff. 
世尊の神変  D.Ga.255a3ff.  P.Wi.290a2ff. T11.893a3ff. T11.338c28ff. T11.904c3ff. 
東方に向かった普光世界の仏菩薩－ 法上菩薩  D.Ga.255b1ff.  P.Wi.290a8ff.  T11.339a7ff. T11.904c14ff. 
忍の獲得  D.Ga.255b7ff.  P.Wi.290b7ff.  T11.339a17ff. T11.904c26ff. 
西方に向かった娑婆世界の釈迦牟尼（十方世界との交流）  D.Ga.256a3ff.  P.Wi.291a3ff.  T11.339a22ff. T11.905a2ff. 
一切装飾荘厳という菩薩の三昧  D.Ga.256b1ff.  P.Wi.291b1ff.  T11.339a29ff. T11.905a10ff. 
南方に向かった離塵世界の仏菩薩  D.Ga.256b7ff.  P.Wi.292a1ff.  T11.339b10ff. T11.905a22ff. 
北方に向かった娑婆世界の釈迦牟尼  D.Ga.257b1ff.  P.Wi.292b1ff.  T11.339b19ff. T11.905b5ff. 
釈迦牟尼の誓願  D.Ga.257b6ff.  P.Wi.292b8ff.  T11.339b25ff. T11.905b13ff. 
宝手菩薩の活動  D.Ga.258b5ff.  P.Wi.293b6ff.  T11.339c12ff. T11.905c1ff. 
西方に向かった宝蔵世界の仏菩薩  D.Ga.259a6ff.  P.Wi.294a8ff. T11.893a7ff. T11.339c23ff. T11.905c15ff. 
東方に向かった娑婆世界の釈迦牟尼  D.Ga.260a2ff.  P.Wi.295a3ff.  T11.340a6ff. T11.905c29ff. 
殊勝願慧菩薩  D.Ga.260a6ff.  P.Wi.295b1ff.  T11.340a11ff. T11.906a8ff. 
北方に向かった常荘厳世界の仏菩薩 D.Ga.261a1ff. P.Wi.296a3ff.  T11.340a21ff. T11.906a23ff. 
相荘厳積星宿王菩薩の活動  D.Ga.261b1ff. P.Wi.296b4ff.  T11.340b4ff. T11.906b9ff. 
南方に向かった娑婆世界の釈迦牟尼  D.Ga.261b5ff. P.Wi.297a1ff.  T11.340b6ff. T11.906b13ff. 
娑婆世界の定義  D.Ga.261b7ff.  P.Wi.297a4ff.  T11.340b9ff. T11.906b17ff. 
北東の千荘厳世界の仏菩薩  D.Ga.262b4ff. P.Wi.298a1ff.  T11.340b28ff. T11.906c10ff. 
娑婆世界への移動 －宝傘による神変  D.Ga.263a2ff.  P.Wi.298a8ff.  T11.340c8ff. T11.906c20ff. 
仏の大いなる光明（顕れ）  D.Ga.263b1ff.  P.Wi.298b6ff.  T11.340c16ff. T11.907a1ff. 
マイトレーヤ菩薩  D.Ga.264a4ff.  P.Wi.299b3ff. T11.893a21ff. T11.341a1ff. T11.907a17ff. 
マイトレーヤ菩薩と如来の座  D.Ga.264b5ff.  P.Wi.300a6ff. T11.893b14ff. T11.341a29ff. T11.907b21ff. 
シャーリプトラへ説く菩薩の四法  D.Ga.265a4ff.  P.Wi.300b6ff. T11.893b24ff. T11.341b12ff. T11.907c6ff. 
1.菩薩が具えるべき一法  D.Ga.265a6ff.  P.Wi.300b8ff. T11.893b28ff. T11.341b15ff. T11.907c10ff. 
菩薩が得る十の功徳（出家）  D.Ga.265b2ff.  P.Wi.301a6ff. T11.893c3ff. T11.341b22ff. T11.907c17ff. 
2.菩薩が具えるべき二法  D.Ga.265b6ff.  P.Wi.301b4ff. T11.893c13ff. T11.341c2ff. T11.907c27ff. 
菩薩が得る十の住  D.Ga.266a2ff.  P.Wi.301b7ff. T11.893c17ff. T11.341c8ff. T11.908a5ff. 
3.菩薩が具えるべき三法  D.Ga.266b2f. P.Wi.302b1f. T11.894a2ff. T11.341c24ff. T11.908a22ff. 
菩薩が得る十の無畏  D.Ga.266b3ff.  P.Wi.302b2ff. T11.894a6ff. T11.341c27ff. T11.908a25ff. 
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菩薩が得る十の功徳（財物の無い心）  D.Ga.266b6ff.  P.Wi.302b6ff. T11.894a14ff. T11.342a6ff. T11.908b5ff. 
菩薩が得る十の功徳（閑寂処）  D.Ga.267a1ff.  P.Wi.303a2ff. T11.894a20ff. T11.342a12ff. T11.908b13ff. 
4.菩薩が具えるべき四法  D.Ga.267a4ff.  P.Wi.303a6ff. T11.894a28ff. T11.342a19ff. T11.908b22ff. 
真実に語る者  D.Ga.267a6ff.  P.Wi.303a8ff. T11.894b2ff. T11.342a22ff. T11.908b26ff. 
慢の摧破  D.Ga.267b1ff. P.Wi.303b2ff. T11.894b5ff. T11.342a26ff. T11.908c2ff. 
嫉と慳との断  D.Ga.267b3f. P.Wi.303b4ff. T11.894b9ff. T11.342a29ff. T11.908c7ff. 
相手の円満に歓喜する菩薩の利得  D.Ga.267b4ff.  P.Wi.303b6ff. T11.894b12ff. T11.342b4ff. T11.908c12ff. 
5.菩薩が具えるべき五法  D.Ga.268a1ff.  P.Wi.304a3ff. T11.894b21ff. T11.342b11ff. T11.908c21ff. 
6.菩薩が具えるべき六法  D.Ga.268b4ff.  P.Wi.305a1ff. T11.894b27ff. T11.342b29ff. T11.909a15ff. 
忍の甲冑を被ることによる十の円満  D.Ga.269b4ff.  P.Wi.306a3ff. 欠  T11.342c24ff. T11.909a19ff. 
精進を始めた菩薩の十の功徳の法  D.Ga.270a4ff.  P.Wi.306b3ff. 欠  T11.343a7ff. T11.909c5ff. 
禅定者の利得 D.Ga.270b5ff. P.Wi.307a6ff. 欠 T11.343a23ff. T11.909c26ff. 
7.菩薩が具えるべき七法  D.Ga.271a7ff.  P.Wi.308a2ff. T11.894c12ff. T11.343b10ff. T11.910a18ff. 
8.菩薩が具えるべき八法  D.Ga.271b3ff. P.Wi.308a6ff. T11.894c19ff. T11.343b17ff. T11.910a27ff. 
9.菩薩が具えるべき九法  D.Ga.271b5ff.  P.Wi.308b1ff. T11.894c26ff. T11.343b22ff. T11.910b4ff. 
10.菩薩が具えるべき十法  D.Ga.271b7ff.  P.Wi.308b3ff. T11.895a4ff. T11.343b27ff. 欠  
如来や仏塔のもとで菩薩が具えるべき十法（その 2）－ 菩薩の学処  D.Ga.272a5ff.  P.Wi.309a1ff. T11.895a15ff. T11.343c10ff. T11.910b11ff. 
菩薩が具えるべき三法－ 菩薩の学処  D.Ga.273b1ff.  P.Wi.310a8ff. T11.895b23ff. T11.344a20ff. T11.910c29ff. 
世尊の微笑  D.Ga.274a3ff.  P.Wi.311a4ff. T11.895c9ff. T11.344b7ff. T11.911a24ff. 
世尊による授記  D.Ga.274a5ff.  P.Wi.311a7ff. T11.895c14ff. T11.344b9ff. T11.911a26ff. 
獅子勇猛雷音菩薩による世尊への質問  D.Ga.274b2ff.  P.Wi.311b4ff. T11.895c21ff. T11.344b14ff. T11.911b3ff. 
獅子勇猛雷音菩薩とマンジュシュリー－ 空観による表明  D.Ga.274b5ff.  P.Wi.311b8ff. T11.895c24ff. T11.344b19ff. T11.911b8ff. 
菩提、菩薩に関する分析  D.Ga.275b1ff.  P.Wi.312b4ff. T11.896a10ff. T11.344 c6ff. T11.911b29ff. 
初業の菩薩の恐怖  D.Ga.275b6ff.  P.Wi.313a4ff. T11.896a17ff. T11.344c15ff. T11.911c10ff. 
虚空と菩提  D.Ga.276b4ff.  P.Wi.314a4ff. T11.896b9ff. T11.345a5ff. T11.912a3ff. 
煩悩からの解脱  D.Ga.277a2ff.  P.Wi.314b3ff. T11.896b16ff. T11.345a14ff. T11.912a14ff. 
正しく随見すること  D.Ga.277a5ff. P.Wi.314b5ff. T11.896b27ff. T11.345a19ff. T11.912a20ff. 
平等性について  D.Ga.277a7ff.  P.Wi.315a3ff. T11.896c5ff. T11.345a25ff. T11.912a26ff. 
世尊と獅子勇猛雷音菩薩－ マンジュシュリーの発心  D.Ga.277b4ff.  P.Wi.315a8ff. T11.896c16ff. T11.345b5ff. T11.912b7ff. 
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東方に向かった生賢世界の雷声音王仏と普覆王  D.Ga.278a2ff.  P.Wi.315b7ff. T11.896c24ff. T11.345b12ff. T11.912b17ff. 
普覆王の登場（マンジュシュリーの前世者）  D.Ga.278a4ff.  P.Wi.316a1ff. T11.896c26ff. T11.345b15ff. T11.912b20ff. 
普覆王（マンジュシュリーの前世者）の誓い－ 普覆王誓願  D.Ga.278b6ff.  P.Wi.316b6ff. T11.897a10ff. T11.345c2ff. T11.912c11ff. 
普覆王とマンジュシュリー  D.Ga.280a1ff.  P.Wi.318a6ff. T11.897c12ff. T11.346a25ff. T11.913b13ff. 
獅子勇猛雷音菩薩とマンジュシュリー  D.Ga.280b3ff.  P.Wi.319a3ff. T11.898a1ff. T11.346b19ff. T11.913c11ff. 
法の完成  D.Ga.281a5ff.  P.Wi.319b6ff. T11.898a14ff. T11.346b23ff. T11.913c24ff. 
衆生を菩提へ悟入させること－ 空観の視点  D.Ga.281a7ff.  P.Wi.320a1ff. T11.898a20ff. T11.346c9ff. T11.914a1ff. 
現観と得について  D.Ga.282a1ff.  P.Wi.320b5ff. T11.898b9ff. T11.346c24ff. T11.914a17ff. 
仏国土の功徳荘厳に関する質問  D.Ga.282a7ff.  P.Wi.321a6ff. T11.898b24ff. T11.347a7ff. T11.914b2ff. 
仏国土の功徳荘厳の誓願を説くこと D.Ga.282b6ff. P.Wi.321b6ff. T11.898c9ff. T11.347a20ff. T11.914b14ff. 
誓願文 －仏の障碍のない眼、六波羅蜜  D.Ga.283a4ff. P.Wi.322a5ff. T11.898c16ff. T11.347a27ff. T11.914b23ff. 
数量の勘定  D.Ga.283b1ff.  P.Wi.322b4ff. T11.898c26ff. T11.347b5ff. T11.914c3ff. 
誓願文 －国土の荘厳  D.Ga.283b6ff.  P.Wi.323a6ff. T11.899a9 T11.347b12ff. T11.914c11ff. 
誓願文 －菩提樹の光明  D.Ga.284a1f. P.Wi.323b1f. T11.899a9f. T11.347b15f. T11.914c16ff. 
誓願文 －菩薩の変化と教化  D.Ga.284a2ff.  P.Wi.323b2ff. T11.899a10ff. T11.347b16ff. T11.914c19ff. 
誓願文 －声聞と独覚のいない仏国土、菩薩のみの仏国土  D.Ga.284a4ff.  P.Wi.323b4ff. T11.899a14ff. T11.347b20ff. T11.914c23ff. 
マンジュシュリー童子の成仏時の名号 －普見如来－  D.Ga.284b1ff.  P.Wi.324a1ff. T11.899a20ff. T11.347b25ff. T11.915a1ff. 
誓願文 －食と風による救済  D.Ga.284b6ff.  P.Wi.324a8ff. T11.899a26ff. T11.347c4ff. T11.915a11ff. 
誓願文 －衣服の享受  D.Ga.285a5ff.  P.Wi.324b8ff. T11.899b5 T11.347c13ff. T11.915a22ff. 
誓願文 －八難、不善の声、過失の声が無いこと  D.Ga.285b1ff.  P.Wi.325a5ff. T11.899b5ff. T11.347c18ff. T11.915a29ff. 
普見如来の仏国土  D.Ga.285b4ff.  P.Wi.325a8ff. T11.899b9ff. T11.347c22ff. T11.915b5ff. 
誓願文 －宝による荘厳とそのすぐれた境地  D.Ga.285b7ff.  P.Wi.325b4ff. T11.899b12ff. T11.347c26ff. T11.915b10ff. 
授記と聞名  D.Ga.286b6ff.  P.Wi.326b8ff. T11.899b24ff. T11.348a18ff. T11.915c6ff. 
マンジュシュリーの名を称えること（称名）とその功徳  D.Ga.287a1ff.  P.Wi.327a3ff. T11.899c1ff. T11.348a22ff. T11.915c13ff. 
マンジュシュリーへの敬礼とその功徳  D.Ga.287a4ff.  P.Wi.327a6ff. T11.899c5ff. T11.348a27ff. T11.915c19ff. 
誓願文 －諸仏国土の荘厳を一仏国土へ摂取する  D.Ga.287a6ff.  P.Wi.327b1ff. T11.899c10ff. T11.348b4ff. T11.915c25ff. 
普見如来と無量光如来 －両者の仏国土功徳荘厳の比較  D.Ga.287b4ff.  P.Wi.327b7ff. T11.899c16ff. T11.348b10ff. T11.916a3ff. 
普見如来と普光功徳常多海王如来 －両者の仏国土功徳荘厳の比較  D.Ga.288a3ff.  P.Wi.328a8ff. T11.899c27ff. T11.348b18ff. T11.916a15ff. 
四方の仏国土とその四菩薩  D.Ga.288b2ff.  P.Wi.328b8ff. T11.900a4ff. T11.348b26ff. T11.916a24ff. 
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世尊の神変によりその仏国土を見る  D.Ga.288b7ff.  P.Wi.329a7ff. T11.900a12ff. T11.348c5ff. T11.916b6ff. 
世尊の微笑  D.Ga.289a5ff.  P.Wi.329b5ff. T11.900a17ff. T11.348c15ff. T11.916b15ff. 
微笑の理由  D.Ga.289b2ff.  P.Wi.330a2ff. T11.900a22ff. T11.348c21ff. T11.916b23ff. 
菩薩の増上意楽とその果  D.Ga.289b7ff.  P.Wi.330b1ff. T11.900b3ff. T11.348c28ff. T11.916c2ff. 
マイトレーヤの質問  D.Ga.290a2ff.  P.Wi.330b4ff. T11.900b7ff. T11.349a3ff. T11.916c6ff. 
四菩薩の登場  D.Ga.290a5ff.  P.Wi.330b8ff. T11.900b12ff. T11.349a7ff. T11.916c12ff. 
四菩薩の誓願  D.Ga.290a7ff.  P.Wi.331a4ff. T11.900b15ff. T11.349a10ff. T11.916c17ff. 
法の生滅と平等性  D.Ga.290b4ff.  P.Wi.331b1ff. T11.900b21ff. T11.349a17ff. T11.916c23ff. 
菩提の現等覚  D.Ga.290b7ff.  P.Wi.331b4ff. T11.900b26ff. T11.349a21ff. T11.917a1ff. 
法の一相として教示① －智上菩薩  D.Ga.291a2ff.  P.Wi.331b8ff. T11.900c3-6,18-21 T11.349a26ff. T11.917a6ff. 
法の一相として教示② －喜見菩薩  D.Ga.291a6 P.Wi.332a5f. T11.900c22ff. T11.349b4ff. T11.917a16ff. 
法の一相として教示③ －無尽辯菩薩  D.Ga.291a6f. P.Wi.332a6f. 欠  T11.349b6f. T11.917a18ff. 
法の一相として教示④ －善思惟菩薩  D.Ga.291a7f. P.Wi.332a7f. 欠  T11.349b7ff. T11.917a20ff. 
法の一相として教示⑤ －離塵菩薩  D.Ga.291b1ff.  P.Wi.332a8f. T11.900c29ff. T11.349b9ff. T11.917a22ff. 
法の一相として教示⑥ －海菩薩  D.Ga.291b3f. P.Wi.332b3f. T11.901a3ff. T11.349b13ff. T11.917a25ff. 
法の一相として教示⑦ －月上童子  D.Ga.291b4f. P.Wi.332b4f. T11.901a6ff. T11.349b16ff. T11.917a28ff. 
法の一相として教示⑧ －摧一切憂闇菩薩  D.Ga.291b5ff.  P.Wi.332b5ff. T11.901a8ff. T11.349b18ff. T11.917b2ff. 
法の一相として教示⑨ －無所縁菩薩  D.Ga.291b7f. P.Wi.332b7ff. T11.901a12ff. T11.349b21ff. T11.917b6ff. 
法の一相として教示⑩ －普見菩薩  D.Ga.292a1f. P.Wi.333a1f. T11.901a15ff. T11.349b23ff. T11.917b9ff. 
法の一相として教示⑪ －三輪清浄菩薩  D.Ga.292a2f. P.Wi.333a2ff. T11.901a17ff. T11.349b25ff. T11.917b12ff. 
法の一相として教示⑫ －成就行菩薩  D.Ga.292a3f. P.Wi.333a4ff. T11.901a21ff. T11.349b28ff. T11.917b16ff. 
法の一相として教示⑬ －深行菩薩  D.Ga.292a4ff.  P.Wi.333a6ff. T11.901a24ff. T11.349c2ff. T11.917b19ff. 
法の一相としての教示の功徳  D.Ga.292a6ff. P.Wi.333a8ff. T11.901a26ff. T11.349c5ff. T11.917b22ff. 
マンジュシュリーの現等覚  D.Ga.292b1ff.  P.Wi.333b3ff. T11.901b2ff. T11.349c11ff. T11.917b27ff. 
マンジュシュリーによる菩提の願求  D.Ga.292b7ff.  P.Wi.334a4ff. T11.901b5ff. T11.349c21ff. T11.917c11ff. 
無量光如来とマンジュシュリーとの集会① D.Ga.293a2ff. P.Wi.334a6ff. T11.901b14ff. T11.349c25ff. T11.917c16ff. 
仏の寿命の量① D.Ga.293a7ff.  P.Wi.334b6ff. T11.901b18ff. T11.350a2ff. T11.917c25ff. 
仏の寿命の量② D.Ga.293b6ff.  P.Wi.335a6ff. T11.901b22ff. T11.350a13ff. T11.918a3ff. 
マイトレーヤと大智  D.Ga.294a6ff.  P.Wi.335b8ff. T11.901b25ff. T11.350a19ff. T11.918a16ff. 
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マンジュシュリーの誓願、発趣、大行  D.Ga.294b2ff.  P.Wi.336a4ff. T11.901c2ff. T11.350a24ff. T11.918a23ff. 
虚空界、一切法、名の空寂  D.Ga.294b7ff.  P.Wi.336b2ff. T11.901c8ff. T11.350b2ff. T11.918b4ff. 
諸天の讃歎  D.Ga.295b1ff.  P.Wi.337a3ff. T11.901c22ff. T11.350b15ff. T11.918b19ff. 
マンジュシュリーへの随学、発心の福徳  D.Ga.295b4ff.  P.Wi.337a7ff. T11.901c28-902a8 T11.350b20-29 T11.918b24ff. 
菩薩の一切の現れが幻のように生じたという三昧（菩薩平等照曜如幻相三
摩地） 
D.Ga.296a4ff.  P.Wi.337b8ff. T11.902a18-24 T11.350c10-14 T11.918c6ff. 










































・チベット訳：P.no.760-15, dKon brtsegs,Wi282b5-339a4、D.no.59,dKon brtsegs, 
Ga248b1-297a3、’Phags pa ’Jam dpal gyi sangs rgyas kyi zhing gi yon tan bkod pa zhes bya 









                                                   







































付けられた大乗経典。チベット語で、『’Phags pa ’Jam dpal gyi sangs rgyas kyi zhing gi yon tan 












                                                   
167 チベット語音写表記は、Ārya Ma ndzu shri bud dha kshe tra gu ṇa byu ha na である。 






169 普賢菩薩が登場していない時代の反映か。最古の漢訳である竺法護訳にも出ない。  
108 
 
ち、アシュラ王・毘摩質多羅（不空 Thags bzang ris）170と、アシュラ王・末利（不空 sTobs 
can）と、アシュラ王・驢肩（不空 Phrag rtsub）171と、アシュラ王・歓喜（不空 Rab dga’）
とであり、〔彼ら〕アシュラの四王すべても眷属の幾十万のアシュラが居るのと、共であっ
た。龍王・難陀（dGa’ bo）と、龍王・鄔波難陀（不空 Nye dga’ bo）と、龍王・水天（不空
Chu lha）と、龍王・娑竭羅（実叉 rGya mtsho）と、龍王・摩那斯（不空 gZi can）と、龍王・
高勝／最勝（実叉 gZhan gyis mi thub pa）と、龍王・地持（不空 Sa ’dzin）と、龍王・無熱
悩（不空 Ma dros pa）と、龍王・蘇迷蘆（不空 Ri bo pa）と、龍王・伏魔（不空 bDud las rgyal 
ba）と、龍王・月上（不空 Zla ba’i bla ma）等々、（D.Ga249a）龍王六万二千である。すな
わち、大王・持国（不空 Yul ’khor srung）と、大王・増長（不空’Phags skyes po）と、大王・
広目（不空 Mig mi bzang）と、大王・多聞（不空 rNam thos kyi bu）とであり、〔彼ら〕す
べての四大王も眷属の幾十万の者を伴っていた。ヤクシャ（夜叉）である金毘羅（不空 Kum 
bhi ra）と、阿吨嚩倶（不空’Brog gnas）と、針毛（不空 Khab spu）と、妙意（実叉 Yid bzangs）
と、妙慧（不空 Blo gros bzang po）と、妙相（実叉 dByibs bzangs）と、普色（実叉 Kun nas 









                                                   
170 以下の固有名詞は不空訳を優先的に出し、対応がなければ実叉難陀訳を利用した。  
171 Tib.phrag rtsub＝Skt. kharaskhandha〈asura-nāma〉cf.Lokesh Chandra,Tibetan-Sanskrit 
Dictionary, p. 1576b. 




















































 長者、商主（tshong dpong）177、国の王（khams kyi rgyal po）178と、美しい姿と、優れた
                                                   
173 六波羅蜜を語りつつ、主体に言及しない表現になっている。無我説に通ずるか。  





















銅鑼と、一絃琵琶（bi bang rgyud gcig pa）と、多絃琵琶と、管楽器と、手鈴（’khar dkrol）




































































































                                                   










































































現等覚するであろう。無熱病〔という〕劫（bskal pa rims nad med pa）において、この三千
大千世界〔自体〕において、如来・応供・正等覚者〔である〕寂静調伏自在（Tib.Rab tu zhi 
































「大王よ、我執（ngar ’dzin pa）と我所（nga yir ’dzin pa）とが有ることより、害心と、忿
怒と、瞋と、覆とは生ずることになる。我執と我所とに住するので、功徳と過失とを知ら
ない、したがって無知という。およそ我執と、（P.Wi288b）我所執それを、正しく如実に遍






それは知ることはない。「知ること（shes pa）」それのとおりに｢知らないこと（mi shes pa）｣
も同様である。それはなぜかといえば、出離する、あるいは出離しないどんな法も｢知ら
                                                   
195 両漢訳が示しているが（小座、卑床座）、高座に居る者に対して説法しないことは、作
法の一つ。 
196 苦諦の遍知ということにかかるのか。  





















































                                                   
200 転輪聖王の四種の軍隊。馬兵、象兵、車兵、歩兵。  
201 要点を述べて細釈するという構造。前を承けた表現。  
202 三阿僧祇劫を経ないと法輪を転じることができないことを前提としつつも、否定して
いる。大乗菩薩のありよう（発心即便成正等覚）。 



























                                                   
204 実叉難陀訳：普光明、不空訳：普遍。  
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界〔がある〕。そこには、如来・応供・正等覚者〔である〕吉祥積王（dPal brtsegs rgyal po）
205という者が、現在も居られる。〔すなわち〕生きて、住し、法をも教示する（ ltar yang bzhugs 













                                                   
205 実叉難陀訳：集吉祥王、不空訳：吉祥積王。  
206 固有名詞（仏名）を除くと、『阿弥陀経』の表現と全同である。浄土経典の定型句であ
る。 
チベット訳『阿弥陀経』（cf.『浄全』23,p.342）Tib.de na de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang 
dag par rdzogs pa’i sangs rgyas Tshe dpag med ces bya ba bzhugs te ’tsho zhing gzhes la chos 
kyang ston to 
207 実叉難陀訳：法上、不空訳：法勇 『般若経』末尾に登場する菩薩。  
208 「ガナ」でないので、出家者の菩薩とも考えられる。  
209 寂天の伝承に空中浮遊の話が出る。  
210 直訳では｢現れない｣。空思想、すなわち現象世界での｢不現｣。ある意味で｢snang ba mtha’ 
yas（無辺光）｣の根源としての｢mi snang ba mtha’ yas（不顕現）｣かもしれない。ゆえに直
後に｢忍を得た｣云々というのであろう。｢大光明（大顕現）｣を見たともいうのであろう。  
211 ここでの「菩薩蔵」は大乗経を意味する、一般名詞というべきものか。  


























                                                   
213 一般的に空思想として、一切法は名のみ、仮設のみといわれる。  











それから法上菩薩摩訶薩は、六千三百万（stong phrag drug khri sum stong）によって囲ま
れて、前方に進んで、譬えば大力の人が腕を縮めてから伸ばし、伸ばしてから縮めたほど
により、まさにその刹那、瞬間、瞬時こそにその仏国土から〔その現れを〕没して、この

















                                                   







奮迅（Seng ge’i rtsal gyis bsgyings pa）219という者が、現在も居られる。〔すなわち〕生きて、
住し、無量の菩薩の僧伽によって囲まれ、法を教示している。その仏国土に、声聞と独覚



















                                                   
218 実叉難陀訳、不空訳：離塵 
219 実叉難陀訳、不空訳：獅子勇妙奮迅  


























                                                   


























                                                   
223 P.D.smas par gyur ta re、実叉難陀訳、不空訳：無自毀傷  
唐玄奘訳『大般若波羅蜜多経』（『大正蔵』5,no.220,p.10b24）に同文あり。チベット文の「ta 
re」は不明。 
















































ない。またかの宝積王如来の仏国土において、殊勝願慧（sMon lam khyad par blo gros）230菩
薩摩訶薩というものが住していた。（P.Wi295a）殊勝願慧菩薩摩訶薩は、その大いなる光明
（顕れ）をも見た。その明瞭なお言葉の音声も聞いた。見て聞いてから、かの世尊・如来
                                                   
226 実叉難陀訳：摩尼蔵、不空訳：宝蔵 このあたりの仏や国土の名は『悲華経』を想起
させる。 
227 実叉難陀訳：摩尼積王、不空訳：宝積王  
228 大乗の施設のみがあるということ。極楽世界は三乗を包摂する立場を示している。  
229 『智光明荘厳経』に同様の例が出る（cf.高崎〔1992〕p.292）。円満な鏡に円満な顔、こ
れはマンダラのあり方か。 


















































                                                   
231 一般的な地獄を指す表現。 









の〔無数の〕仏国土を過ぎ去った〔ところ〕に、「常荘厳（rTag tu brgyan pa）」235という仏





して変化生する（brdzus te ’byung ngo）。その世尊も彼ら菩薩に、仏種姓の印（sangs rgyas gi 





それを信じ（mngon par dad pa）、一切法を証悟し、それらを分別せず分別が正しく断たれ

















たその仏国土において、相荘厳積星宿王（mTshan kyis brgyan pa skar ma brtsegs pa）240菩薩

















                                                   
239 二種の種姓のうちでは「本性住」ではなく、後天的な「習所成」を強調しているよう
だ。 
240 実叉難陀訳：相荘厳星宿聚王、不空訳：相荘厳星宿積王  
241 誓願には総願と別願とがある。前者は諸仏に共通する誓願。後者は、例えば阿弥陀仏
の四十八願などの仏の個別的な誓願。 























                                                   




246 P.sems can de dag las / la las spyos pa dang,D.sems can de dag las la la spyos pa dang  
【la la】代詞。有些、某些・・・（cf.ZK.p.2747b） 























                                                   
248 菩薩戒で用いる用語。例えば「菩薩地」戒品に根本重罪との関係で述べられる。  
249 実叉難陀訳：彼界不応名娑婆也、不空訳：彼之世界不応名娑訶也。  
250 P.ji snye ma,D.ji snyam 
251 非難を言うこと。 
252 P.de sti stang du byas kyang,D.bsti stang du byas kynag デルゲ版の読みを採用した。 



















時間〕長さに（se gol gtogs pa srid tsam du）一切衆生に慈心を生じたならば、それ（梵行者）
よりこれは福徳は多く生ずることになるならば、昼夜に清浄に住する者は言うまでもな
い。」259と。 
                                                   
254 P.dmang D.dmad 「dma’」と理解した。 
255 『普賢行願讃釈友釈』v.50 に「〔死後〕彼らは、良き獲得である〔良き生活の〕獲得が
ある（de gang rnyed pa legs rnyed〔bde bar ’tsho〕）」とある。 
256 四方の間の北東、南東、南西、北西という四つをいう。  












































釈天）と、ブラフマー（梵天）と、大王護世神（rgyal po chen po ’jig rten skyong pa）261と、














                                                   




























                                                   
262 P.bsal,D.gsal デルゲ版の読みを採用した。  
263 D.lha min 
264 実叉難陀訳：一切天龍与羅刹、不空訳：諸天龍神与士女 ヤクシャの別名と理解した。  
























                                                   
266 P.brnyes pa,D.brnyas pa デルゲ版の読みを採用した。実叉難陀訳：能忍罵辱諸難事、不
空訳：能度 毀罵誹謗皆堪忍 
267 P.bstan pa,D.brtan pa 漢訳に対応なし。デルゲ版の読みを採用した。  


























                                                   
270 漢訳は疑問文をもちいて否定を表す。  
271 実叉難陀訳：柔軟天衣、不空訳：天妙衣  
272 六種震動、すなわち動、起、涌、覚／撃、震、吼。  
273 P.shā ri’i bu,D.sha ra dwa ti’i pu 
274 一法から十法までの説示が終わったまとめの箇所には、諸法を総称して、「（P.Wi311a）























275 実叉難陀訳：厳浄仏刹、不空訳：浄刹成就  
276 （45）諦語の一種。チベット訳『阿閦仏国土経』第三願に相当する。諸本の対応箇所
は以下のとおり。蔵文：’Phags pa de bzhin gshegs pa mi ’khrugs pa’i bkod pa zhes bya ba thegs 
pa chen po’i mdo,P.no.760-6,Dzi.6b5ff、漢訳：後漢支婁迦讖訳『阿閦仏国経』（『大正蔵』
11,no.313, p.752b10ff.）、唐菩提流志訳『大宝積経』「不動如来会」（『大正蔵』11,no.310-6, 
p.102b22ff.） 
277 随学については、例えば『普賢行願讃陳那釈』v.55 を参照。 






















                                                   
279 cf.ツルティム、藤仲〔2007〕pp.346-347 注 19 

























2-2-4.諸仏・世尊が、彼のあり方を宣説（yongs su sgrogs）し、法を教示することと、  
2-2-5.〔すなわち〕彼は〔後生に〕インドラそのもの、あるいはブラフマンそのもの〔とな
る〕ために、広大な心と心所とを生ずることと、 
































                                                   





3-3.戒の律儀（tshul khrims kyi sdom pa）に住することである。 
  
菩薩が得る十の無畏 
















                                                   
285 実叉難陀訳：無所染著而行法施、不空訳：衆中説法無畏 








（yon tan gyi chos）を摂受する。「十」は何かといえば、およそこれは、 
3-2-1.彼は罪悪（sdig pa）を望まない者である。 








3-2-9.彼は非如理の分別（tshul bzhin ma yin par rnam par rtog pa）291、（D.Ga267a）作意を生
じない者である。 






利徳（yon tan gyi phan yon）を摂受する。「十」は何かといえば、およそこれは、 
                                                                                                                                                           
288 上記のとおり無畏施の次に法施。  
289 実叉難陀訳：四者於檀越家心不繋著、不空訳：四者不募家種  
290 実叉難陀訳：五者不占護他家、不空訳：五者不姤（妬）種姓  
291 不正確な思惟の意味。 
292 P.myong ba’i,D.med pa’i デルゲ版の読みを採用した。 





















                                                   
294 混雑の過失、空寂の因についてはツルティム、藤仲〔2007〕p.222ff.を参照。シャーン
ティデーヴァ著『集学論』cp.11｢阿蘭若礼讃｣については、蜜波羅〔2003〕を参照。 































4-2-3.他者の難語（rgol ba）と怨敵（mi dza’）300とによって侵害されなくなることと、 
4-2-4.天を含めた世間により礼拝されるべきものになることである。  
 シャーリプトラよ、それら四つが「慢を摧破した（nga rgyal bcom pa）」菩薩の利徳であ
る。 
                                                   
298 実叉難陀訳：常自謙下、不空訳：常自謙下剪除我慢  
299 実叉難陀訳：見他得利心生歓喜、不空訳：見他栄盛心生歓喜  


















した受用（long spyod）によって、「安楽に生活する（bde bar ’tsho’o）」という歓喜を獲得
することと、 
4-4-2.その受用を、王と、盗賊と、火と水など〔の災害によって〕と、（P.Wi304a）怨親た
ち（bgo skal la spyod pa mi dza’ rnams）とによって奪われないことと302、 
4-4-3.子の円満（phun sum tshogs pa）と、眷属の円満と、受用の円満とを獲得したとき、彼
に対して王も歓喜するならば、他の衆生は言うまでもない。 
4-4-4.彼は広大な303受用と使用（kun du spyod pa）とに心が発趣することである。 
                                                   
301 実叉難陀訳：既自得故生歓喜、不空訳：既以自福及以己力 不空訳に明記されるが、
彼らが「自分でできた」と思わせるためである。 
302 取り分、応分の受用が怨敵たち。  
303 P.rgyal po chen po,D.rgya chen po デルゲ版の読みを採用した。 
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実叉難陀訳：稸用資財倶無窮尽、不空訳：財宝広大受用無窮 
304 北京版なし 
305 P.yongs su,D.gi デルゲ版の読みを採用した。  
306 P.pa,D.la 
307 仏国土の十八円浄（十八円満）については、長尾〔1999〕（下）p.420 を参照。 
308 P.bsgrub pa,D.bsgrubs pa デルゲ版の読みを採用した。 
309 『入法界品』のように諸善知識を訪問し、特定の法門について尋ねるやり方。善財童
子は最終段階で仏境界に入ったように理解できる。 

















                                                                                                                                                           
ある。声聞〔乗〕と独覚乗に心を発す錆の〔ような〕過失を離れ、一切智の心を発す〔如
意〕宝珠のよう全く清浄であるのだから、完全に清浄である」という。 
312 ここでは有相的な理解であり、空観が完成していない。空観は続く 5.に出る。 
またこの箇所は、他仏国土に生まれることの意義付けを行っている。自身の関心によっ
て生まれる国土が選択されることになる。『往生論』には、往生の意義付けとして、「何等
の世界なりとも 仏法功徳の宝無きには 我れ願は皆往生して 仏法を示すこと仏の如く
ならんと」（cf.『浄土宗聖典』1、pp.360-361）とある。 
313 P.gus pa dang bcas zhes dang bcas shing thal mo sbyar te,D.gus pa dang bcas / rje sa dang bcas 
shing thal mo sbyar te デルゲ版の読みを採用した。 
314 P.na,D.nas 


















5-4.シャーリプトラよ、さらにここで菩薩は、因と生起（rgyu dang ’byung ba）とについて
善巧である320。そこでの｢因｣321は何か、｢生起322｣とは何かといえば、｢因｣というものは何









                                                                                                                                                           
成就することになる。この文脈でいうと『悲華経』は法蔵菩薩の前生譚の位置付けにもな
ろう。 
318 実叉難陀訳：応浄其智、不空訳：令清浄  
319 不空訳はこの 5-3 を、5-3 と 5-4 とに分けている。 
320 「精通している」という意味。 
321 例えば業、煩悩、輪廻など。 
322 実叉難陀訳：出離、不空訳：なし 梵語で niryāna を想定すると、出離とも生起とも受
け取れる。 
323 実叉難陀訳：不正思惟、不空訳：不明  









前に悟り（mngon par ’tshang rgya zhing）、一切の世間から秀でた仏国土を摂受する。｢六つ｣
は何かといえば、 
6-1.シャーリプトラよ、ここで菩薩は布施者、施主（sbyin pa po sbyin bdag）となる。彼は
事物〔、すなわち〕その愛惜し心に叶い（de dngos po gang phangs pa yid du ’ong ba）、欲し
くなるもの、それらを全く施しても萎縮しないであろうし、意の歓喜と、喜びと、喜悦と、
意の安楽とが生じて、このようにこの無上の正等覚を願求することによって、自らが大施






一切の財産を完全に施す。ゆえに彼は菩提を得るから「一切智者」（thams cad mkhyen pa）
という326。 
6-2.シャーリプトラよ、さらにここで菩薩は在家者であっても、出家者であっても、戒の
律義（tshul khrims kyi sdom pa）を正しく受けることへ安住する者である。彼は命のために
                                                   



















6-3.シャーリプトラよ、さらにここでかの菩薩は（D.Ga269b）忍の甲冑（bzod pa’i go cha）
を被り、忍の力を具えた者であるが、慢の力を具えない。彼は非難され、責められ、打た






                                                   































し、誓いにおいて堅固である（yid dam la brtan pa yin no）333。彼はこのように精進を始め
                                                   
331 実叉難陀訳、不空訳：未随仏学 
332 P.rnyed de,D.skyed de? 実叉難陀訳、不空訳：増長 



















6-4-3.彼は輪廻について過失だとの想（nyes par ’du shes）を生じた者である。 
6-4-4.彼は大悲を摂受した者である。  




                                                   
334 未来を意味する十四無記にも出てくる。  
335 P.de bas ches bsod nams mang du skyed do,D.de de bas bsod nams ches mang du skyed do 
デルゲ版の読みを採用した。 















一切衆生を私は捨てないと思ってから、きわめて閑寂な寂静処に（dgon pa rab tu dgon pa la）
歓喜するのである。犀の角のように独り行い、彼はきわめて閑寂な寂静処に住して、一方
において衆生たちに慈でもって遍満させる（byams pas khyab par byed do）。同様に結びつけ
て、十方すべてほどに、無量を具えた心によって、一切衆生に慈をもって遍満させる。慈
に住してから、〔色界の〕禅定における禅定者となる。またシャーリプトラよ、誰か在家の
菩薩（byang chub sems dpa’ khyim pa）が、ガンジス河の砂の数ほどの〔無数の〕、〔諸々の〕
如来および比丘の僧伽の眷属たちに対して、ガンジス河の砂の数ほどの〔無数の〕劫にお
いて、安楽に結びつけることすべてでもって340、恭敬したことより〔も〕、菩薩が出家した
                                                   
337 「仏・世尊の功徳を随念」とあるので、明らかに仏十号随念である。  
338 デルゲ版になし。 
339 P.sems gyengs pa dang / brjed de pas ni gang ’di sangs rgyas kyi gnas te,D.sems gyengs pa 
dang / brjed ngas pas ni gang ’dis sangs rgyas kyi gnas te  















6-5-7.生滅（skye ba dang ’jig pa）において善巧（精通）を得た者である。  
6-5-8.戒蘊を損なわない者である。  





6-6.シャーリプトラよ、さらにここで菩薩は、智慧の等流（shes rab kyi rgyu mthun pa）に
ついて善巧な（精通した）者である。彼はこのように、「智慧は何から生じたか」と観察し、
                                                   
341 P.bor nas,D.bor na デルゲ版の読みを採用した。  
閑寂処に向かって七歩進むことは『三昧王経』に出る（cf.ツルティム、藤仲〔2007〕
p.223,347 註 21）。 













んな法も、どんな法においても、施設する（nye bar ’jog pa）法、それを何も正しくは（真


















ず、一切の飾りによって荘厳された仏国土を浄化する（yongs su sbyong ngo）。「七つ」は何
かといえば、すなわち、 

















8-4.説法者（chos smra ba）に奉事することと348、 
8-5.尊敬を具えることと、 
8-6.生活が清浄であることと、 
                                                   
346 P.sems can de,D.sems de 北京版の読みを採用する。実叉難陀訳：衆生不可得、不空訳：
有情不可得 
347 実叉難陀訳：一者不楽涅槃、不空訳：心不嫉妬  















                                                   
349 P.kun bgyed pa,D.kun bgad pa デルゲ版の読みを採用した。実叉難陀訳、不空訳：不自
矜高 





























                                                   










クリット表現（buddhakṣetrapariśuddhi ; kṣetram pariśodhayati, etc.）が用いられるのは、
このことを示している。」 
352 以下の 10-1～10 は不空訳には欠如。竺法護訳には対応あり。 
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10-9.我所（私のもの）が無いし（nga’i ba med cing）354、 
10-10.無上の正等覚に決定する。そのような仏国土へ浄化していない間は、精進を捨てな
















356 不空訳では以下の十法が 10-1～10 に相当する。 









仏国土の功徳荘厳を成就するために廻向し、戒の律儀（tshul khrims kyi sdom pa）に住する








と取らえる。彼が360菩提を得た時、その仏国土の衆生たちは、最高の安楽（bde ba’i dam pa）
によって満足するであろう。 
4.シャーリプトラよ、さらにここで菩薩は、十善業道（dge ba bcu’i las kyi lam）を（P.Wi309b）
常に断絶せずに正しく受けて成就する。その善根をもまた仏国土の功徳荘厳を円満に完成
すべきために、一切智性（thams cad mkhyen pa nyid）に廻向する。彼が菩提を得た時、そ
の仏国土の衆生すべては十善業道を具え、出離の智慧（’byung ba’i shes rab）をもった者に
なるであろう。 
5.シャーリプトラよ、さらにここで菩薩は、どんな場所にいようとも、その場所において
                                                   








359 不空訳は 2.と 3.とが交替している。 























鼓（rdza rda）と、銅鑼（khar rda）と、一絃琵琶（bi bang rgyud gcig pa）と、多絃琵琶（sgra 
snyan）と、手鈴（’khar dkrol）と、管楽器（gling bu）と、琵琶（bi bang）と、ヴァルラキ
ー（bal la ki）362と、キムパラ（楽器名 kim pa la）等々の音楽〔を演奏する〕楽器の、意に
                                                   
361 実叉難陀訳：なし、不空訳：商佉 


















1.不放逸（bag yod pa）に住することと、 
2.聞いたとおりの法を慇懃に行うことと、 
3.殊勝な誓願（別願 smon lam gyi khyad par）367である。 
                                                   
363 実叉難陀訳：なし、不空訳：如来窣堵波。  
364 二十随煩悩の一。 
365 P. ’doms, D. ’dems. 
366 一から十まで法数を出したあとに、三法が出る。前後の関係が分かりにくい。  


















しつつ、句の業（tshig gi las）を尊重することと、不慇懃によっては、声聞の地（nyan thos 
kyi sa）も成就できない371〔。それ〕なら、（P.Wi311a）無上の正等覚は言うまでもない。
シャーリプトラよ、したがって〔名実ともに〕「菩薩」を正しい名（yang dag pa’i ming）と
して（D.Ga274a）つけるよう誓うことを望む菩薩は、制定されたとおりのこの菩薩の学処
（byang chub sems dpa’i bslab pa ci ltar bcas pa）を学ぶべきである372。」と。 






370 実叉難陀訳の「我住昔」というように過去の因縁話である。  
371 菩薩乗の無上正等覚との比較対象として、声聞地を出す。  


























                                                                                                                                                           
いは上記の三つのどれか一つを特定したものかは、定かではない。 























                                                   
376 実叉難陀訳、不空訳：願荘厳 

















































る386。あるいは色の自性（rang bzhin）、あるいは色の真如（de bzhin nyid）、あるいは色の









383 般若経類に見られる、典型的な逆接的表現。  
384 容認、認識という意味。例えば、無生法忍、十六智忍。 
385 現代語ならば「明確に述べること」の意味。  


















































いえば、我への執392（bdag tu ’dzin pa）から還滅する。衆生への執と、命への執と、プド
ガラへの執と、断絶への執と、常への執と、兆相（mthsan ma）への執より還滅する。分別





390 実叉難陀訳：如来為於無驚怖者而演説法、不空訳：仏為於無驚怖者而演説法  
391 「煩悩がない者は輪廻しない」といった含意。  








とが｢仏の諸法｣である。現行（使用）がないことと、了別がないこと（rnam par rig pa med 
pa）と、ただ名ほどにすぎないもの（ming tsam du zad pa）と、空と、無生と、無滅と、無
来、無去と、清浄がないことと、雑染を欠いていること（D.Ga276b）と、無塵と、離塵と、
無我所393と、無作意と、不相認がないこと（mi ldan pa med pa）394と、無漏395と、受けたこ










                                                   
393 P.bdag gis med pa,D.bdag gi ba med pa デルゲ版の読みを採用した。 
394 実叉難陀訳：無和合、不空訳：無尽  
文脈や漢訳の読みからは「mi」は不要である。 



















































































「良家の子よ、このマンジュシュリー童子は、甚深の忍（zab mo’i bzod pa）を具えている。
                                                   
401 あり方、道筋を意味する。 
402 実叉難陀訳：不念我説亦無分別、不空訳：無所思亦無分別  
403 同一でなく別異でない、は中観に良く出る表現。 





















その時、普覆王（Skt. Ambararāja,Tib.rGyal po Nam mkha’）408という法に適った者、転輪
                                                   
405 不空訳の「乃至」は、de yang も含んでいるようだ。 
406 実叉難陀訳に一致する。不空訳は「七十万阿僧企耶千万～」である。  



























                                                   
409 金、銀、瑠璃、玻璃（水晶）、硨磲、赤珠（珊瑚）、瑪瑙。あるいは転輪王七宝（金輪
宝、白象宝、紺馬宝、神珠宝、王女宝、主蔵宝、主兵宝）。 
410 P.gnyen mang ba dang,D.gnyen ’dab dang 実叉難陀訳、不空訳には「多」はなし。デル
ゲ版の読みを採用した。 
411 律蔵に抵触しない供物を指しているのか。以下、同じく。  












で414妙法（dam chos）を尋ねます。どんな形相により最高の善士（skyes bu’i 
dam pa mchog）が生ずることになるのでしょうか。導師は私にお説きになってください。
                                                   
413 中観派の発心儀礼と普覆王誓願との関係については、山本〔2005〕pp.36-38 を参照。寂

















cf.ツルティム、藤仲〔2007〕pp.328-329 注 81 












徳を消耗（rnam par chud gzon）してはならない。（5） 
 一切衆生を益するために、大波濤の〔ような〕誓願（smon lam rlabs chen）416を立てなさ
い。菩提心を発して、諸々の世間の利益（don）をなしなさい、と。（6） 
 したがって、法の自在主（chos kyi dbang phyug gtso）、正等覚者に私は尋ねます。牟尼よ、
                                                   









のような〕讃嘆（de dag bsngag pa mi zad）」といったこと等々がある。「彼ら（de dag）」
とは如実に信解すべき者たちである。最終的にも超えないのだから（’gong ba med pas 






















                                                   
417 実叉難陀訳は偈頌から外れた一文を載せる。以下のとおりである。「爾時雷音如来為普
覆王。而説頌曰」 




420 実叉難陀訳：応堅固、不空訳：応勇猛  
421 【出典原拠】サンスクリット本 Bendall〔1977〕p.13,l.18-19「yāvatī prathamā koṭīḥ 







になろう（sangs rgyas thams cad bslus par ’gyur）423。（17） 











                                                   
422 【出典原拠】サンスクリット本 Bendall〔1977〕p.14,l.1-2.「utpādayāma saṃbodhau cittaṃ 
nāthasya saṃmukhaṃ / nimantraye jagatsarvaṃ dāridryān mocitāsmi tat / /」 
423 「一切諸仏を欺いたことになろう（sangs rgyas thams cad bslus par ’gyur）」という誓願形
式は、『阿閦仏国土経』と共通する。『無量寿経』とは一致しない。  
424 【出典原拠】サンスクリット本 Bendall〔1977〕p.14,l.3-4.「vyāpādakhilacittaṃ vā 
īrṣyāmātsaryam eva vā / adyāgre na kariṣyāmi bodhiṃ prāpsyāmi yāvatā /」 
425 【出典原拠】サンスクリット本 Bendall〔1977〕p.14,l.5-6.「brahmacaryaṃ cariṣyāmi kāmāṃs 
tyakṣyāmi pāpakān / / buddhānām anuśikṣiṣye śīlasaṃvarasaṃyame /」 
426 【出典原拠】サンスクリット本 Bendall〔1977〕p.14,l.7-8.「nāhaṃ tvaritarūpeṇa bodhiṃ 
prāptum ihotsahe / / parāntakoṭiṃ sthāsyāmi satvasyaikasya kāraṇāt /」 
427 【出典原拠】サンスクリット本 Bendall〔1977〕p.14,l.9-10.「kṣetraṃ viśodhayiṣyāmi 
aprameyam acintiyam / / nāmadheyaṃ kariṣyāmi daśa dikṣu ca viśrutaṃ /」 























 良家の子よ、その時期、その時に、転輪王〔である〕普覆（’Khor los sgyur ba’i rGyal po Nam 
                                                   
429 【出典原拠】サンスクリット本 Bendall〔1977〕p.14,l.11-12.「kāyavākkarmaṇī cāhaṃ 
śodhayiṣyāmi sarvaśaḥ / / śodhayiṣye manaskarma karma karttāsmi nāśubham /」 
北京版、デルゲ版とも spyad,sbyang の区別がつかない。意味・文脈を考えるならば spyod。 
実叉難陀訳：不令起諸悪、不空訳：不応起不善 
430 言説の正当性、成就の証明として奇瑞が描写されている。cf.若原〔2002〕 





















この過去物語（sngon byung ba’i le’u）438を教示した時、七十万の生きものは無上の正等
                                                   
432 阿羅漢の「所作成弁」と対比的である。 
433 変化身としての成道相への言及。 
434 実叉難陀訳：供養彼諸如来、不空訳：なし  
435 D. kyi, P. kyis 北京版の読みを採用する。 
436 実叉難陀訳：地持、不空訳：地 























に完成することは何であるかといえば、そのように言うのについて（de skad zer la）、色を
円満に完成することと、受と、想と、諸行と、識とを円満に完成すること、それが諸々の
                                                                                                                                                           
cf. Lokesh Chandra, Tibetan-Sanskrit Dictionary,Rinsen Book Co., p.649a【sngon byung ba】
1.itihāsaka、2.pūrvayoga、3.bhūtapūrva 
cf.村上〔1969〕、同〔1971〕、北條〔2007〕 























「彼は法は何により、いかにして円満に完成したというのですか（des chos ces / cis yongs su 
rdzogs shes bya）。」443と。 
 〔マンジュシュリー童子は〕述べた－ 
                                                   
441 漢訳は「増減」を出す。 
442 P.yang,D.なし 
443 P.shes bya,D.zhes bya  















のように、他の衆生たちを菩提に正しく摂受させるのですか（khyod kyis de444 ji ltar sems 









に平等性を願求することがない（smon pa med do）。退転することがない。ゆえに諸行
（du ’byed rnams）について、どこから来ることも無く、そしてどこへも行くことはない。
                                                   

























「マンジュシュリーよ、「現観（mngon par rtogs pa）」とはどのようなことか。」と。  
〔マンジュシュリー童子は〕述べた－ 
「良家の子よ、およそ一切法を慢心なく、平等性として了解すること－ これが「現観」
                                                   







（yang dag pa’i lta bas zhugs te）、平等性において、いかなる法をも認得せず、認得しないこ
とをもって、同一あるいは別異としないし、慢心をしないこと、これが「現観」という。
およそ一切法、これは無相として一つの相（特徴）として448身によって現前にし、（P.Wi321a）


















450 gnas pa ではなく gnas。 
451 第四函は長大なため、便宜上、前後半に分割する。 
 P.Wi321a-331b, D.Ga282a-290b. 
 漢訳の対応箇所は以下のとおりである。 























                                                                                                                                                           
・唐不空訳『大聖文殊師利菩薩仏刹功徳荘厳経』（『大正蔵』11, no.319, pp. 914b2-916c29） 


















































んが（mngon par rdzogs par ’tshang rgya bar mi bya’i）458、〔しかし〕いつか私が仏の障碍の




456 P. bcud pa, D. btsud pa. デルゲ版の読みを採用した。 





























































                                                   
461 P.bcom ldan ’das dag gis ni,D.bcom ldan ’das bdag gis ni デルゲ版の読みを採用した。 
462 P.tha grur yongs par yongs su ma grub cing / sangs rgyas kyi zhing de’i phyir / ring po che, D. 
tha gru yangs pa yongs su ma grub cing sangs rygas kyi zhing de ring po che デルゲ版の読みを
採用した。 


























「良家の子よ、普見（Kun tu gzigs pa）464如来という者になる。良家の子よ、これをどのよ



















                                                   
465 恐らくこれは「無為」を意味する。さらに漢訳の解釈に従えば声聞乗の見道に入った
ことを言うのであろう。実叉難陀訳：離生位、不空訳：声聞尼夜摩位 
466 P.dag gis,D.bdag gis デルゲ版の読みを採用した。 
467 P.’gyur ba smon lam,D.’gyur bar smon lam デルゲ版の読みを採用した。対応する内容は
『無量寿経』誓願文に確認できなかった。ただし『無量寿経』は、極楽世界においては欲
するものがすべて満足するという。初期仏典の『ダンマパダ』v.200 には、「Pā.pītibhakkhā 


























合わないという憶念（snyam pa’i dran pa）を得てから、彼らのそのような心が生ずるやい
                                                   
468 大乗における道理、または菩薩としての性に合わないという意味か。例えば Skt. Kama- 
laśīla は Tib. Padma’i ngang tshul と訳される。 
469 この箇所を漢訳者は訳していない。 
470 D. ’gyur te, P. gyur te. 北京版の読みを採用した。 
471 極楽のありかたと共通している。還相廻向という言葉ともはまる。智慧だけではなく、
菩薩行の指導者像。『入法界品』と地続きの側面が出ている。 
472 P. rin po chen rnam pa, D. rin po che rnam pa. デルゲ版の読みを採用する。 






























「誓願のとおりに円満に完成し、清浄であり、無垢により集積された476（sMon lam ji lta ba 

































いては、菩薩たちの特別の思い（bsam pa’i khyad par）によって花が開いて、閉じるでしょ
                                                   













菩薩蔵（byang chub sems dpa’i sde snod）484の法門の声を発するであろう。彼ら菩薩が信解
したとおりの音声が聞こえるであろう。菩薩〔、すなわち〕彼らはその如来を見ようと楽
ったり、歩いたり、行ったり、来たり、坐ったり、とどまっても、彼らはそこで、仏を見










480 P. gang byang chub sems dpa’, D. gang byang chub. デルゲ版の読みを採用する。 

























った、あらん限りのその衆生利益は（ji snyed du byas pa’i sems can gyi don de ni）、十万のコ
ーティ・ナユタの仏も行われなかった。」 
                                                   
486 P. yin no, D. yin na. 不空訳にも「若」があるのでデルゲ版の読みを採用した。 
487 P. ’gyur, D. gyur. 北京版の読みを採用した。 
488 P. sangs rgyas bye ba khrag khrig phrag ’bum gyi se mtshan, D. sangs rygas bye ba khrag khrig 
phrag ’bum gyi mtshan. デルゲ版の読みを採用する。 











「マンジュシュリー童子に敬礼します（’Jam dpal bzhon nur gyur pa la phyag ’tshal lo）492。
普見如来に敬礼します。」 



















494 デルゲ版は sbyod pa（spyod pa）に見える。漢訳は不明瞭である。 
205 
 

















































の或る如来に〔過去に〕在ったでしょうか（mnga’ bar gyur tam）。〔未来に〕在ることにな
                                                   











数〕ほどの仏国土を過ぎ去ったところに、住最上願502（sMon lam la rab tu gnas pas mngon 
par ’phags pa）という世界がある。そこには503如来・応供・正等覚者〔である〕普光功徳常
多海王504（Kun nas ’od zer yon tan rtag tu mang ba brgya mtsho’i rgyal po）というもの〔、す
なわち〕寿命の量は無量な者が、現在居られる。〔すなわち〕生きて、住し、無量の菩薩衆
によって囲まれて、直面して（mdun gyis bltas te）、法を教示する。良家の子よ、普見如来
の仏国土の功徳荘厳の円満となるであろうものと、現在、世尊・如来・応供・（D.Ga288b）
正等覚者〔である〕普光功徳常多海王の仏国土の功徳荘厳であるもの－ その二つは等し
く、過不足はない（lhag chad med do）。良家の子よ、菩薩は不可思議の鎧を被り、大いな










                                                   
501 P. ni, D. na. デルゲ版の読みを採用した。 
502 実叉難陀訳：住最上願、不空訳：願住高踊。実叉難陀訳を採用した。 






（Mya ngan med pa’i dpal）506の507仏国土に居る。二人目は、智上（Ye shes bla ma）508とい
う。〔すなわち〕南の方角における、世尊・如来〔である〕慧勝（Ye shes rgyal ba）509の仏
国土に居る。三人目は、寂静根（Zhi ba’i dbang po）510という。〔すなわち〕西の方角にお
ける、世尊・如来〔である〕慧積（Ye shes rab brtsegs pa）511の仏国土に居る。四人目は、
願智（sMon lam blo gros）512という。〔すなわち〕北の方角における、世尊・如来〔である〕








skyu ru ra’i ’bru, Skt. āmalaka）514が有るのが見えるそのように、その仏国土はこの〔釈迦如
                                                   
505 実叉難陀訳、不空訳：光明幢。 
506 実叉難陀訳：無憂徳、不空訳：無憂吉祥。 
507 P. gyis, D.kyi. デルゲ版の読みを採用した。 

























                                                   





517 P. lham me, D. lam me. 北京版の読みを採用した。 























るために発心した。マイトレーヤよ、彼ら八万四千の菩薩のうち十六正士（skyes bu dam pa 









522 竺法護訳：十六正士、実叉難陀訳：十六善大丈夫、不空訳：十六正士  
定型的なものであるためか漢訳にも「十六正士」を構成する各具体名は出ていない。cf.
田中〔2012〕 
523 P.gis nis,D.gis ni デルゲ版の読みを採用した。 






















（rdzu ’phrul gyi cho ’phrul）により来るように現れた。 
                                                   
525 P.myur du,D.なし 北京版の読みを採用した。実叉難陀訳：速、不空訳：速疾  
526 速いが仏国土の荘厳は充分ではない、遅い行により荘厳を完成させることとの対比。  
527 多すぎること、少なすぎることはなく、全く等しいという意味。  
























「良家の子たちよ、これら来たった四人の善士（skyes bu’i dam pa）は、不可思議の境位を
被っている（go gyon pa）533。大いなる発趣〔心〕（’jug pa chen po）によって正しく発趣し
たから534。良家の子たちよ、あなた〔たち〕はこれら善士を尊重して（rim gro skyed）、法
                                                   
531 P.D. ’jig rten tu dogs cher gyos par gyur ba dang、実叉難陀訳：なし、不空訳：於此世界大
地震動 
532 実叉難陀訳：彼四菩薩光明遍照此之大会、不空訳：彼菩薩光従四方来普照大衆  
533 難解な表現である。Tib.gyon pa は「着る」の意味。直後の「発趣」とのかね合いでは、




















それは平等性です（mnyam pa nyid do）。世尊よ、平等性を学ぶ菩薩摩訶薩は、速やかに無
                                                   
535 P.’khor ba’i phyir bsnyal bar gyur cig,D.’khor ba phyir bsnyil bar gyur cig 三段落前の表現
を参照してデルゲ版の読みを採用した。『蔵漢大辞典』p.1751 にも「phyir bsnyil ba」の項
目がある。 
実叉難陀訳：棄捨二十億劫生死流転、不空訳：超二十倶胝劫流転生死 
536 P.pha rol tu phyin pa lta,D.pha rol tu phyin pa lnga デルゲ版の読みを採用した。 
537 P.ces bya bar,D.ces bya ba 
538 P.skye bar skye ’gag kyang ’gag ste / gang la skye ba dang / ’gag pa ma mchis par de ni,D.skye 

















                                                   





































の一相としての教示（chos kyi tshul gcig tu bstan pa）」という。」 
                                                                                                                                                           
於無無所著於有無所得 
541 「一つの法のあり方」程度の意味。要点は何かと問うている。一乗思想の表明にも繋


























善思惟550（bSam pa legs par sems pa）菩薩が述べた－ 
                                                   
545 P.tha dad du mi ’jed cing,D.tha dad du mi ’byed cing デルゲ版の読みを採用した。 
546 実叉難陀訳：楽見菩薩、不空訳：喜見菩薩  
547 増上慢を諫めている。 
548 実叉難陀訳：無礙辯、不空訳：無尽辯    
549 P.chos thams cad kyi mi zad pa,D.chos thams cad mi zad pa 





















 月上（Zla ba’i bla ma）童子555が述べた－ 
                                                   
551 実叉難陀訳：妙離塵、不空訳：離塵  
552 実叉難陀訳：娑竭羅、不空訳：娑蘖羅  
553 P.gting dpag bka’,D.gting dpag dka’ デルゲ版の読みを採用した。  
554 P.D.rlom sems 実叉難陀訳：想、不空訳：思 玄奘訳『瑜伽師地論』では、Skt.manyanā
に Tib.rlom sems が対応し、漢訳では憍挙、憍慢、思量となる（cf.横山、広沢〔1997〕）。 
cf.谷口〔2002〕p.211 注 84 






















                                                   
556 実叉難陀訳：離憂闇、不空訳：摧一切憂闇 ここでは不空訳を採用した。チベット訳
の意味は「すべての憂いの闇を除く」。 
557 P.rgyun gcad pa,D.rgyun chad pa 
558 箭または矢は煩悩の別名である。 
559 実叉難陀訳、不空訳：無所縁菩薩  




















 成就行564（’Gro ba grub pa）菩薩が述べた－ 
「一切法が集合しないとも知り、知るとおりにまた教示する。すなわち、一切法は説きえ
ないから一字も説かない。そのように教示すること、それが「法の一相としての教示」で
                                                   
562 実叉難陀訳、不空訳：普見菩薩 





















 同様に結びつけて、大威徳たる大威徳567（gZi brjid chen po gzi brjid chen po）菩薩摩訶薩
たちが、各々に各自の辨才を教示した。この「一相としての教示の法門（tshul gcig tu bstan 
pa’i chos kyi sgo）」を教示した時、（P.Wi333b）七十コーティの菩薩が無生法忍を得た。八
百四十万コーティ・ナユタの生きもの（生類 srog chags）は無上正等覚に発心した。七千






                                                   
565 実叉難陀訳、不空訳：深行菩薩 
566 D.gang la ston pa dang,P.gang la bston pa dang デルゲ版の読みを採用した。 
実叉難陀訳：能説所説及与所為、不空訳：於彼若説若無説者於法無二 チベット訳は実叉
難陀訳に近い。 

















を現等覚します。いつか幻術の人570（sgyu ma’i skye bu）が菩提を現等覚するその時、私も
菩提を現等覚します。いつか漏を尽くした阿羅漢が571、（P.Wi334a）菩提を現等覚するその







                                                   
569 五位七十五法の無為法では、虚空（Skt.ākāśa）は抵触する色の欠如として定義される
ので、ここでは「ありえない」という含意。 






























                                                   
573 いわゆる「色即是空、空即是色」という構文。  
574 P.stong pa zhe bya’o,D.stong pa’o デルゲ版の読みを採用した。 
575 P.yul ma ga dā,D.yul ma ga dha 実叉難陀訳：摩竭国、不空訳：摩伽陀国  




















う配置した（zad zad du bkod par gyur la）。同様に二人目のある丈夫が生まれた。彼も南の
方角において、それほどの583極微細なそれぞれの塵から（nas）、そのやり方とおりに置い
                                                                                                                                                           
舟橋一哉『倶舎論の原典解明 世間品』法蔵館、pp.438-439、1955）。 
577 P.til gyis ’bru gcig cig,D.til gyi ’bru gcig cig デルゲ版の読みを採用した。 
578 P.ji lta ba de lta bur ni,D.ji lta ba de bzhin du ni 
579 P.phyi na,D.phyin デルゲ版の読みを採用た。 
580 P.rlags,D.brlags デルゲ版の読みを採用した。  
581 P.bzhugs par kyang byas kyang,D.bzhugs par byas kyang デルゲ版の読みを採用した。 
582 伝統的漢訳では「異門」である。  

























な塵を算術のできる者、または算術に巧みな者（rtsis la mkhas pa）は、「百〔の単位〕は、
                                                   
584 実叉難陀訳：なし、不空訳：仰蘖羅  
585 実叉難陀訳：なし、不空訳：泯末羅  
586 実叉難陀訳：なし、不空訳：阿閦婆  
587 P.brtags te,D.btags te 「’thag pa」より、デルゲ版の読みを採用した。  


























 それから世尊に対して、（P.Wi336a）マイトレーヤ菩薩がこのように申し上げる－  
                                                   
589 P.zhes ’am / bya bar shes ba’am,D.zhes bya bar shes pa’am / デルゲ版の読みを採用した。 
226 
 
「世尊よ、もしそのような大智（ye shes chen po）の〔獲得の〕ために、菩薩摩訶薩が後の

















                                                   
590 「phyi ma’i mtha」で未来を意味する。 






















                                                   









597 P.zla ba dang / phyed dang,D.zla ba phyed dang  デルゲ版の読みを採用した。不空訳：昼
夜半月月時歳劫 
598 時節、季節といった含意。 






















                                                   
600 P.nam mkha’i khams la rnams par rtog pa med pa’i phyir ro,D.nam mkha’i khams la rnam par 
rtog pa med pa’i phyir ro デルゲ版の読みを採用した。 
601 P.ci nas kyang mi rtogs,D.ci nas kyang mi rogs デルゲ版の読みを採用した。 
602 実叉難陀訳：彼於諸法無想念故、不空訳：無有少想於法起者  
603 P.tshig pa,D.’tshig pa デルゲ版の読みを採用した。二十随煩悩の一つ。  
604 虚空界は無為として存在する。 

















根（dge ba’i rtsa ngan ngon608）を具えた者ではありません609。」と。 
 
マンジュシュリーへの随学、発心の福徳 
                                                   
606 P.bdag,D.dag デルゲ版の読みを採用した。  
cf.Mvp.6411（149）Maheśākhya-maheśākhyaḥ、〔漢〕大自在、或称大自在、〔蔵〕Dbang-che-ba 
ḥam dbang che bar grags、〔和〕Mahā＋īśa＋ākhya 大福徳の人と呼ばれるもの、大福の人（cf.
榊亮三郎『梵蔵漢和四訳対校 翻訳名義大集』、国書刊行会、1981、p.414） 
実叉難陀訳、不空訳：余大威徳諸天子等 
607 他の仏法、例えば声聞乗に示されたようなものではない、といった含意か。  
608 【ngan ne ngon ne】ngan pa dang nyung ngu’i tshul（cf.ZK.p.647a） 
609 実叉難陀訳：なし、不空訳：当知不以少善根而能成就  
不空訳を見ると、少善根の者が極楽往生できないという『阿弥陀経』の表現と類似する。 
・鳩摩羅什訳『阿弥陀経』「舎利弗、不可以少善根、福徳因縁、得生彼国」 










「良家の子よ、およそある菩薩が（byang chub sems dpa’ gang la las）、十方における如来が
障碍のない仏眼612によってあらゆる仏国土613をご覧になった、それらすべて〔の仏国土〕
を七種の宝によって満たし、個々の如来に対して献上し、同じ形で（rnam grangs de bzhin du）













613 P.sangs rgyas kyi chos kyi zhing,D.sangs rgyas kyi zhing デルゲ版の読みを採用した。実
叉難陀訳：世界、不空訳：諸仏及彼刹土 
614 実叉難陀訳：浄戒、不空訳：浄戒律儀  
615 不空訳：安住浄戒律儀 
616 出家ないし阿蘭若の住への意欲のみでも勧めるときの定型表現。『三昧王経』を出典と








〔という〕菩薩の三昧618（byang chub sems dpa’i ting nge ’dzing kun nas snang ba sgyu ma lta 






一斉に現れた（snang bar gyur pa）のは、殊勝な誓願と三昧と智慧622との大変な驚異です623。」
と心に驚異の想いを生じた。 
  
                                                   
617 Skt.upaniṣad（類比）が Tib.rgyu（因）と訳されることは、ツルティム、藤仲〔2010〕（金
剛）を参照。 
618 実叉難陀訳：なし、不空訳：菩薩平等照曜如幻相三摩地  
619 P.byung ba,D.’byung ba デルゲ版の読みを採用した。例えば『入法界品』での様々な善
知識の三昧を考えるなら、現在時制が適していよう。 
620 P.’gyur te,D.gyur te デルゲ版の読みを採用した。 
621 実叉難陀訳：一一仏前皆有文殊師利。説自仏刹功徳荘厳。衆会見已、不空訳：一仏前
皆有文殊師利。説自仏刹功徳荘厳。衆会見已。 










「マイトレーヤよ、ゆえに、この法門の名は、『仏が遊戯する（Sangs rgyas rnam par rol pa）』
625というように受持しなさい。『不可思議な誓願（sMon lam bsam gyis mi khyab pa）』626とい
うようにも受持しなさい。『マンジュシュリーの（P.Wi338b）仏国土の功徳荘厳の教示（’Jam 
dpal gyi sagns rgyas kyi zhing yon tan bkod pa bstan pa）』627というようにも受持しなさい。『菩






可思議な荘厳を聞いた。」と繰り返し自説した（ched du brjod ched du brjod de）。 
この法門を教示した時、ガンジス河の砂〔の数〕ほどの菩薩は、無上正等覚から不退転
となった。無量の衆生も善根が成就した。 
                                                   
624 後世に教法を流布伝持させるための委嘱が漢訳で流通分と称される。当経はここから
である。 
625 実叉難陀訳：なし、不空訳：諸仏遊戯  
626 実叉難陀訳：なし、不空訳：不可思議願  
627 実叉難陀訳：なし、不空訳：仏刹功徳荘厳  
628 実叉難陀訳：なし、不空訳：発菩提心令歓喜  
629 実叉難陀訳：なし、不空訳：各還本土  
630 不空訳：奇哉 









『聖なる大宝積法門十万章（’Phags pa dkon mchog brtsegs pa chen po’i rnam grangs le’u 
stong phrag brgya pa ）』から、『マンジュシュリーの仏国土の功徳荘厳の教示の章（’Jam dpal 







                                                   
632 「有情の生の総体」を「世間（Skt.loka）」と呼ぶ点については、櫻部〔2002〕p.42 を参
照のこと。 
633 P.kyis,D.kyi 北京版の読みを採用した。 
634 P.shi len dra na bo dhi,D.shī len dra bo dhi 




































































                                                   









































v.2d  bhadracarī-praṇidhāna-balena（〔普〕賢行の誓願の力によって～） 
   覚賢訳二願「普賢願力」、不空訳二願「普賢行願力」 
v.7c  bhadracarī-adhimukti-balena（〔普〕賢行に対する深信の力によって～） 
   覚賢訳対応箇所無、不空訳 7 願「普賢行勝解力」 
v.17b  bhadracariṃ paripūrayamānaḥ〔普〕賢行を円満にしつつ～） 
   覚賢訳対応箇所無、不空訳対応箇所無 
v.22c  bhadra-cariṃ ca prabhāvayamānaḥ そして〔普〕賢行を修習しつつ～） 
   覚賢訳十八願「具修普賢行」、不空訳二十二願「普賢行願我修習」 
v.24b  bhadra-carīya nidarśayitāraḥ〔普〕賢行の教示者たちである～） 
   覚賢訳二十願「開示普賢行」、不空訳二十四願「為我示現普賢行」 
v.26c  bhadra-cariṃ ca viśodhayamānaḥ また〔普〕賢行を清浄にしつつ～） 
   覚賢訳二十二願「究竟普賢道」、不空訳二十六願「咸皆清浄普賢行」 
v.38d  pūrayi bhadracarī-bala sarvāṃ（私は一切の〔普〕賢行を完成しますように） 
   覚賢訳三十四願「具普賢行力」、不空訳三十八願「円満普賢一切力」 
v.41d  bhadra-carīya vibudhyiya bodhiṃ（〔普〕賢行によって覚りを開けますように） 
   覚賢訳三十七願「我皆悉具足 普賢行成仏」、不空訳四十一願「以普賢行悟菩提」  
v.43c  yādṛśa nāmana Bhadra-vidusya（バドラ智者の廻向と同じものが～） 
   覚賢訳三十九願「皆悉同普賢」、不空訳四十三願「如彼智慧普賢名」 
v.44a  bhadra-carīya samanta-śubhāye（〔普〕賢行において普く清らかとなるために～） 
   覚賢訳四十四願「厳浄普賢行」、不空訳四十四願「普賢行願普端厳」 
v.49d  yasyʼ imu bhadracarī-praṇidhānaṃ（この〔普〕賢行の誓願がある、その者には～） 
   覚賢訳対応箇所無、不空訳四十九願「唯憶普賢勝行願」 
v.51c  so imu bhadra-cariṃ bhaṇamānaḥ（彼がこの『普賢行願讃』を唱えれば～） 
   覚賢訳対応箇所無、不空訳五十一願「彼誦普賢行願時」 




   覚賢訳対応箇所無、不空訳五十四願「若有持此普賢願」 
v.56d  nāmayamī vara-bhadracarīye（私は優れた〔普〕賢行に廻向します） 
   覚賢訳四十一願「我廻向善根 成満普賢行」、不空訳五十六願「悉已廻向普賢行」  
v.61a  bhadracarī-praṇidhāna paṭhitvā（『普賢行願讃』を読誦した時～） 
   覚賢訳対応箇所無、不空訳六十一願「若人誦持普賢願」 
v.62a  bhadra-cariṃ pariṇāmya yad āptaṃ（〔普〕賢行〔の功徳〕を廻向し、得られた～） 
   覚賢訳対応箇所無、不空訳六十二願「我獲得此普賢行」 
 
『普賢行願讃』における「普賢菩薩」の用例 
v.42b  yasya ca nāmā Samantatabhadraḥ（また、その者の名称は普賢であり～） 
   覚賢訳 38 願「普賢菩薩名」、不空訳 42 願「彼名号曰普賢尊」 
v.50c  yādṛśa so hi Samantatabhadraḥ（普賢と同じように～） 
   覚賢訳対応箇所無、不空訳 42 願「如彼普賢大菩薩」 
v.55b  so ca Samantatabhadras tathaiva（かの普賢も同じように〔知ります〕） 
   覚賢訳 40 願「普賢菩薩行」、不空訳 55 願「亦如普賢如是智」 
 
『ガンダヴューハ』おける「賢行」「普賢行」「普賢菩薩行」の用例 





samantabhadracaryā（-carita, -cari, -carya）、samantabhadrabodhisattvacaryā を筆頭とする用例
が確認でき638、『普賢行願讃』のような固定された原語の使い分けは見られない。しかし、















bhadracariya（Gaṇḍ p.34,16）、Gaṇḍ p.212,17、bhadra nāma cariyāya（Gaṇḍ p.487,19）、bhadra 
nāma vara carya uttamā（Gaṇḍ p.488,24）、 
② Samantabhadracaryāに関わる用例 
samantabhadraiś carita（Gaṇḍ p.44,2）、Gaṇḍ p.57,11、cari / samantabhadrān（Gaṇḍ p.57,17-18）、
caryāṃ samantabhadrāṃ（Gaṇḍ p.58,2）、Gaṇḍ p.58,23、Gaṇḍ p.59,20、Gaṇḍ p.98,7、Gaṇḍ 
p.129,19-20、Gaṇḍ p.150,25-26、caryasamantabhadra（Gaṇḍ p.260,16）、Gaṇḍ p.283,16、Gaṇḍ 
p.415,19-20、Gaṇḍ p.527,25 
③ Samantabhadrabodhisattvacaryāに関わる用例 
③ -1 samantabhadrabodhisattvacaryāに関わる用例 
Gaṇḍ p.20,24、Gaṇḍ p.42,22、Gaṇḍ p.50,8、Gaṇḍ p.50,9、Gaṇḍ p.143,5、Gaṇḍ p.152,23、Gaṇḍ 
p.171,14-15、Gaṇḍ p.211,26、Gaṇḍ p.283,19-20、Gaṇḍ p.305,11、Gaṇḍ p.305,12、Gaṇḍ p.306,20-21、
Gaṇḍ p.443,20、Gaṇḍ p.457,23、Gaṇḍ p.493,13-14、Gaṇḍ p.528,13、Gaṇḍ p.533,5、Gaṇḍ p.535,13、
Gaṇḍ p.535,16 
③ -2 samantabhadrabodhisattvacaryāpraṇidhānaの用例 
Gaṇḍ p.4,16、Gaṇḍ p.16,23-24、-praṇidhi（Gaṇḍ p.129,26）、Gaṇḍ p.232,23、-praṇidhi（Gaṇḍ 
p.235,6-7）、Gaṇḍ p.237,3、Gaṇḍ p.240,3、Gaṇḍ p.246,4-5、Gaṇḍ p.267,11、Gaṇḍ p.274,8、
Gaṇḍ p.277,21、-praṇidhi（Gaṇḍ p.280,4）、-mahāpraṇidhāna（Gaṇḍ p.356,23）、Gaṇḍ p.390,1-2、
Gaṇḍ p.420,25、Gaṇḍ p.421,7、-praṇidhi（Gaṇḍ p.440,6）、Gaṇḍ p.542,25-26 
④ その他の特徴的な用例 
sarvabhadracariyāṃ（Gaṇḍ p.34,10）、samantacari bhadrabudhyiṣu（Gaṇḍ p.34,21）、samantacari 





と理解できる。つまり Skt.samantabhadrabodhisattvacaryā と Skt.samantabhadracaryā は、若干



















の『普賢行願讃釈』によると、『普賢行願讃』のチベット訳名「ʼPhags pa bZang po spyod paʼi 
smon lam gyi rgyal po」に以下のような解釈を与え、「普賢行願」を固有名「普賢菩薩」に帰
している。 
cf.Lokesh Candra〔1963〕p.2 
「byang chub sems dpaʼ kun tu bzang pos rgyal sras kyi spyod pa rlabs po che mthaʼ dag yong su 
rdzogs pa phyogs gcig tu bsdus nas smon lam du mdzad cing / smon lam gzhan thams cad las 




















（Skt.samanta）を付加しない Tib.bzang po spyod pa（Skt.bhadracarī）を出している。これに









「（D.Nyi185a3ff.）（P.Nyi214a8ff.）「諸々の〔普〕賢行願の力によって（bzang po spyod 
paʼi smon lam stobs dag gis）」といったことについて、「賢（bzang po）」とは善（dge ba）
である。賢（bzang po）でもあり、行（spyod pa）でもあるのだから賢行である。菩薩
                                                   





の力によって煩悩等によって圧倒されず、所対治分（mi mthun paʼi phyogs）を滅した







「（D.Nyi189b7ff.）（P.Nyi219b4ff.）「諸々の〔普〕賢行を顕示して（bzang po spyod pa dag 
ni rab ston cing）」ということについて、ここで「〔普〕賢行（bzang po spyod pa）」とい
うことは説法自体を捉えている。〔すなわち〕方便による増益（sgro btags pa）と、説






「（D.Nyi194a1ff.）（P.Nyi223b8ff.）｢行力（spyod paʼi stobs rnams）｣というのは、｢行
（spyod）｣二つともが無差別である力である。〔すなわち〕菩薩行の力と普賢行の力〔と







「「あらゆる〔普〕賢行の力を完成しよう（bzang po spyod paʼi stobs kun rdzogs par bgyi）」
















両者とも菩提を成就することになるが、ただ現前（mngon sum）と展転相続（gcig nas 
gcig tu brgyud pa）程度の違いがある。「海のような修行（spyod pa rgya mtsho dag）」を
神通力によって瞬間ごとに清浄にすることが、無垢にすることである。「海のような
誓願（smon lam rgya mtsho）」ということは、瞬間ごとに戒と三昧との威力によって、
完成することである。「海のような仏（sangs rgyas rgya mtsho）」を、十方から供養雲を
もって虚空が遍満するよう（vi.khyab pa）、瞬間ごとに供養する。「海のような劫を、







「「〔普〕賢行によって普く厳浄となるために（kun nas dge ba bzang po spyad paʼi phyir）」
ということは、始まりと中間と終わりとにおいて良い（dge ba）。「文殊の誓願を行い






いうこと等々の広大なことがある。「あらゆる未来劫において疲れなく（ma ʼongs bskal 









こと〔が説かれる〕。またそれは何か問えば、「私は死ぬ時に際し（bdag ni ʼchi baʼi dus 
byed）」等々〔がある〕。「死をなす（ʼchi bar byed pa）」とは死亡することで、死期に



















登場する。この文殊菩薩の誓願行が普賢行とされている。注釈者はʼPhags pa ʼJam dpal chos 














































 「十種広大行願」に関わる表現 六十二の偈文（『普賢行願讃』） 
聖堅訳『羅摩伽経』 無 無 
覚賢訳『六十華厳』 無 無 
実叉難陀訳『八十華厳』 無 無 
般若訳『四十華厳』 有 有 







643 cf.梶山〔1994〕下 p.351 




























































れている。なお、ここの方便とは「nyan thos rnams kyis ni snying rje chen po dang bral bas thabs 

































                                                   
651 cf.梶山〔1994〕下 p.462 
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2. 大本『華厳経』と覚賢訳『文殊師利発願経』における普賢行  












雖随順世間 不捨菩薩道 尽未来際劫 具修普賢行（v.18） 
常見一切仏 菩薩衆囲繞 尽未来際劫 悉恭敬供養（v.21） 
守護諸仏法 讃歎菩薩行 尽未来劫修 究竟普賢道（v.22） 
一切未来劫 悉能作一念 三世一切劫 悉為一念際（v.28） 


















































                                                   














































如是甚深智 菩薩入是行 修習普賢業 具足智慧輪（v.18） 
菩薩如是行 究竟普賢道 出生浄智日 普照諸法界（v.20） 
具普賢浄慧 満足普賢願 菩薩究竟道 深入無等智（v.24） 
十方諸世界 有成或有敗 普賢悉深入 一切能了知（v.35） 
普賢真仏子 以不思議智 知難思議刹 了達無辺際（v.42） 
菩薩如是知 具普賢行地 成就一切智 与諸如来等（v.55） 
如是三世中 諸仏出於世 安住普賢行 皆悉分別知（v.102） 







如来として他の諸仏国土に生まれるという（cf.Skt.sarve te tatrotpādyānupūrveṇa Mañjusvarā 
nāma tathāgatā anyeṣu lokadhātuṣūpapatsyante）。『如来会』以前の諸漢訳には無い、後世の付
加部分である。 




無量深智慧 究竟如来境 普賢明浄智 深入不退転（v.104） 
如是妙方便 深入菩薩行 皆与普賢等 如来法化生（v.110） 




















































                                                   

















































チャンキャ 2 世による参照が伺える。 
この科文冒頭には十の梗概（Skt.uddāna）が示され、これを細分化した構成をもつ。その






（D.Nyi182a1-184a7）（P.Nyi211a2-213b4）インドの言葉では、Sa ma nta bha dra tsa rya pra ṇi 
dhā na rtha saṃ gra ha。軌範師〔である〕陳那御前665による著作。チベットの言葉では、
Kun du bzang po’i spyod pa’i smon lam gyi don kun bsdus。軌範師〔である〕陳那御前がお造
りになった。あらゆる仏と菩薩に敬礼する。 
普賢行願には十種類の意味がある。すなわち、 


































































































































                                                   


































                                                   









 以下に基本となるサンスクリット本『普賢行願讃』の解題を行う。  
経名：Ārya-Bhadracaryāpraṇidhānarāja 
書名の日本語訳：聖なる賢行願の王 















・Gaṇḍavyūha（K1）紙 521 葉 b5-525 葉 b1（京都大学梵語学梵文学研究室所蔵） 
・Gaṇḍavyūha（K2）紙 395 葉 a5-397 葉 b8（京都大学梵語学梵文学研究室所蔵） 
・普賢行願讃異本之 1「金剛三昧院本」（Lokesh Chandra“Sanskrit Manuscripts from Japan
（Facsimile Ed.）2 Parts”（Śata-piṭaka,Indo-Asian Literatures,vol.93、1972、New Delhi） 
・普賢行願讃異本之 2「無量寿院本」（ibid.,） 
・普賢行願讃異本之 3「総持寺金剛台本」（現存せず） 









活字本所載書：Kaikioku Watanabe,Die Bhadracarī eine Probe Buddhistisch-Religioser Lyrik
（Leipzig、1912）、泉芳璟「梵文普賢行願讃」（『大谷学報』10-2、1929）、Daisetz Teitaro Suzuki 
and Hokei Idzumi,The Gandavyuha Sutra（Kyoto、1949）、足利惇氏「普賢菩薩行願讃の梵本」
（『京都大学五十周年記念論集』、1956）、Sushama Devi,Samantabhadracarya-Praṇidhānarāja
（Śata-piṭaka、IndoAsian Literatures、Vol.4、Delhi、1958）、P.L.Vaidya（ed.）,Gaṇḍavyūha
（Buddhist Sanskrit Texts、No.5、Darbhanga、1960）、Shindo Shiraishi,“BHADRACARĪ ein 












編、1952.再出『仏典の批判的研究』百華苑、1971）、Shindo Shiraishi、“Ueber die Ueberlieferung 





























































































ティシャ（928-1054）の『菩提道灯論細疏（Byang chub lam gyi sgrom maʼi dkaʼ ʼgrel）』にも
引用されている673。『普賢行願讃釈』に限らず、大乗仏教におけるその重要な位置付けが
                                                   
670 cf.梶山〔1994〕上 p.14。以下、『普賢行願讃』本文を和訳する際には Shindo SHIRAISHI
〔1962〕を利用する。 
671 cf.『普賢行願讃陳那釈』（Kun du bzang po’i spyod pa’i smon lam gyi don kun 











「願我命終時 除滅諸障碍 面見阿弥陀 往生安楽国（v.42）。 
生彼仏国已 成満諸大願 阿弥陀如来 現前授我記（v.43）。」 



















                                                   































「当於臨終捨寿時 一切業障皆得転 親覩得見無量光 速往彼刹極楽界（v.57） 
得到於彼此勝願 悉皆現前得具足 我当円満皆無餘 衆生利益於世間（v.58） 
於彼仏会甚端厳 生於殊勝蓮花中 於彼獲得受記別 親対無量光如来（v.59） 
272 
 


























































































































































                                                   


























願我臨欲命終時 尽除一切諸障礙 面見彼仏阿弥陀 即得往生安楽刹 我既往生彼国已 
現前成就此大願 一切円満尽無余 利楽一切有情界（般若訳） 
 と題し、更に之を利他の方面より、一切有情に廻向しては、 






















                                                                                                                                                           
方広仏華厳経』vv. 8, 48-49, 51（『大正蔵』no.293, p.847a,848a）が出典である。 
681 cf.中村〔1991〕pp. 210-240 



































































































                                                   

























694 「ゲルク派の九誓願集」とは以下である。  
1.Byang chub sems dpa’i ltung ba bshags pa（菩薩堕過懺悔、D.no.6939） 
2.’Phags pa bzang po spyod pa’i smon lam gyi rgyal po（聖賢行誓願王、D.no.6940） 
3. ’Phags pa byams pa’i smon lam（聖弥勒誓願、D.no.6941） 
4.Byang chub sems dpa’i spyod pa la ’jug pa（入菩薩行、D.no.6942） 
5.Thog mtha’ ma（初中後品、D.no.6943） 
6.bDe smon（最上国開門、D.no.6944） 
7.Ji srid thub mchog ma（「およそ最勝牟尼云々」をもってはじまる誓願文、D.no.6945） 
8.Byams pa’i sku gzugs ma（弥勒色身品、D.no.6946） 
9.bDe chen lhun grub ma（大楽自然成就品、D.no.6947） 
695 釋舎〔1977〕は、以下の「三種懺願」がチベットにおける代表的な誓願文、懺悔文で
あることを詳説する。 
1. bDe bar bshegs pa sum cu rtsa ba’i bstod pa mTshan rin po ches spras pa（三十五善逝讃
名宝鬘、P.no.2033） 
2. bZang po spyod pa’i smon lam gyi rgyal po（行願讃、P.no.5924） 





























                                                   





よう。例えば、サキャパンディタ（1182-1251）の『無量光の修習の義（sNang ba mthaʼ yas 
bsgom don）』699は、『普賢行願讃』vv.57-59 に説かれる浄土思想を趣旨として作られた典籍
である。パクパ（1235-1280）の『無量光の門から罪を浄化する方便（ʼOd dpag med kyi sgo 
nas sdig pa sbyong baʼi thabs）』700では、極楽往生する実践の一環として『普賢行願讃』59
偈の読誦の功徳の廻向が説かれ、パンチェンラマ 1 世（1567-1662）の『極楽国土に障害な
く往く速疾道（Bde ba can gyi zhing du thogs pa med par bgrod paʼi myur lam）』（東北目録
No.5958）では、極楽往生を目指す実践行の中に『普賢行願讃』が位置付けられる701。チャ
ンキャ 1 世（1642-1715）の『最上国開門』の所縁次第要略（Zhing mchog sgo ʼbyed kyi dmigs 
rim mdor bsdus）』702では『阿弥陀鼓音声陀羅尼経』、『無量寿経』、『最上国開門』が中心と
されつつ、最後に往生に言及する『普賢行願讃』vv.59-60 の読誦を促す。ペルトゥル・リ
ンポチェ（1808-1887）の『勝者である大ツォンカパの大楽誓願の科文（rGyal ba Tsong kha 
pa chen poʼi bde chen smon lam gyi sa bcad）』703ではタイトルにあるとおり、ツォンカパの『最
上国開門』が中心となりつつも、往生への道を補足する段に『普賢行願讃』が引用される。
さらに 19 世紀の宗派折衷運動（ris med）に身をおいた、ニンマ派の学僧ミーパムによる
（1846-1912）の『安楽国を浄化する信を明かしたもの －仙人の教証の太陽－（bDe ba can 






                                                   
699 The Complete Works of the Great Masters of the Sa Skya Sect of the Tibetan Buddhism , Vol.5
（Na12,224a2-b5）。cf.梶浜〔2002〕 
700 The Complete Works of the Great Masters of the Sa Skya Sect of the Tibetan Buddhism ,Vol.7
（Pha6,38a5-Pha7,39b1） 
701 cf.梶浜〔2002〕 
702 cf.P.no.6225,Ka142a3-146a2。cf.小野田〔1983〕、 梶浜〔2002〕 
703 cf.bKra shis〔1994〕smad, pp.452-454。cf.梶浜〔2002〕 























                                                   
705 cf.西川寧編『西安碑林』（講談社 No.95） 


















                                                   
713 cf.真保〔1984〕p.232 
714 cf.真鍋〔1968〕 





































































刊本所在：D.no.4012,mDo ’grel,Nyi182a1-201a4、P.no.5513,mDo ’grel,Nyi211a2-231a5 
刊本の奥書刊記：（D.Nyi201a3）（P.Nyi231a5）’Phags pa bzang po spyod pa’i smon lam gyi rgyal 

















































































  1 如来に敬礼することと、 
  2 彼に供養することと、 
  3 罪を告白すること（懺悔）と、 
  4 福徳に随喜することと、 
  5 法輪を転じるよう勧請することと、  
  6 如来が住されるよう懇願することと、  
  7 善根を廻向することと、 
  8 それの区分と、 
  9 それの究竟（目的）と、 
















するので（kun chub pas）719、三つの時という趣意である。「人師子（mi yi seng ge）」720に
                                                   





Tib.gshegs pa と Tib.bzhugs pa は同義である。その場合 Tib.bzhugs pa は Skt.gata の「～の境
遇にある、～に含まれた」の意味を特に担うことになる。ただし『翻訳名義大集』には Skt.gata
に対応する Tib.bzhugs pa / sdod pa は確認されない。 
719 ここの Tib.kun chud pa は Skt.pari-ava-√āp に相当し、「了解、精通、理解、証得」等の意
味をもつ。『般若経』『維摩経』『無量寿経』等の大乗経典で広く使用される。ここでは『八













720 人師子（Skt.nara-siṃha、Tib.miʼi seng ge）とは兜卒天以下の次第で示される仏の変化身





るので人師子である。「私は残らず彼らすべてに（bdag gi（P.gyis）ma lus de dag thams cad la）」
について、「すべて（thams cad）」とは一部分においても述べうるのだから（phyogs gcig tu 
yang brjod du rung bas na）721、〔一部分だけでなく全部分を包摂するために〕ここで〔さら
                                                                                                                                                           








また『十地経』（cf.近藤〔1936〕p.89, l.6-9 ; 龍山〔1982〕p.110）においては第五地（難
勝地）の菩薩を人師子に例えている。 
「四神足を足とし、念の清浄さを首とし、最高の慈悲を眼とし、勝れた智慧を牙とし、無































収穫しなかった、というようなことを完全に断じたためである（drung pa gcig ma brngas pas 
zhing ma brngas pa yin no zyes bya ba de lta bu yongs su spangs paʼi phyir ro / /）。」 
 ちなみに下線部分は『倶舎論』「賢聖品」からの趣意引用である。 
cf.P.Pradhan〔1975〕p.353,5.;D.no.4090,Khu18a5、P.no.5591,Ngu21a4-5 
Skt.yathā naikena luṅgenālūtena kedāramalūnaṃ bhavati / 







「一犁によって耕さなかったことになるのではない（gshol gcig gis ma rmos pa nyid du ʼgyur 
pa ni ma yin no / /）。」 
295 
 
に〕「残らず（ma lus）」を述べた。「澄浄な身体と口〔と〕意によって敬礼する（lus dang ngag 
yi dang bas phyag bgyiʼo）」722とは、最高の澄浄（Tib.mchog tu dang ba）を生みだす。その
                                                                                                                                                           
・陳那釈（cf.D.Nyi196b1ff.、P.Nyi226a7ff.） 
「一体わら一本を刈りとったことによって、わらすべてを刈りとったことになるのか（ci 
sog ma gcig chod pas sog ma kun brdabs ʼgyur ram /）。」 
・世親釈（cf.D.Nyi264b6ff.0、P.Nyi302b8ff.） 
「田の一株を刈りとらなかったことによって、田のすべてを刈りとらなかったことになる
のではない（zhing nyag ma gcig ma brngas pas zhing thams cad ma brngas par gyur pa ni ma yin 
no / /）。」 
・厳賢釈（cf.D.Nyi247b7ff.、P.Nyi282a1-2ff.） 
「一株を刈りとらなかったことによって、田を刈りとらなかったことになるのではない
（zhing（P.×） nyag ma gcig ma brngas pas zhing ma brngas pa ni ma yin no / /）。」 






「「浄らかな身体と口と意（lus dang ngag dang yid rab tu dang ba）」とは、浄らかになったも
のであり、きわめて浄らかな心が遍く引き起こすので身体と口も浄らかである。」 
・世親釈（cf.D.Nyi253a5ff.、P.Nyi288b5ff.） 










澄浄な思が生みだしたのだから（sems dang ba des bskyed pas na）身体と口も澄浄（dang ba）
である723。 
                                                                                                                                                           
ある（cf.本庄〔1995〕p.14,no.23.信（śraddhā））。 
śraddhā cetasaḥ prasādaḥ / satya-ratna-karma-phalābhisaṣpratyaya iti apare / 
（AKBh.55, 6）信とは心が澄むことである。他の〔一部の〕人々は、「〔四〕諦、〔三〕宝、
業〔とその〕果報〔の関係〕を確信することである」といふ。信者令心澄浄。有説。於諦


































を〔身体と口と意の〕個々に分けて説明しよう。そのうち「身体の敬礼（lus kyi phyag bya 
ba）」とは、「国土の塵と等しい（zhing gi rdul snyed）」といったこと等々であり、仏国土の
塵と等しい身体によって敬礼することである。「等しい／ほど（snyed）」とは譬え（dpe）
の同義語である。十方の三世に属する仏国土すべての〔塵に等しい〕身体の礼拝（rab tu btud 
pa）によって敬礼する。「あらゆる勝者に敬礼する（rgyal ba kun la rab tu phyag ʼtshal lo）」
とは、煩悩という敵と悪魔から打ち勝ったのだから、仏、世尊、勝者という724。仏・世尊
がこのように、 
  【悪しき法から打ち勝ったので、ウパカよ、我は勝者である。】725 
                                                                                                                                                           
  その〔思〕から生じた〔業〕は、身体と口の諸業である。/ / 1 / / 
 その思から生じたそれ、〔つまり〕思已業と説かれたものは身体と口のそれら諸業である、
と知られるべきである。」 
（cf.P. Pradhan〔1975〕p.192, ll.9-20. ; D.no.4089,Ku10b7、P.no.5591,Gu190a8-b4 ; 舟橋〔1887〕
pp.2-3 ; ツルティム・藤仲〔2005b〕pp.273-274） 











「一切の勝者を意で目の当たりに（yid kyis mgnon sum du）」と説明した。一切の如来が個々
にありつつも目の当たりに思念する意味である726。「諸々の〔普〕賢行願727の力によって
                                                                                                                                                           
・Ariyapariyesanasuttaṃ（PTS. MN. vol.1,p.171, ll.14-15） 
「煩悩を消滅するにいたった人々は、わたくしにひとしい勝者である。わたくしは悪しき
性を克服した。それゆえにわたくしは勝者である。ウパカよ。（cf.中村〔1992〕p.471、Mādisa 
ve jina honti ye pattā āsavakkhayaṃ,jitā me pāpakā dhammā, tasmā ʼhaṃ Upakā jino ti.）」 
・Mahāvagga（PTS.Vinaya. vol.1,p.8,28-29）→上記同文 
・東晋瞿曇僧伽提婆訳『中阿含経』「羅摩経」（『大正蔵』1,no.26-204,p.777b22-23） 
「勝者如是有 謂得諸漏尽 我害諸悪法 優陀故我勝」 
・劉宋仏陀什共竺道生等訳『弥沙塞部和醯五分律』（『大正蔵』22,no.1421,p.104b2-3） 
「能除一切結 滅尽三界漏 摧破諸悪法 是故我為勝」 
・姚秦仏陀耶舎共竺仏念等訳『四分律』（『大正蔵』22,no.1428,p.787c11-12） 

















（bzang po spyod paʼi smon lam stobs dag gis）」といったことについて、「賢（bzang po）」と
は善（dge ba）である。賢（bzang po）でもあり、行（spyod pa）でもあるのだから賢行で
ある。菩薩行という趣意である。それを願う誓いであるのだから「誓願（smon lam）」とい
う。その力によって煩悩等によって圧倒されず、所対治分（mi mthun paʼi phyogs）を滅し











数〕と等しい（rdul gcig steng na rdul snyed）」といったこと等々がある。「一塵上に塵〔の
数〕と等しい諸仏（rdul gcig gi steng du rdul snyed kyi sangs rgyas rnams）」とは、〔諸仏の〕
区別を述べていないから（khyad par du ma smos paʼi phyir）、十方三世に属する諸仏の国土
の塵〔の数〕に等しい善逝たち〔と説明する〕。「仏子（菩薩）の中央にお坐りになった者
たち（sangs rgyas sras kyi dbus na bzhugs pa dag）」とは、〔諸仏は〕個々にありながらも無数
の菩薩衆の中央にお坐りになっている。一塵上においてこのように思念し、同様にすべて
においても思念すべきなのだから。「そのように残らず法界に（de ltar chos kyi dbyings rnams 
ma lus pa）」といったものを説いた。「法界（chos kyi dbyings）」とは、すべてに遍満するの
だから虚空の辺際の限りすべても、一塵上における塵〔の数〕に等しい個々の仏について
も、無数の菩薩衆によって普く取り囲まれた者たちが充満し、間断なく遍満すると意で信
                                                   
728 『倶舎論』によると Tib.rnam pa gzhan は、Skt.ākārāntara, 真諦訳. 別・・・相, 玄奘訳. 余






















730 思業と思已業についてごく簡単に述べられている。  
731 智軍釈は「功徳」について以下の理解を示す（cf.D.Jo187a6-b1、P.Cho221a3-6）。 
「「功徳（yon tan）」とは何度も唱えるべきものであり、実践すべきものである。菩提心を
















ない〔海のような〕讃嘆（de dag bsngag pa mi zad）」といったこと等々がある。「彼ら（de dag）」
とは如実に信解すべき者たちである。最終的にも超えないのだから（ʼgong ba med pas na）
それは尽きない733。「海のような讃嘆（bsngags pa rgya mtsho）」とは、海のような功徳であ
る。彼らに対する讃嘆は海のようであり尽きない。「讃嘆（bsngags）」とは功徳の同義語で
ある。「海（rgya mtsho）」とは多の意味として理解すべきである。「海のようなすべての御
言葉の音声の支分734によって（dbyangs kyi yan lag rgya mtshoʼi sgra kun gyis）」といったも
                                                   
732 相当する『二巻本訳語釈』は以下のとおりである。 
cf.石川〔1993〕pp.11-12, 7.（IF.8;S.7）bde bar gshegs pa. sugata. 善逝 
「sugata というのは、ある解釈では、śobhanaṅgata sugata surūpavat といわれる。即ち、善
くいらっしゃるので「善逝（legs par gshegs pa）である。善い姿と同様である。〔また〕
apunarāvṛtyagata sugata snaṣṭajvaravat といわれる。即ち退転せずにいらっしゃるので「善逝
（legs par gshegs pa）である。病気が善く治ったものと同様である。〔また〕
yāvadgantabyagamanāt sugata / supūrṇa ghaṭavat といわれる。即ち、行くべき限りは残らず赴
いたので「善逝（legs par gshegs pa）」である。善く満たされている瓶の場合と同様である、
と出ている。また別の解釈では、『法蘊足論（Dharmmaskandha）』に、sugata iti skuhito bhagavān 
svargita avyathita dharmmasamanvāgata / tad ucyate sugata とあり、世尊は、平安であり、上趣
の平安を備えていることに対して、障りはなく、障りのない法を備えているので、「平安で
いらっしゃる方（bde bar gshegs pa）」或いは平安を得られた方（bde bar brnyes pa）」をも指
す。ここでは、以前に広く流布していたものと、『法蘊足論』に出ているものとを照合して、












「「音声の支分（dbyangs kyi yan lag）」とは音声を作る原因であり、舌とあごである。」  
 智軍釈は釈友釈を踏まえその理解の根拠を示す（cf.D.Jo186b7-187a2、P.Cho220b3-6）。 
「「音声の支分（dbyangs kyi yan lag）」とは、音声あるいは句（tshig）が生じる原因は舌で
ある。それも根拠は『三品経（Phung po gsum paʼi mdo）』には、「如来それぞれに対して、
身体を得たすべての衆生があらん限りの心をもって御足のもとに近づいて敬礼する。身体







「具足十力人師子  彼仏頭数如恒沙  一一皆有恒沙頭  於一一頭如恒沙 
 各各皆有恒沙口  彼於一一無量口  有於無量沙数舌  以舌讃歎於如來 













                                                                                                                                                           
五者入心、六者発喜、七者易了、八者無厭。」 
 これらの音声は三十二相中の「梵音相（Skt. brahma-svara、Tib. tshangs paʼi dbyangs）」に
相当する。しかし上記のとおりその内容については諸説あるようだ。以下の律蔵も五種音
声を出すがその詳細は不明である。 
・ʼDul ba bzhi（cf.D.no.1,Ga15b3ff.、P.no.1030,Nge14a7ff.） 




・ʼDul ba bzhi（cf.D.no.1,Nga89b1-2、P.no.1030,Ce85b3-4） 
「世尊は五支分を具えた御言葉の音声（yan lag lnga dang ldan paʼi gsungs dbyangs）でジェ




・ʼDul ba bzhi（cf.D.no.1, Nga101b5-6、P.no.1030, Ce.97a6-7） 









箇所は、̓Phags pa de bzhin gshegs paʼi gsang ba bsam gyis mi khyab pa bstan pa zhes bya ba theg 
pa chen poʼi mdo（cf.P.no.760-3,Tshi152a4-160a4）である。『翻訳名義大集』（cf.榊〔1981〕
















陳那釈和訳（D.Nyi85b4ff.）（P.Nyi215a3ff.）：さて彼ら仏、世尊に対する有上（bla na yod pa）
と無上（bla na med pa）という二種類の供養のうち、有上〔供養〕には二偈がある。「妙な
る〔諸々の〕華（me tog dam pa）」といったもの等々がある。「妙なる〔諸々の〕華」を初
めとするものは、「妙なる〔諸々の〕華（me tog dam pa）」と、「妙なる〔諸々の〕花輪（phreng 
ba dam pa）」と、「妙なる音楽（sil snyan dam pa）」と、飛幡（ba dan）と、白檀（tsan dan）
とサフラン（gur gum）等の「妙なる〔諸々の〕塗香（byug pa dam pa）」と、「妙なる〔諸々
の〕傘（gdugs dam pa）」と、「妙なる〔諸々の〕灯火（mar meʼi dam pa）」と（以上 v.5）、
「妙なる薫香（bdug pa dam pa）」と、「妙なる〔諸々の〕上衣（na ʼbza dam pa）」と、種々
の香（spos）を合わせた「妙なる〔諸々の〕香り（dri dam pa）」と、白檀とサフランと樟
                                                                                                                                                           
la」として六十種類の音声が挙げられている。  
cf.石上〔2000a〕〔2000b〕〔2000c〕、丹治〔2002〕 
737 陳那釈では「六万支分（yan lag stong phrag bcu drug）」であるが、龍樹釈（cf.D.Nyi165a4、
P.Nyi191b2-3）では「一万支分（yan lag stong phrag bcu）」、世親釈（cf.D.Nyi254a3、P.Nyi289b5）





脳と沈香等〔を詰めた〕スメール山ほどの「粉袋（phye maʼi phur ma）」によって〔供養す












諸供養（mchod pa gang rnams bla na med）」といったもの等々がある。無上の広大な供養（bla 
na med paʼi mchod pa rgya che ba）とは、菩薩の三昧の特定の力から生じたもの（変化）で
ある。すべての仏国土に遍満し法界を極めるので738、あらゆる勝者にこれら〔諸供養〕が
あると私は思念する739。「〔普〕賢行に対する諸々の信740の力によって（bzang po spyod la dad 
                                                   
738『翻訳名義大集』では Skt.dharmadhātuparama に Tib.chos kyi dbyings kyis klas pa をあてて







（Skt.dharmadhātuparama、Tib.chos kyi dbyings kyis klas pa）あらゆる仏国土に普遍する
（Skt.spharaṇa、Tib.rgyas par ʼgengs pa）。これら〔諸供養〕があらゆる勝者にあると私は心




paʼi stobs dag ni）」といったものは、〔普〕賢行に対する信解（mos pa）と、信仰（dad）し
つつ明確に信楽（nges par yid ches pa）する741、その力によって〔という意味である〕。「〔普〕
                                                                                                                                                           
740 チベット訳では dad pa とある。しかしサンスクリット本 c 句には
bhadracarī-adhimukti-balena とあり、本来的には Tib.mos pa が相応しい。ちなみに直前のサ
ンスクリット本 b 句では tān adhimucyami sarva-jinānāṃ とあり、これに対応するチベット訳
は de dag rgyal ba thams cad la yang mos とあるから Skt.adhi-√muc と Tib.mos pa の関係は守













は業と果と諦と宝に対する現前忍許（Skt.abhisaṃpratyaya、Tib.mngon par yid ches pa）、心











賢行（bzang poʼi spyod pa）」とは、多くの経典には菩薩の供養は様々な種類があると出て
いる742。さてこのように説いた敬礼と諸供養は収束するために、「すべての勝者に敬礼し











の三つによって、悪を告白（懺悔）するよう説いた。「貪瞋痴に依り（ʼdod chags zhe sdang 
                                                   
742 智軍釈は具体的に『聖如来秘密説示経』を引用して三種類の供養を挙げる
（cf.D.Jo188b4-7、P.Cho221b5-223a1）。その出典は〔チベット訳〕ʼPhags pa de bzhin gshegs 




「さらに無上の供養の資具は『聖如来秘密説示経（ʼPhags pa de bzhin gshegs paʼi gsang ba 
bstan paʼi mdo）』に出るこうしたものについていう。【それから世尊は持髻梵天（Skt.Śikhin、









gti mug dbang gyis）」といったこと等々がある。そのうち性質とは「私が作ったいかなる悪
（sdig pa bdag gis bgyis pa ci mchis pa）」といったものである。今世と来世において〔自分
が悪を〕作ることと、〔他人に悪を〕作らせることと、〔他人が悪を作るのを見て〕喜ぶこ
と（rjes su yi rang ba）である743。何の原因によってかと問えば、「貪瞋痴に依り（ʼdod chags 
zhe sngang gti mug dbang gyis）」である。どの場所かと問えば、身と口と意における場所で
ある。こうしたそれらすべて〔の悪〕が一切の勝者と仏弟子らの面前にある如くに〔信解〕
して、後悔の意でもって瞬間ごとにも告白し〔言葉を〕発し吐露すべきである744。 
                                                   
743 これは伝後漢安世高訳『仏説舎利弗悔過経』（『大正蔵』24,no.1492,p.1090a15-b17）、伝
西晋聶道真訳『三曼陀跋陀羅菩薩経』（『大正蔵』14,no.483,p.667a10-22）、隋闍那崛多共笈
多等訳『大乗三聚懺悔経』（『大正蔵』24,no.1493,pp.1091c10-1092a19）、ʼPhag pa las kyi sgrib 
pa rgyun gcod pa zhes bya ba theg pa chen poʼi mdo（cf.D.no.219,Tsha298a2-b3、
P.no.885,Tsa313bb5-314a7）などの懺悔の段に説かれる定型句である。例えば『大乗三聚懺
悔経』では「自作教他見作随喜」とあり、それに対応する前掲チベット訳には「mi dge bcuʼi 
las kyi las bgyis pa dang / bgyid du stsal ba dang / bgyid pa la rjes su yi rang ba dang」とある。
またサンスクリット本『三品経』にはそれを含む梵語表現として例えば「pañcānantaryāṇi 








によって福徳資糧を積んでから、その後で無始（thogs ma med pa can）の輪廻における悪不
善業、いかほどか作ったもの、作らせたもの、随喜したものその〔悪不善業〕を余りなく
浄める（bkru ba）ためにそれぞれ告白すべきこと（so sor bshags par bya ba）を示すために、













                                                                                                                                                           
業）を行い、瞋によって、そして痴によっても同様である。それも仮に（de yang ji ste na）
身あるいは口あるいは意が作ったそれらすべて〔の不善業〕を、私は現前に居られるすべ
ての仏菩薩に直接告白する。この不善なる心を原因として成就した不可意の果（yid du mi 
ʼong baʼi ʼbras bu）は効能（nus pa）を遮断すべきであり、浄めるべきであり、汚れをなく
すべきであり、習気もなくすべきである。大乗経典には「こうお説きになった功徳の諸香
気によって心相続を香りよくすべきである（ji skad gsungs paʼi yon tan gyi dri rnams kyis 





























746 デルゲ版では「（D.Nyi186b1）byang chub tu sems bskyed par rtogs pa pha rol tu phyin pa 




























「仏世尊ら三世に属する者たちがそれぞれおり、仮の初発心（brdar btags paʼi byang chub kyi 
sems dang po bskyed pa）から始まった福徳資糧、波羅蜜と智慧等から生じたもの、世間と
出世間の三世に属する無量であり不可思議な仏智の活動領域、それら一切〔の福徳〕に私
は瞬間ごとに随喜する。」 
 ここで説かれる「仮の初発心（brdar btags paʼi byang chub kyi sems dang po bskyed pa）」中
の「brdar btags pa」とはシャーキャマティの『量釈註疏』（Tshad ma rnam paʼi ʼgrel gyi ʼgrel 
bshad、D.no.4220,Je103a1）に「「表記（brda）」により対境としたものは「仮（brda btags pa）」
という」とある。また「仮の初発心」自体についてはジャヤーナンダの『入中論釈』〈（dBu 








する者も（rdzogs paʼi byanng chub sems lta dang po la gnas kyang）」といって、ここで「菩提



















「十方の諸〔世間〕（gang rnams phyogs bcuʼi）」といったこと等々がある。「十方の諸世間
の灯火（gang rnams phyogs bcuʼi ʼjig rten gyi sgron ma）」とは衆生の灯火であり世間の外と
内の多くの暗闇を除くのだから、仏世尊は衆生の灯火である。「覚りを次第に748開き（byang 




                                                   




748 サンスクリット本は「bodhi vibudhya」、チベット訳は「rim par sangs rgyas」、不空訳は
「證菩提」であり、チベット訳のみ「次第に（rim par）」を加え理解を加えている。  
749 陳那釈の原文は「chos zab mo rtogs par bya ba la gzhan dag mi ʼdod cing / brtson ʼgrus rtsom 





ける無明の闇（mi shes paʼi mun nag）を取り除き、無上の智慧の光（ye shes kyi snang ba）751
                                                                                                                                                           
と理解できる。しかし本文和訳においては龍樹釈と厳賢釈を参考にして否定辞「mi」を
「brtson ʼgrus rtsom pa」までかけて読んだ。 
750 諸釈は目的を表している。読み難い（cf.phyir）が原文をいかしてそのまま仮訳した。  
751 「無明の闇（mi shes paʼi mun nag）」を破るものとして対句的に「智慧の光（ye shes kyi 
snang ba）」が説かれる。同種の用例として『智光明荘厳経（Skt. 
Ārya-sarvabuddhaviṣayāvatāra-jñānālokālaṃkāra-sūtra、Tib.ʼPhags pa sangs rgyas thams cad kyi 
yul la ʼjug paʼi ye shes snang baʼi rgyan ces bya ba theg pa chen poʼi mdo、D.no.100、P.no.768）』











 また『中観光明（Skt.Madhyamakālokā、Tib.dBu ma snang ba zhes bya ba,D.no.3887,Sa168a6-7、
P.no.5287,Sa183b1-2）』にも原語は確定できないが同意の「智慧の光明」が説かれる。すな
わち以下のとおりである。 








                                                                                                                                                           
の娑婆世界に知られている。」 
〔チベット訳〕Dam paʼi chos pad ma dkar po zhes bya ba theg pa chen poʼi mdo
（D.no.113,Ja258a2-3、P.no.781,Chu.186a4-5） 
「rigs kyi bu / byang chub sems dpaʼ sems dpaʼ chen po sang sang poʼi dbyangs ni ye shes kyi 



















〔チベット訳〕ʼPhags pa gang pos zhus pa zhes bya ba theg pa chen poʼi mdo（D.no.61, 
Nga223a3、P.no.760-18,Zhi292a7-8） 
「象手よ、大師（ston pa chen po）よって弟子に対して〔説かれた〕行うべき道理（rigs pa）、
それらを私は余りなく行じ終わったので、示したとおりに〔道理を〕目の当たりに成就


















せなかった（SN, Āyācanam、Vinaya, Mahāvagga、Catuṣpariṣatsūtra の当該文が挙げられてい













「甚深なる法の証得のために希求せず精勤しない他者たち（mi gnyer zhing mngon par mi 












槃を示そうと願う者〔たち〕（mya ngan ʼdaʼ ston gang bzhed）」といったこと等々がある。「者
（gang）」とは〔意味を〕特別に述べなかったけれども、「十方の諸世間の灯火である者た






「甚深なる法も証得した。希求をもった他者たち（zab mo chos kyang rtogs pa ste / gzhan don 






「証得すべき甚深なる法はまた、希求せず精勤しない他者たち（mi gnyer zhing mngon par mi 


































































sang rgyas rnams dang）」ということ等々がある。「供養しますように（mchod par gyur cig）」








































































る。それらは四偈頌（vv.16-19）ある。「菩提行（byang chub spyod pa）」ということ（v.16a）




である。「一切の世世生生において死に去り生まれても（tshe rabs kun du ʼchi ʼpho skye ba 
na）」ということは、死んで生まれても、常に私は出家しますように757〔という意味〕であ
                                                   
756 対応する原語は Skt.parikṣayu であり、不空訳では「滅尽」とされる。Skt.pāpa を対象と





























陳那釈和訳（D.Nyi88a4ff.）（P.Nyi217b6ff.）：同様に「一切の勝者に随って学び（rgyal ba kun 
gyi rjes su slob ʼgyur te）」ということは、三世に来られたすべての勝者が学んだことに従い
学ぶことである。「〔普〕賢行を完成すべきである（bzang po spyod pa yongs su rdzogs par 
byaʼo）」〔とある〕。どのように完成すべきかと問えば、「無垢であり完全に清浄な戒行を、
常に損なわず過失なく行いますように（tshul khrims spyod pa dri med yongs dag par / / rtags tu 
ma nyams skyon med spyod par shog）」ということは、譬えるなら、如意宝珠は客塵を離れ
ているのだから無垢である。あらゆる錆の〔ような〕過失を除いたのだから、自性により
完全に清浄である（rang bzhin gyis yongs su dag pa）758。それゆえ「損なわず過失なく（ma 
nyams skyon med pa）」という。あらゆる欲望（ʼdod pa）を成就させ、あらゆる熱悩（gdung 
ba）をなくし、あらゆる病を離れさせる。そのように、菩薩の戒行も〔如意〕宝珠のよう
                                                                                                                                                           
正蔵』31,no.1604,p.657a4-9） 





















                                                   
759 この「地」の定義を、『十地経』、『十地経論』（cf.伊藤〔1988〕pp.172-238）、『摂大乗論』
（cf.長尾〔1999b〕pp.167-174）、『大乗荘厳経論』に探ったが、対応を確認できなかった。 
760 （19）龍樹釈の前後対応箇所は以下のとおりである。  
「（D.Nyi68b2ff.）（P.Nyi195b2ff.）語源解釈によって、身体と心のすべての熱悩を除くため






 厳賢釈の前後対応箇所は以下のとおりである。  
「（D.Nyi239a4ff.）（P.Nyi272b5ff.）語源解釈としては、身体と心の熱悩を除く点から、清涼
となったために「戒（tshul khrims）」という。「戒行（tshul khrims spyod pa）」ということは、
戒こそを行うので戒行である。無垢なる戒行は全く清浄である。」 
 なお『倶舎論』「業品」に対応が見られる。以下のごとくである。  
・サンスクリット本：Pradhan〔1975〕p.207,8-11 
「sa eṣa（sic.）prātimokṣa-saṃvaraḥ（本庄案：eṣa→eva） 




                                                                                                                                                           
viṣama-karmaṇāṃ virati-sāadānāc chīlam / śītalatvād iti niruktiḥ / 
sukha-śīla-samādānaṃ kāyo na paridahyata  








「so sor thar paʼi sdom pa de ni / tshul khrim dang ni legs spyad dang / / las dang sdom pa zhes 
byaʼo（v.16ab）/ / las mi mnyam pa can rnams yang dag par ʼjog par byed pa nas tshul khrims so / 
/ nges paʼi tshig tu na bsil paʼi phyir te / tshigs su bcad pa las / / lus las yongs su gdung med pas / / 
tshul khrims yang dag blangs pa bde / / zhes ʼbyung baʼi phyir ro / / mkhas pa rnams kyis sngags 
paʼi phyir legs par spyad paʼo / / bya baʼi rang bzhin yin paʼi phyir las so / /」 
・漢訳：尊者世親造、唐玄奘訳『阿毘達磨倶舎論』（『大正蔵』29,no.1558,p.73a10-16） 
「別解律儀名差別者。頌曰 




























                                                   


























いて、「善良（des pa）」とは、心相続が柔軟なことである。「波羅蜜（pha rol tu phyin pa）」
とは、布施等の十〔波羅蜜〕である。それに「勤め励む（rab tu brtson pa）」とは、厭わな
い意でしっかり励むことである。「菩提心（byang chub kyi sems）」とは、いつでもどこにお
いても捨てるべきものではない。捨てないことは菩提〔を得る〕までである。これが〔菩
提心を失念しないことの〕四番目の原因である。 































〔すなわち〕何からと、どこにおいてと、どのようにの三つである。「業と煩悩（las dang nyon 
mongs pa）」ということ等々がある。 
 何からと問えば、業と煩悩と魔業（bdud kyi las）765からである。その業は除外されない
                                                   
764 Skt.√car（Tib. spyod pa）の持つ二義、「行う、実践する」と「動く、進む、移動する」
をかけた表現と思われる。仏十号の「明行足」の説明においても、このかけ言葉は使用さ
れる。 











ならば（dmigs kyis ma phyed pa na）、善と不善と不動の三部分として捉えよう。そのうち、
不善の業と煩悩と魔業から脱して、それらに貪着せずに常に行う〔という意味〕である。 
 どこにおいてと問えば、神等々の世間の境遇に住する世である。どのようにと問えば、





 どのようにと問えば、譬えば太陽と月が虚空において障害なく動く（nyi zla nam mkhar 
thogs pa med ltar spyod）と答える。太陽と月は世間において如意宝珠と同じく、利他行に
住し、自己の少しのものにも執着せず（mi chags par）、昼夜に虚空を運行する766、それと
同じである。 


































問えば、一切衆生を利益するそのとおりに行うべきであり、〔彼らが〕無上智（bla na med paʼi 
ye shes）を獲得するまで、全く厭わない意によって他に結びつけずに行うべきである〔と
答える〕768。どれ程の間にと問えば、「国土と方角がどれ程あろうと（zhing gi khyon dang 
                                                                                                                                                           
「（D.Nyi69a7ff.）（P.Nyi196b2ff.）deʼi las（P. lam）ni rgyus phan paʼi dngos po las phyir phyogs 
paʼo / /」 
 世親釈の前後対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi258a2ff.）（P.Nyi294b1ff.）de yi（P.yid）lam ʼgog（P.ʼgegs）pa ni phan paʼi dngos po rgyu 
yis slu（P.sgyu yi bslu）ba ste / skye pa ʼdi ʼam gzhan thams cad laʼo / /」 
 厳賢釈の前後対応箇所は以下のとおりである。 
































769 サンスクリット本は「yāvata kṣetra pathā-daśatāsu」、チベット訳は「zhing gi khyon dang 
phyogs rnams ji tsam par」である。 
770 サンスクリット本は「prabhāvayamānaḥ」、チベット訳は「rab ston cing」、不空訳は「修
習」、覚賢訳は「修」である。諸釈は何れも「rab ston cing」（顕示して）で理解する。恐ら
くは梵語原典の段階で「prabhāva-」と「prabhāṣa-」の二種類の理解があったと思われる。




































  1）衆生の行いに随順して発趣すること、 
  2）仏法を完成することと、 
  3）妙法を宣説することである。  
 それも何かと問えば、「衆生たちの行いに相応して発趣する（sems can dag gi spyod dang 
mthun par ʼjug）」ということ等々がある。衆生たちに対する誑なき自性の行い772と、安楽
に住する者（bde bar gnas pa）と心が相応するよう受持しつつ行う〔という意味〕である773。 

























 「菩提行を完成して（byang chub spyod pa yongs su rdzogs byed cing）」ということは、菩
提のために行うことが菩提行である。それを「完成する（yongs su rdzogs pa）」とは、仏の
諸法を成就することである。 
 「諸々の〔普〕賢行を顕示して（bzang po spyod pa dag ni rab ston cing）」ということにつ
いて、ここで「〔普〕賢行（bzang po spyod pa）」ということは説法自体を捉えている。〔す
なわち〕方便による増益（sgro btags pa）と、説明（ʼchad pa）と、教示（ston pa）である。 



























陳那釈和訳（D.Nyi90a2ff.）（P.Nyi219b5ff.）：誓願によって同分（skal ba mnyam pa）の菩薩
と相応するよう教示したものであり、それが六種類目である。それも何か問えば、「私の行

























                                                   











































rnams kyi dam paʼi chos ʼdzin cing）」ということ等々とは、三世に来られるすべての勝者の
十二分教（gsung rab yan lag bcu gnyis po）を説明する、それら諸法を総持（ダラニ）によ
って受持するのだから、「受持しつつ（ʼdzin cing）」という。「菩提行（byang chub spyod pa）」
とは、宣説される法そのものである。「照明する（kun du snang bar byed）」ということは、
衆生たちに宣説しつつ教示することである。「また、〔普〕賢行を修治し（bzang po spyod pa 
rnam par sbyang pa yang）」ということは菩薩行である。それらを「修治する（rnam par sbyang 
ba）」とは、垢をなくして、すべての罪過を遠く捨てることである。「未来劫一切にわたっ











                                                   






の有に（srid pa thams cad du）」ということ等々がある。欲〔界〕等のあらゆる有において、
衆生のために輪廻に流転し生まれることを、無尽の福徳と智慧の資糧を得ることによって
具えますように〔という意味〕である。同様に智慧と、方便と、虚空蔵三昧と無垢印〔三
昧〕777等と、同様に菩薩の解脱である、すなわち「無碍の大悲（snying rje chen po thogs pa 


























med pa）」と「幻となったもの（sgyur mar gyur ba）」778と、仏と菩薩の共と不共の功徳の無
尽の蔵と、無尽の功徳の宝庫において、一切衆生を安楽にし、利益するためになりますよ
うに〔という意味〕である779。 
























































780 「Tib.ʼjug pa」に対応する梵語を本文に確認すると以下のとおりである。  
サンスクリット本 v.29d. otari cārika-kalpa-samudrāṃ、サンスクリット本 v.30d. 
buddha-sarasvatim otari nityaṃ、サンスクリット本 v.31d. buddhi-balena ahaṃ praviśeyaṃ、サ
340 
 
                                                                                                                                                           
ンスクリット本 v.32b kalpa praveśa ahaṃ praviṣeyaṃ、サンスクリット本 v.33c. teṣu ca gocarim 
otari nityaṃ、サンスクリット本 v.34d. otari kṣetra viyūha jinānāṃ（サンスクリット本 v.35d. tān 
ahu sarvy upasaṃkrami nāthāṃ） 
 整理すると Skt. ava-√trī の願望法（vv.29, 30, 33, 34 韻律上接頭辞 ava が o へ置換）、並び
に pra-√viś の願望法（vv.31, 32）に分類できる。チベット訳は rab tu ʼjug（vv.29, 31）、rab tu 
ʼjug par bgyi（v.30）、ʼjug par bgyi（v.32）、ʼjug（vv.33, 34）、mchiʼo（v.35）である。チベッ
ト訳は共通して「ʼjug pa」を使用する（v.35 は 8 章 11 節中の第 8 項に配当されるが、そこ





基本の意味である。『翻訳名義大集』では、Skt. praveśa, pravartate, pravṛtti, vṛtti, pravartana, 
avatāra, prasthāna, pratipanna, āpanna, praskanda, avakramati, avakrānti, prayāṇa, uu.dhi, kāraṇa
が対応梵語として挙げられる（cf.榊〔1981〕pp.90-91）。ここに Skt. praveśa, avatāra がある
ごとく、Tib.ʼjug pa は Skt. ava-√trī, pra-√viś の標準的な訳語である。対応する漢訳を、サン
スクリット本とチベット訳に良く対応する不空訳（cf.『大正蔵』10,no.297）に確認すると
以下のとおりである。 
 不空訳 v.29d「我入修行諸劫海」、不空訳 v.30d「常皆得入仏辯才」、不空訳 v.31d「以我慧
力普能入」、不空訳 v.32b「我入未来一切劫」、不空訳 v.33c「於彼境界常得入」、不空訳 v.34d
「能入諸仏厳刹土」、不空訳 v.35d「我皆往詣於世尊」である。このように共通して「入」
が使用される。ちなみに不空訳に先行する覚賢訳（cf.『大正蔵』10,no.296）には v.27b「入
無尽妙音」（v.31 に対応）を除いて、「Skt.ava-√trī, pra-√viś、Tib.ʼjug pa」の概念は明確では
ない。 








 8-11-1, 2.仏と彼の国土を観察することに発趣することの二種類と、  
 8-11-3.仏の語に発趣することと、 
 8-11-4.法輪を転じることに発趣することと、  
 8-11-5.劫に発趣することと、 
 8-11-6.如来に対する観察と彼の活動領域に発趣することと、  
 8-11-7.仏国土の成就（mngon par sgrub pa）に発趣することと、 








                                                                                                                                                           
趣菩提心」（Skt. bodhi-prasthāna-citta、Tib. byang chub ʼjug paʼi sems）にも現れる。小玉〔1980〕
には、〈入行論〉プラジュニャーカラマティ釈の所説、すなわち「Prasthānacitta とは、戒を
受け、具体的な菩薩の実践行を遂行している者の内面を指している」が紹介されている（cf.
小玉〔1972〕〔1980〕、ツルティム、藤仲〔2007〕p.148ff., p.161ff., p.320 注 9）。ちなみに『普
賢行願讃』釈 8 章 11 節は先行する 8 章 2 節「発菩提心」（cf.vv.15-19）を受け、菩薩行に
ついてより能動的な立場をとる。8 章 5 節（v.22）注釈でも、本文「衆生たちの行いに相応
して発趣する（Skt. sattva-cariṃ anuvarttayamāno、Tib. sems can dag gi spyod dang mthun par 

















上に（rdul gcig steng na）」ということ等々がある。一塵上に十方三世に来られた仏の国土
の塵と等しい諸仏国土がある。「その国土に（zhing der）」とは、それぞれの〔仏の〕国土
にである。「不可思議（bsam gyis mi khyab）」というのは、思いつかない〔という意味で〕
あり、〔すなわち〕諸仏世尊である。「仏子の（sangs rgyas kyi sras kyi）」というのは、諸菩
薩の〔という意味〕である。「中央に坐っておられる（dbus na bzhugs pa）」というのは、中







に観察しつつ希求すること（slong bar byed pa）をどのように行うのかと反駁する。そうで
はなくて、不可思議な業が種々の世間を上下横等に化作する782ように、同様に不可思議な
                                                   
781 サンスクリット本は「otari cārika-kalpa-samudrāṃ」、チベット訳は「bskal pa rgya mtshor 




「trisāhasra-mahāsāhasra-loka-dhātor evaṃ saṃniveśam icchanti / yadutākāśa-pratiṣṭham 




 『如来秘密不可思議経（bSam gis mi khyab pa）』に教証（lung）としても説明がある784。 
【知者たちによっては、この地に稀有なものは少しもない。幻相（sgyu maʼi rnam pa）と
なったものにおいて、希有（ya mtshan）だと誰が捉えるのか。禅定と業と龍と諸仏との偉
大性（che ba nyid）785を、かの世間の救世主導師は四種類の不可思議と説明した】786－（13） 




「stong gsum gyi stong chen poʼi ʼjig rten gyi khams ni ʼdi ltar gnas par ʼdod de / / ʼdi lta ste / 
sems can rnams kyi las kyi dbang gi sa（gis?）ʼog na nam mkhaʼ la brten paʼi rlung gi dkyil ʼkhor 












784原文は「bsam gyis mi khyab par lung las kyang bshad pa」。「不可思議であることは教（lung）
にも説明がある」と読むのかもしれない。諸釈の読みについては、下の注 13 を参照。 
785陳那釈では「偉大性（che ba nyid）」とするが、龍樹釈、世親釈、厳賢釈では「大我性（bdag 
nyid che/（chen po）」とする。「大我性（Skt. buddhatva 等）」については、袴谷、荒井〔1993〕
p.161 を参照。 
786 龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D. Nyi, 171b2ff.）（P.Nyi199a1ff.）bSam gyis mi khyab pa nyid kyang / / gang tshe sa ni mkhas 
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rnmas la / / mtshar min cung zad yod min pa / / de tshe dbang po rnams kyis ni /  / rtog pa nyid la 
mtshar ci yod / / ʼjig rten mgon po skyob pa yis / / bsam gtan las tshul klu rnams dang / / sangs 
rgyas bdag nyid che rnams kyi / / bsam mi kkyab pa bzhir gsungs so / / zhes brjod pa ʼdzin no / /」 
（『如来秘密不可思議経（bSam gis mi khyab pa）』自体も、【いつか〔この〕地〔に〕は知者
たちにとって、希有でないものが少しもない－ その時、自在者（dbang po）たちによる
分別自体にどんな希有があるのか。世間主、救護者は、禅定、業（Skt. karmaṇo gatim、Tib. 
las thsul cf.Candra. Bo.ca.）、龍と、仏の大我性（bdag nyid che）の四不可思議をお説きにな
った】と所説がまとめられている。） 
 世親釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi259b7ff.）（P.Nyi296b5ff.）bSam gyis mi khyab pa yang gang gsungs pa / ngo mtshar 
cung zad yod par ni / / ʼjig rten mkhas（P.khams）pas ma mthong ste / / dbang pos mngon du gyur 
pa nyid / / de la ngo mtshar ci zhig yod / / bsam gtan pa las（P.la）klu dag dang / / sangs rgyas mthu 
yi bdag nyid che / / ʼjig rten mgon po skyob pa yis / / bzhi po bsam mi khyab par（P.pa）gsungs / / 
zhes so / /」 





「（D. Nyi, 242a6ff.）（P.Nyi276a2ff.）bSam gyi mi khyab pa nyid las kyang / gang tshe sa stengs 
mkhas pa rnams / / mig ʼphrul gyi ni rnam pa la（P. mig ʼphrul can gyis rnam pa la）/ / ya mtshan 
cung zhig yod min pa / / de tshe ngo mtshar ci zhig che / / ʼjig rten mgon po skyob pa yis / / bsam 
gtan las dang klu rnams dang / / sangs rgyas bdag nyid che rnams kyi / / bsam gyis mi khyab bzhir 
bshad do / / zhes gsungs te /」 
（『如来秘密不可思議経（bSam gis mi khyab pa）』自体にも、【地上の知者たち〔に〕は、幻








                                                                                                                                                           
は説かれない「幻相」に言及する。なおこの引用出典は、̓Phags pa De bzhin gshegs paʼi gsang 
ba bsam gyis mi khyab pa bstan pa zhes bya ba theg pa chen poʼi mdo（cf.D.no.47、P.no.760-3）
と思われる。 
「（D.Ka104a3ff.）（P.Tshi118b5ff.）grogs po dag de bzhin gshegs pas bsam gyis mi khyab pa ʼdi 
bzhi gsungs te / bzhi gang zhe na / ʼdi lta ste / las bsam gyis mi khyab pa dang / klu bsam gyis mi 

















「（D.Nyi171b4ff.）（P.Nyi199a4ff.）sangs rgyas kyi（P.kyis）gsung lkog gyur la / / gang zhig the 
tshom skyed byed des / / ʼdi nyid du ni stong nyid la / / yang dag par ni yid ches byaʼo / / zhes bya 





                                                                                                                                                           
 世親釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi260a2ff.）（P.Nyi296b8ff.）lkog don sangs rgyas kyi gsungs la / / gang blo the tshom skye 




「（D.Nyi242b1ff.）（P.Nyi276a5ff.）gang zhig snags rgyas kyis bshad pa / lkog tu gyur ba dag la ni 




「buddhokteṣu paroʼkṣeṣu jāyate yasya saṃśayaḥ /  
ihaiva pratyayas tena kartavyaḥ śūnyatāṃ prati / / 〔5, 280〕」 
（仏が説いた深密に対して疑いが生じるその者は、今ここで空性を信ずべきである。） 
「sangs rgyas kyis gsungs gyur la // gang zhig the tshom skye ʼgyur ba // de yis stong pa nyid 




















                                                                                                                                                           
藤〔1976〕pp.317-318）を参照。月称釈と護法釈については、塚本、松永、磯田〔1990〕
pp.172-176 を参照。 
788 D.dangs pas gang ba、P.dang bas gang ba 北京版を採用した。。 
789龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi171b5ff.）（P.Nyi199a6ff.）de nyid ki phyir bcom ldan ʼdas kyis / chos rnams gzugs 
brnyan dang mtshung te / / rab rib rmi lam mtshan nyid can / / sgyu ma smig（P. rmig） rgyu dang 




「（D.Nyi, 260a3ff.）（P.Nyi297a2ff.）de nyid kyi phyir bcom ldan ʼdas kyis（P. kyi） gsungs pa 
/ chos rnams brag ca dang mtshungs pa / / rab rib rmi lam mtshan nyid dang / / sgyu ma smig rgyu 




「（D.Nyi242b2ff.）（P.Nyi276a6ff.）de nyid kyi phyir bcom ldan ʼdas kyis / / chos rnams gzugs 
brnyan lta bu dang / / rab rib rmi lam mtshan nyid dang / / sgyu ma smig rgyu ʼdra ba dang / / dri 









 ということ等々が、どのように〔諸仏が〕一塵上にお坐りなるのか（ji ltar rdul gcig gi steng 
na bzhugs）ということ等々の〔答えの〕ごとく。  
 「同様に残らず（de ltar ma lus）」ということは、残らずすべての方角である790。「毛先
（skra tsam khyon）」791というのは、毛の量の程度である。それも説明を行うと、毛の先端
の程度の面積である。「三世（dus gsum）」とは、三世に来られた者たちの〔という意味〕
である。「海のような仏〔に対して〕（sangs rgyas rgya mtsho）」というのは、海のような彼
らの国土においても〔という意味〕である。「海のような劫にわたり、私は〔菩提行を〕
行いつつ発趣しますように（bskal pa rgya mtshor spyod cing rab tu ʼjug）」というのは、あら
ん限りの菩提行を見ますように（ji srid du byang chub kyi spyad pa na mthong bar shog shig 





「（長尾校訂版）/ sangs rgyas bcom ldan ʼdas rnams kyis / theg pa chen po shin tu rgyas pa bstan 
pa gang yin paʼi bstan pa der kun tu brtags paʼi ngo bo nyid ji ltar rig par bya zhe na / med paʼi 
rnam grangs bstan pas rig par byaʼo / / gzhan gyi dbang gi ngo bo nyid ji ltar rig par bya zhe na / 
sgyu ma dang / smig rgyu dang / rmi lam dang / mig yor dang / gzugs brnyan dang / brag ca dang / 






た〕ことによって知るべきである。）（cf.ibid., p.362, 2.26） 


















〔すなわち〕「一つのお言葉の〔音声の〕支分（gsung gcig yan lag）」ということ等々があ
る。一人の如来が法を説く時に、無数の聞〔法〕者は信解が異なる者たちであるから、無
量の異なった意味と、異なった句（tshig ）と、文（yi ge ʼbru）793により了悟するのだから
                                                   
792 『普賢行願讃』v.4b にも対応する表現がある。以下のとおりである。「Skt. 
sarva-svarāṅga-samudra-rutebhiḥ」 
793 『倶舎論』における「句」「文」の定義については本庄〔1995〕pp.26-27 を参照。 
「No.70-72.名身・句身・文身（nāma-, pada-, vyañjana-kāya） 
nāma-kāyādayaḥ saṃjñā-vākyākṣara-samuktayaḥ /（AK, ・, 47ab） 
ādi-grahaṇena pada-vyañjana-kāya-grahaṇam / tatra saṃjñā-karaṇam nāma / tadyathā ruupaṃ 
śabda ity evam-ādi / vākyaṃ padaṃ yāvatārtha-parisamāptis tadyathā anityā bata saṃskārā ity 
evam-ādi / yena kriyā-guṇa-kāla-saṃbandha-viśeṣā gamyante / vyañjanam akṣaraṃ tadyathā a ā 










                                                                                                                                                           
である。 
  名身等所謂  想章字總説（根品 47ab） 
 論曰、等者、等取句身文身。応知此中。名謂作想。如説色聲香味等想。句者謂章。詮義
究竟、如説諸行無常等章。或能辯了業用徳時相応差別。此章稱句。文者謂字。如説𧙃阿壹
伊等字。（冠導 5, 19a4-8；大 29, 29a10-15）…云何名等身。謂想等總説也。言總説者、是合







































795 北京版にʼkhor はない。 
796 陳那釈の原文は以下のとおりである。 
「（D.Nyi92a1ff.）（P.Nyi221b7ff.）lung las kyang ʼdi skad du gsungs te / / ʼkhor bar ʼkhor ba mang 
po rnams / / dad paʼi rnam pa sna tshogs la / / gsung cig tu ni bshad mod gyi（P. gyis）/ / du maʼi 
rnam par go bar gyur / / bdag la nyi tsher ʼchad do snyam / / ʼgro ba kun gyis ji ltar go / / ya 
mtshan de las ci zhig che / / de ltar ngo mtshar ci zhig yod pa ʼdi lta ste（P.Ci zhig yod / / ʼdi lta ste 
/） / /」 
 以下の諸釈の用例では、上記「ʼkhor bar ʼkhor ba（生死流転する者）」に対応する箇所が
何れも説法の列席者である。龍樹釈では「ʼkhor（眷属）」である。 
 龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi172a5ff.）（P.Nyi199b6ff.）de skad du yang / / mos pa sna tshogs can gyi ni / / ʼkhor mang 
rnams ni gnas pa la / / gsung gcig bkaʼ ni stsal pa na / / gsung rnams du mar go ʼgyur zhing / / nga 
yi ched du yin no zhes / / skye bo kun gyis（P. gyi）rtogs ʼgyur gang / / ʼdi las ches rmad ci yod de 









「（D.Nyi260b1ff.）（P.Nyi297b1ff.）de bzhin du yang gsungs pa / deʼi phyir ngo mtshar mi che ste 
/ / ʼdi ni shin tu ngo mtshar che / / mang po nye bar ʼdug pa la / / gang de mos paʼi dbang gis ni / / 
tshig gcig gi（P. gis）ni bshad pa yang / / du ma nyid du mtshan nas ni / / bdag nyid la ni ston to 






「（D. Nyi, 242b7ff.）（P.Nyi276b6ff.）de skad du / mos pa du ma / dang ldan pa / / mang po nye bar 
ʼkhod pa la / / gsung gcig bkaʼ ni bstal mod kyis（P. bkaʼ stsal ni smos kyi）/ / du ma gcig tu gdaʼ ba 
ste / / ʼdi dag kho naʼi ched yin zhes / / ʼgro ba kun gyis rtog（P. rtogs）pa gang / / de la（P. las）
ya mtshan che ci mchis / / de la（P. las）ngo mtshar ci zhig mchis / / zhes gsungs so / /」 
（このように〔ある〕。〔すなわち〕【多くの信解を具えた者がいる。〔その〕近くに坐す多
くの者に、〔仏が〕一音のお言葉をお与えになったとしても、多くのことが一〔時〕にあり

























「mos pa du ma dang ldan pa / / mang po ʼkhod par gyur pa la / / 
gsung gcig bkaʼ ni stsal ba las / / du ma lta bur snang ʼgyur te / /（5.21） 
kun gyis ʼdi ni bdag gi ched / / kho naʼo snyam du go ba gang / / 

















                                                                                                                                                           
「（D.Nyi92a2ff.）（P.Nyi221b8ff.）ʼdi lta ste / sDong pos brgyan paʼi mdo sde ʼPhags pa Byams 
paʼi rnam par thar pa las bshad pa / phyogs bcuʼi bde bar gshegs pa rnams kyi chos sprin la / / gnas 
gcig ʼdug nas rmongs pa med par gyur te nyan / / bskal pa bye ba mang por sems kyis ngoms pa 
med / / blo chen rgya mtsho dang ni mnyam par spyod par shog / /」 
 龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi172a6ff.）（P.Nyi199b8ff.）de bzhin du ʼPhags pa sDong po bkod paʼi mdoʼi ʼPhags pa 
Byams paʼi rnam par thar pa las kyang / ʼdi ni gang dag theg mchog la gnas rmongs med dang（P. 
pa）/ / bskal pa bye ba khrag khrig mang po rnams su yang / / ngoms med sems kyis phyogs bcu ʼi 
bde gshegs rnams kyi（P. kyis）ni / / chos sprin mthun par byed pa rnams kyi gnas（P. gnas pa）






「（D.Nyi260b2ff.）（P.Nyi297b3ff.）de bzhin du sDong po bkod paʼi mdo Byams paʼi rnam par thar 
pa las kyang（P. ×）gsungs te / gang phyogs bcuʼi bde bar gshegs paʼi chos kyi sprin stan gcig la 
gnas te ma rmongs par ʼthung bas bskal pa bye ba khrag khrig（P. ×）gi bar du sems ngoms pa med 





「（D. Nyi, 243a1ff.）（P.Nyi276b6ff.）de bzhin du ʼPhags pa sDong po bkod paʼi mdo（P. ×）̓Phags 
pa byams paʼi rnam par thar pa las kynag / gang zhig skad cig（P. stan gcig）ʼdug gnas ma rmongs 
par / / bskal pa dung phyur bye ba mang po phyogs bcu yi / bde gshegs chos sprin（P. sprin）nyan 
par（P. yang）ngoms paʼi sems med pa / / ʼdi ni blo chen rgya mtsho lta buʼi gnas pa yin / / zhes 




 前の二つの偈文によって説者の大性（ʼchad paʼi che ba nyid）を教示した。後の偈文によ










かと問えば〔、すなわち〕「また彼らの尽きない音声に（de dag gi yang gsung dbyangs mi zad 
la）」ということ等々がある。「彼らの（de dag gi）」というのは、「すべての三世に来られた





「ye dharma-megha sugatāna daśaddiśāsu 
ekāsane sthita pibanti asaṃpramuudāḥ / 
aparānta-kalpa-niyutānya-vitṛpta-cittā 






「十方諸仏所説法 一坐普受咸令尽 尽未来劫志無厭 此智海人之住処。」 




勝者たち（dus gsum du gshegs pa rgyal ba thams cad）」の、である。「法輪を転じる（chos kyi 
ʼkhor lo bskor ba）」とは、そこに発趣することである。「尽きない（mi zad pa）」とは、数を











                                                   
799 内容としては変化身の行う方便のことであり、次注「種々の信解」ということから、『法
華経』「方便品」の所説にもつながる。 
800 原文は「dad pa sna tshogs kyi sems can」である。原文は「信（dad pa）」だが、意味とし
ては「信解（smos pa）」と理解できる。 
801 チベット訳に合わせて慈雲本等（Ji, 3C）の読み（Skt. sarvāṃ, sarvān）を採用した。 
802 サンスクリット本『普賢行願讃』v.32ab「eka-kṣa.nena anāgata sarvāṃ（kalpāṃ） 
kalpa-praveśa ahaṃ praviṣeyaṃ」の「anāgata sarvāṃ（kalpāṃ） kalpa-praveśa」を、陳那釈
から「全ての未来が入った劫に」と理解した（陳那釈 v.32：「全ての未来が入った劫にも（ma 




来劫のすべてに、劫に入るべき私が悟入できますように」、Watanabe〔1912〕p.147 は「In einem 
einzigen Augenblick in alle zukunftigen Aonen mochte ich den Eintriff eintreten」、Shiraishi
〔1960〕p.13 は「In einem Augenblick moche ich in alle（kalpa-Perioden）der Zukunft eintreten, 






すなわち〕「一瞬間によって（skad cig gcig gis）」ということ等々がある。瞬間の一智慧（skad 
gcig maʼi ye shes gcig）803によって十方の〔劫に発趣する、という意味である〕。「すべての
未来が入った劫にも（ma ʼongs bskal pa thams cad ʼjug par yang）」というのは、〔現れる〕劫
の次々に私は発趣する〔という意味である〕。まとめれば、「三世の量〔ほど〕の、それら






















804 『普賢行願讃』v.1 に対応する表現がある。 
358 
 
それも何かと問えば〔、すなわち〕「三世に来られた人師子（dus gsum gshegs pa miʼi seng nge 
gang）」ということ等々がある。〔その〕者は、十方三世に来られた人師子である仏世尊で
ある。彼ら〔すべて〕を私は瞬間の一智慧によって観察すべきことが、見るべきことであ
る。「彼らの活動領域に（de dag gi spyod yul la）」とは、彼らの活動領域である。「幻となっ
たものである解脱力によって発趣〔しますように〕（sgyu mar gyur paʼi rnam thar stobs kyis 
ʼjug）」というのは〔、すなわち〕「幻となったもの（sgyu mar gyur pa）」というのは、菩薩












かと問えば〔、すなわち〕「三世の〔見事な〕国土〔の荘厳〕（gang yang dus gsum dag gi zhing）」
ということ等々がある。「三世の〔見事な〕国土の荘厳（gang yang dus gsum dag gi zhing gi 
rgyan）」とは、多くの国土〔の荘厳〕である。それらを「成就できますように（mngon par 
bsgrub）」というのは、神力によって一塵の上に成就することである。「同様に残らずすべ
ての方角における（de ltar ma lus phyogs rnams thams cad du）」というのは、余りない十方の
塵の上に成就する通りに、そのように智慧の一瞬間によって、多くの国土を成就して発趣
することである。 
 現在のすべての仏国土の自体（ngo bo nyid）と量と色と形が各々に異なった多くの混同
なきものをも、一塵の上に置きえないならば、各々に異なった多くのものを、一塵の上に
十方、境なくどのように置くべきなのか。それゆえこのことについてどのように勝解すべ
                                                   




 その答えとして、それゆえ一切法は成就していなくて（yongs su ma rdzogs pa）、無自性
（ngo bo nyid med pa）であり、幻のようなもの（sgyu ma lta bu）であり、生じていなくて
（ma skyes pa）、滅していなくて（ma ʼgags pa）、髪毛輪（skra shad ʼdzings pa）のようなも
のとして、もとより寂静であり、〔そうした〕自性により心を越えたもの（ rang bzhin gyis sems 
las ʼdas pa）を、どのように信解し分別すること程で生じるのかは、種々の多くの相（rnam 
pa sna tshogs du ma）の物質（gzugs）を良く修習したことによって〔得られる、〕殊勝なる
多くの相の三昧と解脱によって不可思議の種々の相を経験するのだから、これらの事柄が














者〔たち〕（gang yang ma byon）」ということ等々がある。「当来の者〔たち〕（gang ma byon）」
とは、後世未来の究竟する者たちである。「世間の灯火（ʼjig rten sgron ma）」806というのは、
諸仏世尊である。十方の別々の世界における無辺の虚空に居られる、数を越えた仏の智慧
の活動領域によって、瞬間で同時に無上正等覚を正覚する。それから同様に同時に法輪を
転じ、そして同様に涅槃を示すと説明した。「彼らは現前に覚り（de dag mngon sum du bynag 
                                                   





のもとで意の速さ（yid myur ba）と普く速さ（kun du myur ba）808という二つの神力の威力
によって、〔変化〕身雲（lus kyi sprin）によって十方を充たして、数を越えた、虚空を遍
布するすべての妙なる供養雲（mchod paʼi sprin）809によって供養し、讃嘆しつつ称え、多
                                                   
807 サンスクリット本『普賢行願讃』v.35b「teṣu vibudhyana」、チベット訳諸版「de dag rim 
par ʼtshang rgya」である。陳那釈とは異なっている。 
808 前者は Skt.manojava（玄奘訳. 意勢）を承けた表現か。『倶舎論』によると、三昧によ
って達成される「行くこと（Skt.gamana）」に、運身、勝解、意勢が含まれる（cf.櫻部、小
谷、本庄〔2004〕pp.182-193）。後者は『普賢行願讃』v.36a（Skt. ṛiddhi-balena samanta-javena, 






















ʼtshang rgya）」810というのは現覚（mngon par byang chub）である。「涅槃を示す（mya ngan 


































































                                                                                                                                                           
「三昧に住する者にとって、諸法は水月の映像のごとくである。何のためにと問えば、澄
浄なる水（chu dangs pa）中における、月の映像の現れと同じように、三昧の一境性は澄浄
なる水のごとくである。それからあらゆる処（mthaʼ dag skye mched）と制伏の処（八勝処？





蔵』31, no.1604, pp.612c17-613a5） 
「問。世尊処処、説如幻、如夢、如焔、如像、如影、如響、如水月、如化。如此八譬各何
所顕。偈曰 







812 この後に世親釈に以下の偈頌がある。  
「（D.Nyi262a3ff.）（P.Nyi299b1ff.）de bzhin du yang gsungs pa / / ʼjig rten khams ni tha dad par / 
/ gang de sems can gzhal yas par / / skad cig gis ni rtogs min zhes / / zhum paʼi sems su mi byaʼo / 














①「神力と（rdzu ʼphrul stobs rnams dang）」ということ等々がある。変幻させることによっ
て神力といわれるのだから、望むとおりに円満にする。神変（cho ʼphrul）814という意味で
ある。神力は如何に神変として知るべきかと問えば、個々の衆生たちの意を奪うし（yid 
ʼphrog cing）、喜ばせるから神変である815。その力によって確定するから（gdon mi za bas na）
神力の力である。「普く迅速な（kun du myur baʼi）」とは、菩薩の他に赴くこと（byang chub 
                                                   
813 Skt.śubha、Tib.kun tu dge ba, 不空訳.瑞厳, 覚賢訳.清浄 
814 cf.梶山〔1995〕 
815 『倶舎論』「智品」に対応が見られる。以下のとおりである。  
・サンスクリット本：Pradhan〔1975〕p.424,l.12 
「vineya-manasām ādito ʼtyarthaṃ haraṇāt prātihāryāni」 
・チベット訳：TPH〔出版年未詳〕（随眠、賢聖、智、定、破我）p.227,l.14ff. 






「導く（haraṇa）をチベット訳は「奪う（ʼphrog par byed pa）」の意味に訳しているが、両





sems dpaʼi gzhan du ʼgro baʼo（P.bgrod do）〔に関してである〕。赴くときに816、｢普く迅速な
神力｣によって瞬間に十方に障りなく赴く817。 
②「乗力（theg paʼi stobs）」というのは、大きな乗り物（theg pa chen po）の力によってで
ある。したがって、その大きな乗り物により運載するから大乗である。または偉大な菩薩
の乗り物だから大乗である。直接に仏の正覚を得させる道〔、すなわち〕福徳と智慧との
                                                   





「（D.Nyi. 174a4ff.）（P.Nyi. 202a2ff.）「普く迅速な（kun du myur baʼi）」というのは、菩薩は
他〔の行き方〕によっては赴かないので（＊2）、現行（kun du rgyu ba）の神力によって一
挙に十方に赴くこと、そのようにである。」 
世親釈の対応箇所は以下のとおりである。陳那釈と一致しない。 
「（D.Nyi. 262a4ff.）（P.Nyi. 299b3ff.）「普く迅速な（kun du myur baʼi）」ということなど等々




「（D.Nyi. 244b7ff.）（P.Nyi. 278b8ff.）「普く迅速（kun du myur ba）」とは、たとえば菩薩は
他〔の行き方〕によっては赴かない（byang chub sems dpaʼ gzhan gyis ʼgro ba）、〔つまり〕「普
く迅速な神力」によって十方に一挙に赴く、まさしくそれと同じである。」 
（＊1）cf.近藤〔1936〕p.140,l.8ff. 、龍山〔1982〕p.170 
「sa evaṃ jñāna-samanvāgato ʼsyāṃ bhūmau supratiṣṭhita eka-buddha-kṣetrāc ca na calati / 
anabhilāpyeṣu buddha-kṣetreṣu tathāgata-parṣan-maṇḍaleṣu ca pratibhāsa-prāpto bhavati」 
（彼（第八地の菩薩）はこのような智を具足し、この〔第八〕地に安住し、一仏国土から
動かず、不可説の仏国土の如来の衆会において示現に到る。） 
（＊2）D.ji ltar byang chub sems dpaʼ gzhan gyis mi ʼgro bas、P.ji ltar byang chub sems dpaʼi 




                                                   
818 龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 





























                                                                                                                                                           
「theg pa chen po zhes bya ba ʼdis ʼdod pas na theg paʼo / yang na ʼdir ʼdod pas na theg paʼo / / 
deʼi theg pa yang yin la chen po yang yin pas theg pa chen poʼo / / deʼi byang chub sems dpaʼi lam 
ʼbras bu dang bcas pa la theg pa chen po zhes bstan pa yin no / / chen po ni de ma yin pa ʼi theg pa 
gzhan pas mchog tu gyur par rig par byaʼo / / 





「de ni theg pa yang yin la chen po yang yin paʼam / chen po rnams kyi theg pa yin pas theg pa 
chen po ste / rgyu dang ʼbras bu che baʼi phyir byed pa dang / bgrod par bya ba bsgrub paʼi gzhi 





















というのは、一切の門（kun gi sgo）820である。どのようにと問えば、その自性（体 .lus）
と対象（所縁.dmigs）は、菩提心を発して他を利益しないものは何もない821。それは『浄


















（＊3）D.ʼdod pas na、P.ʼdong bas na 北京版の読みを採用した。 
（＊4）D.ʼdod pas na、P.ʼdong bas 北京版の読みを採用した。 









                                                                                                                                                           
・チベット訳：rNal ʼbyor spyod paʼi sa（D.東北 no.4035,Tshi.57b5ff.） 
「de la mtshan nyid gdags pa rnam par gzhag pa gang zhe na / de ni rnam pa bdun du rig par bya 
ste / lus dang dmigs pa dang / rnam pa dang / kun nas slong pa dang / rab tu dbye ba dang / rnam 
par nges pa dang / ʼjug paʼo / / de la sdom ni / mtshan nyid kyi ni mdor bsdu ba / / lus dang dmigs 
pa rnam pa dang / / kun nas slong dang rab dbye dang / / rnam par nge dang ʼjug pa yin / / rtog pa 
dang dpyod pa rnams kyi lus gang zhe na / rtog pa dang dpyod pa rnams dmigs pa la mngon par mi 
rtog pa ni sems paʼi lus yin la / rtog pa dang dpyod pa rnams dmigs pa la mngon par rtog pa ni shes 
paʼi lus yin par rig par byaʼo / / de la rtog pa dang dpyod pa rnams kyi dmigs pa gang zhe na / 























行品（ʼPhags pa sPyod yul yongs su dag paʼi mdo）』を見なさい822。 
③｢行力（spyod paʼi stobs rnams）｣というのは、｢行（spyod）｣二つともが無差別である力
である823。〔すなわち〕菩薩行の力と普賢行の力〔との両方〕によってである。｢普く功徳
                                                                                                                                                           








822 『華厳経』中の「浄行品」を指す。諸本の対応箇所は以下のとおり。  








るいは不分離を意味する表現。例えば陳那釈 v.40 には以下のように説かれる。 










（kun du yon tan）｣というのは、始まりと中間と終わりとに善いことである（dge baʼo）。 
④｢慈力（byams pa dag gi stobs）｣というのは、あらゆる衆生界において安楽824であるよう
思念により遍満する。｢普く遍満（kun du khyab pa）｣というのは、十方に遍満することで
ある。 
⑤｢福徳力（bsod nams stobs）｣というのは、清浄であり浄らかにする（gtsang bar byed pa）
から、｢福徳（bsod nams rnams）｣である825。または、「各々後に」といって（yang na phyi phyir 
zhes）826喜ばしくなる（bsod par ʼgyur pa）から｢福徳（bsod nams）｣である。その力は発菩


























                                                                                                                                                           
厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 






「tac-citta-pratyupasthā nād avivartyo jinātmajaḥ / puṇya-pāramitā pūri-pariśuddhiṃ nigacchati 
//11// 







チベット訳：Theg pa chen po rgyud bla maʼi bstan bcos rnam par bshad pa（cf.中村〔1967〕
p.213） 
「de ni rtag tu nyer gans pas / / rgyal baʼi sras po phyir mi ldog / / 
bsod nams pha rol phyin rdzogs dang / / yongs su dag pa nyid du ʼgyur / / 
bsod nams pha rol phyin pa lnga / / de la rnam gsum rtog med pas / /  













た831、その福徳の力である。「普く厳浄な（kun nas dge baʼi）」というのは、あらゆる衆生
に善と利益とを思念しつつ、成就するからである832。 
                                                                                                                                                           
ンカパ『菩提道次第大論』『菩提道次第』における菩提心の功徳については、ツルティム、
藤仲〔2008〕p.50ff.、同〔2005〕p.180ff.を参照。 
828 チベット訳：ʼPhags pa Khyim bdag dpas byin gyis zhus pa zhes bya ba theg pa chen poʼi mdo
（D.東北 no.72,Ca.202b5、P.大谷 no.760-28,Zi.210a1） 
「byang chub sems kyi bsod nams dang / / de la gal te gzugs mchis na / / nam mkha ʼi khams ni 
kun gang ste / / de ni de bas lhag par ʼgyur / /」 
漢訳：菩提流志訳『大宝積経』「勤授長者会第二十八」（『大正蔵』11,no.310-28,p.542c5-6） 







830 D.bzung nas、P.gzung nas 
831 D.bsngo bar gyur par、P.bsngos par gyur ba 北京版の読みを採用した。 
832 龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi. 174b5ff.）（P.Nyi. 202b5ff.）「普く厳浄（kun tu dge ba）」というのは、あらゆる衆
生に対する利益と安楽とを作る思念が成就するからである。」 
世親釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi. 262b5ff.）（P.Nyi. 300a7ff.）したがって「福徳力（bsod nams kyi stobs）」が「普く




                                                                                                                                                           
厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi. 245a7ff.）（P.Nyi. 279b2ff.）「普く厳浄（kun nas dge ba）」というのは、あらゆる
衆生に利益と安楽とを生みだす思念が成就するからである。」  
『普賢行願讃』諸釈 v.44 にも「厳浄」について説明がある。 
 龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi. 174a7ff.）（P.Nyi. 207b1ff.）「普く厳浄な賢〔行〕（kun nas dge ba bzang po）」とい
うのは、始まりと中間と終わりとに善く（dge）、吉祥で善良なことである（shis la legs paʼo）。」 
世親釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi. 266b2ff.）（P.Nyi. 305a3ff.）「普く厳浄（kun nas dge ba）」というのは、始まりと
中間と終わりとにおいてである。」 
陳那釈の対応は以下のとおりである。 
「（D.Nyi,198a5ff.）（P.Nyi,228a4ff.）「普く厳浄な賢行のために（kun nas dge ba bzang po spyad 
paʼi phyir）」というのは、始まりと終わりと中間とに善いこと（dge baʼo）である。」 
 厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi. 249b3ff.）（P.Nyi. 284b3ff.）「普く厳浄（kun nas dge ba）」というのは、始まりと
中間と終わりとに寂静（zhi）であり、善いことである（dge baʼo）。」 















⑥｢智慧力（ye shes stobs）｣というのは、あらゆる所知を知ることが｢智慧（ye shes）｣であ
る833。｢無執着となった（chags pa med par gyur paʼi）｣というのは、三世において障りがな
い。 
⑦「慧力（shes rab kyi stobs）」というのは、諸事物を如実に834証得することである835。 
⑧「方便力（thabs kyi stobs）」というのは、成就すべき836道理（rigs pa）が「方便（thabs）」
であり、成就の力において障りがない。 
⑨「三昧力（ting ʼdzin stobs）」というのは、力であり、行う三昧（byed paʼi ting nge ʼdzin）
であり、禅定である。その威力（mthu）によってあらゆる衆生の利益を行うために、神通
などの功徳の包摂（yon tan sdud pa）において障りがない－ それが「三昧力（ting ʼdzin 
stobs）」である。 
⑩「菩提力（byang chub stobs rnams）」というのは、無上菩提を正等覚すること、〔すなわ
                                                                                                                                                           
〔1998〕pp.522-523,同〔2001〕p.317,辛嶋〔2010〕p.18 註 16 etc.がある。 
833 龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi. 174b5ff.）（P.Nyi. 202b5ff.）｢智慧力（ye shes stobs）｣というのは、あらゆる所知
を解す知であるから。」 
世親釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi. 262b6ff.）（P.Nyi. 300a8ff.）｢智慧力（ye shes stobs）｣というのは、一切義を如実
に知るからである（don thams cad ji lta baʼi ye shes yin paʼi phyir ro）。」 
 厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi. 245b4ff.）（P.Nyi. 279a6ff.）｢智慧力（ye shes stobs）｣というのは、一切の所知を
解す智慧であるから。」 





は説かれない。龍樹釈「義の真実（don gyi de kho na）の証得」、世親釈「全義の証得」、厳
賢釈「事物の実相（dngos poʼi de kho na nyid）の証得」である。 
836 D.bsgub par bya baʼi、P.sgrub par bya baʼi 北京版の読みを採用した。 
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わち〕「諸々の業の力を清浄にして（las kyi stobs rnams yongs su dag byed cing）」というこ
と等々である。善〔業〕と不善〔業〕と不動〔業〕という諸業838を特別に区分したのだか
                                                   
837 『普賢行願讃』v.38d「Skt.samudānayamānaḥ（集めつつ）」が、チベット訳『普賢行願讃』
v.38d では「yang dag sgrub par byed（成就する）」と理解され、その読みを陳那釈も踏襲し
ている。ちなみに不空訳は「積集」である。 
龍樹釈の対応は以下のとおりである。 
「（D. Nyi. 174b7ff.）（P.Nyi. 202b8ff.）｢菩提（byang chub）｣というのは、無上正等覚の力
であり、それの威力である。〔それを〕成就する（yang dag par sgurb par byed paʼo）。」 
世親釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D. Nyi. 263a1ff.）（P.Nyi. 300b2ff.）｢菩提（byang chub）｣というのは、無上正等覚である。
その意味において「力（stobs）」とは効能（nus pa）である。」 
 厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D. Nyi. 245b6ff.）（P.Nyi. 280a1ff.）威力（菩提力）、それを｢成就する（yang dag par sgrub 
par byed）｣というのは、資糧を成就することである（rnam par sgrub par byed cing ngo）。」 












































                                                                                                                                                           
29,no.1558,p.81aff.） 













典等の詳細は ibid.,373note120 を参照。 
841他の註釈には四力へ言及するものもある。龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi175a2ff.）（P.Nyi203a3ff.）清浄にし（yongs su dag par byed）、〔業を〕取り除くこと










                                                                                                                                                           
厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi246a2ff.）（P.Nyi280a4ff.）そ〔の不善業〕を呵責（D.）（D.de la smod pa、P.de las mos 
pa）等々の力によって、清浄にし、取り除くことは、～」 






844「D.ma rung ba yi las byas pa / / bdag gis ʼgyod pas bsrabs par ʼgyur / / bshags nas bsdams pa 
byas na ni / / de dag rtsa nas ʼdon par bshad」 
【出典原拠】鸚鵡経類の一つ、隋瞿曇法智訳（A.D.582）『仏為首迦長者説業報差別経』に
確認できたが、他の諸本では未確認である。以下のとおりである。サンスクリット本：Kudo
〔2004〕（×?）＝チベット訳：Las rnam par ʼbyed pa,D.no.338（×?）；Las kyi rnam par ʼgyur ba 















（Skt.Maitrakanyaka, Tib.mDzaʼ poʼi bu mo）846による、〔母の頭を足で蹴ったという〕母へ
の侮辱を原因とする不善業は、〔母は〕殊勝な田なので今世こそに果を成熟しても、僅かな
業が成熟して〔から〕847、彼の殊勝な意楽によって衆生のために、誓願と菩提へ発心する
                                                   
845 D.kun du ʼbyung bar byed de、P.kun tu ʼbyung bar rung ste 北京版の読みを採用した。 
846 龍樹釈（mDzaʼ poʼi bu mo（Skt.Maitrakanyaka）＝世親釈（Bu mo byams ma）＝厳賢釈





847 D.zhing gi khyad par gyis tshe ʼdi nyid la ʼbras bu rnam par smin par gyur kyang ʼbras bu cung 






（Skt.tīvra-kleśa-prasādena sātatyena ca yat kṛtam / guṇa-kṣetre ca niyataṃ tat pitror ghātakaṃ ca 
yat / /54 / /）cf.Pradhan〔1975〕p.231,ll.21-22、舟橋〔1987〕p.271. 
「現法の果を有する業は田と意欲（āśaya）とが殊勝であるに由る。その地より永久的に離
染せるが故である。実に異熟について定まっているところの〔業〕である（v.55）」
（Skt.dṛṣṭa-dharma-phalaṃ karma kṣetrāśaya-viśeṣataḥ / tad-bhūmy-atyanta-vairāgyāt vipāke 

























起こった（ster bar bzhugs te）。僅かな業を造っても、殊勝な増上意楽（lhag paʼi bsam pa）

























848陳那釈：smon lam dang sems bskyed pa＝龍樹釈：smon pa byang chub tu sems bsyked pa＝
世親釈：smon lam gi sems ji lta bu zhig bskyed ce na＝厳賢釈：smon paʼi sems bskyed pa 
陳那釈のみ理解が異なる。他釈は「誓願の菩提心」と理解する。 
849D.mgo la ʼkhor lo bskor baʼi sdug bsngal gyi phung po、P.mgo la ʼkhor lo sa bskor baʼi sdug 

























                                                                                                                                                           
一；七話「慈童女」を挙げる。同話は Tucci〔1980〕pp.525-526,p.614,n.216 にも挙げられて
いる。対応する『道次第大論』「四力により治浄する仕方」の「第四依処の力（帰依と菩提
心の修習）」末尾には、「ツルティム、藤仲訳：前の説明の例として、『念住経 Dran pa nyer 
gzhag』と『賢愚経 mDzangs blun』と『百業 Las brgya pa』と『百譬喩 rTogs brjod brgya pa』
と『律阿含ʼDul ba lung』の相続因縁（rgyud gleng）と、他の諸々の聖教をもまた見て、強
力で継続的な決定を生ずべきことを、要義として受持すべきです」（cf.ツルティム、藤仲
〔2005b〕p.244）とあり、同様に Avadānaśataka を出している。 
851龍樹釈：Phag moʼi rtogs pa brjod pa＝世親釈：Phag moʼi rtogs pa brjod pa＝厳賢釈：Phag 




shes sde（D.）、Phag moʼi rtogs pa brjod pa zhes bya baʼi mdo,D.no.345,mDo sde,Am289b2-291a7 






















                                                   
853「ʼbyung」とあるが、他釈より「phyung」と読んだ。 
854 龍樹釈：Las kyi sgrib pa rnam par sbyong baʼi mdo＝世親釈：Las kyi sgrib pa rnam par dag 
paʼi mdo＝厳賢釈：Las kyi sgrib pa rgyun gcod paʼi mdo 
855 D.dkrugs shing gyis、P.skrus shing gyis デルゲ版の読みを採用した。直後の「gyis」を不
要と考える。 
856 D.ji tsam nas、P.ji tsam na 北京版の読みを採用した。 
857 D.sdig pa thams cad kyi thams cad du、P.sdig pa thams cad thams cad du 北京版の読みを採
用した。 
858【出典原拠】チベット訳：Tr.Jinamitra、Prajñāvarma,Ye shes sde（D.）,ʼPhags pa sGrib pa 





















解への強い固執（shin du zhen pa.見取）である。これらすべての十不善業862道は大きな罪
                                                                                                                                                           
（pp.172,l.10-12.Karmāvaraṇaviśuddhi-sūtrte ʼpy uktaṃ / punar-aparaṃ Mañjuśrīr yo bodhisattva 
āpattim anāpattiṃ paśyati / avinayaṃ vinayaṃ paśyati / saṃkleśaṃ vyavadānaṃ paśyati / 
saṃsāra-dhātuṃ nirvāṇa-dhātuṃ paśyati / sa karmāvaraṇa-viśuddhiṃ partilabhata iti / /）＝英訳：
Bendall＆Rouse〔1990〕p.168,l.27ff.＝チベット訳：Tr.Jinamitra,Dānaśīla,Ye shes sde（D.）,bSlab 
pa kun las btus pa（D.no.3940,dBu ma,Khi.97a1ff.Las kyi sgrib pa rnam par dag paʼi mdo las 
kyang / ʼJam dpal gzhan yang byang chub sems dpaʼ gang gis ltung ba la ltung ba ma yin par 
mthong ba dang ʼdul ba ma yin pa la ʼdul bar mthong ba dang / kun nas nyong mongs pa la rnam 
par byang bar mthong ba dang / ʼkhor baʼi khams la mya ngan las ʼdas paʼi dbyings su mthong ba 




859 D.gang zhig gi、P.gang gis 北京版の読みを採用した。 






















とそのように信解する（skye baʼi ʼjig pa gang yin pa de ni nyon mongs pa thams cad kyi yang 
ʼjig pa yin no zhes de ltar mos pa）。」 
世親釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi264a5ff.）（P.Nyi302a4ff.）心が生じたし、滅したこと、それこそが煩悩が滅したこ
とでもある（sems gang skyes pa dang ʼgags pa de nyid ni nyon mongs pa yang ʼgags paʼo）。」 
厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi247a5ff.）（P.Nyi281b5ff.）申しあげる。世尊よ、心が生じたのが滅したこと、それ
こそが、煩悩すべてが滅したことでこざいます（gsol pa / bcom ldan ʼdas sems skyes











は、きわめて浄められるであろう（ʼbyang bar ʼgyur）。 

















 『集学論』第 8 章「懺悔品【悔過行／対治行（Skt.vidūṣaṇā-samudā-cāra / 
pratipakṣa-samudā-cāra）】」（サンスクリット本：Bendall〔1977〕pp.171,l.13-172,l.9＝英訳：
Bendall＆Rouse〔1990〕p.168,l.3ff.＝チベット訳：Tr.Jinamitra,Dānaśīla,Ye shes sde（D.）,bSlab 










                                                                                                                                                           
hṇa-samaye āpattim āpadyeta madhyāhna-kāle sarva-jñatā-cittena virahito vihared / aparyātta eva 
mahāyāna-saṃprasthitasya bodhi-sattvasya śīla-skandhaḥ / sacen madhyāhna-samaye āpattim 
āpadyeta sāyāhna-kāle sarva-jñatā cittenāvirahito vihared / aparyātta eva 
mahāyāna-saṃprasthitasya bodhi-sattvasya śīla-skandhaḥ /）＝チベット訳：Python〔1973〕
（pp.44-45.gal te snga droʼi dus kyi tshe nyes pa byung na / gung tshigs ki dus kyi tshe thams cad 
mkhyen pa nyid kyi sems dang ma bral bas gnas par byed na theg pa chen po la yang dag par zhugs 
paʼi byang chub sems dpaʼi tshul khrims kyi phung po yongs su ma gtugs pa kho na yin no / gal te 
gung tshigs kyi dus kyi tshe nyes pa byung la phyi droʼi dus kyi tshe thams cad mkhyen pa nyid 
sems dang ma bral bas gnas par byedna / theg pa chen po la yang dag par zhugs paʼi byang chub 

































867【出典原拠】サンスクリット本：Conze〔1974〕（pp.44-45.api tu ye te Subhūte kulaputrā vā 
kuladuhitaro vemān evaṃrūpan sūtrāntān udgrahīṣyanti dhārayiṣyanti vācayiṣyanti paryavāpsyanti 
yoniśaś ca manasikariṣyanti parebhyaś vistareṇa samprakāśayiṣyanti, te paribhūta bhaviṣyanti, 
suparibhūtāś bhaviṣyanti. tat kasya heto? yāni ca teṣāṃ Subhūte sattvānāṃ paurva-janmikāny 
aśubhāni karmāṇi kṛtāny apāya-saṃvartanīyāni, dṛṣṭa eva dharma tayā paribhūtatatayā tāni 
paurvajanmikāny aśubhāni karmāṇi kṣapayiṣyanti, buddha-bodhiṃ ca-anuprāpsyanti.）＝和訳：中
村、紀野〔1989〕p.89,長尾〔1973〕p.43＝チベット訳：Tr.Śīrendrabodhi,Ye shes sde
（D.≠P.×≠N.→Surendrabode,Jinamitra,Ye shes sde）,ʼPhags pa Shes rab kyi pha rol tu phyin pa 




『集学論』第 8 章「懺悔品【悔過行／対治行（Skt.vidūṣaṇā-samudā-cāra / 
pratipakṣa-samudā-cāra）】」（サンスクリット本：Bendall〔1977〕p.171,l.9-12＝英訳：Bendall
＆Rouse〔1990〕p.167,l.31ff.＝チベット訳：Tr.Jinamitra,Dānaśīla,Ye shes sde（D.）,bSlab pa kun 










































                                                                                                                                                           
龍樹釈：thams cad（P.rnams kyi thams cad）＝世親釈：thams cad kyi thams cad du（P.thams cad 
kyi thams cad kyi thams cad du）＝厳賢釈：thams cad kyi thams cad du 




龍樹釈：mnar med par bskal paʼam / bskal pa dang nye baʼam / bskal pa phyed du gnas bya dgos 
pa＝世親釈：mnar med par cung zad（P.×）mchog paʼam / phyed du gnas par ji ltar ʼgyur te＝厳
賢釈：mnar med par bskal pa bar maʼam / de bas thung paʼam / phyed ngu（du）gnas par gyur pa 





論釈』（dBu maʼi rtsa baʼi ʼgrel pa shes rab sgron ma）〉（cf.D.no.3853、P.no.5253）がある。そ
こでは善業、不善業、不動業に小、中、大の区分を設け、合計九種類の業の区分を示す。












る〕僅かな程度の時間、まさしく経験した、とお説きになった（de la las de ʼbras bu pho long 
ltung baʼi dus tsam zhig yang dag par myong bar gyur to zhes gsungs pa yin no）。」 
世親釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi264b5）（P.Nyi302b7ff.）それから、その、毬を放ち〔、跳ね返ってくる〕時間ほ
どに、業の果を経験する、という（gang las de pho long ʼphongs（P.ʼphangs）pa tsam gyi dus 
su las kyi ʼbras bu myong ngo zhes so）。」 
厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi247b6ff.）（P.Nyi282a8ff.）鞠をつき〔、跳ね返ってくる〕僅かな時間ほどに果を経
験するように弱くなる、と出ているならば（pho long brdab paʼi yun tsam zhig tu ʼbras bu 




チベット訳：Tr.Mañjśrīgarbha,Ratnarakṣita（D.）,ʼPhags pa Ma skyes dgraʼi ʼgyod pa bsal ba zhes 

































しているが、業に果が無いわけでもない」、というのです。」（cf.チベット訳：Tr.Jo bo rje,Tshul 
khrims rgyal ba（D.）,dBu maʼi snying poʼi ʼgrel pa rtog ge ʼbar ba,D.no.3856,Dza.185b1-6 ; 
P.no.5256,Dza.202a3-b1＝和訳：野澤〔1973〕p.219） 
876 D.P.ʼbyung bar mi ʼgyur ba. 世親釈（D.P.phyung bar ma gyur）＝厳賢釈（P.phyung bar ʼgyur 













                                                                                                                                                           
完全に尽くすにはどうするのか、と問えば、それも、もしも対治である発心（sems pa ʼjug 
pa）に努力するならば、尽きることになる（gal te sbrang buʼi rkang pa tsam gyi（P.gyis）khyad 
par can yang mi ʼgyur bar nges paʼi las kyi tshogs yongs su zad par ji ltar ʼgyur zhe na / de yang 

























には〕879後悔〔、懺悔〕等々を行う力により治浄していなくて（mngon par ma sbyangs）、
軽くしなかった〔不善〕業〔があり〕、それらを説いた法がこれであると、知るべきである
880。 


































                                                                                                                                                           
る〕ことから、これを教示したと観ずべきである。」 
厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 












サンスクリット本：Pradhan〔1975〕（p.351,ll.1-4.kṛtvā budhoʼlpam api pāpam adhaḥ prayāti kṛtvā 
buddho mahad api prājahāty anartham majjany adhoʼlpam api vāriṇi saṃhataṃ hi pātrī-kṛtaṃ 
mahad api plavate tad eva＝和訳：cf.櫻部、小谷〔1999〕p.217＝チベット訳：Tr.Jinamitra,dPal 
brtsegs rakṣita（D.）,Chos mngon paʼi mdzod kyi bshad pa（no.4090,Khu.21a3ff.mi mkhas pas ni 
sdig pa chung ngu byas kyang ʼog tu ʼgro / mkhas pas chen po byas kyang gnod pa rab tu spong 
bar ʼgyur / lcags kyi gong bu chung yang chuʼi gting du ʼbying ʼgyur la / de nyid snod du byas na 





                                                                                                                                                           











チベット訳：Tr.Wang phab shun,dGe baʼi blo gros,rGya mtshoʼi sde,ʼPhags pa Yongs su mya ngan 
las ʼdas pa chen poʼi mdo（P.no.787,Nyu.171a4.shes rab can la dge baʼi las mang bas lci ba yang 




















                                                   
885『倶舎論』「業品」v.50（Skt.niyatāniyataṃ tac ca niyataṃ trividhaṃ punaḥ / 




























確定的に経験しない（nges par mi myong baʼi）、三世の無数の罪業それも、〔菩薩による〕
業の自在力（las kyi dbang）により886、十方〔世界〕すべてにおいて、輪廻のはてまで継続




bsgrub pa）するために、業の自在力によって、十方においてまさに一斉に（cig car kho nar）
輪廻の〔存在する〕限りの間、断絶しないで彼と同分（skal ba mnyam pa）の生まれと色と















対する〔菩薩の〕自在力（las la dbang ba）によって、十方すべてにおいて輪廻の継続の限
りに、悪趣に生まれた衆生たちに対して、一斉に利益と安楽とを成就するために、彼と衆





























887 D.ʼbras bu rnam par smin par gdon mi za bar ro myong bar mi byed do、P.ʼbras bu rnam par 





















「煩悩の諸力を摧破し（nyon mongs stobs rnams rab du ʼjoms par byed）」ということは、
身体と心との相続を痛苦（snyong rmongs）させるものが、煩悩（nyong mongs pa）である891。
                                                                                                                                                           
ある。出典等の詳細は ibid.,373note121 を参照。『カルマ・ヴィバンガ』が説く、業の作・
不作、積集・不積集については、工藤〔2008〕p.349ff.を参照。ibid.,350ff.には、直接の原
拠は見出せないが、類似概念が『倶舎論』「業品」v.120 に出ることが指摘されている。  
889「D.P.dge baʼi las kyis kyang sogs paʼi ʼbras bu smin par bya nus paʼi mthuʼ di（sic.）ltar yongs 
su ʼbyung ngo」の下線部を他の略釈系統と、直後の「Nya.197a1.yongs su sbyangs pa」とを
参考にして、「修治（ʼbyang）」と理解する。 
890 gar dgaʼの用例は、例えば『法華経』「信解品」に確認できる（cf.D.no.113,Ja.41b1ff.kye mi 
khyod song ste mi dbul po pha bi la kye mi khyod btang gi gar dgaʼ bar ʼgro la rag go～）。その文
脈では「願うとおりの好ましい所」の意味。イエシュケ『蔵英辞典』（p.67b）によると、










る無知（mi shes pa）等々〔がある。〕それについて不浄（mi gtsang ba）等々と修習した者
が、世間道によって〔煩悩を〕完全に浄化した（ʼjig rten gi lam gis yongs su sbyang pa ste）、
〔すなわち〕征服するである（mngon par gzhil baʼo）892。要約すれば、煩悩に対して自在




















によって、あらゆる衆生は進むべきこと（bgrod par bya ba）、進むべきでないこと（bgrod par 






であるので（nyong mongs pa la dbang bas）、〔煩悩さえも〕菩提の支分の事物になる893。 
 
〔3.v.38c 註釈〕 





「あらゆる〔普〕賢行の力を完成しよう（bzang po spyod paʼi stobs kun rdzogs par bgyi）」




























                                                   








896 D.mngon par ʼdu shes mi byed paʼo、P.mngon par ʼdu mi byed paʼo 内容と他註釈とにより、
北京版の読みを採用した。 
龍樹釈の対応は以下のとおりである。 
「（D.Nyi178b5ff.）（P.Nyi206a4ff.）「〔普〕賢行の力をすべて完成しよう（bzang po spyod paʼi 
stobs kun rdzogs par bgyi）」といったことについて、「賢行の力（bzang po spyod pa）」とは、
所対治分（業、煩悩、魔）により征伏されないので、自然成就に起こるのである。」 
世親釈の対応は以下のとおりである。 
「（D.Nyi265b1ff.）（P.Nyi303b4ff.）「〔普〕賢行の力を完成しよう（bzang po spyod paʼi stobs 




「（D.Nyi248b2ff.）（P.Nyi283a6ff.）｢〔普〕賢行の力（bzang poʼi spyod paʼi stobs）｣とは、
所対治分によって征伏されないことである。造作したことなく起こることである。」  














その業も八種類である。「海のような諸〔仏〕国土を清浄にして（zhing rnams rgya mtsho rnam 
par dag byed cing）」ということ等々の二偈頌（vv.39-40）である。それも何かと問えば、「海
のような諸〔仏〕国土（zhing rnams rgya mtsho）」ということ等々である。それも海のよう
な仏国土を、極楽（bDe ba can）〔世界〕と蓮華蔵（Pad mo can）〔世界〕とのように清浄に
する。同様に、輪廻における因（rgyu）の煩悩の鉄鎖が束縛した「海に等しい衆生（sems can 
rgya mtsho snyed）」899を、神変〔示導〕と記心示導との両者900によって歓喜させてから（mgu 
                                                   
898 D.gang yang、P.gang 
899 龍樹釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi177b8）（P.Nyi206a7）輪廻の牢獄に、煩悩の鉄鎖の羂索によって間近に束縛され




ような〔多くの〕衆生（ʼkhor baʼi btson ra na nyon mongs paʼi lcags sgrog gi bcing bas bcings paʼi 
sems can rgya mtsho）」 
厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi248b5）（P.Nyi283b1）衆生、〔すなわち〕輪廻の牢獄〔に〕、煩悩の鉄鎖の羂索に
よって束縛された海〔のような多くの者〕（sems can ʼkhor baʼi btson ra ba nyon mongs paʼi 
lcags sgrog gi ʼching bas bcings pa rgya mtsho dag）」 
406 
 
bar byas nas）901、教誡示導によって瞬時に解脱させる（grol bar byed paʼo）。「海のような諸
法を観察させて（chos rnams rgya mtsho rab tu mthong byed cing）」ということは、海に等し
い証法（thob par bya baʼi chos）と、海に等しい教法（bshad paʼi chos）902とを慧眼903によっ
て瞬間ごとに見るべきである。所知が無辺だから智慧も無辺である904。したがって「海の
ような智慧（ye shes rgya mtsho）」という。「証入させる（rab tu rtogs par byed）」というこ
とは、通達するべき（khong du chud par byas te）、証得させる（rtogs par byed do）、という
誓い〔である〕905。（以上 v.39） 
「海のような修行（spyod pa rgya mtsho）」ということは、菩薩行と〔普〕賢行との両者は
特別に区分されなかったから（dmigs kyis ma phye bas na）、両者を摂受することになると解
すべきである906。そのうち菩提行とは、諸々の仏法を成就する907。〔すなわち〕智慧資糧
                                                                                                                                                           
900 cf.AK.072a 
901 龍樹釈：mgu bar byas nas＝世親釈：dad par byas nas＝厳賢釈：D.mngun par byas te、P.ʼdun 
par byas te 
902 龍樹釈：bstan paʼi chos rgya mtsho dang / rtogs paʼi chos rgya mtsho rnams shes rab kyi mig 
gis skad cig so so la mthong bar byed / lta bar byed pa dang＝世親釈：bstan paʼi chos rgya mtsho 
dang / rtogs paʼi chos rgya mtsho ste / shes rab kyi mig gis skad cig la mthong baʼi lta baʼo＝厳賢
釈：bshad paʼi chos rgya mtsho dang / rtogs paʼi chos rgya mtsho dag skad cig re re la shes rab kyi 






905 龍樹釈：rtogs par byed pa de mngon du mthong ba zhes bya baʼi don dang＝世親釈：yid kyis 
rtogs par bya baʼo zhes paʼi bar duʼo＝厳賢釈：rab tu rtogs par byed cing ʼjug par byed de / khong 
du chud par byed pa zhes bya baʼi tha tshig go 
906 この個所に龍樹釈は以下の一文を挿入する。 






（gcig nas gcig tu brgyud pa）程度の違いがある908。「海のような修行（spyod pa rgya mtsho 
dag）」909を神通力によって瞬間ごとに清浄にすること910が、無垢にすることである。「海
のような誓願（smon lam rgya mtsho）」ということは、瞬間ごとに戒と三昧との威力によっ
て、完成することである。「海のような仏（sangs rgyas rgya mtsho）」を、十方から供養雲911
                                                                                                                                                           
世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi,265b6）（P.Nyi,304a4）〔菩提行と普賢行との両者を〕差別しないから、両者とも
似たものとして教示した（bye brag tu ma byas paʼi phyir na gnyi ga yang nye bar bstan paʼo）」 
907 厳賢釈：ʼdren par byed pa 
908 龍樹釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi178a5）（P.Nyi206b5）そうであっても「直接と間接の（dngos dang brgyud paʼi）」
ということの違い、その程度に尽きる」 
世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi265b7）（P.Nyi304a6）そうであっても直接と間接の差別自体〔がある〕（ʼo na kyang 
dngos dang brgyud paʼi bye brag nyid do）」 
厳賢釈は以下のとおりである。 






909 厳賢釈：spyod pa bzang po ʼdi 
910 龍樹釈：rnam par sbyong zhing（浄化しつつ）。他釈は「（rnam par）dag par byed pa」。 
911 龍樹釈は以下のとおりである。他釈に出る「供養雲（mchod paʼi sprin）」が出ない。 
「（D.Nyi178a6）（P.Nyi206b6）瞬間ごとに十方の海のような仏を、虚空に遍満する供養に
よって、供養しつつ（skad cig re re la phyogs bcuʼi sangs rgyas rgya mtsho nam mkhar khyab paʼi 
















と913は何かと問えば、「三世に属するどんな勝者〔たち〕にも（gang yang dus gsum gshegs paʼi 
rgyal ba yi）」ということ等々がある。「三世に属する勝者たちには菩提行と、特別の誓願と
がある914。それらすべてを私は残らず完成しますように（gang rgyal ba dus gsum du gshegs pa 
rnams kyi byang chub kyi spyod pa dang smon lam gyi khyad par de dag thams cad bdag gis ma 
lus par rdzogs par bgyiʼo）」ということである。〔すなわち、〕完全に完成し、証入しよう（rab 
tu chud par byaʼo）〔という誓いである〕。「〔普〕賢行によって（bzang po spyod pas）」とい
                                                   
912 註釈利用した理解である。原文：「bodhi-cari-praṇidhāna-viśeṣāḥ」。 
913 世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi,266a3）（P.Nyi,304b1）de la de bzhin gshegs paʼi rjes su yongs su bsngo bar bslab par 
gang gsungs pa ni /」 
 本来は「de la de bzhin gshegs paʼi rjes su bslab par yongs su bsngo bar gang gsungs pa ni /」と
なるはずである。下線部分は誤った挿入である。何かを参照しつつ翻訳し、目移りした結
果とも考えられる。龍樹釈、厳賢釈は陳那釈に沿った形である。 
914 龍樹釈：byang chub sems dpaʼi spyod paʼi smon lam gyi bye brag 世親釈：byang chub sems 
dpaʼi spyod pa ni / smon lam khyad par can、厳賢釈：byang chub spyod pa smon lam gyi bye brag 
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うことは、〔普〕賢行によってである915。「菩提を開いてから（byang chub sangs rgyas nas）」











偈ある。それも何かと問えば、「〔勝者の〕子の長男（sras kyi thu bo pa）」ということ等々
である。諸菩薩の賢れた行と（byang chub sems dpaʼ rnams kyi bznag po spyod pa gang yin pa 
dang）、そのようにあらん限りの菩薩の解脱（rnam par thar pa）と、あらん限りの三昧と、
まとめればあらん限りの菩薩の功徳等々、それらすべての究竟に到る者（thar phyin pa）が
                                                   
915 諸釈間の翻訳には若干の異同が見られる。龍樹釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi178b1）（P.Nyi207a1）de kun ma lus par bdag gis rdzogs par byas shing yang dag par 
bsams nas / bzang po spyod pa zhes bya ba / bzang poʼi spyod pas byang chub ʼtshang rgya bgyi / 
/zhes bya ba bla na med pa yang dag par rdzogs paʼi byang chub par bya baʼo / /」 
世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi266a4）（P.Nyi304b2）thams cad ma lus par bdag gis yongs su rdzogs par bgyi zhes pa ni 
/ yongs su rdzogs par bya baʼo / / bzang po spyod pa zhes pa ni bzang po spyod paʼo / / byang chub 
sangs rgyas zhes pa ni / bla na med pa yang dag par rdzogs paʼi byang chub tuʼo / /」 
厳賢釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi249a4）（P.Nyi284a3）de dag thams cad bdag gis ma lus par / bzang po spyod pas zhes bya 
bar spyod pa bzang pos rdzogs par bgyis shing bskangs nas / byang chub rnam par ʼtshang rgya bar 
bgyiʼo zhes bya ba yin no」 
410 
 
聖なる普賢菩薩である916。従って「〔勝者の〕子（仏子）の長男（sras kyi thu bo）」という
こと等々である。そのように「一切の勝者の子の長男（rgyal ba kun gyi sras kyi thu bo pa）」
とは、聖なる普賢という大菩薩917である。「その賢者と（mkhas pa de dang）」ということは、











陳那釈和訳（D.Nyi198a3ff.）（P.Nyi228a3ff.）：「身体と言葉と意も清浄にして（lus dang ngag 
dang yid kyang rnam dag cing）」ということは、身体と言葉と意との行を清浄にし、諸〔仏〕







918 D.de nyid la mkhas paʼo、P.de nyid mkhas paʼo 北京版の読みを採用した。 
919 龍樹釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi178b5）（P.Nyi207a6）「等しく行ずるために（mtshungs par spyod paʼi phyir）」とい






国土を清浄にすることである921。「〔普〕賢賢者の廻向（bsngo ba bzang po mkhas pa）」とい
うものは、聖なる普賢賢者（普賢菩薩）である922。「同じように（ci ʼdra bar）」ということ
は、〔その〕とおりに〔という意味である〕（ ji lta bu yin par ro）。「そのように（de ʼdrar）」
ということは、「そのように私もなりますように」〔という意味である〕。「等しく（mtshngs 
par）」ということは、同じように（ʼdra bar ro）〔という意味である〕。 
 












と（yongs su bsngo bar byed paʼo）である」 
厳賢釈もこの箇所に以下の一文を挿入する。  
「（D.Nyi249b2）（P.Nyi284b1）「廻向（bsngo ba）」ということは廻向（bsngo ba）である。
完全に廻向すること（yongs su bsngo ba）である」 






前は「〔普〕賢賢者の廻向」ということである（gang dang ʼdra bar zhe na / gang gi ming ni zhes 











（kun nas dge ba bzang po spyad paʼi phyir）」ということは、始まりと中間と終わりとにおい





                                                   







く、終わりにおいて良く、賢れた意味（don bzang po）があり、賢れた音節（tshig ʼbru）が
あり、混ざっておらず（ma ʼdres pa）、成就しており（yongs su rdzogs pa）、清浄であり（yongs 
su dag pa）、浄らかである（yongs su bynag ba）」とある。この文句を、ディグナーガは『普
賢行願讃』註において、「普賢行」として再定義し、救済行と結び付けて解釈する。 
924 龍樹釈：ʼkhor ba tha ma med pa yi / / sngon gyi tha ma srid pa / / de srid sems can phan don du 
/ / spyod pa dpag yas spyad par bgyi / /＝陳那釈：ʼkhor ba thog ma dang tha ma dang bral ba ji 
srid pa de srid du sems can rnams la tshad med paʼi phan pa spyad do＝世親釈：ji srid dang poʼi 
mthaʼ nas ni / / ʼkhor baʼi mthaʼ ma spangs ba ru / / de srid sems can phan pa nyid / / bdag ni spyod 
413 
 







                                                                                                                                                           
pa spyod par shog / /＝厳賢釈：ʼkhor ba la thog maʼi mu dang mthaʼ yas pa（P.spangs ba）ji srid 




prathamā koṭīḥ saṃsārasyānta-varjitā / tāvat satva-hitārthāya cariṣyāmy amitāṃ carim / /」＝チベ
ット訳：Tr.Śīlendrabodhi,Jinamitra,Ye shes sde（D）,ʼPhags pa ʼJam dpal gyi sangs rgyas kyi zhing 
yon tan bkod pa zhes bya ba theg pa chen poʼi mdo,D.no.59,dKon brtsegs,Ga.279a7ff. 
P.no.760-15,dKon-brtsegs,Wi.317b5ff.「ʼkhor baʼi tha ma med pa yi / / sngon gyi tha ma ji srid pa / 











照した可能性がある。ちなみに『集学論』cp.1 では発菩提心と関係して引用される。  








（sbyor ba dang yon tan dang spyod pa dang gnas dang tshad med paʼi khyad par）926とを包摂す
るのが十六〔節〕の種類である。それも何かと問えば、「行が無量でありますように（spyod 
pa dag ni tshad yod ma gyur cig）」ということ等々〔がある〕。自分の行も「無量であります
ように（tshad yod ma gyur）」ということは、無量（tshad med）でありますように〔という
意味である〕。無量の行と無量の功徳とに住することによって、そのようにあらゆる仏と菩








dang sbyor ba dang yon tan dang spyod pa dang gnas kyi bye brag）が包摂されるものを、お説
きになった。「行が無量でありますように（spyod pa dag ni tshad yod ma gyur cig）」という
こと等々〔がある〕」 
 龍樹釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi179a3）（P.Nyi207b5）功徳、量と、行に住することとによって（yon tan tshad med pa 
dang / spyod pa la gnas pa rnams kyis）」 
 世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi266b5）（P.Nyi305a6）無量と、加行と、功徳と、行と、当面との特徴によって（tshad 
med pa dang / sbyor ba dang / yon tan dang / spyod pa dang / gnas skabs kyi khyad par gyis）」 
厳賢釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi249b6）（P.Nyi284b7）加行と、功徳と、行、無量と、住処との特徴によって（sbyor 























「no.73.虚空（ākāśa）tatrākāśam anāvṛtiḥ / / AK,ⅰ,5d / / anāvaraṇa-svabhāvam ākāśaṃ, yatra 
rūpasya gatiḥ /（AKBh3,22-23）その〔三種の無為法の〕うちで、虚空とは障礙がないこと
である。（AK,ⅱ,5d）虚空は障礙なきことを本性とし、そこでは色（物質）が行く（生起す
る）。此中空無礙…（界品）（冠導 1,3a9;大 29,1c3） …虚空但以無礙為性。由無障故。色


















10-1-3.菩薩と同縁（skal ba mthun pa）を得ることと933、 




る（yongs su thug pa med pa）。そのように～」 
931この場合も「廻向の功徳」ではなく、「普賢行願の功徳」と言い換えている。 
932 龍樹釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi179a6）（P.Nyi208a1）十〔章〕の義は誓願の利徳である（don bcu pa ni smon lam gyi 
phan yon yin no）」 
世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi267a2）（P.Nyi305b4）十〔章〕の義は誓願の利徳である（don bcu pa ni smon lam gyi 
phan yon no）」 
厳賢釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi250a5）（P.Nyi285a7）十〔章〕の摂義は誓願の利徳である（bsdus paʼi don bcu pa ni 
smon lam gyi phan yon te）」 
933 世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi267a3）（P.Nyi305b6）菩薩の同伴の獲得と（byang chub sems dpaʼi grogs mthun pa 

















（che ba）と、広大（rgya che ba）と、種々の資財を包摂することと（sna tshogs kyi dngos po 
bsdu pa dang）、殊勝な〔仏〕国土の譬えと、誰かが菩提を得るべきために、この〔普賢行〕
願を信じることによって、殊勝な福徳を完全に包摂することになろう935。それも何かと問
                                                   
934 龍樹釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi179a7）（P.Nyi208a3）業障が完全に尽きたことである（las kyi sgrib pa yongs su zad 
paʼo）」 
世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi267a3）（P.Nyi305b6）業障のすべてが完全に尽きたことである（las kyi sgrib pa thams 
cad yongs su zad paʼo）」 
厳賢釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi250a5）（P.Nyi285a6）業障を治浄するようになることである（las kyi sgrib pa yongs 




て、妙なる最高の福徳を摂受するようお説きになった（de la mang po / rgya che ba dang / sna 
418 
 




                                                                                                                                                           
tshogs pa dang / rjes su gzung pa dang / dngos po dang / zhing dam paʼi bsod nams kyi dpe dang / 
byang chub ʼdod pa dang / smon lam la mos pas bsod nams kyi mchog dam pa yongs su ʼdzin par 





摂受することとは（de la zhing khyad par du ʼphags pa dang yongs su ʼdzin par byed paʼi dngos 
po rab tu mang zhing rgya che pa sna tshogs pa phul baʼi bsod nams kyi dpes byang chub don du 






になったのは（de la rab tu mang bar gyur pa rgya che ba rnam pa sna tshogs paʼi rjes su bzung 
baʼi dngos po zhing khyad par du ʼphags paʼi gtam byang chub kyi don du gyur paʼi smon lam la / 





gzung baʼi dngos po mang po rgya chen po sna tshogs pa mthaʼ yas pa / zhing gi khyad par du 
ʼphags paʼi bsod nams brjod pa de bas byang chub don du gnyer baʼi smon lam la mos pa bsod 






者は一度ばかりでも信解を生じる（gang gis bsngo baʼi rgyal po ʼdi thos nas / / lan cig tsam 
yang dad pa bskyed pa ni）」938ということである。「この（ʼdi）」とはこれ自体であるといっ
て、確信（nges pa）を生み出させたものである。それも何かと問えば、「最高の菩提を信












                                                   






939 「rjes su rab mos shing」を一応「信解しつつ」と訳したが、サンスクリット本の理解で
は「求めつつ」である。 
940 原文「theg pa chen po la zhugs pa des snga maʼi sbyin paʼi bsod nams pas ʼdiʼi bsod nams 
khyad par can du ʼgyur ro」の下線部分「des」の意味が不明。 
420 
 
ること941。それも何かと問えば、「それは一切の悪趣を断つであろう（des ni ngan song thams 
cad spang par ʼgyur）」ということ等 〔々がある〕。「それが断つべきもの（des spang par bya ba）」













和訳：月輪〔1952〕p.290（〔1971〕p.510）   
                                                   
941 厳賢釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi250b2）（P.Nyi285b5）悪趣と悪友とを断ったことによって、如来を見ること（nngan 





る（gang gis mthong zhe na / gang ʼdi lta buʼi bzang po spyod paʼi smon lam gyi snying por gyur 
paʼi gzhung dang don dag blo la gnas paʼo / /）」 
厳賢釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi250b4）（P.Nyi285b7）何によって見るのかと問えば、それによって、心にこの〔普〕
賢行願の義と句との点から、有ることによってである（gang gis mthong zhe na / gang gis sems 





活の獲得がある（de dag945 rnyed pa rab rnyed bde bar ʼtsho）」ということ等々〔がある〕。無
上の誓願の宝を得ることが「獲得（rab tu rnyed pa）」である。良き生活の利徳も、このよ
うな誓願の宝を得ることによってである。つまり最高の〔今〕世を得るべき資財を得るこ
とになるからである946。「彼らはこの人間の生に良く来たる（mi tshe ʼdir yang de dag legs par 
                                                   
944 陳那釈冒頭の科文は以下のとおりである。 
「（D.Nyi184a1ff.）（P.Nyi213a5ff.）良く讃嘆された、利徳である生活の世を得ることになる




のは（rnyed pa dang ʼtsho ba dang skye ba rab tu bsngags pa thob paʼi phyir byang chub sems dpaʼ 
dang skal ba mnyam pa nyid thob pa ni）」 
世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi267b3ff.）（P.Nyi306a7ff.）今世を得たことを讃歎した友人〔すなわち〕菩薩と出会
ったことをお説きになった（skye ba ʼdi thob pa la bsngags paʼi grogs po byang chub sems dpaʼ 
dang gang phrad par（P.pa）gsungs pa ni）」 
厳賢釈の対応箇所は以下のとおりである。 
「（D.Nyi250b4ff.）（P.Nyi285b7ff.）利徳と生活と世々生々とにおける讃歎の獲得によって
（rnyed pa dang ʼtsho ba dang tshe rabs su bsngags pa rnyed pas）菩薩と同縁を得ることとは」 




得るべき資財を生まれることによって獲得したから（de dag gis ni smon lam rin po che bla na 
med pa rab tu rnyed pa yin no / / smon lam rin po che bla na med pa ʼdi rnyed paʼi phyir na de dag 
ni bde bar ʼtsho ba yin no / / de nyid kyi phyir mchog tu gyur pa thob par bya ba ʼi dngos po skye 
bas thob paʼi phyir）」 
422 
 
ʼong）」ということは、善く来たったこと（dge bar ʼongs pa）である。「かの普賢〔菩薩〕
と同じように（kun du bzang po de yang ci ʼdra bar）」ということは、かの〔普賢菩薩の〕よ











lnga po dag gi sdig pa rnams）」ということ等 〔々がある〕。「五無間罪（sdig pa mtshams med pa 
lnga）」とは、殺母等々である。「無智によって作られたもの（gang gis mi shes dbang gis byas 
pa dag）」ということは、〔五無間罪は〕根本〔となる〕無智（mi shes paʼi rtsa ba）から生じ
                                                                                                                                                           
世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi267b3ff.）（P.Nyi306a8ff.）「獲得（rnyed pa）」とは、この上ない誓願の宝を得るこ
とである。「良き利得（rab tu rnyed pa）」とは、それによって／彼（des）良く生活すること
と、それら／彼ら（de dag）誓願の宝そのものの獲得である。それ自体によっても生にお





自体のために、彼らの世、そこで最高の獲得すべき資財を獲得するからである（gang dag gis 
smon lam rin po cheʼi rnyed pa bla na med pa yang dag par rnyed pa de dag ni bde bar ʼtsho ba yin 
te / smon lam rin po cheʼi de nyid rnyed paʼi phyir ro / / de nyid kyi phyir de dag gi tshe de la 




『普賢行願〔讃〕』、これを上述のとおりに受持して（gong ma bzhin du bzung nas）947、信
の水（dad paʼi chu）によって心を潤して948、転読（brjod pa）と、解説（ʼchad pa）と、信
解すること（mos par byed pa）と、誦（klog pa）と、受持（ʼchang ba）と、修習（sgom pa）
とを行ったならば、五無間罪も「速やかに余りなく完全に修治するであろう（myur du ma lus 
par yongs su byang bar ʼgyur ro）」〔という〕949。 
                                                   






く完全に滅尽することになろう。根本を取り除き、尽きることになろう（ji skad du brjod pa 
nges par ʼdzin paʼi phyir rab tu dangs（P.dang）baʼi chus brlan zhing legs par gyur paʼi yid dang 
ldan pa de yis bzang spyod smon lam ʼdi brjod na ste / lhag par mos pas brjod pa dang / ʼdzin pa 
dang ʼgro ba mthaʼ dag la nyin mtshan du ston par byed na mtshams med pa dag myur du ma lus 





根元から取り除くことになろう（de kun du bzang po spyod paʼi smon lam ji skad du bshad pa 
ʼdi ʼdon pa la dad paʼi chus snying gang bar gyur pas / ʼdon pa dang / ston pa dang / yid kyis mos 
pa dang / klog pa dang / ʼdzin pa dang / bsgom pa la skrag paʼi shugs kyis nyin mtshan du yi dam 























                                                                                                                                                           
動くことになろう（des bzang po spyod paʼi smon lam ʼdi skad bshad pa nges par gzung la / dad 
paʼi chuʼi rlan gyis sems brlan te / brjod cing bstan / mos par byas shing bklags / gzung zhing 
bsgoms la / nyin mtshan du yang skyo ba bskyed na / mtshams med pa lnga po dag myur du ma lus 














それも何かと問えば、「智慧、容姿（ye shes dang ni gzugs dang）」ということ等 〔々がある〕。





ということは、立派な姓（rus chen po）である尊者（btsun pa）である953。「具足（ldan par）」




就する（spyod pa thams cad yang dag par ʼgrub paʼo / /）」 
世親釈は以下のとおりである。 




えた「智慧と（ye shes dang）〔という意味である〕」（ye shes dang zhes bya ba ni spyod pa thams 
cad dang ldan paʼi ye shes dang ngo / /）」 
953 龍樹釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi180b1ff.）（P.Nyi209a6ff.）「姓（rus）」というものは、あらゆる者より〔も〕最勝
な神通者となった者である（rus zhes bya ba nithams cad las khyad par du ʼphags pa mngon par 
shes par gyur pa ste）」 
世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi268a2ff.）（P.Nyi306b7ff.）「姓（rus）」とは、殊勝な証得に通じる者等々である（rus 







配されず（bdud dang mu stegs mang pos de mi thub）」ということは、多くの魔と多くの外道














                                                                                                                                                           
勝さにおいて名声〔ある〕者と〔という意味である〕（rus rnams dang zhes bya ba thams cad las 













と、獅子座に居られたと教示したことと、諸魔を教化したことと（bdud rnams rab tu btul ba 
dang）957、現覚とである。〔成道相である〕転法輪等々の定義である。それも何かと問えば、
「その者は速やかに菩提樹の王のもとへ行く（byang chub shing dbang drung du de myur 
ʼgro）」ということ等々〔がある〕。この無上の『普賢行願〔讃〕』が積んだ、福徳と智慧と
の資糧によって速やかに行く〔という意味である〕。「菩提樹の王のもとへ（byang chub shing 
dbang drung）」ということは、菩提樹の王のもとに〔という意味である〕。行ってからも結
跏し、獅子座に、一切衆生を安楽にし、利益するために〔趺〕坐して、軍隊を具えた魔を
教化した。それから、無上正等菩提（bla na med pa yang dag par bynag chub）を開いてから、
無上の法輪を転じなさった958、という定義である。 
                                                                                                                                                           
龍樹釈、厳賢釈は陳那釈に沿った形である。 
957 龍樹釈：bdud ʼdul ba dang（魔を教化することと）、世親釈：bdud pham par byas nas（魔
を負かしてから）、厳賢釈：bdud pham par mdzad pa dang（魔を負かしなさったことと） 
958 龍樹釈は以下のとおりである。 
｢（D.Nyi180b5ff.）（P.Nyi209b4ff.）そのもとで、無上正等覚を正覚して、無上の法輪を転


























余りなく教示した。それも何かと問えば、「この『普賢行願〔讃〕』を（gang yang bzang po 






な功徳は、この副産物として生じると（zhar gyis ʼbyang bar）解すべきである961。したがっ
てこの〈〔普賢行〕願〔讃〕〉に疑惑（dogs）と「疑いを起こさないように（som nyi ma byed 























る文殊が知るとおりに（ʼJam dpal dpaʼ bos ji ltar mkhyen）」ということ等々〔がある〕。文
殊が知るとおりのことを、普賢菩薩も同様に〔知る、という意味である〕。これらすべての
善蘊（dge baʼi phung po）964、それらを廻向して〔、彼らに〕随学することが、菩薩の廻向
である965。 
                                                   
962 龍樹釈：deʼi smon lam ʼdi la som nyi ma byed cig ste / the tshom skied cig paʼo / /、世親釈：
deʼi phyir smon lam gyi rgyal po ʼdi la yid gnyis bskyed par mi byaʼo / /（そのためにこの誓願の
王（『普賢行願讃』）に、疑惑を起こすべきではない）、厳賢釈：de lta bas na smon lam ʼdi la 
som nyi ste the tshom skyed par ma byed cig 
963 龍樹釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi181a2ff.）（P.Nyi210a1ff.）今や、中間の廻向をお説きになったのは（da ni bar gyi 
yongs su bsngo ba gsungs pa ni）」 
世親釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi268b2ff.）（P.Nyi307a8ff.）今や、それ（『普賢行願讃』）の誦の廻向をお説きになっ
た（da ni gang klog paʼi yongs su bsngo ba gsungs pa）」 
厳賢釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi251b6ff.）（P.Nyi287a2ff.）今や、〔『普賢行願讃』の〕読の廻向を教示するために（da 
ni ʼdon par byed paʼi yongs su bsngo ba bstan paʼi phyir）」 



















                                                                                                                                                           
の浄土教において、類似する表現があるかどうかも探すこと。 
966 龍樹釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi181a3ff.）（P.Nyi210a3ff.）今や、第二、如来の廻向をお説きになったのは（da ni gnyis 
pa de bzhin gshegs paʼi yongs su bsngo ba gsungs pa ni /）」 
世親釈は以下のとおりである。 
｢（D.Nyi268b3ff.）（P.Nyi307b2ff.）今や、第二の如来の廻向とは（da ni de bzhin gshegs paʼi 
yongs su bsngo ba gnyis pa ni）｣ 
厳賢釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi251b7ff.）（P.Nyi287a4ff.）今や、第二、如来のように廻向することとは（da ni gnyis 
pa de bzhin gshegs paʼi ltar yongs su bsngo ba ni）」 
967 原文は以下のとおりである。 
｢（D.Nyi200b2ff.）（P.Nyi230b3ff.）de ltar bdag gis bsngo ba ni bla na med pa mchog kun du bznag 


















（dus gsum gshegs paʼi rgyal ba thams cad kyis / / zhes bya ba la sogs pa ste / / dus gsum gshegs 
pa rgyal ba thams cad kyis / bsngo ba gang la mchog tu bla na med par bsngags shing phan yon tan 
brjod paʼi yongs su bsngo ba des bdag gis dge baʼi rtsa baʼi tshogs rgya mtsho dang ldan pa ʼdi dag 
kun kyang / bzang po spyod phyir mchog tu bsngo bar bgyi / / zhes bya baʼo / /）」 
 世親釈は以下のとおりである。 
｢（D.Nyi268b5ff.）（P.Nyi307b3ff.）「｢私〔も〕｣というのは、私も廻向すべきである〔とい
う意味〕である。積んだ福徳の蘊、これらすべて……」（bdag gis zhes pa ni bdag gis kyang 
yongs su bsngo bar bya ba ste / bsod nams kyi phung po bsags pa ʼdi dag thams cad spyod pa bla 




上の『〔普〕賢行願讃』に廻向しよう、という〔意味で〕ある（des bdag gis zhes bya ba ni bsngo 
ba des bdag gi dge baʼi tshogs yang dag par bsgrub pa ʼdi thams cad / bzang po spyod paʼi mchog 






















在の最高の波羅蜜に達した者とならないならば（na rddhivaśitā paramapāramitāprāptā 
bhaveyur）、その限り、私は決してこの上ない正等覚を覚りません。」 
ここの、Skt. paramapāramitāprāptā / paramapāramitā は『無量寿経』に限らず『金剛般若経』







「（D.Nyi231b2ff.）（P.Nyi264b1ff.）「私は死ぬ時に際して（bdag ni ʼchi baʼi dus byed gyur 
pa na～）」等々によって、将来、波羅蜜を完成（yongs su rdzogs pa）することに相応す
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｢（D.Nyi200b3ff.）（P.Nyi230b3ff.）phyed kyis ni pha rol tu phyin pa dang mthun paʼi lus 
yongs su gzung baʼo（P.bzung baʼo）/ /｣ 




の半分で波羅蜜と相応する自身を摂受することをお説きになったのは（da ni tshigs su 
bcad pa phyed kyis sgirb pa dang bral ba nyid dang / phyed phyi mas pha rol tu phyin pa dang 




たのは（da ni tshigs su bcad phyed kyis ni sgrib pa spangs pa dang / gzhan phyed kyis ni pha 
rol tu phyin pa dang rjes su mthun paʼi bdag nyid du bsgom paʼi yongs su gzung ba gang 
gsungs pa ni）」 
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は死ぬ時に際し（bdag ni ʼchi baʼi dus byed）」等々〔がある〕。「死をなす（ʼchi bar byed pa）」















うに〔という意味である〕。「それら〔諸誓願〕を余りなく私は完成する（de dag ma lus bdag 




受すると教示したのは（da ni tshigs subcad pa phyed kyis（P.kyi）sgrib pa dang bral ba bstan 
pa dang / gzhan phyed dang gnyis kyis pha rol tu phyin pa dang mthun paʼi lus yongs su ʼdzin 





















益を成就すること（v.60）とである。どのようにと問えば、「勝者のマンダラ（rgyal baʼi dkyil 
ʼkhor）」等々〔がある〕。「勝者のマンダラ（rgyal baʼi dkyil ʼkhor）」とは如来の眷属の集い
である。「賢（bzang po）」とは美しさである。「喜ばしさ（dgaʼ ba）」とは心に適う（yi dgaʼ 
bar ʼgyur）〔という〕意味である。「優れた蓮華（pad ma dam pa）」とは妙なる蓮華である。
「美しい（mdzes）」とは様々な宝から作られた〔蓮華な〕ので輝かしい〔という意味であ
る〕973。「生まれる（skyes）」とは直接生じることである。「授記（lung bstan）」とは予言が





「（D.Nyi269a3ff.）（P.Nyi308a1ff.）「優れた蓮華（pad ma dam pa）」とは最高の蓮華である。
種々の宝によって飾られた、美しい自性は意に適っている。種々の極浄光という多くの光
明を放射する（pad ma dam pa ni pad maʼi mchog ste / rin po che sna tshogs pas spras paʼi rang 
bzhin mdzes pa yid du ʼong ba / ʼod gsal ba sna tshogs paʼi ʼod zer mang po ʼphro baʼo）」 
厳賢釈は以下のとおりである。 
「（D.Nyi252a6ff.）（P.Nyi287b4ff.）「優れた蓮華（pad ma dam pa）」とは、最高の種々の宝





                                                                                                                                                           
光明網を生じる〔蓮華〕から〔という意味である〕（pad ma dam pa ni rin po che sna tshogs gyi 
pad ma mchog go / / / shin tu mdzes las zhes bya ba ni / gsal zhing ʼod zer gyi dra ba sna tshogs 




















































（P.Nyi265b4ff.）智の力によって（blo yi stobs kyis）」とは、智慧（shes rab）の力〔によっ






記をしっかり得てから、多く百コーティもの変化の神変雲（sprul paʼi cho ʼphrul gyi sprin）
によって十方すべてを覆うよう変化し、一切衆生に対する無量無数の多種なる利益を、瞬
間ごとにあらゆる者に行う976。「智の力で（blo yi stobs kyis）」とは、智慧の偉大な力（ye shes 

















































大蔵経版本   （18 世紀） 陳那 厳賢 釈友 龍樹 世親   
智軍釈     （9 世紀初頭） 陳那 厳賢 釈友   覚称  
デンカルマ目録 （824 年） 陳那 厳賢 釈友    徳光 
ダツェパ増補目録（1362 年） 陳那 厳賢 釈友 龍樹 世親   









・龍樹釈 ʼPhags pa bZang po spyod paʼi smon lam gyi rgyal po chen poʼi bshad sbyar  
D.no.4011,Nyi163b4-182a1;P.no.5512,Nyi189b7-211a2 A.Klu sgrub T.Thig le bum pa
（K.）,Blo ldan shes rab 
「奥書（D.Nyi.181b7-182a1;P.Nyi.210b8-211a2）ʼPhags pa Kun tu bzang po spyod paʼi 
smon lam gyi〔P.211a〕rgyal poʼi bshad sbyar / / slob dpon Klu sgrub kyi zhal snga nas 
mdzad pa rdzogs so / / / / Kha cheʼi mkhan po Thig le bum pa dang / sgra sgyur〔182a1〕/ / gyi 
lo tsā ba chen po Śā kyaʼi dge slong Blo ldan shes rab kyis bsgyur cing zhus te gtan la phab 
paʼo / /」 
・陳那釈 Kun tu bzang po’i spyod pa’i smon lam gyi don kun bsdus 
D.no.4012,Nyi182a1-201a4;P.no.5513,Nyi211a2-231a5 A.Phyogs kyi glang po T.欠 
「奥書（D.Nyi.201a3-4;P.Nyi.231a5）’Phags pa〔201a4〕bZang po spyod pa’i smon lam gyi 
rgyal po’i bshad pa / slob dpon Phyogs kyi glang pos mdzad pa rdzogs so / /」 
・厳賢釈 ʼPhags pa bzang po spyod paʼi smon lam gyi rgyal poʼi rgya cher ʼgrel pa  
D.no.4014,Nyi234a4-252b4;P.no.5515,Nyi267a7-288a3 A.rGyan bzang po T.Jñānagarbha / 
Ska ba dpal brtshegs 
「奥書（D.Nyi.252b4; P.Nyi.288a2-3）ʼPhags pa bZang po spyod paʼi smon lam gyi rgyal 
poʼi rgya cher ʼgrel ba slob dpon rGyan bzang pos mdzad pa rdzogs so / / / / rGya gar gyi 
mkhan po Dznya na ga rbha dang Zhu chen gyi lo tsʼa ba ban de ka ba dpal brtsegs rakshi tas 
bsgyur te btan la phab paʼo / /」 
・世親釈 ʼPhags pa bzang po spyod paʼi smon lam gyi ʼgrel pa 
D.no.4015,Nyi252b5-269a7;P.no.5516,288a3-308a8 
A.dByig gnyen T.D.Ānanda,Bhadrapāla,P.Ananta（Ānanda）,Bhadrapāla 
「奥書（D.Nyi.269a7;P.Nyi.308a7-8）ʼPhags pa bZang po spyod paʼi ʼgrel pa slob dpon 
dByig gnyen gyis mdzad pa rdzogs so / / rGya gar gyi mkhan po pa ṇḍi ta ā（D.;P.a）tsa
                                                                                                                                                           
ト訳による限りその著述形式は区別されている。以下のとおりである。 
龍樹釈→Tib.bshad sbyar（Skt.*nibandhana）、陳那釈→don kun bsdus（Skt.*arthasaṃgraha）、





（D.;P.tsā）rya Ā（D.;P.A）na nda（D.;P.nta）dang lo tsā（D.;P.ccha）ba dge slong Bha dra 
















「『聖なる〔普〕賢行願讃』（’Phags pa bZang po spyod pa’i smon lam）に対する軌範師
陳那（Phyogs kyi glang po）がお造りになった釈（ʼgrel pa）と、軌範師釈友（Shā kya ba 
shes gnyen）がお造りになった釈と、仏称（Sangs rgyas grags pa）がお造りになった釈
と、厳賢979（rGyan bzang po）がお造りになった註疏（ṭī ka）、〔合わせて〕四釈の内容
                                                   
978 以下の三作が『西蔵大蔵経』に収録された智軍の著作である 
・bZang spyod kyi ’grel pa bzhi’i don bsdus nas brjed du byas pa（cf.D.no.4359;P.no.5846） 
 本稿で扱う『行願讃智軍釈』である。 
・lTa ba’i khyad par（cf.D.no.4360,P.no5847） 





















                                                                                                                                                           
の諸注釈が説明するやり方である。」と僅かに論評を加えている（cf.Lokesh Candra〔1963〕
p.25）。北京版目録部「漢語総目」（P.総目 169a）には「法師妙厳所著 妙行願王経広大疏」















る（厳賢が不詳である点は註 4 を参照）981。 

























pa bZang po spyod paʼi smon lam gyi ʼgrel pa －rGyal sras kyi spyod pa rgya mtshoʼi gnad don 






























































                                                   





























  sangs rgyas kyi（P.kyis）gsung lkog gyur la / / 
  gang zhig the tshom skyed byed des / /  
  ʼdi nyid du ni stong nyid la / / 





  yang dag par ni yid ches byaʼo / / 
・『行願讃世親釈』（D.Nyi260a2;P.Nyi296b8-297a1） 
  lkog don sangs rgyas kyi gsungs la / / 
  gang blo the tshom skye ʼgyur ba / / 
  des ni ʼdir ni yid ches pas / /  
  stong pa nyid la rab tu bya / /  
・『行願讃厳賢釈』（D.Nyi242b1;P.Nyi276a5） 
  gang zhig snags rgyas kyis bshad pa / 
  lkog tu gyur ba dag la ni / /  
  the tshom skye ba de yis（P.yid）ʼdir / / 





  buddhokteṣu paroʼkṣeṣu jāyate yasya saṃśayaḥ /  




  sangs rgyas kyis gsungs gyur la / / 
  gang zhig the tshom skye ʼgyur ba / / 
  de yis stong pa nyid bsten te / / 
  ʼdi nyid kho nar yid ches bya / /〔5,280〕 
・漢訳983（「破見品」第 4,v.5） 
若於仏所説 深事以生疑 可依無相空 而生決定信 
 



















































『行願讃智軍釈』v.30 には『仏讃』（Tib.Sangs rgyas la bstod pa）という名称のもと、同一
の出所未詳の引用が出る。調査の結果、それはマートリチェータ作『四百讃』
（Skt.Vārṇārhavaṇastotra）（5.21-22）とほぼ一致することが分かった987。ちなみに著者で





















de skad du yang / / mos pa sna tshogs can gyi ni / / ʼkhor mang rnams ni gnas pa la / / gsung gcig 
bkaʼ ni stsal pa na / / gsung rnams du mar go ʼgyur zhing / / nga yi ched du yin no zhes / / skye bo 
kun gyis（P. gyi）rtogs ʼgyur gang / / ʼdi las ches rmad ci yod de / / ʼdi las ches mthsar ci zhig yod 







de bzhin du yang gsungs pa / deʼi phyir ngo mtshar mi che ste / / ʼdi ni shin tu ngo mtshar che / / 
                                                   
988 ・サンスクリット文（cf.Hartmann〔1987〕p.325） 
varṇārhavarṇe buddhastotre bhavodvejako nāma dvādaśamaḥ paricchedaḥ samāptaḥ kṛtir 




sangs rgyas bcom ldan ʼdas la bstod pa bsngags par ʼos pa bsngags pa las srid pa las skyo ba skyed 
par bstod pa zhes bya ba ste le'u bcu gnyis paʼo  / /   / / sangs rgyas bcom ldan ʼdas la bstod pa 






mang po nye bar ʼdug pa la / / gang de mos paʼi dbang gis ni / / tshig gcig gi（P.gis）ni bshad pa 
yang / / du ma nyid du mtshan nas ni / / bdag nyid la ni ston to zhes / / skye bo mang pos go bar 






lung las kyang ʼdi skad du gsungs te / / ʼkhor bar ʼkhor ba mang po rnams / / dad paʼi rnam pa sna 
tshogs la / / gsung cig tu ni bshad mod gyi（P.gyis）/ / du maʼi rnam par go bar gyur / / bdag la nyi 
tsher ʼchad do snyam / / ʼgro ba kun gyis ji ltar go / / ya mtshan de las ci zhig che / / de ltar ngo 








de skad du / mos pa du ma / dang ldan pa / / mang po nye bar 'khod pa la / / gsung gcig bkaʼ ni 
bstal mod kyis（P.bkaʼ stsal ni smos kyi）/ / du ma gcig tu gdaʼ ba ste / / ʼdi dag kho naʼi ched yin 
zhes / / ʼgro ba kun gyis rtog（P.rtogs）pa gang / / de la（P.las）ya mtshan che ci mchis / / de la
（P.las）ngo mtshar ci zhig mchis / / zhes gsungs so / / 
（このように〔ある〕。〔すなわち〕【多くの信解を具えた者がいる。〔その〕近くに坐
す多くの者に、〔仏が〕一音のお言葉をお与えになったとしても、多くのことが一〔時〕




Sangs rgyas la bstod pa las / 
452 
 
mos pa du mar ldan paʼi ʼkhor / / mang po ʼdun bar gyur ba la / / gsung gcig brjod pa mdzad mod 
kyi / / rnam pa du mar go gyur pa / / bdag gi ched du snyam na yang / skye bo kun gyis khong du 
chud / / rmad byung de las che ci yod / / de las ngo mtshar che ci yod / / 







mos pa du ma dang ldan pa / / mang po ʼkhod par gyur pa la / / gsung gcig bkaʼ ni stsal ba las / / du 
ma lta bur snang ʼgyur te / /（5.21） kun gyis ʼdi ni bdag gi ched / / kho naʼo snyam du go ba gang 






















・『雑讃』（Tib.Spel mar bstod pa zhes bya ba,Skt.*Miśrakastotra-nāma）
D.no.1150,Ka181a2-193b4;P.no.2041,Ka214a1-228a3 A.D.Macititra,P.Mitraciṭa
〔Mātṛceṭa〕,Phyogs kyi glang po、T.Kumārakalaśa,Bsod nams bzang po 
cf.岡野潔『インド仏教研究史 5:仏教詩人 Mātṛceṭa の著作の研究史』Mātṛceṭa の著作
3.Śatapañcāśatka-stotra－百五十讃（Prasādapratibhodbhava 信心による弁才の所産）（同氏に
よるホームページ http://gdgdgd.g.dgdg.jp /より） 
「一百五十讃は Dignāga（陳那）によって増広されて、Miśraka-stotra が作られた。こ
の増広は samasyāpūraṇa という作詩法990によるもので、一百五十讃の各詩節の上に 1
詩節づつ加えてゆく作り方で作品を増広する。Miśraka-stotra はチベット訳のみが残さ
れている。さらに義浄によれば釈迦提婆（Śākyadeva）が、あるいは Nandipriya 註（チ
ベット訳）での引用によれば Śākya blo（Śākyabuddhi）が、Miśraka-stotra の上に更に
各 1 詩節づつを加えて、約 450 詩節から成る Miśraka-miśraka-stotra を作ったという。
しかしこれはチベット訳でも残されていない。」 
 なお、この陳那釈と伝承される Miśraka-stotra については、Bailey〔1951〕pp.26-27 が諸
本を比較しながら、「（ⅰ）The title of the Hymn.」「（ⅱ）The division into sections」「（ⅲ）
The numbering of verses」という三点から紹介している。書誌的な面からの言及であり、内















・『無辺功徳讃注釈』（Tib.Yon tan mthaʼ yas par bstod paʼi ʼgrel pa、
Skt.*Guṇāparyantastotra-ṭīkā）D.no.1156（=D.no.4560）,Ka200b1-203a1;P.no.2045
（=P.no.5474）,Ka229b2-234a6 A.Phyogs ki glang po、T.Sarvajñādeva,Rin chen mchog、
D.R.Dpal brtsegs Rakṣita 
・『無辺功徳讃義頌』（Tib.Yon tan mthaʼ yas par bstod paʼi don gyi tshig leʼur byas pa、
Skt.*Guṇāparyantastotrapadakārikā）D.no.1157（=D.no.4561）,Ka203a1-203b1;P.no.2046
（=P.no.5475）,Ka234a6-237a4 A.Phyogs ki glang po、T.Sarvajñādeva,Rin chen mchog、R.Dpal 
brtsegs Rakṣita 
・『聖、文殊瞿沙讃』（Tib.ʼPhags pa ʼjam dpal dbyangs kyi bstod pa、Skt.*Ārya-Mañjughoṣastotra）
D.no.2712,Nu79a3-b7;P.no.3536,Nyu96b2-97a7、A.Phyogs ki glang po、
















                                                   
991 ツルティム、藤仲〔2010〕p.11 によって、『プトン仏教史』「ディグナーガの伝承」を





















 また同〔2010〕p.11 には、『量決択ジャニャーナシュリー註』（Tib.Tshad pa rnam par nges 






















pa ʼJam dpal dbyangs kyi bstod pa、サンスクリット名は*Ārya-Mañjughoṣastotra。原典は散逸
しており、現時点ではチベット訳が知られるのみである。著者は陳那（480-540 ca.）、翻
訳者はシュラッダーカラヴァルマとリンチェンサンポ（A.Phyogs ki glang po、




は見られない。刊本の冒頭には「インド語で Ā rya Ma nyju gho ṣha sto tra、チベット語で
ʼPhags pa ʼJam paʼi dbyangs kyi bstod pa（聖者文殊の讃）。文殊法王子に敬礼します（翻訳







































































  此の是の如きを、色と、般若波羅蜜と説く。 




















































































































・チベット訳安慧作『大乗荘厳経論復註』（mDo sde rgyan gyi ʼgrel bshad, 
D.no.4034,Mi46b1ff.;P.no.5531,Mi50b3ff.）cf.サンスクリット本 cp.3,v.8（種姓品） 
「（Mi.46a6）de nas kyang ni myur du thar / / zhes bya ba la nyan thos dang rang sangs rgyas kyi 
rigs can dang / rigs med pa dag gis mtshams med pa la sogs paʼi las byas na ni sems can dmyal baʼi 
tsheʼi tshad kyis bskal pa（P.par）ma zad kyi bar du dmyal ba la sogs pa ngan song gi（Mi.46a7）
gnas na gnas par ʼgyur la / byang chub sems dpaʼi rigs can rnams  kyis mtshams med pa la sogs paʼi 
las byas na dmyal baʼi tsheʼi tshad zad zad（P.N.zad）du mi ʼdug gi dus cung zad cig ʼdug nas de 
nas kyang sems can dmyal baʼi gnas nas myur du thar bar ʼgyur te / ʼdi ni legs pa（Mi.46b1）gnyis 
paʼo / / de yang dper na rgyal po Ma skyes dgra lta bu mtshams med pa lnga byas kyang rigs kyi 
mthus sems can dmyal baʼi sdug bsngal dar gyi pho long bsdams（P.N.bsdabs1002）pa tsam zhig 
myong ba lta buʼo / /」 
                                                   
1001 ツォンカパが用いる『行願讃釈』は、『行願讃智軍釈』である（cf.ツルティム〔2004〕
p.61,ll.14-25、ツルティム、藤仲〔2005a〕p.127）。 
1002 ACIP release4 bstan ʼgyur を利用して「bsdabs」を調査しても見当たらない。同趣意を出























・ 東 晋 瞿 曇 僧 伽 提 婆 訳 『 増 一 阿 含 経 』 「 力 品 」 三 十 八 ノ 二 （ 『 大 正 蔵 』
2,no.125,pp.725c-726a,b3ff.）1004 
                                                                                                                                                           














































その他、唐窺基撰『妙法蓮華経玄賛』（『大正蔵』34,no.1724,p.676c）、Tib.Dam paʼi chos 








さてそこの vv.55-58 に相当する箇所には、「三つの廻向」（Tib.bsngo ba gsum）という
特徴的な文言によって、極楽往生後の利他行を説く『普賢行願讃』の浄土思想が説かれる1007。



































                                                                                                                                                           
〔がある〕（v.54）。 
これ以下の三つの廻向は、菩薩・如来がお説きになった無障碍によって（sgrib pa med 
pas）、波羅蜜と等しい身体を保ち、誓願を完成したことによって世間に住し、衆生が
利益を成就するとお説きになった。「勇者である文殊が知るとおりに（ʼJam dpal ji ltar 
mkhyen cing dpaʼ ba）」（v.55）という所から始めて、「世間に存在する限りの衆生の









icchātiha bodhisattvaḥ mamāpi kṣetraṃ siya evarūpaṃ / ahaṃ pi sattva bahu mocayeyaṃ nāmena 























                                                   
1010 cf.藤田〔1975〕pp.115-116 
1011 cf.藤田〔2011〕pp.56-57 






「インド語で Ārya Catur dharma nirdeśa nāma mahāyāna sūtra、チベット語でʼPhags pa Chos 


















                                                   
1013 この間の正宗分が、『集学論』（cf.Bendall〔1977〕p.160、チベット訳：bSlab pa kun las 
btus pa, D.no.3940,Khi89b7-90a1、『大正蔵』32,no.1636,p.107a）に引用ないし提示されてい
る。 
1014 本経の訳語では、「rnam par sun ’byin pa kun tu spyod pa（能破現行）」、「gnyen po kun 
tu spyod pa （対治の現行）」、「ser chud par byed pa’i stobs（罪過の遮止の力）」、「rten 
gyi stobs（依処の力）」である。『集学論』に引用された『説四法経』には三番目が「nyes 





























                                                   
1015 「byang chub sems dang / de dag（菩提心と彼ら）」あるが、文脈より「byang chub sems 











チベット訳書名：ʼPhags pa bzang po spyod paʼi smon lam gyi rgyal poʼi rgya cher ʼgrel pa   
書名の日本語訳：『聖行願讃の王』の広釈 
原典の存欠：散逸 
著者名：Tib.Shākyaʼi bshes gnyen、Skt. Śākyamitra  
著者名よみ：シャキェー・シェーニェン、シャーキャミトラ  
翻訳者名：Shā kya sing ha、dPal brtsegs  
成立地：インド  
写本等の存欠：刊本  
刊本所在：DnNo.4013,mDo ʼgrel,Nyi.201a4-234a4 、P.no.5514, mDo ʼgrel,Nyi.231a6-267a7  
刊本の奥書刊記：（D.Nyi.234a2）（P.Cho.267a5）kun du bzang poʼi mtshan don mthun pa yi / / kun 
du bzang poʼi spyod pa rnams phye baʼi / / dge ba kun du bzang po de yis ni / / ʼjig rten kun du 
bzang po ʼdra bar shog / / Shā kyaʼi bshes gnyen blo ldan gyis / / Shā kyaʼi gdung rgyud ʼphel 
byaʼi phyir / / Kun du bzang poʼi spyod pa yi / / rgya cher ʼgrel pa rab bzang byas / / ʼPhags pa 
bzang po spyod paʼi smon lam gyi rgyal poʼi rgya cher ʼgrel pa / slob dpon Shā kyaʼi bshes gnyen 
gyis mdzad pa rdzogs so / / rGya gar gyi mkhan po Shā kya sing ha dang / zhu chen gyi lo tsā ba 













































































インド語で、『Ā rya Bha dra tsā rya pra ṇi dhā na rā dza ṭī kā1017』。チベット語で、『ʼPhags 










この『聖なる普賢大菩薩の誓願（ʼPhags pa Byang chub sems dpaʼ chen po kun du bzang poʼi 
smon lam）』には1019、菩薩道を1020信解行〔地〕（vv.13-27）と清浄増上意楽地（vv.28-46）1021
〔という〕二つの境位により顕示したもの（rab tu phye ba）、および方便を具えたもの
                                                   
1017 D.P.ā,N.a デルゲ版、北京版の読みを採用した。 
1018 rgya cher ’grel pa は「広大釈」の意味。 
1019 D.la、P.las 北京版の読みを採用した。 












su dag phyogs bcuʼi ʼjig rten na）」（v.1a）から始めて「善の資糧を菩提に廻向する（dge baʼi 
tshogs byang chub tu yongs su bsngo ba）」（v.12d）という十二偈（vv.1-12）によって教示した。 
その後に「一切の勝者に随学し（rgyal ba kun gyi rjes su slob gyur te）」（v.17a）というこ
と等の偈によって、すべての誓願の目的（don）を教示した1023。 
その後に「過去仏たちと、十方の（ʼdas paʼi sangs rgyas rnams dang phyogs bcu yi）」（v.13a）
ということ等の三偈（vv.13-15）によって、発菩提心を教示した。  
その後に「諸々の菩提行を私は行いつつ（byang chub spyod pa dag ni bdag spyod cing）」
（v.16a）ということ等の三偈1024によって、菩提心を失念しないことを教示した。 
その後に「業と煩悩、魔業から（las dang nyon mongs bdud kyi las rnams las）」（v.20a）と
いうこと等の一偈によって、染なく行動すること（mi gos par sbyor ba）を教示した。 
その後に「国土と方角がどれ程あろうと、悪趣の苦を鎮め（zhing gi khyon dang phyogs 
rnams ji tsam par / / ngan song sdug bsngal rab tu zhi bar byed）」（v.21ab）ということ等の一偈
によって、衆生を饒益すること（phan gdags pa）を教示した。 
その後に「菩提行を完成して（byang chub spyod pa yongs su rdzogs byed cing）」（v.22a）
ということ等の一偈によって、被鎧〔精進〕を教示した。 
その後に「私の行いと等しく行う者（bdag gi spyod dang mtshungs par gang spyod pa）」
（v.23a）ということ等の一偈によって、縁が類似して（Tib.skal ba ʼdra bar,Skt.*sabhāga）
行う菩薩と出会うことを教示した。 
                                                   





1024 略釈系統の代表である陳那釈では vv.16-19 の四偈を「菩提心を失念しないこと」の説




その後に「私を利益するよう願う友人（bdag la phan par ʼdod paʼi grogs po dag）」（v.24a）
ということ等の一偈によって、善知識を喜ばせることを教示した。  
その後に「仏子（菩薩）によって囲繞された主たち（sangs rgyas sras kyis bskor baʼi mgon 
po rnams）」（v.25a）ということ等の一偈によって、仏を観察すること1025を教示した。 
その後に「勝者たちの妙法を受持しつつ（rygal ba rnams kyi dam paʼi chos ʼdzin cing）」
（v.26a）ということ等の一偈によって、妙法を受持することを教示した。  
 その後に「またすべての有に輪廻する時に（srid pa thams cad du yang ʼkhor ba na）」（v.27a）
ということ等の一偈、これによって無尽の蔵の獲得を教示した。 
そのように十五偈（vv.13-27）によって、信解行地を教示した。 
その後に「一塵上に塵〔の数〕と等しい諸国土があり（rdul gcig steng na rdul snyed zhing 
rnams te）」（v.28a）ということ等から始めて、「虚空の究竟の程度（nam mkhaʼi mthar thug gyur 
pa ji tsam par）」（v.46a）というまで〔の〕これによって、清浄増上意楽地を完全に1026教示
した。 
そのうち第一。「一塵上に塵〔の数〕と等しい諸国土があり（rdul gcig steng na rdul snyed 
zhing rnams te）」（v.28a）ということ等の二偈頌（vv.28-29）によって、仏国土の観察に発
趣すること1027を教示した。これによって〔第一〕歓喜地も教示した1028。 
その後に「海のような一つの言葉の音声の支分をもって（gsung gcig yan lag rgya mtshoʼi 
skad rnams kyis）」（v.30a）ということ等の一偈によって、仏説に発趣することを教示した。
これによって〔第二〕離垢地も教示した。 
                                                   
1025 サンスクリット本 v.25（白石校訂本 cf.Shiraishi〔1962〕）には、「Skt.saṃmukha nityum ahaṃ 
jina paśye」とある。 
1026 vv.1-27 までは「bstan to」であり、Skt.の接頭辞 pari にあたる Tib.yongs su が付かない。
本作の随所に見られる同例の解釈については、今後の課題としたい。 








その後に「すべての三世に来られた勝者たちによる（dus gsum gshegs pa rgyal ba thams cad 
kyis）」（v.31a）ということ等の一偈によって、法輪を転じることに発趣することを教示し
た。これによって〔第三〕発光地も完全に教示した。 
その後に「すべての未来が入った劫に（ma ʼongs bskal pa thams cad ʼjug par yang）」（v.32a）
ということ等の偈の半分で、劫に発趣することを教示した。 
その後に「三世の量〔ほど〕の劫があったとしても（gang yang bskal pa dus gsum tshad de 
dag）」（v.32c）ということ等の他（残り）の半分の偈で、すべての劫に発趣することを教
示した。これによって〔第四〕焰慧地も教示した。 
その後に「三世に属する人師子たちがおり（dus gsum gshegs pa mi yi seng ge gang）」
（v.33a）ということ等の一偈によって、仏を観察することと、その活動領域（行境）に発
趣することを教示した。これによって〔第五〕難勝地も教示した。 
その後に「三世の〔見事な〕国土の荘厳があり（gang yang dus gsum dag gi zhing bkod pa）」
（v.34a）ということ等の一偈によって、仏国土の荘厳の成就に発趣することを教示した。
これによって〔第六〕現前地も教示した。 




その後に「普く迅速な神力と（kun du myur baʼi rdzu ʼphrul stobs rnams dang）」（v.36a）と
いうこと等の二偈（vv.36-37）によって、十力を教示した。辺際に行くので「力（stobs）」
である。これによって〔第八〕不動地も教示した。 
その後に「諸々の業の力を清浄にして（las kyi stobs rnams yongs su dag byed cing）」（v.38a）
ということ等の一偈によって、所対治分が衰敗することを教示した。これによって〔第九〕
善慧地も教示した。 
その後に「海のような〔仏〕国土が清浄になり（zhing rnams rgya mtsho rnam par dag byed 
cing）」（v.39a）ということ等の二偈（vv.39-40）によって1029、八種類の功徳の浄化を教示
した。 
その後に「三世に属するどんな勝者〔たち〕によっても（gang yang dus gsum gshegs pa rgyal 
                                                   





その後に「一切の勝者の子（仏子）の長子（rygal ba kun gyi sras kyi thu bo pa）」（v.42a）
ということと、「身と語と意も清浄にして（lus dang ngag dang yid kyang rnam dag cing）」
（v.43a）ということ等と、「〔普〕賢行によって普く厳浄となるために（kun nas dge ba bzang 
po spyod paʼi phyir）」（v.44a）ということ等の三偈（vv.42-44）によって、福徳と智慧の資
糧を摂受したとおりに、増大せんがために、大菩薩へ随学するよう廻向することを教示し
た。 
この六偈によって法施（chos kyi sbyin1030）と、因の境位（rgyuʼi gnas skabs）が完成する
ことも教示した。 







「また十方における無辺の〔仏〕国土（gang yang phyogs bcuʼi zhing rnams mthaʼ yas pa）」
（v.47a）ということ等の譬えを具えた二偈（vv.47-48）によって、無量の福徳の資糧を完
全に摂受する利徳も教示する。 
「この〔普〕賢行願を立てた者は（gang gis bzang spyod smon lam ʼdi btab pa）」（v.49a）
                                                   
1030 D.chos kyi sbyin、P.N.sa chos kyi sbrin デルゲ版の読みを採用した。 
1031 釈友釈 v.47 の冒頭に以下のようにある。  
「（D.Nyi228a3ff.）（P.Nyi260b2ff.）そのように、語ったとおりの誓願の目的が完全に成
就してから、今や、それへの信解の利徳〔である〕果となったものは、きわめて大き
いから、「また十方における無辺の〔仏〕国土（gang yang phyogs bcu’i zhing rnams mtha’ 
yas pa）」ということ等をお説きになった。」  
 ここの「果となったもの」は、普賢誓願への信解によって摂受される最高の福徳である




「〔死後〕彼らは、良き利得である〔良き生活の〕獲得がある（de dag rnyed pa legs rnyed 
bde bar ʼtsho1032）」（v.50a）ということ等の一偈によって、菩薩と同分たること（skal ba mnyam 
pa nyid 衆同分）1033を得た利徳を教示する。 




慧と、容姿と、〔三十二〕相と（ye shes dang ni gzugs dang mtshan rnams dang）」（v.52a）と
いうこと等の一偈によって教示する。 
果を通じては、「その者は速やかに菩提樹の王のもとへ行く（byang chub shing dbang drung 
du de myur ʼgro）」（v.53a）ということ等の一偈によって教示する。 
そのように修習の利徳を広説してから、「この『普賢行願〔讃〕』を（gang yang bzang po 
spyod paʼi smon lam ʼdi）」（v.54a）ということ等の一偈によって、世間と出世間との円満の
殊勝のものを余りなく得た1035利徳を略説する。 




るとおりに（ʼjam dpal ji ltar mkhyen cing dpaʼ ba dang）」（v.55a）ということ等の一偈によっ
て教示した。 
如来に随学するよう廻向することも、「すべての三世に属する勝者たちによる（dus gsum 
gshegs paʼi rgyal ba thams cad kyis）」（v.56a）ということ等の一偈によって教示した。  
波羅蜜が円満に成就されることに合致した身体を摂るよう1036廻向することは、「私は死
                                                   
1032 D.’tshe、P.tshe,N.不鮮明 後続の v.49 註釈箇所を参考にして「’tsho」と理解した。 
1033 陳那釈 v.23 にも「同分／同縁（skal ba mnyam pa）の菩薩」が出る。 
1034 D.gyis、P.N.gyi デルゲ版の読みを採用した。  




ぬ時に際しては（bdag ni ʼchi baʼi dus byed gyur pa na）」（v.57a）ということ等の三偈
（vv.57-59）〔である〕。 
誓願を完全に成就し、世間に住する（Tib.ʼjig rten gnas,Skt.*lokasaṃniveśa）間に、衆生の
利益を行うよう廻向することは、「そこに赴いて、これらの誓願をも（der song nas ni smon 
lam ʼdi dag kyang）」（v.58a）ということ等の一偈によって教示する。 
今や二偈頌（vv.61-62）から、「『〔普〕賢行願〔讃〕』を唱えたことの（bzang po spyod paʼi 
smon lam bton pa yi）」（v.61a）ということ等の一偈によって、その唱えたことの〔善の〕廻
向を教示する。 




〔以上、〕これが〈偉大な菩薩である普賢の行願（Byang chub sems dpaʼ chen po kun du 
bzang poʼi spyod paʼi smon lam）〉の要綱1038である。 
 
・（v.1）釈友釈和訳（D.Nyi.203b4ff.）（P.Nyi.233b8ff.）：今や1039、これは適宜、個々に類別
する（so so dbye ba）程度〔である〕。対象を修習するもの（don bsgom pa）は、心法（Tib.sems 
kyi1040 chos,Skt.*cittadharma）1041であるので、それの浄化（sbyang ba）だけに努力するべ
                                                                                                                                                           
倣って、仏道を歩む行者も波羅蜜の体得を目指す点を前提とする。 
1037 D.yang tshig su bcad pa thams cad dang bcas te / tshig su bcad pa brgyad kyis、P.N.yang tshig 
su bcad pa tha ma dang bcas te tshig su bcad pa brgyad kyis 北京版、ナルタン版の読みを採用
した。 
1038 D.khog dbub pa、P.N.khog dbug pa デルゲ版の「Tib.khog dbub pa」、北京版、ナルタン
版の「khog dbug pa」、いずれのチベット語にも対応するサンスクリット語は、Mahāvyutpatti、
Lokesch Chandra,Tibetan-Sanskrit Dictionary、J.S.Negi,Tibetan-Sanskrit Dictionary には確認で
きなかった。 
1039 D.N.de、P.da 北京版の読みを採用した。 
1040 D.kyi、P.N.kyis デルゲ版の読みを採用した。  




これを完全に浄化した殊勝のもの（khyad par）1044から、無上の仏宝（sangs rgyas dkon mchog）
等のすべての宝（rin po che）が生ずる。〔心法への〕造作（mngon par ʼdu byed pa）〔、すな
                                                                                                                                                           
味である。 
cf.J.S.Negi,Tibetan-Sanskrit Dictionary,p.7113b 
「sems kyi chos nyid＝rnam par rig pa tsam nyid cittadharmatā,vijñaptimātratā－ji srid du sems 
kyi chos nyid rnam par rig pa tsam nyid ces bya ba la rnam par sehs pa mi gans pa yāvac 







「『聖なる〔普〕賢行願讃（’Phags pa bZang po spyod pa’i smon lam）』〔に対する〕軌範
師陳那がお造りになったものと、釈友（Shā kya mi tra）と、仏称（Bu ddha kī rti）と、
厳賢がお造りになった註疏、〔合わせて〕四釈の内容（don）と、折々に和上たちから
聞いたものと、経典（mdo sde）に出ているものとを結合させて、註釈が語釈しやすい


































                                                   
1045 D.dgos、P.bsgos 北京版の読みを採用した。  
1046 出典未確認である。 
1047 原文は「D.de bzhin gshegs pa yon tan gyi tshogs rgya che ba shin tu dpag tu med pa gcig la」
である。「如来（de bzhin gshegs pa）」と「一人（gcig）」は長い修飾の語句により離れてい
るが、文脈から「一人の如来」と理解できる。  
1048 D.thob par、P.N.’thob par 北京版、ナルタン版の読みを採用した。 
1049 D.par、P.pa’i デルゲ版の読みを採用した。  
1050 ナルタン版はここに「phyogs bcu na’o（十方においてである）」が入る。 
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（khyad par gnyis pa）〔がある〕1051。〔すなわち〕「三世に属する人師子たち（dus gsum gshegs 









物（srog chags）によっては制圧されず（zil gyis mi non la）、〔逆に〕そのすべてを獅子は1056





いうそのことを教示したために、「私は余りなく彼らすべてを（bdag gis ma lus de dag thams 
cad la）」ということをお説きになった。「〔彼ら如来〕すべて（thams cad）」ということは、
一人〔の如来〕も捨てないようにする（yongs su mi ʼdor bar bya）ために、〔重ねて〕「余り
                                                   
1051 文脈から、第一の殊勝のものは完全に浄化された心（菩提心）、第二の殊勝のものは三
世に属する仏、ということになる。その場合は前者は因、後者は果にあたる。 
1052 D.bsdus spos par ’gyur ro、P.bsdus par ’gyur ro,N.bsdus pa smos par ’gyur ro ナルタン版の
読みを採用した。北京版の読み（包摂されたことになる）も可能である。 
1053 D.de nas、P.des na 北京版の読みを採用した。  
1054 D.la、P.las,N.las 北京版、ナルタン版の読みを採用した。  
1055 因果への信を、そして行への意欲を含意する。「人々」ということより八難のいくつも
を離れたことを含意する。 
1056 D.seng ges、P.なし デルゲ版の読みを採用した。 
1057 D.yang、P.なし 北京版の読みを採用した。 
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り敬礼すべきことが先行する1061、「澄浄な〔身と語と意によって〕敬礼する（〔lus dang ngag 




区別した。「澄浄（dang ba）」はまた〔以下の〕三種類である。  
信のみをもって従い行くこと1065（dad pa tsam gyis rjes su ʼbrang ba 随信行）は、学説（grub 
paʼi mthaʼ）の真実（kho na nyid pa）を了解しない1066ままに、仏の功徳を正しく述べるこ
とだけから生じたものであり、これは小である。 
                                                   
1058 D.kyis、P.kyi デルゲ版の読みを採用した。  
1059 『倶舎論』「賢聖品」からの引用である。cf.Pradhan〔1975〕p.353,l.5；D.東北
no.4090,Khu18a5、P.大谷 no.5591,Ngu.21a4-5；櫻部、小谷〔1999〕p.182 
1060 D.mos pas、P.N.smos pas デルゲ版の読みを採用した。 
1061 『普賢行願讃』v.2 は身の敬礼、v.3 は意の敬礼、v.4 は語の敬礼である。一般的な身語
意の順序を、『普賢行願讃』は身意語の順番に変更している。ここで注釈者は、意の敬礼に
先行して語の敬礼を述べるので、「先行するが」とことわっている。 
1062 D.phyag bya ba sngon du ’gro ba’i yon tan brjod pa na、P.phyag bya ba sngon du ’gro ba’i yon 
tan brjod pa’i ngag gis,N.phyag bya ba sngon du ’gro ba’i yon tan bcod ba’i ngag gis 北京版の
読みを採用した。 
1063 D.gyi、P.gyis デルゲ版の読みを採用した。 
1064 信解によって現前にされる「仏」と理解した。 
1065 D.’brang ba、P.N.’brang ba’i 
1066 D.ma rig pa、P.N.ma rigs デルゲ版の読みを採用した。 
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法に従い行くこと1067（chos kyi rjes su ʼbrang ba 随法行）は、大乗義（theg pa chen poʼi don）
の真実を遍知してから生じたものであり、それよりはるかに勝っている（ches lhag paʼo）。 

















                                                   
1067 D.P.N.’brang ba’i 
1068 D.rnyed pa、P.N.rnyed pa’i 
1069 D.ba、P.N.bas デルゲ版の読みを採用した。 
1070 D.ba、P.bas デルゲ版の読みを採用した。  
1071 D.sgra、P.sgras デルゲ版の読みを採用した。  









のことを教示するために、「すべての勝者を意で現前に（rgyal ba thams cad yid kyis mngon 
sum du）」ということをお説きになった。それもどのようにであるか〔と〕考える者に対し
て、「〔普〕賢行願の力によって（bzang po spyod paʼi smon lam stobs dag gis）」ということを
お説きになった。「賢（bzang po）」というものは、菩薩〔である〕普賢（Kun du bzang po）
である1075。煩悩が作った一つをも所縁とせずに、すべての面（rnam pa）における行（spyod 
pa）に加行することにより（yongs su sbyor bas）1076、すべての面において端正であるため
に「賢（bzang po）」という1077。その行の相（spyod paʼi mtshan nyid）の誓願が、〔普〕賢行
の誓願（bzang po spyod paʼi smon lam）である。「その力によって（deʼi stobs kyis te）」〔、
言い換えれば〕【その口訣の力によって彼ら如来すべてに敬礼する】 1078と聖者〔である〕
善財（ʼPhags pa Nor bzang）にそのように教示された。そのようならば第一に、自性（ngo bo 
nyid）として敬礼すべきもの等〔である〕仏への敬礼を所縁とする思1079の殊勝のもの（sems 

























べての極微細なものの数に等しい身が〔信解に〕従って起こるために（rjes su ʼjug paʼi phyir）、
そしてすべての仏を現前にするために、そのことからも（Tib.de bas kyang,Skt.*tato ʼpi）〔敬
礼という〕行の広大性（shin tu yangs pa nyid）と、甚深性（shin tu zab pa nyid）と、最細性
（ches phra ba nyid）を教示する。信解する如来を教示するために、「一塵上に（rdul gcig steng 
na）」ということ等をお説きになった。〔行者は〕一つの極微細なものの上に、すべての仏
国土の極微細なものの数に等しい如来を、信解の知（mos paʼi shes pa）によって現前に立




に立たせる（mngon par dgod do）と、そのように教示するために、「そのように諸々の法界
                                                                                                                                                           
を参照。五位七十五法では心所の大地法に分類される。 
  「no.15.思（cetanā） 
  cetanā cittābhisaṃskāro manas-karma /（AKBh.54,20） 
  思は心の造作、〔すなわち〕意業である。  
  思謂能令心有造作（冠導 4,3b6；大 29, 19a18-19）」 
1080 D.P.kyis、N.kyi ナルタン版の読みを採用した。 
1081 D.sems dpa’i、P.sems pa’i 北京版の読みを採用した。 
1082 業の本体は思であることを前提としている。一般的には三業は思業と思已業とされる。 
1083『現観荘厳論』の五決定を考えるならば受用身に相当する。 
1084 D.spyod lam gzhan gyi、P.spyod la gzhan gyi,N.spyod la gzhan gyis デルゲ版の読みを採




を余りなく（de ltar chos kyi dbyings rnams ma lus pa）」ということをお説きになった。これ
によってさらに、個々の極微細なものを語ったのは、諸々の器〔世間〕が最小なものに入
ること（phra mor ʼjug pa）を教示した1085。「法界（chos kyi dbying）」の間〔、すなわち諸々
の器世間〕を語ったことによって、「余りなく（ma lus par）」〔勝者の〕身に発趣すること
を教示した。「すべてに（thams cad）」を語ったことによって、間断なく入ることを教示し
た。同様に「仏子（sangs rgyas sras）」と語ったこと、そして「坐っている（bzhugs pa）」
を語ったことは、眷属を伴い、殊勝な住処を持った無数の住人（gnas pa po）〔、すなわち
諸仏〕を現前にすべきことも教示した1086。これによって、以前（cf.v.1）の完全に浄化し





に、「彼ら〔の〕尽きない海のような讃歎（de dag bsngags pa mi zad rgya mtsho rnams）」と
いうことをお説きになった。「彼ら（de dag）」というものは、自性（ngo bo nyid）と信解し
た如来たちである。「尽きない（mi zad）」ということは、すべての時において連続的なこ
とである。これによって時において遍満することを教示した。「海のような讃歎（bsngags pa 
rgya mtsho）」ということは、功徳の集まり（yon tan gyi tshogs）がすべての時に1087具わっ
ているのが、虚空の広がり（nam mkhaʼi gtos）〔の限り〕を遍満するものである。これによ
って、方角の集まり（phyogs kyi tshogs）において遍満することを教示した。「音声の支分




                                                   
1085 『菩薩地』「威力品」が説く十八種神変の一つ。。 
1086 「仏子（sangs rgyas sras）」は「眷属」に、「坐っている（bzhugs pa）」は「殊勝な住処」
に対応すると考えた。 




に遍満するものによって1088、と説いている。悪しき不善の法1089（sdig pa mi dge baʼi chos）





に知った（yongs su rdzogs par shes1091 pa）1092のゆえに、「善逝（bde bar gshegs pa）」である。
彼ら善逝の各々それぞれに、私は〔信解によって化作した、〕すべての仏国土の極微細な〔塵




ʼkhrungs pa）と、自生されたものではない（Tib.rang ʼkhrungs ma yin pa）仏1093を所縁〔と
する〕無量無数の殊勝のものをも教示して、そのように自性（ngo bo nyid）（v.2）と信解
の敬礼（v.3）と、そのように如来の功徳と、讃嘆を述べる雲（sprin）（v.4）も述べてから、
                                                   
1088 D.gi、P.gis 北京版の読みを採用した。 
1089 あるいは「悪、不善のすべて」とも理解できる。 
1090 D.thams cad kyang、P.thams cad デルゲ版の読みを採用した。  




1093 難解な表現である。仏にかかる言葉であるので、Tib.rang byung の敬語と理解した。「自
生されたもの（Tib.rang ’khrungs pa）」は化身、「自生されたものではない（Tib.rang ’khrungs 
































                                                   
1094 D.P.da ni、N.de ni デルゲ版、北京版の読みを採用した。  
1095 D.なし、P.N.dpa’ ba 北京版、ナルタン版の読みを採用した。 
1096 D.smos pa、P.smos pas 北京版の読みを採用した。 























                                                   
1099 D.du gu la、P.N.du ku la Mvp.no.9162（4）【Dāukulakam】〔蔵〕Du-ku-la-ḥi ras.（Du-gū-khaḥi 
ras）〔漢〕都古布、葛布〔和〕上妙の絹布  
1100 ZK.p.2123b.【mon dar】（1）rtsa shun gyi ras / 麻布、棉布、棉麻織物、（2）srin bal gyi gos 
/ 野蚕絹 
1101 D.bkod pa thams cad kyi mchog ces bya bar ston to、P.bkod pa thams cad kyis shes bya bar 
ston to デルゲ版の読みを採用した。  
1102 D.sba ba、P.N.spa ba 北京版、ナルタン版の読みを採用した。デルゲ版の意味は「隠す
こと」。 




〔楼閣の〕最上階（Tib.yang thog,Skt.*aṭṭa）と、仏殿（lha khang）と、瓶のついた仏殿（lha 




供養の資具の殊勝のものそれらそのようなものと、他の最高の究竟のもの（rab kyi mthar 




pa gang rnams bla med rgya che ba）」ということ等によって、無上の供養を教示する。この




たもの（bzang ba）を集めた、すべての荘厳の種類の辺際の極み（rab kyi mthar phyin pa）
と、法による1110無上の供養の功徳の集まりすべて1111を完全に浄化する本体の大悲（yongs 
                                                   
1104 D.bzangs、P.bzang 北京版の読みを採用した。  
1105 本尊を安置する宮殿のようなものか。不明である。ちなみに、「bum pa can」は蓮華の
別名である（cf.ZK.p.1836b）。 
1106 【gtsang khang】ZK.2189,’du khang sbug gi rten khang / 后殿 【byur bu】ZK.1890,shin tu 
gang ba / 形容詞。満満的、充満、満溢  
 何かの建造物であることは確かであるが、具体的には不詳。 
1107 D.smos pa、P.smos pas 北京版の読みを採用した。 
1108 D.kyis kyang、P.kyi デルゲ版の読みを採用した。 
1109 ナルタン版では切れないようだ。 









rgyal ba thams cad la yang mos）」ということをお説きになった。それゆえ、私（bdag）1115は、
そのように語られたとおりのもの〔、すなわち〕普賢行（kun du bzang po spyod pa）〔とい







でから、その後で無始の輪廻における悪しき不善業（sdig pa mi dge ba）〔の〕、〔自己が〕
わずかに作ったものと、〔他者に〕作らせたものと、〔他者のそれに〕随喜したもの、その
〔悪しき不善業〕を余りなく浄める（bkru ba）ために、それぞれ告白すべきことを教示す
るために、「私が造った悪がいかほどあったとしても（sdig pa bdag gis bgyis pa ci mchis pa）」
ということ等をお説きになった。輪廻に流転する時、私凡夫（bdag byis pa）がわずかに作
ったものと、作らせたものと、随喜したもの〔、それら〕不善業、それはまた、三種の因
                                                                                                                                                           
的な訳である。 
1112 D.P.kyis、N.kyi デルゲ版、ナルタン版の読みを採用した。  
1113 D.kyi、P.kyis 北京版の読みを採用した。 




1117 あるいは、「教示する資糧、〔すなわち〕供養の資具の殊勝のもの」か。  






る心の原因から1120成就した不可意の果（yid du mi ʼong baʼi ʼbras bu）1121として効能を遮断
しよう。洗い浄めよう（bkru bar byaʼo）。汚れをなくそう。習気もなくそう。大乗経典に説








心から生じたもの1125と、それが〔動機となって〕発起するであろう（kun nas bslang ba）
身と語との業1126を、摂取した。それら自体は〔善を〕得させ（thob bar byed pa）、そして
〔悪を〕浄める1127意味によって「福徳（bsod nams）」である1128。それゆえ「異生と、有
                                                   
1119 いわゆる三業（身語意）による十悪を論じている。 
1120 D.mi dge ba’i sems kyi rgyu ’di las、P.mi dge ba’i sems pas rgyu ’di las デルゲ版の読みを
採用した。北京版は、「不善なる心によってこの因から」である。  
1121 「快くない果」の意味。 
1122 D.P.ji skad gsungs pa’i yon tan gyi dri rnams kyis sems kyi rgyun shin tu dri zhim par bya’o  
 戒が香に譬えられることについては、西村〔2006〕を参照。   
1123 インド社会における沐浴を仏教的に読み替えている。 
1124 D.kyis、P.kyi 北京版の読みを採用した。 
1125 いわゆる「心所（Sk.cittasaṃprayuktasaṃskārāḥ）」か。 
1126 思已業についての言及である。 
1127 D.bcang bar byed pa’i、P.N.gtsang bar byed pa’i 北京版、ナルタン版の読みを採用した。
デルゲ版の読みは、「断ぜしめる」である。 
1128 『普賢行願讃』智軍釈 v.27 を参照のこと。 
494 
 
学と、無学、彼らすべての、すべての福徳についても（so soʼi skye bo dang slob pa dang mi 
slob pa / de dag kun1129 gyi bsod nams kun la yang）」1130ということである。「有学（slob pa）」








                                                   




1132 タルマリンチェン著『入行論の釈論・仏子渡岸（rGyal sras ’jug ngogs）』では、cp.1,v.4
において出る「人の義（skyes bu’i don）」を、「繁栄（Skt.abhyudaya、Tib.mngon par mtho ba）」




















い、すべての仏の境界となったもの（sangs rgyas thams cad kyi yul du gyur pa）、それらすべ
て〔の福徳〕に、私は随喜する。福徳をお作りになった彼らが、自身の福徳の資糧を現前
になさってから1141〔、般涅槃せずに〕居られることに対しても、大いに随喜する。私も随









                                                   
1140 D.sangs rgyas par byed pa rang sangs rgyas rnams so、P.N.sangs rgyas par byed par sangs 
rgyas rnams so 文脈よりデルゲ版の読みを採用した。 
1141 成仏を意味する。 










の蘊（集積）によって衆生を利益する増上意楽（ lhag paʼi bsam pa）を完全に浄化したいと






者たちは、世間における灯火のような者であるので「世間の灯火（ʼjig rten sgron ma）」で
あり、諸如来である1146。最高の菩提を悟り（Tib.rim par sangs rgyas,Skt.*vibuddha）1147、最
高となった仏〔の位〕（sangs rgyas）を獲得し、無執着を獲得した〔者である〕。すべての
































gdab pa）によっても完全に浄化するために、「涅槃を示そうとする彼らに（mya ngan ʼdaʼ ston 
gang bzhed de dag la）」ということ等をお説きになった。如来たち〔、すなわち〕彼ら仏に
より1152教化される衆生たちの利益を適宜なされてから仏の事業を完成したように、涅槃を
示すことを願われる、蘊の余依の余りない涅槃の界域（無余依涅槃界 phung poʼi lhag ma ma 
lus paʼi mya ngan las ʼdas paʼi dbyings）によって1153諸蘊を棄捨することを（yongs su ʼdor1154 
bar）願われる彼らに、「残りの者たち（skye bo lhag ma rnams）を成熟すべきために、涅槃
の都城に入らないでください。衆生を依るべ無くなさらないでください。残りの衆生たち
に対して、かつての誓願（本願）のそのとおりに利益をなしてください。」と私は勉励して
（Tib.rab tu bsgrims nas,Skt.*prayatnataḥ）、敬礼し、〔すなわち〕合掌すること等によって懇
願を立てる。「勧請（bskul pa）」は、私自身が〔他者が〕行って欲しいこと（Tib.byed par ʼdod 
pa,Skt.*kartukāma）を「勧請（bskul pa）」程度〔という〕に過ぎない。したがって懇願と勧
                                                   
1148 D.rang sangs rgyas、P.N.sangs rgyas デルゲ版の読みを採用した。  




1152 D.kyis、P.kyi デルゲ版の読みを採用した。  
1153 D.P.N.kyis 通常は「無余依涅槃界において」と考えられる。  





居られるようにも（zhing gi rdul snyed bskal par bzhugs pa yang）」ということ等をお説きに
なった。無辺の衆生の利益のために、すべての仏国土の極微細な塵の数に等しい劫に居ら
れるよう祈願する。したがって、すなわち衆生界がどれ程あろうと、衆生の1155利益の行い
は完全に成就していない。それゆえその利益を求める者（don du gnyer ba）たちは、般涅
槃しないと教示する。何のために居られるよう懇願するのかと思う者に対して、「あらゆ
る生物を利益し安楽〔にする〕ために（ʼgro ba kun la phan zhing bde baʼi phyir）」というこ











思（sems pa）の殊勝のもの（sems paʼi khyad par）であるそれらを、「敬礼する（phyag ʼtshal 
ba）」という語（sgra）として教示した1160。「供養（mchod pa）」は、無辺の供養の資具を、
                                                   
1155 D.ji tsam pa de tsam gyi、P.N.ji tsam du sems can gyi 北京版、ナルタン版の読みを採用
した。 
1156 D.pa’o、P.N.pa la’o 北京版の読みを採用した。 
1157 D.tshe ’di dang tshe ’di ma yin pa dang、P.tshe ’di dang tshe ’di ma yin pa’i dang 
1158 D.bar ’tshams、P.bar mtshams 北京版の読みを採用した。 













小乗〕の〔三〕蔵を修学したし、特に〔説一切有部の基本書〕『大毘婆沙論 Bye brag tu bshad 
























の相続（sems paʼi rgyun rnams）である。「随喜（rjes su yi rang ba）」は、すべての仏と菩薩
と声聞と独覚と凡夫（so soʼi skye bo）とが作ったものと、〔他者に〕作らせたものと、〔他
者が作った善への〕随喜との無辺の福徳の資糧になして、随喜するよう発趣した1162思の蘊
（sems paʼi phung po）1163である。「勧請（bskul ba）」は、衆生の利益をなされるべきため
に、かの正等覚した仏（mngon par rdzogs par sangs rgyas paʼi sangs rgyas de）、〔すなわち〕
法への恭敬（chos la gus pa）1164を生じるために勧請を受けられる1165者たちに対して、個々
に尊敬することが先行する1166、利益を求めることにより（don du gnyer bas1167）包摂され
た諸々の思の殊勝のもの（sems paʼi khyad par rnams）である。「懇願（gsol ba）」は、自ら
の諸々の行い（mdzad pa）を完成されてから、蘊の余りの無い涅槃の都城に去りたいと願
われた方々（bzhed pa rnams）に対して懇願を立てる。敬礼が先行する、滅（ʼgog pa）によ
って包摂された最高の思（sems pa mchog）1168が生ずる者たちである1169。そのように語っ
たとおりの仕方において（tshul du）、自相続を完全に浄化した殊勝のもの（khyad par）に
                                                   
1161 D.rtsa ba、P.N.kha ba デルゲ版の読みを採用した。 
1162 D.bzhugs、P.zhugs 北京版の読みを採用した。 
1163 思の蘊とは行蘊である。cf.櫻部建『倶舎論の研究 界品根品』（法蔵館、p.166、1979）、
本庄良文『倶舎論註ウパーイカーの研究 訳註篇上』（大蔵出版、2014、pp.89-91） 




1165 D.zhes、P.gzhes 北京版の読みを採用した。  
1166 D.’gro ba、P.’gro ba’i デルゲ版の読みを採用した。 









du gyur pa rnams）の1170眼前において確立してから、信〔という〕究竟の如意宝珠によって、
澄浄に1171した心によって、菩提に廻向しよう。無上の果の殊勝のものについて確定しよう。
〔すなわち〕その利益を成就する（Tib.nye bar bsgrub po,Skt.*upasaṃharati）という意味で
ある。そのようならば福徳の資糧を摂取するために、方便の殊勝のもの〔である、〕彼岸の





摂受する方便を成就することによって、「一切の勝者に随学した（rgyal ba kun gyi rjes su slob 
gyur te）」（v.17a）。方便によって支えられた、聖者〔である〕普賢の行1178を良く教示する、
良く解説する1179という、これによって、信解行地の内容（don）を包摂したことを教示し
た。「智慧の行を清浄にし（ye shes spyod pa rnam par dag byed cing）」1180ということについ




1171 D.dangs par、P.dang par 北京版の読みを採用した。 
1172 あるいは、「他者が及び〔も〕つかない」か。  
1173 D.dpogs pa、P.dpogs 
1174 D.sems kyi rgyun、P.sems kyis rgyun デルゲ版の読みを採用した。 
1175 D.byed na rtag tu byed pas、P.byed pas デルゲ版の読みを採用した。  
1176 ここの「三時」は分かりにくい表現である。いちおう日中の三回、夜間の三回を含意
した表現と理解した。 
1177 D.so sor sbyar bar、P.so sor sbyar 







る次第である1182。それの「清浄（rnam par dag pa）」は、修習1183を究竟させた〔第十地の〕
智（ye shes）〔波羅蜜〕1184によって〔である〕。これによって十地を包摂した。「菩提行を
完成して（byang chub spyod pa yongs su rdzogs byed cing）」（v.22a）ということについて、「菩
提（byang chub）」は、究竟の一切智者の智慧（thams cad mkhyen paʼi ye shes）である。そ
の「行（spyod pa）」は、仏の普光地を包摂したものを修習することである。それを「完成






paʼi sangs rgyas rnams dang）」という等々によって、信解行地の意味の次第を述べている。  
 過去の如来たちとは、〔無上の〕現等覚に関してであり、〔小乗のような〕蘊の余りのな
い〔無余依〕涅槃に関してではない。如来たちは無住処涅槃の界域に居られるからである。
「十方の諸世界に居られる方々（phyogs bcuʼi ʼjig rten dag na gang bzhugs pa）」ということ
は、諸々の変化身によって十方に現在〔いる〕衆生を成熟なさるという意味である。「供養
                                                   
1181 cf.辛嶋静志「法華経における乗（yāna）と智慧（jñāna） －大乗仏教における yāna
の概念の起源について－」（cf.田賀龍彦編『法華経の受容と展開』、平楽寺書店、1993） 
論書において、智慧と乗とが同値される用例として、ハリバドラ著〈宝徳蔵般若経釈〉が



























念を教示するために、「十方のいか程の、あらん限りの〔仏〕国土が（phyogs bcu ga laʼi zhing 
rnams ji snyed pa）」1187ということ等々をお説きになった。十方における存在する限りの仏
国土の特徴それらが、〔小〕石等々の過失がない安楽、利益が完成した極楽〔世界〕と等し
く清浄になりますようにということである。清浄だけではないので、そこに存在するすべ







1187 『普賢行願讃』サンスクリット本は「yāvata ke-ci daśad-diśi kṣetrās」、チベット訳は
「phyogs bcu ga laʼi zhing rnams ji snyed pa」である。智軍釈は「phyogs bcu gang gāʼi zhing 





















清浄であることを教示するために、「あらん限りの十方の衆生たち（phyogs bcuʼi sems can 





のではないかと思うものに対して、「無病でありますように（nad med gyur cig）」というこ
とをお説きになった。すべての時における、生来〔の苦〕と〔因縁による〕偶然の苦から
脱しますようにという意味である。その苦を離れ終わっても、それより極めて堪え難い貧
                                                   




ba kun gyi chos kyi don rnams ni）」ということをお説きになった。そのすべての衆生〔、つ
まり〕余りない諸々の衆生の集団の法の欲求が成就しますようにということである。「法






うものに対して、「かなっていますように（mthun par gyur cig）」1191ということをお説きに
なった。成就等々の苦悩がないことによって、たいそうかなっていますように、というこ
とである。そのようでなくても、求不得等々が作った苦がただ生じるだけだと思うものに










chub spyod pa dag ni bdag spyod cing）」ということ等々の六偈頌（tshigs su bcad pa rsa ba drug 
pa）等々によって、その方便（vv.1-12）以外のことを教示する1192。菩提心を失念しないこ
                                                   
1189 D.chos mi zad pa dbul ba la sogs、P.ches mi bzad pa dbul sogs 北京版を採用した。 
1190 D.kyi、P.kyis 北京版を採用した。 







（byang chub tu spyod pa）」とは菩提行である。その原因〔である〕聖者である普賢〔菩薩〕
の行い（ʼphags pa kun du bzang poʼi spyod pa）を慇懃になすことである。それを行って聞（thos 
pa）と思（bsam pa）等々の次第によって修（bsgom）しつつ、という意味である。それも







（skye ba dran par gyur）」ということをお説きになった。誓願を建立していなくても神等々





は死んで亡くなるという意味である。「生（skye ba）」とは生まれて特定の衆同分（ris mthun 
paʼi khyad par）を得ることである。生を念じ終わっても異生位においては在家となったた
めに、そしてその人と交友するために心相続（sems kyi rgyud）を修治しなかったので、資




                                                                                                                                                           
を忍波羅蜜、v.21 を精進波羅蜜、v.22 を禅定波羅蜜、v.23 を智慧波羅蜜、v.24 を方便波羅
蜜、v.25 を願波羅蜜、v.26 を力波羅蜜、v.27 を智波羅蜜にあてている。本文中に出る「六
偈頌（tshigs su bcad pa rsa ba drug pa）」は vv.13-18（布施波羅蜜）を指すと思われる。 













































うに身体、口、意の業を完全に清浄にしたことにより、「波羅蜜に勤め励み（pha rol phyin la 
rab brtson te）」ということ、あるいは「波羅蜜（pha rol tu phyin pa）」とは布施等々であり、
「自身の円満の究竟に赴くためである」〔と語源解釈される〕1194。従ってそれら〔波羅蜜〕
に勤め励んで極めて歓喜（shin tu mngon par dgaʼo）する。もしそうならば菩提心と離れる
ことにならないかと思うものに対して、「菩提心を決して失念しませんように（byang chub 
































かと思うものに対して、「余り無く（ma lus pa）」という〔限定〕によって差別した（bye brag 
tu byas）。纏1198およびその習気（kun nas dkris pa bag chags）も存在しないという意味であ
る。次第は、他生に赴いた時に忘念すれば、無始〔以来の〕他の世世生生における修習は、




























汚染なく成就することを教示するために、「諸々の業と煩悩、魔業から（las dang nyon mongs 





                                                   
1199 D.yid bzhin gyi nor bu lta bus sems can rnams la、P.yid bzhin gyi nor bus lta buʼi sems can 
rnams la デルゲ版を採用した。 
1200 D.sems kyi、P.sems kyis 北京版を採用した。 
Skt.√car（Tib. spyod pa）の持つ二義、「行う、実践する」と「動く、進む、移動する」をか
けた表現と思われる。仏十号の「明行足」の説明においても、このかけ言葉は使用される。 
1201 D.tshigs su bcad pa ʼdi、P.tshigs su bcad pa ʼdis デルゲ版を採用した。 
1202 D.mi dgos、P.mi gos 北京版を採用した。 
1203 D.las ni sems pa dang des byas pa ste、P.las ni sems dpaʼ dang des byas pa ste デルゲ版を




の煩悩からも（nyon mongs rnams las kyang）」とお説きになった。「煩悩（nyon mongs pa）」
とは貪等々であり、身体と心の相続を熱悩させ、有垢にするので諸々の煩悩である1204。も
し単独の業と煩悩だけから1205〔脱するの〕かと問えば、そうではない。では一体どうかと
問えば、「諸々の魔業からも（bdud kyi las rnams las kyang）」ということをお説きになった。
善法の妨害をするから諸々の魔である。それらも天子魔等々と、眷属（nye du）と、処（yul）
と、観察における分別（lta la rtog pa）等々である。 





 どのようにと思うものに対して、これは「蓮華が〔水で汚されない〕ように（ji ltar pad ma
〔chus mi chags pa bzhin〕）」という譬えによって明らかにされている。譬えば蓮華が水から
生じたならば、水によって汚染なく生じる。そのように自分もすべての境遇において貪愛
                                                                                                                                                           
des byas、玄奘.思及思所作）である。 
1204 cf.765 
1205 D.nyid tshe、P.nyi tshe 先行する「ʼgaʼ zhig」と対になる箇所であるため北京版を採用
した。 
1206 『倶舎論』「界品」に対応が見られる。以下のごとくである（本庄良文氏による御教示）。  
・サンスクリット本：Pradhan〔1975〕p.207,8-11 









（rjes su chags pa）と瞋恚等々1207を断じてから、汚染なく〔「進みますように（spyod par gyur 










苦を鎮める（ngan song sdug bsngal rab tu zhi bar byed）」ということをお説きになった。大
きな罪過を行ったことによって、諸々の善趣から悪〔趣〕に赴き転落するのだから「悪趣
（ngan song）」である1209。それら〔境遇（趣）〕において苦、不安楽を経験するこれらすべ












「adho gacchatīty adho-gā apāya-gāminaḥ /」 
（下に行く者が下に行く者であり、悪趣に行く者たちである。） 
・チベット訳：TPH〔出版年未詳〕p.292, l.20-p.293,1 
「ʼog tu ʼgro bas na ʼog tu ʼgro ba ste / ngan song du ʼgro ba rnams so / /」 
513 
 
てを鎮めるべきである。鎮めてからも、彼ら衆生を最勝なる特別の安楽（bde baʼi khyad par 
phul du byung ba）に立たせるべきである。「安楽（bde ba）」とは平安（sim pa）1210を経験
し、感覚器官（根）を饒益する。そのように現在生じた苦を取り除いて、譬えようのない
安楽を得させることにより、衆生の益を行ってから、未来の永遠の安楽に立たせるために、
「すべての衆生に利益を行おう（ʼgro ba thams cad la ni phan par spyad）」ということをお説
きになった。その「すべての衆生（ʼgro ba thams cad）」〔すなわち〕余り無い有情の衆を利
益するために、無上の涅槃に立たせるよう行うべきである。どこで行うのかと思うものに
対して、「諸方に国土がどれ程あろうと（phyogs rnams na ni zhing khyon ji tsam par ）」とい
                                                                                                                                                           
・漢訳：尊者世親造、唐玄奘訳『阿毘達磨倶舎論』（『大正蔵』29,no.1558,p.56b14-15） 
「謂堕悪趣、説名往下」 
1210 『倶舎論』「根品」に対応が見られる。色界の禅にも用いる言葉である。  
・サンスクリット本：Pradhan〔1975〕p.41,8-12 
duḥkhendriyam aśātā yā, kāyikī vedanā （7ab） 
aśātety apaghātikā, duḥkhaty arthaḥ /  
sukham / śātā（7bc）  







「lus tshor sim pa ma yin gang / / sdug bsngal dbang poʼo（v.7ab）/ / sim pa ma yin pa zhes 
bya ba ni gnod pa byed pa ste sdug bsngal zhes bya baʼi tshig go / sim pa ni bde baʼo（v.7bc）
/ lus kyi tshor ba sim pa ni bde baʼi dbang poʼo / / sim pa zhes bya ba ni phan ʼdogs pa ste / 
bde ba zhes bya baʼi tha tshig go /」 
・漢訳：尊者世親造、唐玄奘訳『阿毘達磨倶舎論』（『大正蔵』29,no.1558,p.14c7-14） 

















る聞（thos pa）と思（bsam pa）と修（bsgom pa）等々を自性とするもの、〔その菩提行を〕
「完成して（yongs su rdzogs par byed cing）という。〔すなわち〕成就して〔という意味〕
である。「諸々の〔普〕賢行を顕示して（bzang po spyod pa dag ni rab ston zhing）」というこ
                                                   
1211 『倶舎論』「界品」に対応が見られる。以下のごとくである。  
・サンスクリット本：Pradhan〔1975〕p.1,17ff. 




「ʼkhor ba ni ʼgro ba kun tu ʼchags paʼi gnas yin paʼi phyir dang / rgal bar dkaʼ baʼi phyir 









の教示の自性であるそれらを、衆生たちに教示し、説明し（rab tu ʼchad cing）、行うことで
ある。どれ程の時の間にと思うものに対して、「一切の未来劫において行おう（ma ʼongs 







を喜ばすことを引き受けて、同縁者（skal pa mthun pa）の菩薩と出会うことを教示するた
めに、「私の行いと等しく行う者（bdag gi spyod dang mtshungs par gang spyod pa）」という
こと等々をお説きになった。菩提心を発して〔普〕賢行を慇懃に行う他の者たち、彼らは
彼と縁が類似（skal ba ʼdra ba）するのだから「等しい（mtshung pa）」のである。その存在
（dngos po）はまさに等しい（mtshung pa nyid）。私と等しくなり、行いが一致する衆生た
ち、彼らと私が出会いますようにという〔意味である〕。「出会う（phrad pa）」とは交友す
ることである。身体と口と意によって、同じく普賢菩薩の誓願（『普賢行願讃』）を慇懃に
                                                   
1212 D.spyod paʼ i thabs、P.thabs デルゲ版を採用した。 
1213 D.ma ʼongs bskal pa kun tu spyod par ʼgyur、P.ma ʼongs bskal pa kun tu spyod gyur cig デ
ルゲ版を採用した。 













 これによって、縁が類似する菩薩と付き合うことによって、法を簡択する（chos rab tu 
rnam par ʼbyed pa）1217ために、信解行〔地〕によって包摂された智慧波羅蜜を教示した。 
 
（v.24）釈友釈和訳（D.Nyi216a1ff.）（P.Nyi246b8ff.）：今や、行いが等しい菩薩と相応し
て行うことを修習して、「私を利益するよう願う友人たち（bdag la phan par ʼdod paʼi grogs po 
dag）」ということ等々によって、善知識を歓喜させることを教示する。彼らに対して思う
者、あるいは私に機会が生じる者が友人たちである1218。「私を利益するよう願う（bdag la 






うものに対して、「いつでも意厭せず（nams kyang yid mi dbyung）」ということをお説きに
った。身体と口と意によって、彼の聖教と背反して行わないために一時でも彼らを嫌悪す




                                                   
1217 『倶舎論』における「慧」（大地法）の定義については本庄〔1995〕p.13 を参照のこと。  
「no.18.慧（prajñā）matiḥ prajñā dharma-pravicayaḥ（AKBh. 54, 22）慧とは智慧であつ
て、諸法の分析である。慧謂於法能有簡擇。（冠導 4, 3b7 ; 大 29, 19a20）」 
 『阿毘達磨雑集論』、『教次第大論』、『解脱荘厳』における「慧」の定義については、ツ
ルティム、藤仲〔2007〕p.235, 353 を参照のこと。『倶舎論』の定義と共通する。  
1218 D.gang dag la zhe ʼam bdag la、P.gang bdag la zhes / ʼam bdag la デルゲ版を採用した。 
1219 D.che、P.tshe 北京版を採用した。 







ち〕を私は現前〔に〕常に観察しよう（mngon sum rtag tu bdag gis rgyal ba blta）」というこ
と等々をお説きになった。「現前〔に〕（mngon sum）」とは目の当たり〔に〕であり、煩悩
から打ち勝った者（nyon mongs pa las rygal ba）〔すなわち勝者〕を観察すべきである。ど
れ〔程の〕間にと思うものに対して、「常に（rtag tu）」ということをお説きになった。〔す
なわち〕すべての時に〔という意味〕である。勝者ただ一人かと問えば、そうではない。
ではどうかと問えば、「仏子（菩薩）によって囲繞された主たち（sangs rgyas sras kyis bskor 
baʼi mgon po rnams）」ということを述べた。自他が現観（mngon par rtogs pa）して、事物と





して、「彼らに対してさらに広大な供養を致そう（de dag la yang mchod pa rgya cher bgyi）」
ということをお説きになった。仏および菩薩を含めた彼らを供養することは、種々なる種




                                                   



















rnams kyi dam paʼi chos ʼdzin cing）」ということ等々をお説きになった。「勝者たちの妙法
（rgyal ba rnams kyi dam paʼi chos）」ということについて、正士たちの法（dam pa rnams kyi 
chos）が「妙法（dam paʼi chos）」である。またはそれは妙でもあり、法でもあるので、「妙
法（dam paʼi chos）」である1223。「受持（ʼdzin）」ということは、失念しないやり方で句と
義（tshig dang don）を受持しつつ、自分の心を現前に置いて（mngon sum ʼjog pa）1224、仏・
世尊たちの妙法である聖教と証得の自性（bdag nyid）1225を受持し、「未来劫一切にわたっ
て行じよう（ma ʼongs bskal pa kun tu spyad par bgyi）」ということに結びつけた。妙法を受
持するだけなのかと問えば、〔そうでは〕ない。ではどうかと問えば、「菩提行を完全に教
示する（byang chub spyod pa yongs su ston par byed）」ということをお説きになった。「菩提












（byang chub）」とは、一切相を知る智慧（rnam pa thams cad mkhyen paʼi ye shes）である1226。
それゆえに、「行い（spyod pa）」は菩提行である。それを得させる方便が、波羅蜜の実践
（pha rol tu phyin pa bsgrub pa）の定義である1227。それを完全に教示することが、極めては
っきり説明すること（kun du rab tu bshad pa）である。慳（ser sna）の垢を離れた心によっ
て、他の諸世間にも赴いて、全く厭わずに衆生たちに、各々に応じて大乗の法を教示しつ
つ1228、ということの意味である。ただそれだけを行うのにすぎないのかと問えば、そうで
はない。ではどうかと問えば、「また、〔普〕賢行を修治し（bzang po spyod pa rnam par sbyangs 
pa yang）」ということをお説きになった。「賢（bzang po）」とは聖者普賢〔菩薩〕である。
その行が「賢行（bzang po spyod pa）」である。またはそれはすべての善を得させるから、
行いでもあり、賢でもあるので、「賢行（bzang po spyod pa）」である。それらを「修治（rnam 
par sbyang ba）」ということについて、完全に修治することが、「修治（rnam par sbyang ba）」
である。または前もって聞（thos pa）と思（bsam pa）程度によって心に志向して、増上さ









徳と智慧の資糧を教示するために、「またすべての有に輪廻する時に（srid pa thams cad du 
                                                   






1229 D.kyi、P.kyis 北京版を採用した。 
520 
 
yang ʼkhor ba na）」ということをお説きになった。ここで、生じることによって1230有（srid 
pa）1231すなわち「輪廻（ʼkhor ba）」である。それらはすべて（thams cad）でもあり、有（srid 
pa）でもあるので、「すべての有（srid pa thams cad）」である。三界すべてによって包摂さ
れた衆生たちである。業の力（dbang）あるいは誓願の力（stobs）によって、それら〔す
べての有に〕輪廻し、ある生からある〔生〕へ経過（brgyud pa）を経験する時、「一切の
功徳の無尽の蔵となりますように（yon tan kun gyi mi zad mdzod du gyur）」という最後〔の
句〕と結びつけた。「無尽の福徳と智慧を得て（bsod nams ye shes dag ni mi zad rnyed）」と
いうことについて、修習させるのだから「福徳（bsod nams）」であり1232、知るのだから「智
慧（ye shes）」である。福徳と智慧の無尽とは、窮尽しないことである。「得る（rnyed pa）」
とは、獲得（thob pa）、すなわちしっかり得ること（rab tu thob）である。そのように述べ
                                                   
1230 D.ʼbyung bar srid pa、P.ʼbyung bas srid pa 北京版を採用した。 
1231 例えば『倶舎論』「界品」に対応が見られる。以下のごとくである。 
・サンスクリット本：Pradhan〔1975〕p.2, ll.20-23 
「dharmāṇāṃ pravicayam antareṇa nāsti, 
kleśānāṃ yata upaśāntaye ʼbhyupāyaḥ /  
kleśaiś ca bhramati bhavārṇave ʼtra lokas,  






「chos rnams rab tu rnam ʼbyed med par nyon mongs rnams / / gang phyir nyi bar zhi bar bya 
baʼi thabs med la / nyon mongs pas kyang ʼjig rten srid mtsho ʼdir ʼkhyams te / / de bas de 
phyir ʼdi ni ston pas gsungs so lo / /」 
・漢訳：尊者世親造、唐玄奘訳『阿毘達磨倶舎論』（『大正蔵』29,no.1558,p.1b19-20） 







尽性（mi zad pa nyid）を得たいと望まれて、「慧、方便と、三昧、解脱と（shes rab thabs dang 
ting ʼdzin rnam thar dang）」ということ等々をお説きになった。了知（rab tu shes pa）するの
だから「慧（shes rab）」である。思念の対象（bsam paʼi don）を勉励の必要なく得させるの
で、「方便（thabs）」である。所縁において心を正しく受持するので「三昧（ting nge ʼdzin）」
である。諸々の障礙から心を個別に解脱させるので（sems bye brag tu thar par byed pas）「解
脱（rnam par thar pa）」である。述べたとおりのそれら〔慧、方便、三昧、解脱〕と、あら
ゆる善逝の子（菩薩）の相続における希有なる、存在する無数無量の他の功徳の集まりに
よってもまた、「無尽の蔵となりますように（mi zad mdzod du gyur）」ということである。












paʼi bsam pa dag paʼi sa）への発趣を教示する。それも八種類ある。  
 そこで、仏国土の観察に発趣するのは、「一塵上に塵〔の数〕と等しい諸国土があり（rdul 
gcig steng na rdul snyed zhing rnams te）」ということ等々をお説きになった、そのことであ









仏（zhing der bsam gyis mi khyab sangs rgyas rnams）」ということをお説きになった。諸仏の
国土それら各々にも仏世尊の不可思議で無数な功徳1234を観察する。「菩提行を行いつつ観
察しますように（byang chub spyad pa spyod cing blta bar bgyi）」という、後から出るこれと
結びつけた。ただ一仏を観察すべきなのか、と問えば、〔そう〕ではない。ではどうかと問

















1235 D.bar mtshams yod par bzhugs pa la zhes bya ba rnams blta bar byaʼo、P.mtshams yod par 
bzhugs pa rnams blta bar byaʼo 北京版の読みを採用した。 















すべての有為も同様である。すなわち「星、眼翳、灯明と（skar ma rab rib mar me dang）」
ということ等々の偈頌をお説きになったごとくである1239。よって、この智者たちが理と聖
                                                   








sarve ʼpi smaryate smārttaṃ na ca tat tādṛgarthavat / /（283） 






 あるいは『唯識二十頌』v.3,vv.16-17 を参照（cf.Levi〔1925〕pp.3-4, 8-9、山口、野
沢〔1953〕pp.29-30、pp.99-108）。 




教（rigs pa dang lung dag）により立証すべきことであるが、これを疑うべきでない。また
は瑜伽力によって、すべての極微細な事物の住処が、望むその程度に広くなる。 
 
 今や、「同様に残らずすべての方角における（de ltar phyogs rnams ma lus thams cad du）」
ということ等々によって、修習を広く行うことを教示する。「同様に（de ltar）」というの
は、述べた通りのやり方においてである。「残らずすべての方角における（ma lus phyogs 
rnams thams cad du）」というのは、すべて残らず十方における、極微各々の上における、
海のような仏に対して信解し、発趣するという〔意味〕である。そのように方角について
遍満すよう教示してから、時について遍満するよう教示するために、「愚者の道において
（byis paʼi lam du）」ということを〔『普賢行願讃』に〕お説きになった1240。「愚者（byis pa）」




「tārakā timiraṃ dīpo māyā-avaśyāya budbudaṃ 
supinaṃ vidyud abhraṃ ca evaṃ draṣ.tavyaṃ saṃskṛtam」 
・チベット訳：ʼPhags pa Shes rab ki pha rol tu phyin pa rdo rje gcod pa zhes bya ba theg pa chen 
poʼi mdo（D.no.16, Ka.132b5-6、P.no.739, Tsi.175b5-6） 
「skar ma rab rib mar me dang / / sgyu ma zil ba chu bur dang / /  
rmi lam glog dang sprin lta bur/ / ʼdus byas de ltar blta bar bya / /」 
・漢訳：鳩摩羅什訳『金剛般若波羅蜜経』（『大正蔵』8,no.235,p.752b28-29） 







 同経釈論の理解については宇井〔1963〕pp.412-413 を参照。 





                                                                                                                                                           
tsam khyon）と理解するところを、「愚者の道」（Skt.bāla-patha、Tib.byis paʼi lam）と理解し
た表現。仏典における一種の掛け言葉である。釈友は、Skt.vāla-patha に「毛先」「愚者の
道」の二義を読み込んで注釈する。 




「bālo hi pratītya-samutpannaṃ saṃskāra-mātram idam ity aprajānan 
ātma-dṛṣ.ty-asmimānābhiniviṣ.ta ātmanaḥ sukhārtham asukhārthaṃ (aduḥkhārthaṃ） vā 
kāyādibhis trividhaṃ karmārabhate āyati-sukhārthaṃ pu.nyaṃ sukhādhuḥkhāsukhārtham 
ānaiñjam aihika-sukhārtham apu.nyaṃ tasyāvidyā-pratyayāḥ saṃskārāḥ karmākṣepa-vaśāc ca 








「byis pa ni rten cing ʼbrel par ʼbyung ba ʼdu byed tsam ʼdi mi shes pas bdag tu lta ba dang / 
ngaʼo snyam paʼi nga rgyal la mngon par zhen cing bdag nyid bde baʼi don tam / bde ba yang 
ma yin sdug bsngal yang ma yin paʼi don du lus la sogs pa dag gis las rnam pa gsum rtsom ste 
/ tshe phyi ma la bde baʼi don du ni bsod nams / bde ba dang / bde ba yang ma yin sdug bsngal 
ba yang ma yin paʼi don du ni mi gyo ba / tshe ʼdi la bde baʼi don du ni bsod nams ma yin pa 
rtsom ste / de dag ni ʼdiʼi ma rig paʼi rkyen gyis ʼdu byed dag yin no / las kyi ʼphen paʼ i 
dbang gis rnam par shes paʼi rgyun srid pa bar ma dang ʼbrel paʼi phyir me ʼbar ba ʼgro baʼi 





するということに結びつける。仏国土を完全に清浄にすることは、自身の光輪（rang gi ʼod 
kyi dkyil ʼkhor）の光によって、黒闇を残らず取り除くために、太陽たる仏は常に昇った 1244。
そのために、それら〔仏国土〕において諸菩薩は常に目覚めるので、時の施設自体はない。
星宿（gzaʼ dang skar ma）の集まりはないために、昼夜等々の施設はないために、時の施設
はない1245。仏国土の観察に発趣すること、このことによって、先ず（thog mar）真如を証





























































よう述べてから、今や、「海のような一つの言葉の音声の支分をもって（gsung gcig yan lag 
rgya mtshoʼi skad rnams kyis）」ということ等々によって、仏説に発趣することを教示する。
それについて語マンダラの一鏡の浮昇（gsung gi dkyil ʼkhor gyi me long gcig shar ba）1247に

























おいて、〔仏は〕すべての衆生の音声の映像（dbyangs kyi gzugs brnyan）1248を同時に認得す









とが知られない音声に（gsung dbyangs zad mi shes pa de dag la）」ということ等々をお説き
になった。「音声（dbyangs）」とは、何かについて述べるべきこと（所詮）、そして述べる
もの（能詮）1251との事柄によって、述べるべきこととして分別しないから1252、〔その場合〕












の行為についても無垢となるから（Skt.kāya-vāk-citta-karma.nām / daśānām api vaimalyāt）」
と挙げる（cf.Hahn〔1982〕pp.148-149, cp.5,v.43、瓜生津〔1991〕p.308）。 
1250 釈友釈 v.19 において、「信解行地によって包摂された戒波羅蜜」についてすでに議論
されている。 






shes pa de dag la）」というのは、あらん限りの衆生界の究竟において〔という意味〕である。
「すべての三世に来られた勝者たちの（dus gsum gshegs paʼi rgyal ba thams cad kyi）」とい
うのは、三つの世界に来られつつ、居られるのだから、「三世に来られた者（dus gsum gshegs 




ラ（gsung gi dkyil ʼkhor gcig）（cf.v.30）が包摂した言葉は、およそすべての特徴を具えたそ
れらによって、すべての方角と時に居られる仏世尊たちの法を、教化対象者の思念の別々
により、個々別々に説明すべきである、と説明した。それ自体を教示するために、「輪の




〔普〕賢行によって成就された、勉励によって得た最勝の慧（shes rab phul du byung ba）、
これによって1254発趣すべきであるという意味である。法輪を転じることに発趣すること、
それによって、如実に説法者（chos bstan pa）は常なる光明（rtag paʼi ʼod kyi snang ba）に
よって、自他の相続にある無明の闇を取り除くために、〔第三〕発光地1255をも教示して、
                                                                                                                                                           
1252 D.rtog、P.rtogs デルゲ版の読みを採用した。  
1253 D.grol bas、P.ʼgro bas 北京版の読みを採用した。 













が入った劫に（ma ʼongs bksal pa thams cad ʼjug par yang）」ということ等々をお説きになっ
た。無分別智の瞬間である一鏡面（rnam par mi rtog paʼi ye shes kyi skad cig me long gi dkyil 
ʼkhor gcig）1258において、未来の生じるであろうすべての劫は入るべきものであり、所属







世の量〔ほど〕の劫があったとしても（gang yang dus gsum bskal pa tshad de dag）」という
こと等々をお説きになった。これによって、一瞬間に一瞬によってすべての劫に発趣して、
所属すべきである。そのように特別の行いを教示することと、精進波羅蜜1260を行うことに
                                                   
1256 『瑜伽論』にある「don gyis na」（Skt. arthatas／義意）を参照した（cf.横山、廣澤〔1997〕
p.553b）。 






1259 D.dkyil ʼkhor gyis bskor ba thams cad、P.dkyil ʼkhor gyi bskor ba thams cad  デルゲ版を
採用した。 
1260 ）釈友釈 v.21 において、「信解行地によって包摂された精進波羅蜜」についてすでに
532 
 





に属する人師子たちがおり（dus gsum gshegs pa mi yi seng ge dag）」ということ等々をお説
きになった。過去と未来と現在の時に来られた人師子であり、人中の最勝の人（miʼi gtso bo）








勝地1263に発趣するよう教示し、「幻のようなもの（sgyu ma lta bu）」等々の三昧力を得るよ





るから（Skt.saṃyag-jñānārcir udbhavāt）」と挙げる（cf.Hahn〔1982〕pp.150-151, cp.5, v.47、
瓜生津〔1991〕p.308）。 













示するために、「三世の〔見事な〕国土の荘厳があり（gang yang dus gsum dag gi zhing bkod 
pa）」ということ等々をお説きになった。三世により包摂された諸国土の、種々の色形の荘
厳の特別の飾り等々の自性である、それらを極微細な一塵に信解の知（mos paʼi shes pa）
によって現前にすることが「成就（mngon par bsgrub pa）」である（cf.『瑜伽論』「威力品」）。
一塵の上にそうあるごとく、十方の極微の各々にも間断なく、信解によって〔諸国土の荘










                                                                                                                                                           
瓜生津〔1991〕p.309）。 
1264 釈友釈 v.22 において、「信解行地によって包摂された禅定波羅蜜」についてすでに議
論されている。 





















したから〔第七〕遠行地（sa ring du song ba）1269を教示して、無分別智を具えたことによ
って、一処に住しても方便によって、すべての仏国土に身体を同時に示す1270ために方便波













「de ltar sdig pa thams cad rnam par dag pa de la / sangs rgyas bcom ldan ʼdas de dag nyid 
kyang / sems can rnam par thar par bya ba kho naʼi phyir / zhal nye bar ston par mdzad do / / 








神力と（kun du myur ba’i rdzu ’phrul stobs rnams dang）」などという二種類の偈頌によって、
十種類の力をお説きになった。そのうち「円満（’byor ba）」は、「神力」である。心によっ
                                                                                                                                                           
ʼbru rnam pa sna tshogs nye bar ston par mdzad kyang chos kyi dbyings las kyang mi gyo la / 
sems can mos pa sna tshogs dang ldang pa rnams mos pa ji lta ba bzhin du / rnam par tha r par 











「tasyaivaṃ sarvapāpaviśuddhasya tatra ca buddhā bhagavanto mukhāny upadarśayanti 
sattvavimokṣārtham eva / nānāvyañjanākāram upadarśayanti vibhrāntabālapṛthagjanānāṃ 










の差別を教示するために、「普く迅速（kun du myur ba）」とお説きになった。「何を望もう
とも」そして「いかに望もうとも」ということなどまで、すべてにおいて障害なく（ thags 
thogs med par）赴くからである。「乗（theg）」とは、大乗などの差別によって三種類の「乗」
である。そのうち「大乗（theg pa chen po）」は、菩提道の果を具えている1275。十地と波羅
                                                   
1272 D.sems kyis、P.sems kyi 




と教示した。（de’i byang chub sems dpa’i lam ’bras bu dang bcas pa la theg pa chen po zhes bstan 

























う（kun nas sgo yi）」とお説きになり、教化対象者のとおりにあらゆる種類の差別1276を授
記する（gdul bya ji lta ba bzhin du rnam pa thams cad kyi khyad par lung ston pa）という意味で
ある。「普く功徳を行う力と（kun du yon tan spyod pa’i stobs rnams dang）」というのについ
て、「行（spyod）」は、普賢菩薩行を行うこと（byang chub sems dpa’ kun du bzang po’i spyad 
pa spyod pa）である。その力は、所対治によって制伏されず、かつそれによって制するこ
とができる。それゆえ、深く、広大で、完全に清浄で、無数である、不可思議なことが完
全に成就するから、「普く功徳（kun du yon tan）」とお説きになった。「普く遍満した慈力
（kun du khyab pa byams pa dag gi stobs）」ということについて、「慈（byams pa）」は、あら
ゆる衆生に利益と安楽とを成就する思念を定義とする1277。その力によって、瞋など「衆生
を悩害するもの（sems can la rnam par ’tshe ba）」などを定義とするものによって制伏されな
い。「普く遍満した（kun du khyab pa）」とは、三界に属する三苦（苦苦・行苦・壊苦）を
具えた衆生すべてを対象とするからである。「普く厳浄な福徳力と（kun du dge ba’i bsod 
nams stobs rnams dang）」というのについて、「福徳」とは、布施と戒などの思念であり、浄
らか（gtsang ba）にするからである。その力は、貪などによって制伏されず、それによっ
て制することができる。「普く厳浄（kun du dge ba）」というのは、加行（sbyor ba）と本〔行〕
（dngos gzhi）と結〔行〕（mjug）などと、小（chung ngu）と中（’bring）と大（chen po）
との種類によっても完全に清浄である（Skt.*pariśuddhi、Tib.yongs su dag pa）という意味で
ある。「無執着となった智慧力（chags pa med par gyur ba ye shes stobs）」というのについて、
                                                   
1276 D.khyad par、P.phyad par 訳としては次案も考えた。すなわち「教化対象者のあらゆ
る種類の差別に応じて授記する」である。  









義とする、という意味である1281。「慧と方便と三昧との力によって（shes rab thabs dang 
ting ’dzin stobs dag gis）」というのについて、「慧」とは、法の分析である1282。有漏と無漏
などの差別〔である〕諸法を分析し1283、心所有法をそれによって1284断定すること（yongs 
su gcod pa）、それを｢慧｣という1285。その力によってすべてにおいて無碍になれる。｢方便
                                                   










1283 D.bye brag chos rnams rab tu rnam par ’byed pas、P.bye brag tu chos rnams rab tu rnam 
par ’byed pa 北京版の読みを採用した。 





「punar aparaṃ subhūte tathāgata imāṃ prajñā-pāramitām āgamya aprameyāṇāṃ sattvānāṃ 
sāsravāṇi cittāni sāsravāṇi cittānīti yathā-bhūtaṃ prajānāti / kathaṃ ca subhūte tathāgata 




                                                                                                                                                           
yathā-bhūtaṃ prajānāti asvabhāvāni subhūte tāni cittāni asat-saṃkalpāni / evaṃ hi subhūte 
tathāgata imāṃ prajñā-pāramitāṃ āgamya aprameyāṇāṃ sattvānāṃ sāsravāṇi cittāni sāsravāṇi 
cittānīti yathā-bhūtaṃ prajānāti / / 
punar aparaṃ subhūte tathāgata imāṃ prajñā-pāramitām āgamya aprameyāṇāṃ sattvānāṃ 
anāsravāṇi cittāni anāsravāṇi cittānīti yathā-bhūtaṃ prajānāti / kathaṃ ca subhūte tathāgata 
imāṃ prajñā-pāramitām āgamya aprameyāṇāṃ sattvānāṃ anāsravāṇi cittāni anāsravāṇi 
cittānīti yathā-bhūtaṃ prajānāti abhāva-gatikāni subhūte tāni cittāni anābhogāni / evaṃ hi 
subhūte tathāgata imāṃ prajñā-pāramitāṃ āgamya aprameyāṇāṃ sattvānāṃ anāsravāṇi 























る。「三昧（ting ’dzin）」は、専一趣心（sems rtse gcig pa）である1288。望むもの（対象）を
縁じて、心を他に移さない。その力は、無辺の事物が対象となっている。したがって、述
べたとおりの功徳〔、すなわち〕所対治によって屈服しない1289菩提資糧を完成しよう、と
いうこれが「〔菩提〕力（〔byang chub〕stobs）」である。十の力（stobs bcu po）は1290所対
治によって不動であるから、〔第八〕不動地を教示した。含意により（don gyis na）願波羅





業の力を清浄にして（las kyi stobs rnams yongs su dag byed cing）」ということ等々をお説き
になった。「業の力（las kyi stobs）」とは、業の力であり、大であることにより1293異熟〔因〕
として確定している。それを「清浄にする（yongs su dag byed）」とは、悪趣のあらゆる苦1294
業を断つことである。「煩悩（nyon mongs pa）」とは、貪等々である。身体と心とを一切に
おいて煩わせるからである。それらの「力（stobs）」とは、大と中との自性（rang bzhin）
である。それを一切において「摧破する（ʼjoms par byed pa）」とは、現行しないこと（kun 
du mi spyod pa）、その習気をも断つことである。「諸魔（bdud rnams）」とは、蘊〔魔〕と死
                                                                                                                                                           
ィム、藤仲〔2002〕p.192）と説かれる。 
1287 D.khyad par gyis、P.khyad par gyi 北京版の読みを採用した。 
1288 cf.本庄〔1995〕p.14 直前の記述と合わせて「止観双運」ということになる。『解深密
経』には、止観により三乗の善法すべてが包摂されるという。 
1289 D.mi choms pa rnams kyi、P.mi choms pa rnams kyis デルゲ版の読みを採用した。 
1290 D.stobs bcu po、P.stobs bcu pos デルゲ版の読みを採用した。 
1291 釈友釈 v.25 において、「信解行地によって包摂された願波羅蜜」についてすでに議論
されている。願波羅蜜は第八不動地において、特に優れるといわれる（cf.『十地経』） 
1292 北京版は欠如。 












治の相の実践（sgrub pa）である。これをもって、すべての所対治分を征服すること（zil gyis 
gnod pa）と、無上の普賢行との力を獲得した、力波羅蜜を教示した。そのために、ここで、




自己の功徳が完全に成就するために、「海のような〔仏〕国土が清浄になり（zhing rnams rgya 
                                                   
1295 D.kyis、P.kyi 北京版の読みを採用した。 
1296 D.bsam gtan gyi stobs dang thabs kyis、P.bsam gtan gyi stobs thabs kyis デルゲ版の読みを
採用した。 
1297『十地経』第九地「善慧地」の末尾に説かれる。 
【出典原拠】サンスクリット本：Kondo〔1936〕（p.166.iyaṃ bhavaṃto jina-putrā bodhisattvasya 
sādhu-matī nāma navamī bodhisattva-bhūmiḥ samāsa-nirdiśataḥ / vicistaraśaḥ punar 
aparyanta-kalpa-nirdeśa-niṣṭhāto ’nugaṃtavyā /）＝チベット訳：Tr.Jinamitra,Surendrabodhi,Ye 
shes sde,Sangs rgyas phal po che zhes bya ba shin tu rgyas pa chen po’i mdo（D.no.44 通帙第三
六,Kha.258a5.kye rgyal ba’i sras dag / / ’di ni byang chub sems dpa’i sa legs pa’i blo gros shes bya 
ba ste / byang chub sems dpa’i sa dgu pa mdor bstan pa’o / / rgya cher ni bskal pa mu med bas 





















う意味である」と述べる（cf.ツルティム〔2003〕p.221、Tr.Dharmaśrībhadra,Rin chen bzang 
po,De kho na nyid bsdus pa’i rgya cher bshad pa ko sa la’i rgyan（D.no.2503,Yi.90b3））。この金
剛頂経系統の理解に対して、大日経系統の理解は、ブッダグフヤ著『大日経広釈』「2 （身）
曼荼羅建立の真言蔵の章」に出る（cf.酒井〔1987〕pp.90-91）。語源解釈としては、「（酒井

















等々の過失はないものである。そのようになら、無上の仏の芽（sangs rgyas kyi myu gu）1304
が生育可能であるから、心こそが仏国土1305、〔すなわち〕果等々の田畑のごとくである1306。
                                                                                                                                                           
量寿経』「国土清浄願」（サンスクリット本 30 願＝チベット訳 31 願＝『無量寿経』31 願＝
『如来会』31 願＝『荘厳経』25 願.cf.香川〔1984〕pp.132-133）がある。以下のとおりであ
る。 


























（khang pa brtsegs pa）と、園林（skyed mos tshal）と、無量宮（gzhal med khang）と、飾り
と、衣服等々、種々の特別な種類の資具、天〔界〕と人〔界〕とから1310超え出たものによ
って飾られており、あらゆる世間を超えた〔出世間の仏〕身により教化する、信解とおり
の威儀をもって居られる者たち、〔すなわち〕諸々の大菩薩の衆のマンダラ（byang chub sems 
dpaʼ chen poʼi ʼkhor gyi dkyil ʼkhor rnams）1311に、甚深であり広大な経典（mdo sde）を教示













1309 D.ston pa’i、P.ston pa’i phyir 北京版の読みを採用した。 
1310 D.mi las、P.mi’i las デルゲ版の読みを採用した。 









su sbyong ba）。これが海のような〔仏〕国土を清浄にすることである。  







たいそう清浄になった（shin tu rnam par dag pa）1316大威力が、余りない衆生界を利益し、
仏の菩提を得させ、最高の究竟に到らせる。極微（極微細な塵）の数それらに等しい「海
（rgya mtsho）」とは、仏と菩薩各々の相続に在す資糧（tshogs）である。それら〔諸法〕
を「観察させる（mthong par byed pa）」とは、無分別智（rnam par mi rtogs paʼi ye shes）の
                                                   
1312 受用身により地上の菩薩を教化すること。 
1313 D.bskal pa、P.skal ba 文脈から「時間」と「劫」では意味の重複もあるので、北京版
の読みを採用した。 
1314 D.gis、P.gi デルゲ版の読みを採用した。  
1315 「法（Skt.dharma）」の語義解釈。『倶舎論』「界品」冒頭からの引用である。【出典原拠】




Chos mgnon pa’i mdzod kyi bshad pa（no.4089,Ku.27a6-7.nges pa’i tshig tu rang gi mtshan 







鏡面に置くこと（rab tu ʼgod pa）である1317。 
〔第四（v.39d）、〕「智慧（ye shes）」とは、仏・世尊〔すなわち〕無数劫にわたり福徳と
智慧との資糧を積んだ者が、〔色界の最上位である〕色究竟天（ʼOg min pa rnams）の中に
おける、天の王の住処〔である〕、たいそう賢れた重閣1318に居られる者たちの〔かつて〕
行い難いことの百千1319によって修治した四種類〔の智慧である、〕円鏡のようなものと、
平等性と、妙観察と、成所作と〔も〕いう、〔すなわち〕種々の迷乱（ʼkhrul pa rnam pa sna 
tshogs）を離れた無垢なる特別の「金剛のような三昧（金剛喩定）」によって1320分別の網（rtog 



























































par byed）」とは、善知識の力による、妙法の聴聞（dam paʼi chos mnyan pa）と、如理の作
意と、修習の次第をもって現前にすることである。 
〔第五（v.40a）、〕「修行（spyod pa）」とは、あらゆる者に、供養することと、敬礼する
ことと、罪悪の懺悔と、随喜と、勧請と、祈願と、廻向（yongs su bsngo ba）1323と、あら
ゆる者への饒益と、菩提心等々と、波羅蜜と、地が完成すること等々の相である。声聞と、
独覚と、初地〔歓喜地〕に住する菩薩、すべてがただ思ったほどによって※……1324。それ
                                                                                                                                                           
『大日経疏』、『菩提心論』が知られている。大乗の修道論との関係において、上記を良く
整理したものに、ケードゥプ・ジェ（mKhas grub dge legs dpal bzang po. 1385-1438）の『タ


















1324 D.skrag par byed pa’o、P.sprag par byed pa’o 
549 
 
を「清浄にして（rnam par dag par byed pa）」とは、資財（dngos po）と、時と、方向の区別
と、包摂と、増大させるべきこと1325と、他者への饒益と、自相続を浄化すること等々、諸々
の教示されたとおりに器と、数量と、時と、場所の区別と、資具の安置を化作する（rnam 
par dgod pa sprul pa）等々の、特別の行いの諸々の究竟させた、信解力により成就すること
である1326。 
〔第六（v.40b）、〕「誓願（smon lam）」とは、〔他のものではなく〕慧（般若）のまさし
く差別（shes rab kyi bye brag nyid）である1327。自己と他者とに、方便を具えた利益の多く














































1329 D.P.mthar ’byin pa ここの「’byin pa」を「phyin pa」と読み替えた。広く『般若経』で
は、陀羅尼、三昧、般若波羅蜜が説かれる。なお、ここの「慧」は第六地の根本無分別智、
「智慧力」は第十地の後得清浄世間智を指す。 
1330 D.yongs su rdzogs par byed pa’o、P.rab tu rdzogs par byed pa’o 














供養雲により1338、無辺の虚空のマンダラ（nam mkhaʼi dkyil ʼkhor mthaʼ yas pa）を遍満して、
その〔マンダラの〕各々についても無辺の時にわたって1339しっかり述べることが「供養


















1337 D.bkod pa khyad zhugs pa、P.bkod par khyad par bzhugs pa 
1338 D.kyi、P.kyis このあたりはテキストの確定が困難である。北京版の読みを採用した。  









中劫（bar gyi bskal pa gnyis pa）である。そのように十八〔中劫〕の終わりに〔至り〕、一











                                                   
1340 『倶舎論』「世間品」からの趣意引用である。  
【出典原拠】サンスクリット本：Pradhan〔1975〕（pp.179,25ff.）＝和訳：山口、舟橋〔1955〕
pp.460-462 











よっても、怠惰にならないことが「倦むことがない（mi skyo baʼo）」である。 




するであろうことを教示するために、「三世に属するどんな勝者〔たち〕にも（gang yang dus 






世に属する勝者（dus gsum du gshegs paʼi rgyal ba）」である。菩提のために行ずることが「菩
                                                   
1343 例えば、水すなわち洪水、火すなわち火災など。 
1344 D.grang pa、P.grangs pa 北京版の読みを採用する。こうした妨害のない環境の希求が、
極楽往生への願望へとつながる。 
1345 D.rgyun mi ’chad par、P.rgyun mi mchad par デルゲ版の読みを採用する。  
1346 「究竟」との対比で用いられているのか。 







例えば Monier 梵英辞書には、「death,time of death（often personified and represented with the 














 「一切の勝者の子（仏子）の長子（rgyal ba kun gyi sras kyi thu bo pa）」ということ等々
の三偈（vv.42-44）により教示する。そのうち、菩薩とは、世尊は他の諸経（mdo gzhan dag）
1352に、大欲の者（ʼdod chen pa）と、大欲でない者（ʼdod chen pa ma yin pa）との二種類を
教示した。大欲の者とは、正覚へ発心してから、徐々に資糧が円満に完成して、無上正等






                                                   
1350 陳那釈：smon lam gyi khyad par 
1351 深まり（底）と奥行き（彼岸）とをもって、自己の内面の深化と、他者への教化の範
囲が示されていると理解した。 








心したからである。先〔に発心した〕者たちの中には、聖者〔である〕弥勒（ʼPhags pa Byams 
pa）〔がいる〕。そのうち、法身の等流（chos kyi skuʼi rgyu mthun）から生まれたから1354、
彼〔、すなわち弥勒菩薩〕は「一切勝者の子（仏子）（rgyal ba thams cad kyi sras）」である。
「彼の名前は普賢という（gang gi ming ni kun du bzang zhes bya）」ということは、彼の名前
は、各別の仏国土の眷属のマンダラにおいて、一切相が賢れているから、一切の仏により、
「普賢（すべてにおいて賢れた者）、普賢（kun du bzang po kun du bzang po）」と〔繰り返
し〕顕示された1355。「その賢者と（mkhas pa de dang）」ということは、一切の如来がお説
きになった、無上無量の大乗の一切相において、聴聞（nyan pa）し、…※（len pa）し、
…※（ʼdzin pa）し、解説（ʼchad pa）し、簡択（rnam par ʼbyed ba）する1356から、善巧（mkhas 
pa）であるので「賢者（mkhas pa）」という。自己の1357身と、語と、意との、無極無辺（mthaʼ 
yas mu med）の特別の行によって応じた功徳（mthun paʼi yon tan）が成就した、菩薩行の大
























・（v.43）釈友釈（D.Nyi.225b7ff.）（P.Nyi.257b8ff.）：そのようにその無差別（bye brag med 
pa）の行に応じて完全に廻向することを述べてから、今や、区別を教示するために、「身と
語と意も清浄にして（lus dang ngag dang yid kyang rnam dag cing）」ということ等々をお説
きになった。 





                                                   
1358 「普賢行のマンダラ」については、（1）桂〔1995〕p.27 に津田真一説（cf.『大乗仏典 

















rnam par dag pa）」である。 
〔第二、〕「語が清浄になった（ngag rnam par dag pa）」とは、音声の一つのマンダラ
（dbyangs kyi dkyil ʼkhor）に一切の言語（skad thams cad）を示す。〔すなわち〕音声（sgra）
を示現（kun du ston pa）すること1362等々の、無数の功徳の資糧を具えたことが、「語が清
浄になった（ngag rnam par dag pa）」である。 
〔第三、〕「意が清浄になった（yid rnam par dag pa）」とは、瞬間ごとに、あらゆる行輪
（spyod paʼi ʼkhor）1363を現前にし、あらゆる十方とすべての時に居られる一切の諸仏を現
前にし、無辺無量の個々の諸法を現前にすること1364等々の、無量の功徳の資糧を具えたこ
とが、「意が清浄になった（yid rnam par dag pa）」である。身と語と意が清浄になったこと、
これによって行が清浄になるので、 
〔第四、〕「行の清浄（spyod pa rnam dag）」ということをお説きになった。普賢行を始め
た1365とおりに、波羅蜜と、禅定と、三昧と、等至1366とが清浄になったことが、「清浄にな




















った（yid rnam par dag pa）」である。 
〔第五、〕そのように身と語と意とが完全に清浄になったので、行が完全に清浄になった
〔それ〕だけに尽きたのか、と問えば、〔仏〕国土が清浄にもなるので、「諸〔仏〕国土の







これが五種類〔すなわち、身、語、意、行、仏国土〕の清浄（yongs su dag pa）である1367。
そのために大菩薩、世尊1368、かの明晰なる普賢賢者1369の完全な廻向が（kun du bzang po 
mkhas pa gsal ba deʼi yongs su bsngo ba）と同じように、〔『普賢行願讃』を読誦する、行者で
ある〕私の廻向も〔その〕五種類を完全に清浄にせんがために、「そのようになりますよう






















すべきである、と教示するために、「〔普〕賢行によって普く厳浄となるために（kun nas dge 
ba bzang po spyad paʼi phyir）」ということ等々をお説きになった。一切相において美しく、
自性により相続が清浄であるから「善（dge ba）」である1371。最高に意を奪い、最高に美




























いて（ma ʼongs pa bskal pa kun du）」ということをお説きになった。未来に生ずるであろう、
一切の無辺の劫においてである。そこにおいても瞬間ごとに、勝れた特定の歓喜（歓喜地）
（rab tu dgaʼ baʼi bye brag khyad zhugs pa）を得てから1374、少しも疲れなく、身と心が疲れ
なく、という意味である。そのような、彼岸が計りしれない（pha rol mi dpog pa）1375誓願
を行ったならば、「ある者は〔その〕間で退転することもありうる」と思う者に対して、区
別を教示するために、「彼のあらゆる行を完成しますように（bya ba de kun ma lus rdzogs par 
bgyi）」ということをお説きになった。望むとおりの、その誓願行が完成することにより、
成就すべきである。「すべて（kun）」ということは、教示したごとくのものである。「余り
ない（ma lus pa）」とは、極微ほども余りなくという意味である。  
 そのように、清浄になったその業の八つと、菩薩に随学するよう完全に廻向したこと、
                                                                                                                                                           























十地における福徳と智慧との資糧を増大させてから、金剛喩定（rdo rje lta buʼi ting nge 
ʼdzin）を獲得し、障碍の相続を余さず完全に尽きさせてから、第十一地の仏地が普光地（kun 
du ʼod）1380において1381、再び福徳と智慧との資糧が無量になり、尽きることが知られない




























がありませんように（tshad yod par ma gyur cig）」ということ、すなわち、そのように無量
の極みに至ることになるだろう。「何か単独の行がそのように広大になるのか、あるいは他
の〔行〕も〔そうなるのか〕」と思う者に対して、「功徳も量が捉えられませんように（yon 





                                                                                                                                                           
pa Shes rab kyi pha rol tu phyin pa brgyad stong pa’i bshad pa, mNgon par rtogs pa’i rgyan gyi 










地（sangs rygas kyi sa）を説明するとされる」という。この指摘は本作 v.39d 釈、v.45 釈の
文脈と一致するので重要である。 
1382 陳那釈等々に出る、第 8 章「それ（廻向）の区分」、第 9 章「それ（廻向）の究竟」、




par ma gyur cig）」ということ、それは瞬間ごとに1384、無辺の百コーティの功徳を得たので、
功徳は量が超えている。「無量の行に住してからも（spyod pa tshad med pa la gnas nas 
kyang）」ということは、そのように無量の行に住して、とどまってから〔という意味〕で








mthar thug gyur pa ji tsam par）」ということ等々をお説きになった。無辺の虚空の究竟の程
度に、私の誓願の極み（mthaʼ）もその程度である、ということである。「究竟（mthar thug 
pa）」とはとどまること（nges par gnas pa）であり、無辺際というの意味である。このよう
に虚空が無辺であるごとく、そのごとく私の誓願も無辺でありますようと説明したのであ
る。そのようならば、虚空の喩えによって、個々の誓願の量も究竟がないことを教示して




程度（ji tsam las dang）」ということを、業の生起（las ʼbyung ba）は、究竟することがない
ことを教示する。すなわち転々と相続する凡夫の生1386において（skye boʼi skye ba gcig nas 
gcig tu brgyud pa rnams su）、業の生起は究竟することがないごとく、そのごとく私が、菩薩
                                                   
1384 D.de skad gic gcig la、P.de skad cig skad cig la 北京版の読みを採用した。 













よって、仏の普光地（sangs rgyas kyi sa kun du ʼod）を教示した。 
そのように、方便を具えた聖者〔である〕普賢のマンダラを、信解行地（mos pas spyod paʼi 
sa）により顕示（rab tu phye ba）し、清浄〔増上〕意楽地（bsam pa dag paʼi sa）により包
摂した1389のを語ったとおりの完全な廻向によって、〔福徳と智慧との資糧を〕無辺にして、
                                                   

























わめて大きいから、「また十方における無辺の〔仏〕国土（gang yang phyogs bcuʼi zhing rnams 
mthaʼ yas pa）」ということ等々をお説きになった。そのうち「十方における無辺の〔仏〕
国土（phyogs bcuʼi zhing rnams mthaʼ yas pa）」ということ、これによって、大きな面積を教
示した。「宝（rin chen）」を語ったことによって、宝の価値が大きいので、特定の布施され
るべきものを教示した。「荘厳（brgyan）」ということを述べることによって、色（kha dog）
と形（dbyibs）等々が異なった種々の荘厳（bkod pa）を教示した。「勝者たち（rgyal ba rnams）」
ということこれによって、果となった無上であり、きわめて清浄である無辺の殊勝な〔仏〕
国土を教示した。「天と人との最高の安楽をも（lha dang mi yi bde ba mchog rnams kyang）」
ということについて、天と人との安楽を述べることによって、饒益する特定の安楽（phan 
ʼdogs paʼi bde baʼi khyad par）を教示した。「〔仏〕国土の塵〔の数〕と等しい劫にわたり捧
げることによって（zhing gi rdul snyed bskal bar phul ba bas）」ということ、これによって、




pa bskyed paʼi sems kyi mos pas）、積んだ福徳の蘊（集積）と同じであることを教示したか
ら、「この廻向の王（gang gi bsngo baʼi rgyal po ʼdi）」ということ等々をお説きになった。信
と信解の円満による、あらゆる完全な廻向の〔中の〕最高のもの、無辺の善逝が讃歎した
もの〔すなわち、『普賢行願讃』〕が、教示されたとおり、これを聞いてから、聞と思（thos 
                                                                                                                                                           
は、上記の構成から類推して、vv.1-12 が説く「七支供養」を含意するとも考えられよう。 







pa dang bsam pa）等の次第によって一回、〔次に〕数回、心に置いてから1391、少し信解し、
信（dad pa）を生じてから、信解知（mos paʼi shes pa）によって現前にするならば、という
意味である。「何のためにそのように福徳資糧を最勝なものとして教示したのか」と思う者
に対して、「最高の菩提を信解しつつ（byang chub mchog gi rjes su rab mos shing）」という
ことをお説きになった。「最高の菩提（byang chub mchog）」とは、無上の正等覚である。
声聞と独覚の菩提より極めて優れているので、最高となっているからである。「信解によ
って（rab tu mos pas）」とは、〔強く願うこと、すなわち〕欣求（mngon par ʼdod pa）である。
「何になるのか」と思う者に対して、「その者の福徳が最上であり、殊勝でありますよう





る特徴の利徳を述べてから、罪悪（sdig pa）と悪友（grogs po ngan pa）とを取り除くこと
によって、速やかに仏を見る利徳を教示するために、「彼によって諸悪趣が棄てられ（des ni 
ngan song rnams kyang spangs par ʼgyur）」ということ等々をお説きになった。「彼によって
（des ni）」というものは、最高の衆生〔である、〕殊勝な人（プトガラ）によってである。
「棄てられ（spangs pa）」とは、遠ざけられたのであり、放棄されたのである。「それらは
何か（de dag gang zhig）」と思う者に対して、「悪趣（ngan song）」ということをお説きにな
った。悪趣の悪しき者たちである。業の力によってもそこに生まれないからである。常に
天と人との中への生を「獲得（rab tu rnyed pa）」するので、悪趣だけが棄てられたのでは





                                                   
1391 心所ではない。唯識派が出す止観の過程での六心の一つ、「根本心（mūlacitta）」に相
当する（cf.小谷〔1984〕pp.1467-147）。 
































（p.17,l.9.sarva-bodhisattva-samatām upagato ’smi /）＝チベット訳：
568 
 
後〕彼らは、良き利得である〔良き生活1397の〕獲得がある（de gang rnyed pa legs rnyed〔bde 
bar ʼtsho〕）」ということ等々をお説きになった。望む利益（ʼdod paʼi don）は、以前に得て
いないものを獲得したこと、それこそが良く利得したことである（ʼdod paʼi don sngon ma 
thob pa rnyed pa de nyid legs par rnyed pa ste）。広く広大な利（don）を獲得した（rnyed pa）
から、善く（legs par）なったのである。「彼らは（de dag）」とは、良く利得する（legs par 
rnyed pa）だけではなく、大士（Skt.mahā-puruṣa,Tib.skyes bu chen po）の加持（byin gyis rlabs）
によって、良き生活をするのでもある1398。生命にかかわる諸苦によっても、他者の利益こ
そを成就すること、それらが善き生活1399であるが、〔その〕他諸々は死んだのと等しい1400。
                                                                                                                                                           
Tr.Jinamitra,Surendrabodhi,Ye shes sde,Sangs rgyas phal po che zhes bya ba shin tu rgyas pa chen 
po’i mdo（D.no.44 通帙第三六,Kha175b6.bdag ni byang chub sems dpa’ thams cad gyi mnyam pa 





















まさしくそれゆえに、善く来たった者（legs par ʼongs pa）1401である。人の利益を成就する
こと〔の難行〕に堪えるから（skyes buʼi don sgrub par bzod paʼi phyir）1402、人の生存（miʼi 
srid）として、ここ（今世）に善く来たったのである。まさにそれゆえに、無量の衆生の
利益を行うし（sems can gyi don gzhal du med pa byed cing）、最高の歓喜の増盛した〔大き
な分の者となった〕（mchog tu dgaʼ baʼi shas che bar gyur pa）1403。彼らのある人は、最高の
                                                                                                                                                           
忍。（於其）中間受業力死生者、由入放逸故。是以菩薩応当勤行如然頭衣。為得無生忍故、




1401 ここの「善く来たった者（legs par ’ongs pa）」は、仏十号の「善逝」ではない。世々生々
の菩薩行を経験した結果、この世に「善く来たった」という意味。 
1402 釈迦の名前、「シッダールタ（Skt.Siddhārtha）」を読み込んでいる。ここの「堪えるか






1403 『十地経』第一歓喜地に出る「Tib.rab tu dga’ ba」と、ここの「mchog tu dga’ ba」は同
義である。『入中論』第一歓喜地にも出る（cf.1・6c.byang chub sems dpa’ de ni dga’ ba mchog 
tu gyur ’chang zhing /（ツルティム、藤仲訳）かの菩薩は最高の歓喜を有するし）。なお『普
賢行願讃』と『十地経』とを合わせて説明したものに、同じく『入中論』第一歓喜地があ
る（ツルティム、藤仲〔2002〕p42、cf.1・5ab.kun tu bzang po’i smon bas rab bsngos dga’ ba la 








しからずしてそのようになる（de dag ring por mi thogs de bzhin ʼgyur）」ということは、述
べたとおりの因によって、大菩薩、世尊〔である〕かの普賢と同じように、その誓願を成
就する者たち、彼らも「久しからずしてそのようになる（de dag ring por mi thogs de bzhin 




がある（mtshams med lnga po dag gi sdig pa rnams）」ということ等々によって、障礙を修治
する（sgrib pa sbyang ba）利徳をお説きになった。「無間（mtshams med）」ということは、




で、劣った異熟〔因〕である1408。「無知によって（gang gis mi shes dbang gis）」いうものは、
                                                                                                                                                           
できますように）」とある。普賢行を十地に充てているようにも見えるし、十力の地、すな
わち仏地の可能性もありうる。 
1404 D.rtsa rul pa、P.rtsa wa rul pa デルゲ版の読みを採用した。 















賢行〔願讃〕を唱えれば（de yi bzang po spyod pa ʼdi brjod na）」ということは、誰かが、こ
の〔普〕賢行願といわれる誓願の王を唱えれば、〔ということ〕であり、信をもって誦え（dad 
pas ʼdon cing）、語ったことにより1410信解すれば〔という意味である〕。「速やかに余りなく







特徴1411を教示したから、〔次に〕「智慧と、容姿と、〔三十二〕相と（ye shes dang ni gzugs dang 
mtshan rnams dang）」ということ等々によって、他の世々生々の利徳をお説きになった。そ
のうちひとまず、因となった利徳を教示する。「智慧（ye shes）」とは、一切の無知（mi shes 
pa）1412を取り除くから〔である〕1413。「容姿（gzugs）」とは、身体の色と相貌の差別（特
定のもの）である。「〔三十二〕相（mtshan rnams）」とは、頭の傘（dbu gdugs）のようなも






1410 D.mos pas、P.smos pas 北京版の読みを採用した。 
1411 福徳を完全に摂取すること（v.48 釈）、仏を見ること（v.49 釈）、菩薩と平等であるこ
と（v.50 釈）、障礙を修治すること（v.51 釈）という、四つの今世の利徳を指す。 
1412 「無明」は十二縁起に含まれ、染汚のものであるが、「無知」には無染汚のもの（大乗
での所知障）もある。 
1413 仏典には智慧を光、無明を闇に譬える例が多い。『普賢行願讃』の陳那釈 v.10 や、釈






「多くの魔と外道とによって、彼は支配されず（bdud dang mu stegs mang pos de mi thub）」
という。「外道者たち／水辺への階段の所有者（mu stegs can dag）」とは、この〔仏道の立
場〕から外の者たちであり、悪しき道（lam ngan pa）に入った者たちである。「魔（bdud 
nrams）」とは、善品（dge ba’i phyogs）の障害をなす者たちである1417。それらの衆が「多




う（’jigs rten gsum po kun na’ang mchod par ’gyur）」ということ等々をお説きになった。「三
界すべて（’jig rten gsum po kun）」とは、あらゆる世界である。誓願力によって衆生の利益
を成就するために、生まれた所、その場所で供養されるであろう。「天と人とが尊敬する
であろう（lha dang mi rnams kyis bsti stang du byed pa ’gyur ro）」ということに結びつく1419。 




1415 cf.榊〔1981〕Mahāvyutpatti,252（17）Sūkṣma-suvarṇa-cchaviḥ〔蔵〕Pag-pa srab cing mdog 















shing dbang drung du de myur ’gro）」ということ等々によって、果となった利徳をお説きに
なった。「速やかに（myur）」ということは、彼以外の菩薩たちより〔も〕「速やか（myur ba）」
である。彼は常に行い（rtag tu byas pa）、恭敬して行い（gus par byas te）、〔生じた〕修習を
もって1420、この誓願の王（『普賢行願讃』）の威力によって趣く。「菩提樹の王（byang chub 
shing dbang）」というものは菩提樹の王である1421。「菩提（byang chub）」とは無上の智慧で
                                                                                                                                                           
が説く「菩提樹の王」を指すのか。 
1420 『瑜伽論』「声聞地」（cf.rNal ’byor pa’i sa las nyan thos kyi sa,D.D.no.4036）に「恭敬、
常、修習」を併記する記述がある。以下のとおりである。 
「（D.Dzi191b7ff.）de la bsgom pa’i rang bzhin ni gang / las ni gang / rnam par dbye ba ni 
gang zhe na / ’jig rten pa dang / ’jig rten las ’das pa’i mnyam par gzhag pa’i sa pa’i yid la 
byed pas ’dus byas kyi dge ba’i chos goms par byas pa dang / yongs su ’dris  par byas pa dang 
/ rtag tu byas pa dang / gus par byas pa de dag las byung ba’i bsgom pa sems kyi rgyud la ’jog 





 上記、『瑜伽論』を参考にして、「常に行い（rtag tu byas pa）、恭敬して行い（gus par byas 
te）、〔生じた〕修習」というように、「〔生じた〕」を補説した。『現観荘厳論』関係では、「Tib.rtag 
sbyor, gus sbyor」などとして出てくる（cf.ツルティム、藤仲〔2010〕p.268 注 5-9）。「Tib.rtag 











もとへである。「行ってから、衆生の利益のためにそこに坐る（song nas sems can phan phyir 
der ’dug ste）」ということ等々〔について〕、「坐る（’dug）」ということは、結跏趺坐であ
る。何のためかと思うものに対して、「衆生の利益のために（sems can phan phyir）」という
ことをお説きになった。天と人とを含めた衆生たちが善趣（mtho ris）と解脱（byang grol）
1425とを得るべきために、そのように坐って、慈の力によって1426軍隊を伴った魔を負かし






1423 D.mi’i、P.mis 北京版の読みを採用した。  
1424 語順を入れ替えて訳した。 
1425 「mtho ris dang byang grol（善趣と解脱）」は中観部に頻出する言葉。「繁栄と至善」と
の置き換えと理解した。 














た。「菩提を開き（byang chub sangs rgyas）」ということは、無上正等覚を現前にしてから





を（gang yang bzang po spyod pa’i smon lam ’di）」ということ等々によって、特別の利徳（phan 









「その異熟を仏は知る（de yi rnam par smin pa sangs rgyas mkhyen）」ということについて、
〈〔普〕賢行願〔讃〕〉を受持し、誦し、教示する、その異熟である。異熟果は何であるの





















と、鋭意（yid rno ba）1432等々の、量りしれない外相である（phyi rol mi dpog pa gang yin pa’o）。
そのように異熟果を述べてから、「最高の菩提に疑いを起こさないように（byang chub 
mchog la som nyi ma byed cig）」ということによって、等流果1433の最高の差別となったもの



























ものである（rtse mor phyin pa ste）1434。それはあらゆる行の果となるであろう。「疑いを起
こさないように（som nyi ma byed cig）」ということは、これについて疑うべきではなくて1435、
必ずその果は仏となるであろう1436と、そのように必ず捉えるべきである。 































者である文殊が知るとおりに（’Jam dpal dpa’ pos ji ltar mkhyen pa dang）」ということ等々
により1438、ただ教示する1439程度によって、積んだ善根の廻向を教示する。世尊〔が廻向
を行う〕とおりに、聖者である文殊が善根の集まりの廻向を知るとおりにである。どのよ
うな者か（ci ’dra ba zhig）と思うものに対して、「勇者（dpa’ po）」ということ〔がある〕。
「勇者（dpa’ po）」とは、無垢で、無上な、磨かれた智恵の剣1440によって、事物への執着1441
というあらゆる敵の集まりを、摧破するからである1442。「かの普賢もそのようである（Kun 
du bzang po de yang de bzhin te）」ということは、世尊が、かの聖なる普賢（’phags pa Kun du 
bzang po）も、廻向の儀軌のやり方1443を知るとおりに〔、同様にという意味〕である。「私
は彼らに随学しつつ（de dag gi ni rjes su bdag slob cing）」ということ等々について、「彼ら
（de dag）」というのは、かの〔文殊菩薩〕をはじめとし、さらに1444甚深であり（zab cing）、
                                                   
1437 D.bsgoms pa、P.bsgom pa 北京版の読みを採用した。 
1438 D.pa、P.pas 北京版の読みを採用した。  
1439 D.bstan pa、P.ston pa 北京版の読みを採用した。 
















である1447。「随学しつつ（rjes su slob cing）」ということは、学ぶ者に従いつつ（slob pa’i rjes 
su byed cing ngo）〔である〕。「これら一切の善根を廻向する（dge ba ’di dag thams cad rab tu 
bsngo）」ということについて、「これら一切〔の善根〕（’di dag thams cad）」ということは、



















いて、～」（byang chub sems dpa’ rnams dag gis / / dkar po’i chos rnams kun rdzogs dang / / 
bsod rnon thob dang rang gi theg / / zab cing rgya che bstan pa la / / cf. ibid.,70） 
智軍釈 v.55 は文殊と普賢を出す。以下のとおりである。  
「「私は彼らに随学しつつ、この一切の善根を廻向する（de dag gi ni rjes su bdag slob cing / / 





誓願がすべて引き起こす1448、「これら一切（’di dag thams cad）」を余りなく、という意味
である。「廻向（bsngo）」ということは、無上正等覚を決定させるものである。何を廻向す
るのかと問えば、「善（dge ba）」ということをお説きになった1449。 
                                                   
1448 ここの「誓願」は普賢行願のこと。一般的には、「誓願成就」が大きな功徳を生むこと
を意味する。『無量寿経』『阿弥陀経』『阿閦仏国経』『文殊師利仏土厳浄経』という代表的
な浄土経典には、「仏国土功徳荘厳（Skt.buddha-kṣetra-guṇa-vyūha,Tib.sangs rgyas kyi zhing gi 






（梵文：ye mama paraṇidhānaviśeṣāḥ, yathā me ’nuttarāṃ samyaksaṃbodhim 
abhisaṃbuddasye. acintyaguṇālaṃkāravyūhasamanvāgataṃ tad buddhakṣetraṃ bhaviṣyanti＝
チベット訳：de’i slad du ji ltar bdag bla na med pa yang dag par rdzogs pa’i byang chub tu 
mngon par rdzogs par sangs rgyas pa’i tshe sangs rgyas kyi zhing de’i yon tan gyi rgyan bkod 
pa bsam bsam gyis mi khyab pa dang ldan par ’gyur ba’i bdag gi smon lam khyad par bcom 

















教示するために、「一切の三世に属する勝者たちによる（dus gsum gshegs pa’i rgyal ba thams 
cad kyis）」ということ等々をお説きになった。「三世に属する（dus gsum gshegs pa）」とは、
過去と未来と現在とに出現した、一切の仏・世尊によってである。「讃歎された廻向／廻
向に対する讃歎（bsngo ba gang la bsngags pa）」というものは賞讃（bstod pa）である。「最
高（mchog）」ということは、〔他の〕あらゆる廻向より〔も〕、素晴らしいと讃歎されたの
で1450、最高になったその〔廻向〕は、『十万頌般若経（Shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong 
phrag brgya pa）』に、世尊が不可得（mi dmigs pa）の相による廻向をお説きになったこと1451

















1450 D.P.rab tu bsngags pa nyid kyis 「素晴らしいと（rab tu）」と訳したが、単なる接頭辞の
可能性もある。 
1451 D.yang、P.gang 北京版の読みを採用する。  
582 
 




                                                   
1452 cf.『十万頌般若経』チベット訳：Shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag brgya pa

























とによって摂したものによっても1454。「最高の〔普〕賢行に廻向する（mchog tu1455 bzang po 
spyod pa spyad phyir bsngo bar bgyi）」ということについて、「最高の〔普〕賢行に（mchog tu 
bzang po spyod pa spyad phyir）」ということは、最高の賢れたものを成就するからである。











                                                   
1454 D.bsdus pa yang ngo、P.bsdus pas yang ngo 北京版の読みを採用する。 
1455 他は「Tib.rab tu」（他では「妙なる」と訳した）。偈頌の語順も変わっている。  
1456 廻向の原語 Skt.pari-ṇāmanā の接頭辞「pari-（廻す）」を踏まえ、「廻し向ける」と翻訳
した。 
1457 D.bton pa、P.ston pa v.56 は廻向文として有名であるので、デルゲ版の読みを採用して
「唱える」と訳した。 
1458 廻向を説く v.12 と、この箇所とも理解できる。しかし一応『普賢行願讃』vv.55-56、
すなわち略式廻向文の二偈頌と理解した。cf.註 36 





1462 D.’phangs pa、P.’phang ba デルゲ版の読みを採用した。cf.『摂大乗論』（cf.10.3D）. ; 長









                                                   
1463 cf.本庄〔1995〕pp.23-24「no.61,同分（sabhāgatā）sabhāgatā sattva-sāmyam（AK,ii,41a）」 
1464 『大乗阿毘達磨集論』cp.2 に類似の記述がある（cf.瑜伽行思想研究会〔2003〕Ⅱ、p.398）。 
サンスクリット本：nirvaraṇāni pañca / kāmacchandanivaraṇam vyāpādanivaraṇam 
styānamiddhanivivaraṇam auddhatyakaukṛtyanivaraṇam vicikitsānivaraṇaṃ ca / 
kuśalapakṣasyāsaṃprakhyānaṃ nivaraṇaṃ draṣṭavyam /＝ チベット訳：sgrib pa ni lnga ste / ’dod 
pa la ’dun pa’i sgrib pa dang / gnod sems dang / rmugs pa dang / gnyid dang / rgod pa dang / ’gyod 























                                                                                                                                                           
間の師になるであろう】と教証に決択なさっているという（中略）」 
梵文：tatas te ’mitābh’ādi-sambuddha-bhāskara-karair akliṣṭa-tamo-hānaye(-hānaeṣu) 
prabodhitā bodhi-cittam utpādya muktyavasthāyāṃ narak’ādi-cārikām iva gatiṃ gacchantaḥ 
kramena bodhi-sambhāraṃ sambhṛtya loka-guravo bhavantīti Āgamān niścitam iti.
（cf.Wogihara〔1973〕p.133,Ⅱ.Śakra-parivartaḥ） 
チベット訳（cf.東北 D.no.3791,Cha.75b）：de nas de dag ’od dpag med la sogs pa yang dag 
par rdzogs pa’i sangs rgyas kyi nyi ma’i ’od zer rnams kyis nyon mongs pa can ma yin pa’i 
mun pa bsal ba’i don du sad par mdzad pas / byang chub tu sems bskyed nas thar pa’i gnas 
skabs su dmyal ba la sogs par rgyu ba bzhin du ’gro bar ’gro ba’i rim gyis byang chub kyi 
tshogs bsags nas ’jig rten gyi bla mar ’gyur ro zhes lung las nges pa yin no / /  
英訳：Then, as the scriptures make clear, they are awakened by the sun rays of the perfect 
Buddha Amitābha and so on in order that they will remove the undefiled darkness, produce 
the thought of enlightment, in the course of their liberation go through lives that are like a 
journey through hell and so on, and gradually equip themselves with the two accumulations 





たことになる。この文章は、セラ・ジェツン・チョーキギェルツェン（1469-1544. Se ra rje 
btun Chos kyi rgyal mtshan）の『現観荘厳論および釈論二つの難処を明らかにするもの －
善釈 幸いなるものの龍王の遊戯海』（cf.佛教大学総合研究所編『浄土教典籍目録』
pp.75-76）にも出て、議論されている。  




前に見る（’Od dpag med pa de ni mngon sum blta）」等について、「現前に（mngon sum）」と
は目の当たりに〔という意味である〕。「無量光（’Od dpag med pa）」といわれる、それは世
尊・如来〔である〕無量光である。「見る（blta）」とは見よう〔という意味である〕。「か
の極楽世界に到りましょう（bDe ba can gyi zhing der mchi bar bgyi）」ということは、まさ
にかの世尊・無量光自身の仏国土〔である〕極楽〔世界〕 －無量の功徳と光明とを具え1468、
最高に安楽であり、快い一つの住処となった1469、善逝の数え切れない弟子が充満している














1469 本来あったものではなく、誓願成就によってそうなったから過去形（gnas gcig tu gyur 
pa）となっている。なお『阿弥陀経』の冒頭に「極楽（安楽）世界」の命名理由が代表で
ある。以下のとおりである。 
サンスクリット本：Fujita〔2011〕p.84「tasyāṃ khalu punaḥ śāriputra sukhāvatyāṃ lokadhātau 
nāsti sattvānāṃ kāyaduḥkhaṃ na cittaduḥkham apramāṇāny eva sukhakāraṇāni / tena kāraṇena sā 
lokadhātuḥ sukhāvatīty ucyate / /」＝サンスクリット本和訳：藤田〔1975〕pp.158-159「藤田
訳：まことに、シャーリプトラよ、かの極楽世界には、生ける者たちの身体の苦しみもな
く、心の苦しみもなく、ただ無量の安楽の原因のみがある。こういう理由で、かの世界は
〈極楽〉と呼ばれるのである」＝チベット訳：『浄全』23,p.342「shā ri’i bu ’jigs rten gyi khams 





                                                                                                                                                           








サンスクリット本、チベット訳は「声聞無数（Skt.tasya khalu punar Ānandāmitābhasya 
tathāgatasyāprameyaḥ śrāvakasaṃgo, Tib.Kun dga’ bo de bzhin gshegs pa ’Od dpag med de’i nyan 

























ますように（thams cad ma lus mngon du ’gyur bar shog）」ということは、〔誓願〕全てを一つ
にまとめて1474現前にしますように、ということに結びつける。「それら〔誓願〕を余りな
く私は完成する（de dag ma lus bdag gis yongs su bskang）」というのは、それら〔誓願〕を
全て完成することである。完成したなら1475どうするのか、と思うものに対して、「あらん
限りの世間の衆生を利益致しましょう（’jig rten ji srid smes can phan par bgyi）」ということ
をお説きになった。「私は衆生たちを利益致しましょう」とは、成就致しましょう、とい
                                                   
1471 北京版 v.58 釈部分には、大きな異同が見られる。すなわち、v.57 釈（P.Nyi.264b1-265a1）
→v.59 釈（P.Nyi.265a1-b1）→v.60 釈（P.Nyi.265b1-5）→v.58 釈（P.Nyi.265b5-266a3）とい
う順序で出る。 

















rten ji srid）」ということをお説きになって、衆生の世間（sems can gyi ’jigs rten）が存在す
る限りの間に〔という意味である〕。このように、 
【一切世間の極限に至ることがないごとく、そのごとく大悲のなすがままの者（snying 
rje chen po’i gzhan gyi dbang can）、〔すなわち〕衆生の目的を成就するために、何にも
触れずに出発する（ci la yang ma rag par chas pa）私についても、極み〔へ〕の到達が
ありませんように】1476 
                                                   
1476 「一切世間の極限に至ることがない」点は十四無記に、「何にも触れずに出発する」点
は上記の無所得との関係が指摘できよう。出典は不明であるが、末尾に「ces bshad pa yin no」
とあることから、出典は経典ではないことが知られる。文中の「Tib.ci la yang ma rag par chas 
pa」の仮訳については、『マハーヴュットパティ』（no.6428）、Franklin Edgerton,Buddhist Hybrid 
Sanskrit Grammar and DictionaryⅡ,p.98a、『現観荘厳論小註』（cf.真野〔1972〕p.99、谷口〔2002〕
p.144）、『中観荘厳論』（cf.一郷〔1985a〕p.119）を参照した。『現観荘厳論小註』では、「byang 
chub sems dpaʼ rang dang gzhan gyi don du phun sum tshogs pa sgrub pa ci la yang ma rag par 
chas pa dag kho nas（自分と他者のために円満を成就し、何にも依らずただ進む菩薩たちだ
けが）」、『中観荘厳論』では「bdag dang gzhan gyi don phum sum tshogs pa bsgrub par ci la ʼang 
ma rag par chas pa（自分と他者の円満を成就するよう、何にも依らず進む）」とある。この
語句は両者ともに「造論の目的」箇所において使用される。さらに、『中論月称釈』（cf.Louis 
de la Vallee Poussin〔1977〕p.470, 一郷〔1985b〕p.14）にも、智慧と方便を説く文脈におい















ダラにおいて（rgyal ba’i dkyil ’khor bzang zhing dga’ ba der）」ということ等について、「勝
者のマンダラ（rgyal ba’i dkyil ’khor）」は、かの世尊・無量光のそのマンダラである1477。
かの世尊無量光が清らかな菩薩1478たち（byang chub sems dpa’ dag pa rnams）と共なるその



















1477 D.dkyil ’khor de’o、P.dkyil ’khor te デルゲ版の読みを採用した。  










な賢れた行為の個別による厳飾（las bzang po sna tshog kyi bye brag gis spras pa）と、天と人
とをはるかに超えた功徳1480による愉悦（nyams dga’ ba）と、心の喜ばしさ（sems dga’ ba）
1481〔である〕から、「喜ばしい（dga’ ba）」である。「そこに（der）」というのは、そこに













（cf.長尾〔1999〕p.413）。以下のとおりである。チベット訳：chos kyi ro’i dga’ ba dang bde 




pp.148-149、魏訳：46 願、サンスクリット本：45 願、チベット訳：47 願）に対応が求めら
れるか。他にあった気もする。 
1480 無上の功徳、あるいは勝義の功徳を指すのか。 




であって、「その勝者の賢れて喜ばしいマンダラに（rgyal ba’i dkyil ’khor bzang zhing dga’ ba 
der）」と結びつける。「たいそう美しい妙蓮華から生まれた（pad ma dam pa shin du mdzes las 
skyes）」ということについて、「蓮華（pad ma）」を語ったことによって生まれる場所（skye 
ba’i gnas）1482の特徴を示す。〔四生のうち〕胎等からは生まれない1483。「妙（dam pa）」と




























































pa yang der ni rab thob nas）」ということ等とは、かの世尊の眷属のマンダラにおいて、世尊
から直接に授記を得てから〔という意味である〕。「幾百コーティもの変化によって（sprul 
pa bye ba phrag brgya du ma yis）」ということについて、「変化（sprul pa）」とは、禅定と三
昧との力が生み出した仏と菩薩たちである。「百コーティもの彼ら（de dag bye ba phrag 
brgya）」は、百コーティもの変化である。「多く（du ma）」というのは普く無数〔という意
味である〕。「十方に（phyogs bcu rnams su）」というのは、十方全てに〔という意味である〕。
「智の力によって（blo yi stobs kyis）」というのは、智慧（shes rab）の力〔によってという
意味である〕。最高の智慧波羅蜜（shes rab kyi pha rol tu phyin pa mchog）を具えることによ
って1486、という意味である。証得したいと望むあらゆる対象を、そこ（証得）に置くので、






ることを教示してから、今や、「〈〔普〕賢行願〔讃〕〉を唱えたことによる（bzang po spyod 
pa’i smon lam bton pa1489 yis）」という等々の一偈頌によって唱えた1490廻向を要約して（mdor 







1487 D.de ltar、P.× 北京版の読みを採用した。  
1488 複数詞により多様なものが言及されている。 
1489 D.bton pa、P.ston pa デルゲ版の読みを採用した。この読みについて、北京版には或程
度の一貫性がある。 








唱えたことである。「自身が積んだどんなわずかな善であっても（dge ba cung zad bdag gis ci 
                                                   



























ということに結びつける。「衆生の（’gro ba’i）」ということは、衆生の集まり（sems can gyi 
tshogs）を尽くそう〔という意味である（衆生一切合切）〕。「誓願（smon lam）」というこ
とは、特別の願求（別願）（smon pa’i khyad par）である。「〔普〕賢行（bzang po spyod pa）」
という、まさにこれ〔のこと〕である。「善（dge ba）」というものは、白（dkar po）であ
る。〔すなわち〕それは無罪（kha na ma tho ba med pa）という意味である1496。「一切が瞬時





徳（bzang spyod yongs su bsngos pa’i bsod nams）」ということ等々の、この以後によって1497、
唱えたことと、修習することとによって摂した誓願を、無差別に廻向することを教示する
1498。始めて終わりのない1499、甚深であり広大な自性の普賢行（kun du bzang po’i spyod pa 
thog ma dang tha ma med pa zab cing rgya che ba’i rang bzhin）、〔すなわち〕少なくない劫（bskal 
pa mi nyung ba）において積んだ普賢菩薩の行（byang chub sems dpa’ kun du bzang po’i spyod 
pa）を、廻向したことの（bsngos pa’i ste）、〔すなわち〕一切智者の智の無常の差別（特定
                                                   








1497 D.kyis、P.kyi デルゲ版の読みを採用する。  




のもの）へ廻向したことの〔福徳〕である（khyad par bla na med par yongs su kun du bsnogs 
pa’i ’o）。「獲得した、優れた無辺の特別のもの（mtha’ yas shin du khyad par ’phags thob gang）」
というのは、無辺であり、無量である福徳、善の獲得したもの〔のこと〕である。衆生に
利益と安楽とを生む住処であるから、そして無量の特別の方便を成就することになるから、
そして寿命を無量に成就することになるから、「無辺の福徳（bsod nams mtha’ yas）」である。
「優れた特別のもの（shin du khyad par ’phags）」ということは、極めて優れた特別なもの
〔の〕中心となったものである（mchog tu khyad par ’phags pa gtso por gyur pa ste）。それも
一切智者の智の因となったから、加えて無所得の相の智慧（ye shes）によって支えられる
から、特別に殊に優れた福徳であると解すべきである1500。これによって、この福徳の義利
の大なること（don che ba nyid）と、威徳の大なること（mthu che ba nyid）とを教示する1501。























である。「苦の暴流に沈んだ衆生たちが（’gro bsdug bsngal chu bor bying ba rnams）」という
ことは、〔輪廻に〕生まれ生まれ赴くから衆生（’gro ba）である1503。「苦の暴流に沈んだ者
（bsdug bsngal chu bor bying ba）」ということについて、「諸々の苦（bsdug bsngal rnams）」
とは、生と、老と、病と、死と、怨憎会〔苦〕と、愛別離〔苦〕、等々の多くの種類である
1504。それらを具えたことと、それらによる縛、あるいは安楽における特定のもの（bde ba 
la bye brag）、あるいは遠くに離し、別離させるからである1505。そのものとして「暴流（chu 
bo）」1506である。長時より増大する流れが起こるし、止まらず起こり、その因1507より生じ
                                                                                                                                                           
p.371、長尾文庫〔2011〕pp.56-57）。 
1502 D.de yis、P.de’i デルゲ版の読みを採用した。  




1505 デルゲ版、北京版、ナルタン版は何れも「bde ba la bye brag gam / thag ring por ’bral 

















と同じであるからである1508。「暴流に沈んだ者（chu bor bying ba）」とは、必ずその本性（bdag 
nyid）を具えたものが1509住する。その〔暴流の〕なすがままになったという意味である。









1507 D.rgyun、P.rgyu 北京版の読みを採用する。  
1508 cf.『唯識三十頌』v.4cd（cf.山口、野澤〔1953〕pp.227ff.） 





1511 D.thob par、P.’gro bar デルゲ版の読みは、｢境地｣を志向しているようだが、文脈から
から考えて、北京版の読みを採用する。 
1512 D.kyi、P.kyis デルゲ版の読みを採用する。 





















讃（Kun du bzang po’i spyod pa）』のきわめて良い広釈を造った、〔その〕『普賢行願讃の広














                                                                                                                                                           
恵の二つの傘を持っている。諸法は空、無相、無願と観察し、〔しかも〕涅槃に触れる
ことが無く、〔勝義の〕法をも見る。」（cf.ツルティム、藤仲〔2007〕p.109） 
1515 D.bya ba la ni、P.bya ba ni デルゲ版の読みを採用する。 
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チベット訳：bSlab pa kun las btus pa（D.no.3940,dBu ma、P.no.5336,dBu ma） 
漢訳：法称菩薩造 宋法護等訳『大乗集菩薩学論』（『大正蔵』32,no.1636 論集部） 
国訳：中野義照訳『大乗集菩薩学論』（『国訳一切経』「瑜伽部」11、大東出版社、1935） 
英訳：Cecil Bendall and W.H.Rouse,Śikṣā Samuccaya,A Compendium of Buddhist 
Doctrine,London,1922（repr.Delhi,Motilal Banarsidass,1981） 
○『集学論』自作偈頌 
チベット訳：bSlab pa kun las btus paʼi tshig leʼur byas pa（D.no.3939,dBu ma,no.4549,Jo 
boʼi chos chung、P.no.5463,dBu ma） 





チベット訳：De bzhn gshegs paʼi snying po yi ge brgya baʼi bsrung ba dang sdig pa bshags 
paʼi cho ga（D.no.3941,dBu ma,no.4525,Jo boʼi chos chung、P.no.5337,dBu 
ma,P.no.5438,dBu ma） 
○『集学論』関連典籍 
チベット訳：bSlab pa kun las bdus paʼi mngon par rtogs pa zhes bya ba（D.no.3942,dBu 
ma,no.4550,Jo boʼi chos chung、P.no.5338,dBu ma,no.5464,dBu ma） 




























P.no.760-3,ʼPhags pa de bzhin gshegs paʼi gsang ba bsam gyis mi khyab pa bstan pa zhes bya ba 















Edward Conze：Vajracchedikāprajñāpāramitā,Serie Orientale RomaXⅢ,1974,p.29,14ff. 
 
6.▲Mahatīprajñāpāramitā（十万頌般若経）cf.ŚS.p.275,14ff. 






7.No title cf.ŚS.p.276,10ff. 












































































P.no.760-41,ʼPhags pa byams pas zhus paʼi leʼu zhes bya ba theg pa chen poʼi mdo（P.Ḥi.94b5ff.） 
sangs rgyas kun la phyag ʼtshal lo / / drang srong lha mig ldan paʼi / /  
byang chub sems dpaʼ rnam dang yang / / nyan thos rnams la phyag ʼtshal lo / /（v.1） 
西晋竺法護訳『弥勒菩薩所問本願経』（『大正蔵』12,no.349,p.188a16ff.） 
唐菩提流志訳『弥勒菩薩所問会』（『大正蔵』11,no.310-42,p.630a16ff.） 
我今帰命礼 十方一切仏 菩薩声聞衆 大仙天眼者（v.1） 
 
22.Ārya-Akṣayamatisūtra（無尽意菩薩経）→蔵訳に対応箇所なし cf.ŚS.p.290,7ff. 






P.no.760-41,ʼPhags pa byams pas zhus paʼi leʼu zhes bya ba theg pa chen poʼi mdo（P.Ḥi.94b5ff.） 
sangs rgyas kun la phyag ʼtshal lo / / drang srong lha mig ldan paʼi / /  
                                                   
1518 ここでは no.21-24 が問題となる。正確な典籍名が『集学論』には挙げられておらず、
サンスクリット本、チベット訳、『シクシャークスママンジャリー』が何れも違った読みを
出すため、引用典籍が確定できない。しかし、ここでは妥当性が高いチベット訳の読みに
基づき no.21-24 の引用先を仮に出す。 
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byang chub sems dpaʼ rnam dang yang / / nyan thos rnams la phyag ʼtshal lo / /（v.1） 
ngan ʼgro thams cad zlog bgyid cing / / mtho ris lam ni rab ston la / / 
rga shi med par ʼdren bgyid pa / / byang chub sems la phyag ʼtsahl lo /（v.2） 
sems kyi dbang du gyur pas na / / bdag gis sdig pa ci bgyis pa / /  
sangs rgyas spyan sngar mchis nas su / / bdag gis de dag gshags par bgyi / /（v.3） 
bdag las rnam pa gsum gang gis / / bsod nams tshogs ni skyes pa de / 
bdag gi kun mkhyen sa bon te / / bdag gi byang chub mi zad shog / /（v.4） 
西晋竺法護訳『弥勒菩薩所問本願経』（『大正蔵』12,no.349,p.188a16ff.） 
唐菩提流志訳『弥勒菩薩所問会』（『大正蔵』11,no.310-42,p.630a16ff.） 
我今帰命礼 十方一切仏 菩薩声聞衆 大仙天眼者（v.1） 
亦礼菩提心 遠離諸悪道 能得生天上 乃至證涅槃（v.2） 
若我作少罪 随心之所生 今対諸仏前 懺悔令除滅（v.3） 




P.no.2033,Bde bar gshegs pa sum cu rtsa lngaʼi bstod pa mtshan rin po ches spras pa zyes bya ba


























31.Ārya-Candrapradīpa（三昧王経）随喜品 cf.cp.25 cf.ŚS.p.291,9ff. 





























「evamebhiḥ paraspara-dṛḍhī-kṛtyair vyavasāyāśaya-kāruṇyaiḥ puṇya-vṛddhim ārabhet / tatra 
tāvad 
  bhadrācaryā-vidhiḥ kāryā vandanādiḥ sadādarāt / /（v.25ab） 
Āryogradattaparipṛcchāyāṃ hi tri-rātre trir divasasya ca śuceḥ śuci-vastra-prāvṛtasya ca 
triskandhaka-pravartanam uktaṃ / / tatra trayaḥ skandhāḥ 
pāpa-deśanā-puṇyānumodanā-buddhādhyeṣaṇākhyāḥ puṇya-rāśitvāt / tatra vandanā 
pāpa-deśanāyām antarbhavati / buddhān namaskṛtyopāliparipa(pṛ)cchāyāṃ deśaneti kṛtvā / 
yācanam adhyeṣaṇāyāṃ ekārthatvāt / pūjā tu vibhavābhāvād anityeti noktā / mānasī vācasī ca 
sūtrāntara-prasiddhatvān noktāḥ / trayāṇāṃ tu vacanāt prādhānyaṃ gamyate / tatra vandanā 
sarva-buddhān namasyāmīti / / 〔Āryākṣayamatisūtre tvātma-para-pāpa-deśanā puṇya-saṃbhāre 
paṭhyate / /〕1520 gāthā-catuṣṭayena ca yathā-gītaiś ca stotraiḥ / Āryabhadracaryādi-gāthābhir vā 


























る。袴谷氏は手かがりとして、『集学論』が挙げる「Skt.Āryogradattaparipṛcchāyāṃ hi tri-rātre 
trir divasasya ca śuceḥ śuci-vastra-prāvṛtasya ca Triskandha-pravartanam uktaṃ」（袴谷訳：『聖ウ
グラダッタ所問〔経〕』において、｢夜に三度、昼に三度、清浄となり、清浄な衣類で被わ




ンスクリット本 Śikṣāsamuccaya の校訂者 Cecil Bendall も疑問を呈し、注記に「The Tib.
（178a.2）understands this expression as the reading（bklags pa）of the Triskandhaka.」と記す
程である（cf.Bendall〔1977〕p.290,note1）。通常この語に「読誦」の意味は確認できないが、
袴谷氏は語形が近似したパーリ語「parivattati」の使役形「parivatteti」に注目された。用例



















また懺悔を重視する姿勢は、『集学論』第 5 章、『入行論』第 2 章に各々集中して説かれて
いる。その一方で、「普賢行」（七支供養）として懺悔と並列に説かれる随喜、勧請、廻向
等は、この第 16 章に一括して扱われている。  
 















「de la re zhig bzang po spyod pa’i cho ga bzhin / / phyag ’tshal la sogs gus par bya / / Drag shul 
can gyis zhus pa las / nyin lan gsum mthsan lan gsum du / gtsang ba dang gos gtsang ma bgos te 
phung po gsum pa bklag par bya’o zhes gsungs so / / de la phung po gsum ni sdig pa bshags pa 
dang / bsod nams kyi rjes su yi rang ba dang / sangs rgyas la bskul ba zhes bya ba ste bsod nams 
kyi phung po yin pa’i phyir ro / / de la phyag ’tshal ba ni sdig pa bshags pa’i nang  du ’dus te 
sangs rgyas la phyag ’tshal nas sdig pa bshags so zhes Nye ba ’khor gyis zhus pa las bstan pa’i 
phyir ro / / gsol ba gdab pa ni bskul ba dang don gcig pa’i phyir ro / / mchod pa ni ’byor pa med 
pa’i phyir mi rtag pas ma smos so / / yid dang ngag ni mdo sde gzhan las grags pa ’i phyir ma bshad 
de / / tshig gsum ni gtso bo yin par shes par bya’o / / de la phyag ’tshal ba ni sangs rgyas thams cad 
la phyag ’tshal lo zhes bya ba lta bu ste / tshigs su bcad pa bzhi pa dang / ji ltar ston pa ’i bstod pa 
dang / bZang po spyod pa la sogs pa’i tshigs su bcad pa rnams kyis so / / mchod pa ni ’Phags pa 









② ŚS.p.291,8ff.→四儀礼（懺悔、随喜、勧請、廻向）を〔普〕賢行とする  
「deśanā pūrvokteva / āryākṣayamatisūtre svātmaparapāpadeśanā puṇyasaṃbhāre paṭhyate / 
anumodanā bhadracaryāgāthayā ṣ/ candrapradīpāumodanāparivartena vā / adhyeṣaṇā 
bhadracaryaiva / pariṇāmanā tu sakalasamāptāryabhadracaryayaiva / vajradhvajapariṇāmanāṃ vā 
paśyat / /」 














「ayaṃ sarvatathāgatānāmātmabhāvaḥ / atrānuttaraṃ gauravaṃ bhāvayitavyaṃ / anenādikarmikā 
api sattveṣvanantaṃ buddhakṛtyaṃ kurvanti / ayameva paramāṃ rakṣām mārādibhyaḥ 
sarvaduṣṭebhyaḥ karoti / hastatāḍena bhasmanā sarṣapairudakena dṛṣṭyā manasā vā sīmābandhaṃṣ 
karoti / / 
vyādhiṣu bhaiṣajyamudakaṃ cābhitryopayojyaṃ / / vanakusumāni vā aitye pratimāyāṃ 
saddharmapustake vā samāhito nivedayet / / pakṣaprayogānmahāvyādhirabhimucyate / 
buddhabodhisattvālambanena sarvasattvārthābhilāṣiṇā ca cittena bhadracarividhipūrvakaṃ ca 

























Śikśākusumamañjarī（Tib. bSlab pa me tog snye ma zhes bya ba）における〔普〕賢行
の儀軌（上記対応箇所） 
 以下に、先に挙げた『集学論』関連典籍の中から、『Śikśākusumamañjarī（Tib. bSlab pa me 




■bSlab pa me tog snye ma zhes bya ba（D. Khi.215b1ff.）※偈頌番号は仮 
phung po gsum pa rtag par bton pas kyang / / bsod nams rab ʼphel spungs phyir phung po yin / /
（1） 
（三品を常に唱えたことによっても、福徳が増積したのだから品である。） 
sdig pa bshags dang sangs rgyas la / / gsol ʼdebs bsod nams rnams la ni / / 
rjes yi rangs rnams bsod nams kyi / / phung po yin phyir phung po gsum / /（2） 
（罪を告白することと、仏に祈願すること、福徳に随喜することは、福徳の品であるのだ
から三品である。） 
sangs rgyas la ni phyag ʼtshal nas / / sdig pa bshags zhes ʼbyung bas na / /  
phyag ʼtshal sdig pa bshags pa las / / log par tha snyad mi byaʼo / /（3） 
（仏に敬礼してから、罪を告白するとあるのだから、敬礼を罪の告白から誤って区別すべ
きではない。） 
Nye ba ʼkhor gyis zhus pa las / / ʼthad pa dang bcas rab brtan phyir / /  




gsol ba ʼdebs dang bskul ba yi / / don ni gcig pa nyid yin no / /（4） 
（『優婆離所問経』には、妥当性があって堅固なのだから、祈願と勧請の意味は同一である。） 
yo byad med pas mchod pa ni / / nges med phyir na ma bstan to / /  
ngag yid mchod pa gsungs pa ni / / mdo sde rnams su rab tu grags / /（5） 
（資具がないので供養は不定であるから〔供養を〕示さない。口と心の供養をお説きにな
ったものは、諸経典に広く知られる。） 
rgyal ba gang zag zla med paʼi / / sangs rgyas rnams n i thams cad dang / /  
zhes pa la sogs tshigs bcad bzhis / / phyag ʼtshal ba ni yongs su bsgrags / /（6） 
※（「無与等（Skt.apratipudgala）の諸仏全てと」等の四偈頌によって、敬礼は良く知られ
ている。） 
bZang spyod la sogs tshigs bcad dang / / bstod pa Blo la gang yod dang / /  
dKon mchog sprin sogs mdo sde ru / / gsungs pa bzung la mchod par bya / /（7） 
※（『普賢行願讃』等の偈頌と「讃」は『無尽意経』にあるものと、『宝雲経』等の経典に
お説きになったものを受持して供養すべきである。） 
di lta ste / 
すなわち、 
gang zhig ʼdi na bdag gir ma byas gzung med paʼi / / ʼbras bu lo tog ʼbru yi bye brag gang skyes pa 
/ / 
de dag ma lus rgyal ba byang chub sems dpaʼ yi / / tshogs la sogs la bdag gis phyag ʼtshal mchod 




bZang spyod du gsungs tshigs bcad kyis / / de bzhin rjes su yi rang bya / /  
rDo rje rgyal mtshan las gsungs paʼi / / bsngo ba gus pas yongs su bsngo / /（8） 
（『普賢行願讃』にお説きになった偈頌によって、同様に随喜すべきである。『金剛幢経』
にお説きになった廻向を、慇懃に廻向する。） 
smon lam ji ltar gdab pa yang / / mDo sde sa bcur blta bar bya / /  





bsod nams gang las shes par bya / / zhe na mdo sde kun na snang / /  
phan yon bcas par rab gsungs phyir / / phyag ʼtshal la sogs rnams kyis so / /（10） 
（福徳は何から知られるべきか、と問えば、あらゆる経典にあり、利益と功徳を具えると
良くお説きになったのだから、敬礼等によって〔知られるべきである〕。） 
bsam pa dag pas yang nas yang / / sangs rgyas la ni phyag byas las / /  


















「caturvidhānubhāvena prīyaṇākhedaniścayaḥ / 
vipakṣe pratipakṣe ca pratipattiścaturvidhā / / 62 / / 
anubhāvaprīyaṇāmanasikāraścaturvidhānubhāvadarśanaprīyaṇā caturvidhānubhāvo 
vipakṣaprahāṇaṃ saṃbhāraparipākaḥ svaparānugraha āyatyāṃ vipākaphalaniḥṣyandaphaladānatā 




paramabodhiprāptaye / vipakṣe pratipakṣe ca caturvidhapratipattimanasikāraḥ / dānādivipakṣāṇāṃ 
ca mātsaryādīnāṃ pratideśanā pratipakṣāṇāṃ ca dānādīnāmanumodanā 
tadadhipateyadharmadeśanārthaṃ ca buddhādhyeṣaṇā / tāsāṃ ca bodhau pariṇāmanā /」 
（四種威力による喜と不退の決意がある。 












Adhipateya, a Palicism not hitherto noted in Sanskrit ; niyata（if the reading be correct） 




「byang chub mchog thob par bya baʼi phyir mi mthun pa dang / gnyen po sgrub pa yid la byed pa 
rnam pa bzhi ste zhes bya ba la / bla na med paʼi byang chub thob par bya baʼi phyir sbyin paʼi mi 
mthun pa ser sna nas / shes rab kyi mi mthun pa ʼchal paʼi shes rab kyi bar spangs pa dang / gnyen 
po sbyin pa nas shes rab gyi bar dag sgrub par yid la bra ba rnam pa bzhi yod do zhes bya baʼi don 
to / sbyin pa la sogs pa mi mthun pa ser sna la sogs pa gshags pa dang zhes bya ba la / sbyin paʼi 
mi mthun paʼi phyogs ser sna nas shes rab kyi mi mthun paʼi phyogs ʼchal paʼi shes rab kyi bar dag 
ni sdig pa mi dge baʼi chos zhes bya ste / de dag byung na yang so sor bshags par byaʼo zhes bya 
baʼi don to / gnyen po sbyin pa la sogs pa la rjes su yi rang zhes bya ba la ser sna la sogs paʼi 
gnyen po ni sbyin pa nas shes rab kyi bar du ste / de dag bdag dang gzhan gyi don spyad pa 
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mthong nas dgaʼ zhing mos pa skyes pa ni rjes su yi rang bar byed pa zhes byaʼo / / deʼi ched kyis 
chos bstan paʼi phyir sangs rgyas rnams la gsol ba gdab pa dang zhes bya ba la / pha rol tu phyin 
pa drug gi dbang du byas nas bshad paʼi chos ni deʼi ched ki chos zhes bya ste / pha rol tu phyin pa 
drug gi chos mnyan cing bshad paʼi phyir / de bzhin gshegs pa chos kyi ʼkhor lo bskor bar gsol ba 
ʼdebs pa ni sangs rgyas rnams la gsol ba gdab pa zhes byaʼo zhes bya baʼi don to / / de dag kyang 
byang chub tu bsngo ba zhes bya ba la / sdig pa bshags pa dang / rjes su yi rang bar bya baʼam / 
gsol ba gdab pa dag gis bla na med paʼi byang chub thob par gyur cig ces bsngo ba ni de dag kyang 
byang chub bsngo ba zhes bya ste / tshig de rnams kyang mdo sde dag las sdig pa thams cad slar 
bshags pa dang / dge ba thams cad la rjes su yi rang ba dang / sangs rgyas thams cad la gsol ba 
ʼdebs pa dang / / bdag bla na med paʼi byang chub tu sangs rgyas par shog shig ces gsungs paʼi 


























kathaṃ ca bodhisattvaḥ sattvānāṃ parīttāni kuśalamūlāny apramāṇa-phalatāyām upanayati. iha 
bodhisattvaḥ yatkiṃcit sattvaṃ pratyavaram api vastv aṃtaṭaḥ saktuprasṛtam pratyavara eva kṣetre 
pradāpayaty aṃtataḥ tiryagyoni-gate ʼpi prāṇi-bhūte. dāpayitvā cānuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau 
pariṇāmayati. evaṃ tat kuśala-mūlaṃ vastuto ʼpi kṣetrato ʼpi parīttaṃ tac ca 











「kathaṃ ca bodhisattvaḥ sattvānām alpa-kṛcchreṇa vipulāny apramāṇāni kuśala-mūlāni 
saṃjanayati.～ 
（p.263, l.4）punar bodhisattvo yāni kānicin mālyāni gandha-jātāni loke vividhāni pravarāṇi 
praṇītāni. taiḥ prasāda-sahagatenādhyāśayena buddha-dharma-saṃgha-triratna-pūjām adhimucyate 
parāṃś cādhimocayati daśasu dikṣu. punaḥ sarvā diśas tenaiva prasāda-sahagatenādhyāśayena 
spharitvā sarvāṃ triratna-pūjām abhyanumodate parāṃś cānumodayati. punar buddhānusmṛtiṃ 
satatasamitaṃ bhāvayati pareṣāṃ ca samādāpayati. dharmānusmṛtiṃ yāvad devatāʼnusmṛtiṃ. 
punar mano-jalpais triratna-namaskriyayā avandhyaṃ kālaṃ karoti kārayati ca. punaḥ 
sarva-sattvānāṃ sarva-puṇyam anumodate anumodayati ca. punaḥ sarva-sattvānāṃ 
vipula-karuṇāʼnupraviṣṭenādhyāśayena sarvaṃ duḥkham ātmani saṃpratīcchati. tatraiva ca paraṃ 
samādāpayati. punar atīta-pratyutpannāni sarva-skhalitāni sarva-vyatikramāṃś ca kalyāṇena 
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śikṣākāmānugatena cetasā sarva-dikṣu buddhānāṃ bhagavatām aṃtike pratideśayati. tatraiva ca 
parāṃ samādāpayati. tasyaivam abhīkṣṇaṃ skhalitaṃ pratideśayataḥ sarva-karmʼāvaraṇebhyo 
vimokṣo bhavaty alpa-kṛcchreṇa. punaḥ prabhūtair vicitraiś ca nirmāṇaiḥ sarva-dikṣu 
buddha-dharma-saṃghādhiṣṭhānaṃ sattvādhiṣṭhānaṃ cāprameyaṃ bodhisattva ṛddhimāṃś 
ceto-vaśi-prāptaḥ puṇya-parigrahaṃ karoti. punar bodhisattvaḥ maitrīṃ karuṇāṃ muditāṃ 
upekṣāṃ bhāvayati. tatraiva paraṃ samādāpayati. evaṃ hi bodhisattvaḥ alpa-kṛcchreṇa vipulāny 



























「upāyakauśalyavibhāge dvau ślokau / 
pūraye buddhadharmāṇāṃ satvānāṃ paripācane / 
kṣipraprāptau kriyāśuddhau vartmāhede ca kauśalaṃ / / 69 / / 
upāye bodhisatvānāmasamaṃ sarvabhūmiṣu / 
yatkauśalyaṃ samāśritya sarvārthānsādhayanti te / / 70 / / 
anenopāyakauśalyasya prabhedaḥ karma ca darśitaṃ / tatra buddhadharmaparipūraye nirvikalpaṃ 
jñānamupāyaḥ / satvaparipācane catvāri saṃgrahavastūni / kṣiprābhisaṃbodhe sarvaṃ pāpaṃ 
pratideśayāmi yāvad bhavatu me jñānaṃ saṃbodhāyeti pratideśanā ʼnumodanādhyeṣaṇā 
pariṇāmanā / kriyāśuddhau samādhidhāraṇīmukhāni / taiḥ sarvārthakriyāsādhanāt / 
varmānupacchede apratiṣṭhitanirvāṇe / asmin pañcavidha upāye sarvabhūmiṣu 





がある。 / / 69 / / 
諸菩薩の方便については、一切地において等しいものはない。 














myur du thob pa dang zhes bya ba la / mngon par shes pa myur du thob cing / myur du mngon par 
ʼtshang rgya bar byed paʼi thabs ni mdo las / sdig pa thams cad bshags par byaʼo / / bsod nams kun 
gyi rjes su yi rang bar byaʼo / / sangs rgyas thams cad la gsol pa gdab par byaʼo / / bdag gi shes pa 
bla na med paʼi byang chub tu ʼtshang rgya bar gyur cig ces bya ba ste / mdo sdeʼi tshig de bzhis 
rim bzhin du bshags pa dang / rjes su yi rang ba dang gsol ba dang / bsngo ba rnams bstan to / / ʼdi 









buddhadharmaparipūraṇakauśalyaṃ prajñāpāramitā dānapāramitāṃ yāvat sarvākāravarajñātāṃ 
paripūrayitukāmena bodhisattvena mahāsattvenāsyāmeva prajñāpāramitāyāṃ śikṣitavyamiti 
vacanāt / kṣiprābhijñatākauśalyaṃ ṣaḍkṛtvāt(-vo)  rātriṃdivasaṃ pāpapratideśanā 































































































































































































































sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye sattvāḥ pratyājātā bhaveyus te sarve 
naikajātipratibaddhāḥ syur anuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau sthāpayitvā praṇidhānaviśeṣāṃs teṣāṃ 
eva bodhisattvānāṃ mahāsattvānāṃ mahāsaṃnāhasaṃnaddhānāṃ sarvalokārthasaṃnaddhānāṃ 
sarvalokārthābhiyuktānāṃ sarvalokaparinirvāpitābhiyuktānāṃ sarvalokadhātuṣu 
bodhisattvacaryāṃ caritukāmānāṃ sarvabuddhān satkartukāmānāṃ gaṅgānadīvālukāsamān sattvān 
anuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau pratiṣṭhāpakānāṃ byūyaś cottaricaryābhimukhānāṃ 





































                                                   


















































・サンスクリット本〔62 偈〕cf. 足利〔1956〕、P.L.Vaidya〔1960〕、白石〔1988〕等。 
・チベット訳〔62 偈〕cf.D.no.44（華厳部）、D.no.1095（秘密部）、D.no.4377（雑部）。そ
の他、敦煌写本に多数の存在が報告されている（cf.井ノ口〔1995〕）。 
































ちの D.nos.4011-4015 がインド撰述で、D.no.4359 はチベット撰述である。なおサンスクリ
ット表記は『西蔵大蔵経総目録』（東北帝国大学）に従った。 
・D.no.4011（経疏部）、P.no.5512（諸経疏部）,Nāgārjuna（龍樹） 
Tib.ʼPhags pa bzang po spyod paʼi smon lam gyi rgyal po chen poʼi bshad sbyar  
・D.no.4012（経疏部）、P.no.5513（諸経疏部）,Dignāga（陳那） 
Tib.Kun du bzang poʼi spyod paʼi smon lam gyi don kun bdus  










Tib.ʼPhags pa bzang po spyod paʼi smon lam gyi rgyal poʼi rgya cher ʼgrel pa  
・D.no.4014（経疏部）、P.no.5515（諸経疏部）, rGyan bzang po（厳賢）1531 
Tib.ʼPhags pa bzang po spyod paʼi smon lam gyi rgyal poʼi rgya cher ʼgrel pa   
                                                   
1530 以下の典籍が釈友造とされる。 
・D.no.1834（怛特羅部）、P.no.2703（秘密疏部）  
Tib.sPyod pa bsdus paʼi sgron ma zhes bya baʼi rgya cher bshad pa  
・D.no.2503（怛特羅部）、P.no.3326（秘密疏部）  
Tib.De kho na nyid bsdus paʼi rgya cher bshad pa ko sa laʼi rgyan  
・D.no.3636（怛特羅部）、P.no.4458（秘密疏部）  
Tib.ʼPhags pa khro bo stobs po cheʼi sgrub thabs 




なお智軍釈の冒頭では、彼の名前の梵語表記が挙げられる。デルゲ版では「Bha dra pa nyi








〔1971〕p.514）。しかし智軍釈末尾には対応する蔵語として「rGyan bzang pos ṭī ka」とあ
ることから、冒頭のデルゲ版「Bha dra pa nyi（nya / nyaʼi）ti kā、北京版「Bha dra pa ha sti ka」
は、彼の名前と Skt.ṭīkā（注疏）を含んだものと思われる。なお北京版目録部「漢語総目」
（P.総目,169a）には「法師妙厳所著 妙行願王経広大疏」とあり、彼の漢訳名に「妙厳」




Tib.ʼPhags pa bzang po spyod paʼi smon lam gyi ʼgrel pa  
・D.no.4359（雑部）、P.no. 5846,（雑部） Ye shes sde（智軍） 










  当於臨終捨寿時 一切業障皆得転 親睹得見無量光 速住彼刹極楽界 
・覚賢訳 v.42（cf.『大正』10,no.296,p.879c） 







  得到於彼此勝願 悉皆現前得具足 我当円満皆無余 衆生利益於世間 
・覚賢訳 v.43ab（cf.『大正』10,no.296,p.879c） 










  於彼仏会甚端厳 生於殊勝蓮華中 於彼獲得受記別 親対無量光如来 
・覚賢訳 v.43cd（cf.『大正』10,no.296,p.879c） 






  於彼獲得受記巳 変化倶胝無量種 広作有情諸利楽 十方世界以慧力 
・覚賢訳（対応箇所なし）  
 
 これら四偈のうち、先ず v.57 では、障碍の滅、見仏、願生浄土といった往生以前が問題




















は死ぬ時に際し（bdag ni ʼchi baʼi dus byed）」等々〔がある〕。「死をなす（ʼchi bar byed 








に〔という意味である〕。「それら〔諸誓願〕を余りなく私は完成する（de dag ma lus bdag 






すること（v.60）とである。どのようにと問えば、「勝者のマンダラ（rgyal baʼi dkyil 
ʼkhor）」等々〔がある〕。「勝者のマンダラ（rgyal baʼi dkyil ʼkhor）」とは如来の眷属の
集いである。「賢（bzang po）」とは美しさである。「喜ばしさ（dgaʼ ba）」とは心に適











かり得てから、多く百コーティもの変化の神変雲（sprul paʼi cho ʼphrul gyi sprin）によ
って十方すべてを覆うよう変化し、一切衆生に対する無量無数の多種なる利益を、瞬
間ごとにあらゆる者に行う。「智の力で（blo yi stobs kyis）」とは、智慧の偉大な力（ye 

























































                                                   
























                                                   
1535 cf.長尾〔1987〕pp.213-216 
1536 cf.Unrai Woghihara〔1936〕p.61 
 第六の神変「往来（Skt.gaman 携 amana）」には、 
「あるいは麁重の四大種の身体によって〔行き、そして帰る（P.Zhi40a1）yang ʼbyung 















                                                   
1537 cf.Unrai Woghihara〔1936〕p.66 










  一刹那の瞬間ただちに、また百もの三昧を獲得する。 
  そして彼は百もの諸仏を眼にする。 
  そして彼は彼ら〔諸仏の〕加持を了知する。 
  そして彼は百もの世界を震動させる。 
  そして彼は百もの国土を訪れる。 
  そして彼は百もの世界を照らす。 
  そして彼は百もの衆生を成熟させる。 
  そして彼は百もの劫に住する。 












                                                                                                                                                           
  そして彼は百もの法門を選ぶ。 
  そして彼は百もの身体を示す。 
  そして彼は各身体に百もの菩薩の眷属を示現する。 








































                                                   
1540 cf.近藤〔1936〕pp.190-191 
1541 cf.D.no.3993（経疏部）、P.no.5494（諸経疏部） 




























































                                                   
1546 『普賢行願讃陳那釈』v.40 






















































                                                                                                                                                           
る。 












































































































  「菩薩の資格と成仏までの道のり」pp.85ff. 
  「パーリ上座部は三十二相に否定的」pp.87ff. 
  「燃灯仏授記のいろいろ」pp.88ff. 
  「スメーダ物語はほとんど大乗」pp.90ff. 
652 
 
  「菩薩になるには厳しい条件がある」pp.92ff. 
  「本生菩薩は本当に菩薩か」pp.94ff. 
  「菩薩を波羅蜜行者として描く『ジャータカ註釈』」pp.95ff. 
  「偉大な菩薩と誰でもの菩薩」pp.97ff. 
  「出家の菩薩、在家の菩薩」pp.100. 
  「菩薩はどこからきたのか」pp.103ff. 











































































































































































































































































   第一に、諸々の悪趣を捨て、常に善趣に生まれる。 
   第二に、下劣の家を捨て、常に貴家に生まれる。 
   第三に、非男の身体を捨て、常に男性の身体を得る。 
   第四に、不具根を捨て、常に諸根を具える。 

































                                                   
1556 cf.香川〔1984〕p.32 




















































 ここでは、サンスクリット本でわずか 62 偈頌の小部な『普賢行願讃』vv.49-60 に、二組
の往生説が説かれる点を指摘する。すなわち、  
（1）一回目：vv.49-53 臨終→良き生活（＊極楽往生）→人界→成仏 

























                                                   
1561 ○サンスクリット文 Shiraishi〔1962〕v.49：varjita tena bhavanti apāyā, varjita tena bhavanti 
ku-mitrāḥ, / kṣipru sa paśyati taṃ Amitābhaṃ, yasy’ imu bhadracarī-praṇidhānaṃ. 
○チベット訳（D.no.44,Phal chen,A361b1ff.）v.49：gang gis bzang spyod smon lam ’di btab pa 
/ / des ni ngan son thams cad spong par ’gyur / / des ni grogs po ngan pa spangs pa yin / / snang ba 




durch denjenigen－ Abgewehrt（sind）die schlimmen Genossen durch denjenigen－ bald schaut 
den（höchsten Buddha）Amitābha derjenige, dem dieses（Lied）mit den frommen Wünschen von






○Shiraishi〔1960〕v.49：Vermieden werden von ihm（stets）die verunglückten Pfade（d.h.die Höllen, 
die Verstorbenen und die Tiere）; / vermieden werden von ihm（stets）böse Freunde, / sogleich 
schaut er den（Buddha）AMITĀBHA, / wenn ihm（nur）dieses（Lied der）Wunschgelübte der 











                                                   
1562 ○サンスクリット文 Shiraishi〔1962〕v.50：lābha / su-labdha, su-jīvitu teṣāṃ, svāgatu te imu 
mānuṣa janma, yādṛśa so / hi Samantatabhadraḥ, te ’pi tathā na cireṇa bhavanti. 
○チベット訳（D.no.44,Phal chen,A361b1ff.）de dag rnyed pa rab brnyed bde bar ’tsho / / mi 
tshe ’dir yang de dag legs par ’ong / / kun tu bzang po de yang ji ’dra bar / / de dag ring por mi 
thogs de bzhin ’gyur / / 
○漢訳（不空訳）v.50：得大利益勝寿命、善来為此人生命、如彼普賢大菩薩、彼人不久当
獲得 
○Watanabe〔1912〕v.50：Wohl-erlangte Erlangungen（und）ein wohl-gelebtes（Leben ist）diesen
（Frommen der geschilderten Art eigen）,（und）wohl-hineingelangt（sind）sie in dies menschliche 
Dasein；denn wie-geartet jener Samantabhadra（gewesen ist）,so werden in Kurzem auch sie. 
○長谷部〔1944〕v.49：彼らの勝寿命をいと善く得て、彼ら、此の人間の生に善く来たれ
り、げに、彼の普賢菩薩の如く、彼らも亦久しからずして然あらん。 
○Shiraishi〔1960〕v.50：Der Gewinn（wird ihnen）gut gewonnen ; ein schönes（d.h.langes）
Leben（wird）ihnen（beschieden sein）; / Willkommen（sind）sie（wieder in）diese menschliche 
Geburt, / Wie（der Bodhisattva）Samantabhadra（‘der überall den Leuten Gute’）（in der Welt 






























シャーキャミトラ釈は「大士（Skt.mahā-puruṣa,Tib.skyes bu chen po）の加持によって、
良き生活をする」と出す。ここの「大士」は文脈上、無量光仏となる。臨終時に無量光仏
の加持力によって「善き生活」が保証されるという。同釈はその結果、釈迦牟尼のように
                                                                                                                                                           
を浄めることである（v.51）。」 
1564 cf.ツルティム、藤仲〔2005〕p.245 

















































「（D.Nyi182a1ff.,P.Nyi211a2ff.）：インドの言葉では、Sa ma nta bha dra tsa rya pra ṇi dhā 
na rtha saṃ gra ha。軌範師陳那御前による著作。チベットの言葉では、Kun du bzang po’i 

















































































糸口となったものは、5 世紀から 6 世紀中頃にかけて成立した『阿弥陀鼓音声陀羅尼経』1572
である。この密浄融合経典にさえ、釈迦にならった成道説が受用されている1573。5 世紀か








 チベット訳 漢訳 
国 × 清泰 
宮殿 ’khor dang bcas pa × 
宮殿の広さ 一万ヨージャナ 十千由旬 
生まれ 王族 刹利之種 
父 ’Khor los sgyur ba'i rgyal po 
bZang po’i mchog 
月上転輪聖王 
母 gZi brjid can 殊勝妙顔 
妻 rGyal rigs bZang skyong ma × 
息子 Zla ba’i ’od 月明 
［奉事］弟子（阿難） sNyan pa dri ma med 無垢称 
智慧弟子（舎利弗） bZang po’i tog 賢光 
神力精進具足弟子（目蓮） bKod pa chen po 大化 
魔王 mChod pa’i rgyal po 無勝 
提婆達多 Dang ba 寂静 
















































典籍名：bZang po spyod paʼi smon lam kyi ʼgrel pa bZhiʼi don bsdus nas brjed byang du byas pa 
著作翻訳の有無：蔵外 
書名の日本語訳：『〔普賢〕行願讃』四釈の内容を要約して備忘録としたもの 






刊本所在：D.no.4359,sNa tshogs,Ji184a1213b1、P.no.5846,mDo ʼgrel, Cho217a2-252a5  
刊本の奥書刊記：（D.Jo.213a7）（P.Cho.251a3）ʼPhags pa bzang poʼi spyod paʼi smon lam slob 
dpon Phyogs kyi glang pos ʼgrel pa mdzad pa dang / slob dpon Shaa kya ba shes gnyen gyis ʼgrel 
pa mdzad pa dang / Sangs rgyas grags pas ʼgrel pa mdzad pa dang / rGyan bzang pos tī ka mdzad 
pa dang rnam pa bzhiʼi don dang 'phral du mkhan po dag las thos pa dang / mdo sde nas ʼbyung ba 
dang yang sbyar te bshad pa brda phrad sla bar brjed byang du byas pa rdzogs so / /  
（『聖なる〔普〕賢行願讃（’Phags pa bZang po spyod pa’i smon lam）』に対する軌範師陳那
（Phyogs kyi glang po）がお造りになった釈と、軌範師釈友（Shā kya ba shes gnyen）がお造

















らは 「シャン」の出身であることがわかる。彼の肩書き「Zhu chen gyi lo tsa ba（対応漢訳：
大蕃国三蔵法師、意味：主任翻訳師）」は、9 世紀前半に敦煌、甘洲で翻訳師として活躍し
た「法成（Chos ʼgrub）」にも見られるという。智軍の代表的著作『見解の差別』は後のチ























































『聖なる〔普〕賢行願讃（ʼPhags pa bZang po spyod paʼi smon lam）』〔に対する〕軌範師
陳那1575がお造りになったものと、釈友（Shā kya mi tra）と、仏称（Bu ddha kī rti）と、厳
賢がお造りになった註疏1576、〔合わせて〕四釈の内容（don）と、折々に和上たちから聞い
                                                   
1574 P.lo tstsha ba ye shes sdes mdzad pa’i bzang spyod kyi ’grel pa bzhi’i don bsdus nas brjed 
byad du byas pa（大翻訳師智軍がお造りになった、『〔普賢〕行願讃（bZang spyod）の四釈
の内容（don）を集めて備忘録としたもの』） 
 智軍の本業はインド仏典の翻訳であり、以下の三部の著作は余技的なものと思われる。 
1）bZang spyod kyi ’grel pa bzhi’i don bsdus nas brjed du byas pa（cf.D.no.4539、P.no.5846） 
2）lTa ba’i khyad par（cf.D.no.4360、P.no.5847） 
3）Sangs rgyas gtso bo’i rgya cher ’grel pa（cf.D.no.4361、P.no.5848） 
 1）は本作、2）はチベット撰述の最初期の学説綱要書（『見解の差別』）、3）は三宝の概
説書（『仏身広註』）である。 









pa brda phrad sla ba）備忘録とした。 
 
【「普賢の誓願」五義】 
 『普賢の誓願（Kun du bzang poʼi smon lam）』、あるいは『〔普〕賢行の誓願（bZang po spyod 
paʼi smon lam）』といわれるものは、名義の合致したものである。  
（1）「普賢（Kun du bzang po）」とは如来についていう1577。自他の利益（don）の円満1578に
                                                                                                                                                           
記が挙げられる。デルゲ版では「Bha dra pa nyi（nya / nya’i?）」、北京版では「Bha dra pa ha」
とある。末尾には蔵語表記が挙げられ、どちらも「rGyan bzang po」とある。蔵語の「nya」
と「ha」は書体が類似しており、それが一因となり表記の揺れが生じた可能性もある。  







デルゲ版「Bha dra pa nyi（nya / nya’i?）ti kā」、北京版「Bha dra pa ha sti ka」は、彼の
名前と Skt.ṭīkā（註疏）を含んだものと思われる。なお北京版目録部「漢語総目」（P.
総目、169a）には「法師妙厳所著 妙行願王経広大疏」とあり、彼の漢訳名に「妙厳」











よって普く美しいので1579。彼〔、すなわち普賢如来〕の行願（spyod paʼi smon lam）であ
る。 
（2）または（yang）1580、行そのものが「普賢（Kun du bzang po）」である。罪（kha na ma 
tho ba）が無く、すべての過失（skyon）を離れたので、すべての仏・菩薩の誓願であるか
らである。初めに聞く時に良く、中に思い修する時に良く、終わりに果〔である〕成仏（sangs 
rgyas）した1581時に良い、賢れているから、『〔普〕賢行の誓願（bZang po spyod paʼi smon lam）』




























行の誓願（bZang po spyod paʼi smon lam）』という1584。 
（4）または（yang na）、〔普〕賢なる者の行願（bzang po spyod paʼi smon lam）といって結
びつけないが、〔普く〕賢れた行の願（spyod pa bzang poʼi smon lam）というものに結びつ
けた1585。以前に願った1586、その賢れた最上の行（spyod pa bzang po rab mchog）を得るよ
                                                   
1582 初期仏教以来の法随念の伝統を踏まえた表現である。 
1583 D.rab kyi dbang po cig、P.rabs kyi mang po cig（高貴の多く） デルゲ版の読みを採用し






















うに、あるいはそれについて願求すべきなので、『〔普〕賢行の誓願（bZang po spyod paʼi smon 
lam）』という。そのうち「敬礼（phyag bya ba）」1587等々、一部は誓願でないものもあるが、
大部分は誓願であるので、「誓願（smon lam）」である。 
（5）または（yang na）、敬礼（phyag bya ba）と、供養（mchod pa）と、悪の告白（懺悔 sdig 
pa bshags pa）と、福徳への随喜（rjes su yi rang ba）と、法輪を転じるよう勧請すること（chos 
kyi ʼkhor lo bskor bar bskul ba）と、「衆生の利益をなして下さい」といって、住されるよう




 そのように、この「誓願（smon lam）」は名義の相応したものである1589。 
 
【『普賢行願讃』の諸義】 








                                                   
1587 例えば『普賢行願讃』陳那釈 vv.1-3 にこの表現は出る。 



















                                                   
1591陳那作『普賢行願讃』科文では、「積んだ善根を廻向することと、それの区分と、それ
の究竟と、それの善である（dge ba’i rtsa ba rab tu bsags pa yong su bsngo ba dang / de’i rab tu 
dbye ba dang / de’i mtha’ dang / de’i legs pa’o / /）」とある。『普賢行願讃』陳那釈第八章十六
節分科の段からは、ここの「それ（de）」が直前の廻向であると理解できる。ただし同釈は、
「（D.Nyi187a5ff.）（P.Nyi216b7ff.）さて〔以下は〕それの区分であり、第八〔章〕である。





1594 例えば『ダンマパダ』v.173 を参照。アングリマーラに因んだ話とされる。 
yassa pāpaṃ kataṃ kammaṃ kusalena pithīyati 




1595 cf.Mvp.2747（10）Svasti、〔蔵〕Bde-legs sam dge-ba、〔漢〕妙楽善、吉慶或福（cf.榊亮
三郎『梵蔵漢和四訳対校 翻訳名義大集』、国書刊行会、1981、p.198） 






なわち〕悪を告白（懺悔）して、他なる善の器（dge ba gzhan gyi snod）に1599ふさわしくす
                                                   
1597 例えば Lokesh Chandra,Tibetan-Sanskrit Dictionary【bde skyid】（p.1208b）に、
1.sukha,2.sukhotpāda,3.sukhotsava が挙がるように、本文の「Tib.bde skyid」は極楽世界
（Skt.Sukhāvatī）を言い換えているのかもしれない。文脈からも矛盾はない。  
1598 Tib.sems sbyang ba は Skt.cittaśuddhi / cittaśodhanam に相当する。『普賢行願讃』とも関
係が深い、華厳を承けた『入行論』『入行論パンジカー』『集学論』等に出る（cf.Je Esa Ne 
gī,Bod skad dang legs sbyar gyi tshig mdzod chen mo,p7169）。『入行論』の用例（cp.5,v.97）は
以下のとおりである。 




この直後の v.98 には三品儀礼が説かれ、『普賢行願讃』の文脈と一致する。ちなみに Tib.sems 




sabbapāpassa akaraṇaṃ kusalassa upasampadā 







になる点は、例えば Monier Williams 梵英辞典（p.326b）の「Skt.√kṣam（堪忍）」caus.が指
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いようと、私は残らず彼らすべてを、澄浄な身と語と意によって敬礼する（ji snyed su dag 
phyogs bcuʼi ʼjigs rten na / / dus gsum gshegs pa mi yi seng ge kun / / bdag gis ma lus de dag 
thams cad la / / lus dang ngag yid dang bas phyag bgyiʼo / /）。」というものである。 
「あらんかぎり（ji snyed）」あるいは「彼らその者たち（gang dag su dag）」は、ある方角
                                                                                                                                                           







者に受けとめさせる」ことになろうか。なお智軍釈「Tib.dge ba gzhan gyi snod」の「snod
（器）」については、「Skt.bhājana-bhūta（器となった）」が参考になるかもしれない。対応
漢訳は「堪受能受持、堪任受持（堪えて受け入れる）」である（cf.『荻原梵和大辞典』p.953b）。 
1600 sems kyis lhag par mang du dmigs te. 止観の止を含意し、認識の対象とする。七支供養
ないし菩薩戒の証人として仏を対象化することで、内容の先取りを行っている。 
1601 『普賢行願讃』vv.1-3 の内容を指している。 

















                                                   
1603 D.phyag bya ba yin gyi、P.phyag bya ba ma yin gyi 北京版の読みを採用した。 
1604 根拠のないことで行うのではなく、自分の意によって行うという意味。 
1605 智軍が挙げる『普賢行願讃』v.1d は「Tib.lus dang ngag yid dang bas phyag bgyi’o」とあ
るように、「澄浄な（Tib.dang ba）」を身語意にかける。対してサンスクリット本 v.1cd は、




cp.8「清浄品」v.17 には身体の清浄が説かれる。  
「身が清浄なとき、人々にとって受用は適切になるであろう。あたかも正しく米が精
米され、調理されたとき、〔その〕ごとく。（Skt.śodhitasya ātmabhāvasya bhogaḥ pathyo 
bhaviṣyati / samyak siddhasya bhaktasya niṣkaṇasyeva dehinām / /）」 
cf.niṣkaṇa, adj. Bhvr., free from kaṇa, = akaṇa: Śikṣ158.15.（cf.Edgerton〔1993〕p.308a）、akaṇa, 








願の力によって（bzang po spyod paʼi smon lam stobs dag gis）」ということ等々である。身に
よる敬礼の仕方1606もどのようかと問えば、「〔普〕賢行願（bzang po spyod paʼi smon lam）」
は、普賢菩薩がお説きになった誓願である。「力（stobs）」とは口訣（man ngag）である1607。
この誓願から生じる口訣である。さらに〔普〕賢行への願求の力によって敬礼すると説明
した。「〔普〕賢行（bzang po spyod pa）」は先に説明し終わった。それへ「願求する（smon 
paʼi）」とは、それへの心の願楽1608（sems ʼdun pa）である。「願求の力によって（smon paʼi 
stobs gis）」とは、所対治〔である〕散乱（rnam par gyeng ba）を断ってから、心が〔専注
                                                   
1606 D.yul、P.tshul 北京版の読みを採用した。デルゲ版で理解すると「対象」の意味。  
1607 cf.Mvp.7570（1302）Āmnāyaḥ、〔蔵〕Man-ngag、〔漢〕要門、〔和〕古来の伝説、聖典、














研究」（『成田山仏教研究所紀要』36、2013、pp.224-225 註 30））。 
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した〕一境（sems rtse gcig tu bya ba）に入ったことにおいて1609。「一切の勝者を意で現前
に（rgyal ba thams cad yid kyis mngon sum du）」とは、煩悩の敵から打ち勝った仏である。
意（yid）あるいは心（sems）により1610、十方と三世に属したすべての如来を現前に見る
のと同じく縁ずる1611。「国土の塵に等しい身の礼拝（zhing gi rdul snyed lus rab btud pa 
yi1612）」）というのは、彼ら勝者のあらんかぎりのすべての〔仏〕国土、それほどの自分の














                                                   













に塵〔の数〕と等しい諸仏が〔おり〕、仏子の中央に坐っている（rdul gcig steng na rdul snyed 









広がったこと（rgyas pa）を同時にまとめて「仏（sangs rgyas）」という。「子（sras pa）」と
は〔十地以前の〕信解行地に入る以降は、如来の家系の相続を断たない者〔、その〕彼ら
をいう1620。または初地〔歓喜地〕を得た以降をいう。 
『聖なる十地経（ʼPhags pa Sa bcu paʼi mdo）』には 
【初地を得た菩薩たちは如来の種姓（rigs）に生まれた。】1621 
とお説きになったごとくである。要約すれば仏の御言葉〔である〕口訣から生まれた子を
                                                   
1617 D.sangs rgyas kyi zhing ma lus pa’i rdul snyed kyis sangs rgyas kyi sku tha mal pa’i tshad ma、





と同じく、世親著『三十頌』でも Skt.mati は Skt.prajñā の同義語の扱いである。 









































ると〔私は〕信解する（de ltar chos kyi dbyings rnams ma lus par / / thams cad rgyal ba dag gis 
gang bar mos）」といって、「そのように（de ltar）」というのは、一塵においてそのとおり







1631尽きない海のような讃嘆（de dag bsngags pa mi zad rgya mtsho rnams）」というのは、「彼
らの讃歎（de dag gi bsngags pa）」は、まさに三世すべてに属する者〔である〕と信解1632、
思念してから、一塵の上に塵に等しい〔数の〕者が坐っておられ、個々の塵の上にもそ〔の
数〕に等しい〔者が〕坐っておられると信解した、〔その〕彼らすべての勝者の「讃歎（bsngags 
pa）」が、誉れある賞讃（snyan par bstod pa）である。「尽きない海（mi zad rgya mtsho）」と
いうのは、讃歎の尽きることが知られないもの、〔すなわち〕多くの海のように、多くの讃
歎の尽きることが知られないものである。「音声の支分（dbyangs kyi yan lag）」というのは、
                                                   




にも Skt.ākara について述べられる。Skt.ākara は鉱脈とも訳される。 
1630 D.klas pa、P.klad pa デルゲ版の読みを採用した。 
1631 「彼らに対する讃歎」、あるいは「彼らの讃歎」とも理解できる。 
1632 D.P.dus gsum kun du（P.tu）gshegs pa nyid dang mos pa bsams nas、N.dus gsum kun tu gshegs 




それまた根拠（khungs）は『三品経（Phung po gsum paʼi mdo）1635』には、 
【如来各々に対して、身を得たすべての衆生が、あらんかぎりの心をもって御足のも
とに至って敬礼する。身を得た者、各々においても舌の極微細な先端は～（mgo gang gi
（P.gis）lam1636 nges paʼi tshig1637 de snyed du）特に信解する。頭各々においても、口
の門はすべての国土の極微細な塵の〔数〕コーティほどだと特に信解する。口の門各々
においても、すべての国土の極微細な塵〔の数〕に等しいと特に信解する。】1638 
                                                   
1633 D.’byung ba、P.’byung byung ba デルゲ版の読みを採用した。  
1634 便宜的に「舌」と直訳したが、現代的な理解としては「発声器官」であろう。三十二
相の広長舌は、Mvp.247（12）〔梵〕prabhūta-tanu-jihvaḥ、〔蔵〕ljags shin tu ring zhing srab pa
である。Tib.ljags は Tib.lce の敬語。 
1635「Tib.’phags pa」がついていない。vv.1-12 の他の教証（経典）には「Tib.’phags pa」が
ある。なお智軍釈 v.56 にも『三品経』からの引用があるが、そこでは「Tib.’Phags pa phung 
po gsum pa’i mdo」と「Tib.’phags pa」がある。そこの出典は D.no.284、P.no.950 である。
デルゲ版の翻訳に智軍は参加しているが、北京版は失訳である 
1636D.P.の「lam」が N.では印刷不鮮明である。 





 「具足十力人師子  彼仏頭数如恒沙  一一皆有恒沙頭  於一一頭如恒沙 
  各各皆有恒沙口  彼於一一無量口  有於無量沙数舌  以舌讃歎於如来 
  彼諸如来説不尽  功徳彼岸不可到  一切智智不可量  由度功徳彼岸故」 
T.Śilendrabodhi,Jinamitra,Dānaśīla,Ye shes sde,’Phags pa yab dang sras mjal ba zhes bya ba theg 
pa chen poi mdo、D.no.60,Nga29a7-b2 
「gal te gang gā’i bye snyed kyi / / phyogs bcu’i ’jig rten khams rnams kyi / / sems can thams 
cad sangs rgyas su / / mi mchog stobs bcu’i stobs ldan la / / de dag re re’i mgo bo yang / / 
gang gā’i bye ma snyed gyur te / / mgo bo de dag re re zhing / / de snyed kha dang ldan gyur 
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と出ているのである。〔「音声の支分（dbyangs kyi yan lag）」とは、〕その舌に等しいと信解
するのである。 




万、十万、兆、コーティ、ニャルブダ（dung phyur）、パドマ（ther ʼbum）、カルヴァ（shu rdog）、
ニカルヴァ（mchog nyal）、マハーパドマ1642、シャンク（bye ma nab nub）1643、サムドラ（mtsho 
yas）ということ等々が出るので1644数の名をいう。音声（sgra skad）が出る多くの舌は「海」
                                                                                                                                                           
la / /kha rnams de dag re re zhing / / lce dang kha yi grangs mnyam la / / gang gā’i klung gi 
bye snyed kyi / / bskal par bstod par bgyis kyang ni / / rgyal ba de dag spobs mi bas / / khyod 










1639 D.grangs mtsho mtha’ yas pa、P.grangs mtsho yas pa デルゲ版の読みを採用した。 
1640 cf.Mvp.8065（16）Samudram、〔蔵〕Tshig-ḥbum mam mtsho-yas、〔和〕十載（cf.榊亮三
郎『梵蔵漢和四訳対校 翻訳名義大集』、国書刊行会、1981、p.514） 
1641 D.rims、P.rim 北京版の読みを採用した。世間の数目については Mvp.8049 以下を参照。 
1642 D.rkyang ’phyes、P.kyang ’phyes,N.kyang ’phyes,Mvp.8063（14）brkyang（bskyang）
ḥphyes.skyang ḥphyis 








る。「すべての勝者の（rgyal ba kun gyi）」というのは、三世に属する勝者そのものと信解
するよう思念してから、塵に等しい〔数の〕者が坐っておられる。そのような各々の塵に
も、それに等しい〔数の〕者が坐っておられると信解した、〔その〕彼らすべての勝者の「讃
歎（bsngags pa）」が誉れある賞讃（snyan par bstod pa）である。「功徳（yon tan）」は何度
も唱えるべきものであり1647、実践すべきものである。菩提に心を起こしてから、無尽の大
波濤行（byang chub kyi spyod pa rlabs po che mi zad pa）1648の功徳と、成仏した者におあり








1646 原拠「音声の支分（dbyangs kyi yan lag）」中の「音声の（dbyangs kyi）」の言い換えか
もしれない。 
1647 yon tan ni yang dang yang du bzlas par bya. 「反復」の意味である。 
1648 菩提道次第の伝承には、広大行の伝統（rGya chen spyod brgyud）、大波濤行の伝統（Rlabs 





















供養を教示する1649。それについても二つ〔ある。すなわち〕、有上（bla na yod pa）と無上
（bla na med pa）である。 
そのうち「有上」とは、「妙なる〔諸々の〕華、妙なる〔諸々の〕花輪と（me tog dam pa 
phreng ba dam pa dang）」ということ等々の二偈（vv.5-6）によって教示する。「妙なる〔諸々
の〕華（me tog dam pa）」は、天界以下の世間における、あらんかぎりの現に存在する「華
（me tog）」と、あらゆる最高のものである1650。後〔続〕の妙なる諸供養もこれから知る




                                                   
1649 供養については、例えば『大乗荘厳経論』cp.17「供養品」を参照（cf.長尾文庫〔2009〕
pp.103ff.）。 
1650 ちなみに、「Tib.kun gyi mchog」は「ヴィシュヴァンタラ」にも相当する。釈迦牟尼が
前世において、布施波羅蜜を成満した折の名前である。cf.ZK.p.26a【kun gyi mchog】vishvantra、
赤沼智善編『インド仏教固有名詞辞典』【Vessantara】（p.760b）を参照。 
1651 D.ma zad kyi、P.ma zad kyis デルゲ版の読みを採用した。 






つもの（rgyud can）と、吹くもの（bud pa）と、叩いて響かせる（brdung zhing dkrol）もの
すべてである。それらも〔耳に〕心地よい、極めて良いものすべてである。「塗香（ʼbyug pa）」
は甘い香味（spos dri zhim pa）の練ったもので、身に塗るものである。それも最高に至っ
たものである。最高の「傘（gdugs）」は、あらん限りの「傘」の種類の〔うち〕最高のも
のである。最高の「灯火（mar me）」は、灯香（spos mar）等々の甘い香り（dri zhim）、光
明（ʼod gsal ba）の宝玉の〔ような〕光は大きく、宝石のようである。「妙なる董香（bdug spos 
dam pa）」とは、董香の混合物、あるいは種類は一つでも良くて最高に至ったものである。
「妙なる上衣（na1655 bzaʼ dam pa）」は、すべての衣服の〔中の〕最高であるカチャリンデ
ィカ（ka tsa lin di ka）1656等々の価値が無量のもの等々である。最高の「香（dri）」は、香
水を供水（yon chab）として献上するもの、あるいは香水によってまかれた、妙なる「沈
香（a ga ru）」と、ドゥルシュカ1657と、ナラナ（na la na）と、スガンディカ1658等々である。
「スメール山に等しい粉袋と（phye maʼi phur ma ri rab mnyam pa dang）」というのを二種類
に説明しよう。一つには様々な甘い香りの（spos dri zhim pa）粉をまき散らしうる包みを
作って置いた1659広大な工程（rim pa）が充実して、築いた高さはスメール山のかさと等し
                                                   
1653 ここの「諸々の作りもの（bcos ma）」とは、人が手を加えた花の種々の状態をさす。
例えば「押しつぶしたもの」は押し花、「注いだもの」は生け花であろう。 
1654 固有名詞としては「シンバル」を指す。cf.Heinrich August Jaschke,A Tibetan-English 
Dictionary,p.573b 
1655 D.nam bza’、P.na bza’北京版の読みを採用した。 
1656 カチャリンディカという名の羽毛で作った、上質の布を指す。cf.藤田〔1975〕pp.104,213 
1657 D .du ru ska、P.du ru ka デルゲ版の読みを採用した。デルゲ版は原語の音を忠実にと
っている。 
1658 D.sau ga ndha、P.N.so u ga nde 
cf.中村元『仏教語大辞典』（東京書籍、p.628）【須揵提華】「Skt.sugandhika の音写。すぐれ
た芳香のあるものの意。白蓮の一種。」 






らのうち最高の「粉袋（phye maʼi phur ma）」とは、良い顔料と、甘い香（dri zhim pa）と、
スメールと「等しいもの（mnyam pa）」である。 
「殊勝な最高の荘厳すべてによって（bkod paʼi khyad par ʼphags paʼi mchog kun gyis1664）」
というのは、〔「最高の荘厳」とは〕多くの種類（rnam pa mang）に導く。〔譬えば〕大部分
（phal che ba）についてもいう。厳飾（brgyan pa）についてもいう。種々（sna tshogs pa）
についてもいう。こ〔の「最高の荘厳」〕は〔この〕三部分（gsum char）1665とも結びつき、
上に述べた諸々に追求しても良くて（bsnyag1666 tu yang rung）、「華（me tog）」と、「花輪





                                                   
1660 D.brgya、P.rgya デルゲ版の読みを採用した。  
1661 それほど種々の色があるということか。 
1662 D.rngams、P.rngam デルゲ版の読みを採用した。 
1663 D.gtos、P.bltos デルゲ版の読みを採用した。  
1664 他釈と異なる。例えば陳那釈は「khyad par can gyi rgyan mchog thams cad kyis」である。 
1665 同義語の説明を行っている。直前に出る「大部分、厳飾、種々」の三つ。 
1666 D.P.N.bsnyag cf.ZK.p.1016【bsnyag pa】’ded pa’i don du go ba’i snyog pa’i ’das pa（’ded pa
の意味として理解する snyog pa の過去形）、ZK.p.1411【’ded pa】（1）rjes su snyeg pa （2）
skul ba dang / byed du ’jug pa（3）rtsi ba’am rtsad gcod pa このうちの（1）の意味（E.follow
の語感）で理解した。cf.ZK.p.1012【snyeg pa】（1）’ded pa /追赶（追いかける） また支持
する読みはないが、文脈からして Tib.bsnyad pa（叙述 snyod pa の過去、未来）の可能性が
ある。 
1667 D.gis、P.gi デルゲ版の読みを採用した。  
1668 D.rnam grangs mang ba’o、P.rnam grangs mang po’o 北京版の読みを採用した。 










と信解すべきである。この有上の供養（mchod pa bla na yod pa）は世間のものである。 
 
・（v.7）智軍釈和訳（D.Jo188b1ff.）（P.Cho222b1ff.）：第二、無上の供養は、「無上の広大





                                                   










は、広の 1.神通威力と関係する。神通威力には 1.能変通と 2.能化通がある。能変通の 13.
転変には、勝解（信解）をもって事物を成就することが指摘される。能化通には、飲食、
衣服、摩尼、真珠、瑠璃、螺貝、璧玉、珊瑚、車などの具体的な化作が説かれる。 





 「彼らあらゆる勝者についても信解する（de dag rygal ba thams cad la yang mos）」という
のは、譬えと余りのない、それら無上の供養によって1677上に述べたすべての勝者に対して
も、信（dad pa）と智慧（shes rab）を具えた心1678により供養すると思念することをいう。 
または無上の供養の資具は、『聖なる如来秘密説示経（ʼPhags pa de bzhin gshegs paʼi gsang ba 






                                                   
1676 出典不明。あるいは何かの趣意引用か。 











1679 Skt.Śikhin、Tib.Tshangs pa gtsu ’phen、竺法護訳：識氏梵天、法護訳：尸棄梵天 
1680 「mchod pa’i las bla na med pa’i（D.P.N）bsod nams tshad med pa ’byung ba’o」の下線部
分を、下記原拠チベット訳の対応箇所（下線部分）によって「pa’o」と改めた。  





 「〔普〕賢行の諸誓願力によって（bzang por spyod paʼi smon lam stobs dag gis）」1683とい
                                                   
1682 〔チベット訳〕D.P.Tr.Jinamitra,Dānaśīla,Munivarma,Ye shes sde,’Phags pa de bzhin gshegs 
pa’i gsang ba bsam gyis mi khyab pa bstan pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo、
D.no.47,Ka201b1-4、P.no.760-3,Tshi230b3-7 
「（D.）tshang pa gsum po ’di dag ni de bzhin gshegs pa la mchod pa dang / rim gro byed pa 
bla na med pa’o / / mchod pa’i las bla na med pa’o / / bsod nams tshad med pa ’byung ba’o / / 
gsum gang zhe na / gang bla na med pa yang dag par rdzogs pa’i byang chub tu sems skyed pa 
dang / gang de bzhin gshegs pa rnams kyi chos ’dzin pa dang / gang ji ltar thos pa’i chos 
rnams de bzhin nyid du sgrub pa ste / tshang pa gsum po de dag ni de bzhin gshegs pa la 
mchod pa dang / rim gro bya ba bla na med pa’o / / tshang pa gal de de bzhin gshegs pa tshe’i 
tshad bskal par bzhugs pas mchod pa’i dngos po gsum po ’di dag gi bsod nams kyi rnam par 
smin pa bskal pa’i bar du bstan du zin kyang mthar phyin par mi ’gyur ro / / tshangs pa de lta 
bas na de bzhin gshegs pa la mchod pa dang / rim gro bya ba bla na med pas mchod pa 

















て、無上の広大な供養によって、勝者たちに供養すべきである（bzang po spyod pa la dad paʼi 
stobs kyis mchod pa bla na med pa rgya chen pos rgyal ba rnams la mchod par byaʼo）」1684という







告白することは、「貪瞋痴によるならば（ʼdod chags zhe sdang gti mug dbang gis na）」という
こと等々について、一偈頌（shlo ka gcig, v.8）によって教示して、それも四〔ある。すな
わち〕罪過（nyes pa）の因と、基盤（gzhi1686）と、本性（rang bzhin）と、一般（spyi）と
の四種類の門から告白すべきである。 
そのうち、「罪過の因1687」は、「貪瞋痴（ʼdod chags zhe sdang gti mug）」である。 
「罪過の基盤」は、身と語と同様〔に〕意によってである（lus dang ngag dang de bzhin yid 
yis so）1688。 
「罪過の本性」は、「私が作った悪がいかほどあったにしても1689（sdig pa bdag gis bgyis pa 
ci mchis pa）」という。今世と、他の世世生生とにおいて、自己が作った諸々の悪なる不善
業（sdig pa mi dge baʼi las）である。 
                                                   
1684 v.7 から「敬礼」を除いた部分ともいえる。  
1685 cf.Mvp.7309（1041）Ādīnavaḥ、〔蔵〕Nyes dmigs、〔漢〕念業、指悪（cf.榊亮三郎『梵
蔵漢和四訳対校 翻訳名義大集』、国書刊行会、1981、p.470） 
 通常は「Tib.sdig pa（悪）」「Tib.nyes pa（罪過）」の場合が多い。 
1686 D.gzhi、P.bzhi デルゲ版の読みを採用した。  
1687 D.rgyu、P.なし デルゲ版の読みを採用した。  













と結びつけなかったが、およそいかに作った（ci dang ci ltar byas pa）罪過でも、それらを
「同様に」告白する（bshags so）、と結びつけた1693。 











一「殺生を行うことと（Tib.srog gcod pa yang dag par len pa）」に対比する形で、第四「自分
自身、殺生を大いに行うことである（Tib.rang nyid srog bcod pa la lhag par spyod pa’o）」が
挙がる。cf.並川〔2000〕pp.185-186 
1691 D.gis、P.gi Tib.’dug pa は自動詞である。「bdag gis（gi）lus mang por ’dug la」 
1692 v.3 の「意による敬礼」と理解した。  
1693 D.sngon du yid dang mi sbyar gyi / nyes pa ci dang ci ltar byas pa、P.sngon du yid dang mi 
sbyar gyi nyes pa ci dang ji ltar byas pa 北京版の読みを採用した。 





















                                                   
1695 いうまでもなくできない、という意味。 
1696 D.’byang bar ’gyur la、P.byang bar ’gyur la デルゲ版の読みを採用した。  
1697 D.’gyod、P.ldog デルゲ版の読みを採用した。  











「十方の全ての勝者と仏子（phyogs bcuʼi rgyal ba kun dang sangs rgyas sras）」というのは、
十方世界における三種の仏子を伴った勝者（rygal ba sangs rgyas sras rnam pa gsum dang bcas 
pa）、〔すなわち〕上に敬礼の箇所で説いたのと同じである1703。｢独覚たちと（rnang rgyal 






ba rnams kyi bsod nams gang la yang）1706」というのは、「衆生（ʼgro ba）」という言葉（sgra）
はすべての者（ma lus pa）に追求する。五種姓1707についていう。〔複数詞の〕「rnams」と
                                                   
1702 D.da ni、P.de ni デルゲ版の読みを採用した。  
1703 智軍釈 v.3 末尾を踏まえていると理解した。以下である。  
｢極微細な塵のそれぞれの上に、眷属を伴った勝者そのあらん限りの者が坐っておられ
ると思念し信解することによって、心を浄化するべきである。｣ 


























浄化し（ʼbyang）、善の資糧（dge baʼi tshogs）として摂取しよう1711。 
 
・（v.10）智軍釈和訳（D.Jo190a4ff.）（P.Cho224b2ff.）：今や、総義、第五、如来に法輪を
転じるよう勧請する思念によって、心を浄化すること（修心すること sems sbyang ba）は、
「十方諸世間の灯火（gang rnams phyogs bcuʼi ʼjig rten sgron ma dag）」ということについて、




それについて論難し（de la rgol te）、どの三世の仏に懇願するのかと問えば、過去と現在
                                                   
1708 D.bsam pas、P.bsams pas 北京版の読みを採用した。心所の大地法の「思（Skt.cetanā）」
であり、思惟業にも繋がる。 
1709 『倶舎論』「業品」vv.54-55 を参照。意業の浅深によって果報の出方が異なってくる。 
1710 bya bar の誤表記と理解した。 
1711 v.8（懺悔）から v.9 への流れを承けた表現。 
1712 三種菩提（声聞、縁学、菩薩の菩提）との対比において「無上の菩提」が出る。  







の諸仏の一般に追及する。「世間の灯火（ʼjig rten sgron ma）」というのは、〔その三業にお
いて、その仏の〕身から光明（ʼod zer）を発し闇を除く者であり、八支聖道（ʼphags paʼi lam 
yan lag brgyad pa）1717等々の法を教示した語の光明によって、衆生の無明の闇を除く。〔す
なわち〕器世間と衆生世間の二つに輝き（snang ba）をお作りになるので、それゆえ仏・
世尊の〔最勝変化身の〕十二の行い等々は、「世間の灯火」という。または世間において
人（プドガラ）と法への我見（bdag tu lta ba）を除かれるから、またそのように〔いう〕。  
「覚り（byang chub）」というのは、断除の円満と、智慧の円満である1718。そのうち1719断
除は二種類である。煩悩障の断除と、所知障の断除である。智慧も二種類である。一切智
                                                   
1714 D.kha cig pa、P.kha cig la 北京版の読みを採用した。 
1715 D.gdod、P.sngon sngon デルゲ版の読みを採用した。 
1716 D.gang dag gdod sangs rgyas shing、P.gang dag sdod sdod sangs rgyas shing デルゲ版の読
みを採用した。 
1717 cf.石川〔1993〕p.67 















着を得た（byang chub rim par sangs rgyas ma chags brnyes）」ということについて、無上の菩
提を、次第に十地から1720成仏したこと（rnam par sangs rygas pa）は、最初、最高の菩提に
発心なさってから現等覚して、〔般〕涅槃しない間に、〔最上の変化身の〕十二の行い（mdzad 
pa bcu gnyis）1721等々を次第をもって1722〔示現〕なさってから、無上の菩提の大きな宝庫
（gter chen po）を獲得したことをいう。「無執着（ma chags）」というのは、現在、宝庫（gter）
を獲得しても、それに対して凡夫のように執着し固執なさらないので、「無執着を得た（ma 





よう勧請する（ʼkhor lo bla na med pa bskor bar bskul）」ということについて、「輪（ʼkhor lo）」
は、譬えば車の輪（shing rtaʼi ʼphang lo）を回し進むことについても輪（ʼkhor lo）が進むこ
とと同じように〔仏が〕法を教示することであり、彼方の聴聞者たちの相続において（pha 




                                                   
1720 D.byang chub rim par sa bcu dag las、P.byang chub rim par ram / sa bcu dag las デルゲ版の
読みを採用した。 
1721 チベット仏教における仏伝十二相については、川崎〔1977〕を参照。 





1726 D.P.pha rol nyan pa dag,N.pha rol nyan pa ngag 
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ngan ʼdas ston gang bzhed de dag las1729 / / ʼgro ba kun la phan zhing bde baʼi phyir / / bskal ba 
                                                   


















1729 D.las、P.la 北京版の読みを採用する。 
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zhing gi rdul snyed bzhugs par yang / / bdag gis thal mo rab sbyar gsol bar bgyi  / /）」という。 
正しくは仏は般涅槃しないのだが、〔般〕涅槃すると示すことによって、教化対象者たちに
そのように〔般涅槃を〕示そうと願われるので1730、彼ら〔諸仏〕に対して住されるよう懇















をも、すべてを私は菩提のために廻向する（phyag ʼtshal ba dang mchod cing bshags pa dang / 
/ rjes su yi rang bskul zhing gsol ba yi / / dge ba cung zad bdag gis ci bsags pa / / thams cad bdag 
gis byang chub phyir bsngoʼo / /）」という。 
                                                   
1730 変化身のありようである。変化身については、例えば『宝性論』cp.2,vv.53-59 を参照。
cf.中村〔1961〕pp.169-172、高崎〔1989〕pp.156-157）。 
1731 安楽（bde ba）、利益（phan pa）、助益（sman pa）を出すものに、例えば『大宝積経』
所収の『善住意天子経』がある（cf.D.no.80,Ca287a、P.no.760-36,Zi304b）。 
1732 D.las、P.la 北京版の読みを採用した。 
1733 D.mthong zhing、P.mthong ba’o デルゲ版の読みを採用した。 
1734 D.gdab、P.bdag 北京版の読みを採用した。 















                                                   
1736 D.kyis、P.kyi デルゲ版の読みを採用した。  
1737 D.kyi、P.kyis デルゲ版の読みを採用した。  























 8-4.衆生を饒益（phan gdags）することと、 
 8-5.被鎧〔精進〕と、 














  1）如来を供養するよう思念することと、 
  2）意趣を達成（yongs su bskang ba）するよう思念することと、 
  3）仏国土を清浄（yongs su dag pa）にするよう思念することと、  
  4）一切衆生を饒益し安楽にするよう思念することである。 
 如来を供養するよう思念することと、意趣を達成するよう思念することは、「過去仏た
                                                                                                                                                           
 ここの「布施」は功徳を施すこと、廻向の意味である。 




足し、菩提を次第に覚り、到来せんことを（bsam rdzogs byang chub rim par sangs rygas 
sbyon）」（v.13）1742ということによって示す。前半二句によって、過去時においてかつて覚
って般涅槃した者と、現在の十方の種々の諸世間において、覚ってから衆生利益を行われ
〔住して〕居られる方々に、以前に述べた〔有上と〕無上という二種類の供養（mchod pa bla 








に（phyogs bcu gang gāʼi zhing rnams ji snyed pa / de dag rgya cher yongs su dag par gyur / / 
byang chub shing dbang drung gshegs rgyal ba dang / / sangs rgyas sras kyis rab tu gang bar shog / 
/）」（v.14）という。十方におけるあらゆる異なった仏国土それらすべてを清浄にしよう
と〔意に〕思念すること1744について、それも二つの清浄がある。依報（rten）〔すなわち
                                                   
1742 サンスクリット本と異なる。 
1743 『普賢行願讃』サンスクリット本は「yāvata ke-ci daśad-diśi kṣetrās」、チベット訳は
「phyogs bcu ga laʼi zhing rnams ji snyed pa」である。智軍釈は「phyogs bcu gang gāʼi zhing 

















 『聖なる無尽意〔菩薩〕が所説した経典（ʼPhags pa Blo gros mi zad pas bstan paʼi mdo）』
1746には、「不瞬（Skt.Animiṣa、Tib.Mi ʼdzums pa）といわれるかの普賢如来の仏国土には、
三悪趣と無暇と苦という言葉（sgra）もない。堕罪の錯誤（ltung baʼi ʼkhrul pa）と煩悩と
いう言葉もない」といってから、「邪学と離1747学という言葉もなく、女性という言葉もな








                                                                                                                                                           














そして『阿閦荘厳経（Mi ʼkhrug pa bkod paʼi mdo）』と『無量光の〔仏〕国土荘厳経（ʼOd dpag 










                                                   
1748 D. smon lam gyis、P.smon lam kyi デルゲ版の読みを採用した。 
1749 『無量光の〔仏〕国土荘厳経』（ʼOd dpag tu med paʼi zhing bkod paʼi mdo）とは『無量
寿経』を指す。『阿弥陀経』のチベット訳名は『極楽の荘厳』（bDe ba can gi bkod pa）であ













1752 D. ni を挿入。デルゲ版の読みを採用した。 
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の彼らすべてが常に無病でありますように（ji snyed pa de dag thams cad rtag tu nad med par 
gyur cig）」ということは、彼が常に身体と心を害する病と、苦がなくなりますように〔と
いうのである〕。「安楽でありますように（bde bar gyur）」ということは、彼らが常に悪趣
の苦等々の一切を離れて、最上の幸福（bde skyid dam pa）1753を離れませんように〔という
のである〕。「一切衆生の法の諸目的（ʼgro ba kun gyi chos kyi don rnams）」とは、赴く者（ʼgro 
ba）・衆生（sems can）の益である衣服と食物と財等々は、他を害し法と相応しないことに
より成就されるものではないが、十善とは背反しませんように〔というのである〕。「かな

























っていますように（mthun par gyur cig）」1754ということは、自他を害さず円満し、守護す
る〔ところの〕害1755がありませんように〔という意味である〕。「願いも成就しますように





ら、四偈頌によって教示した。「諸々の菩提行（byang chub spyod pa dag）」とは、「私は行
いつつ（bdag spyod cing）」といった所（v.16a）から、「それらを余りなく滅尽しよう（de dag 
ma lus byang bar shog）」というところ（v.19d）までである。 
 そのうちの「菩提（byang chub）」ということは無上正等覚であり、上に説いたものと同
じである。「行い（spyod pa）」ということは、その菩提を得るべきために行うことである。
菩薩の大波濤行（byang chub sems dpaʼi spyod pa rlabs po che）1756である波羅蜜と、〔四〕摂
事（bsdu baʼi dngos po dag）1757を「私は行い（bdag spyod）」、それを成就しつつ、「一切の
境遇における生を念じますように（ʼgro ba kun tu skye ba dran par ʼgyur）」というのは、神
と人等々のどの境遇に生まれても世世生生を想起しますように〔というのである〕。「一切
の世世生生において死に去り生まれても、常に私は出家しますように（tshe rabs kun du/tu 
ʼchi ʼpho skye ba na / / rtag tu bdag ni rab tu ʼbyung bar shog / /）」というのは、ある生から死に
去って、ある〔別の〕生に生まれる〔という〕生のすべてにおいて在家（khyim gyi gnas）
に貪着せず、常に出家しますようにと述べた。 
 〔四偈頌の〕その第一偈頌は、「菩提心を失念すべきではないこと」の第一の原因である。  
 
                                                   
1754 D.mthun par gyur cig、P.mthun par gyur cing デルゲ版を採用した。 
1755 D.srung baʼi gnod pa、P.bsrung baʼi gnod pa 
1756 智軍は v.4 釈においても「大波濤行」に言及している。この言葉の原拠は、本稿で扱







て学び（rgyal ba kun gyi rjes su slob ʼgyur te）」というのは、三世に来られたすべての勝者1758
が過去において学び、現在において学び、未来において学ぶとおりに、〔彼らに〕相応して
従い学ぶことである。「〔普〕賢行を完成させつつ（bzang po spyod pa yongs su rdzogs byed 
cing）」という等々は、「〔普〕賢行（bzang po spyod pa）」とは上に説いたものと同じである。
その行いを完成しつつ究竟に到るべきである。それを完成させることによって何をするの
か、と問えば、「無垢であり完全に清浄な戒行を、常に損なわず過失なく行いますように
（tshul khrims spyod pa dri med yongs dag par / / rtag tu ma nyams skyon med spyod par shog / 
/）」というそのような行いをいうのである。「戒（tshul khrims）」とは、自他の身体と心の
熱悩である煩悩を取り除いて、清涼にするのだから清涼にさせるものという（bsil bar byed 




ので「損なわない（ma nyams pa）」。遮罪がないので「過失はない（skyon med pa）」1762。
                                                   
1758 智軍は v.1 釈においても「三世にこられた」について言及している。2 
1759 『十地経』「離垢地」（cf.龍山〔1982〕pp.60-61） 
・サンスクリット本：Kondo〔1936〕p.45,16-17 






1761 D. gyi、P. gyis デルゲ版は「自性罪はないので（rang bzhin gyi kha na ma tho ba med pas）」、
北京版は「自性により罪はないので（rang bzhin gyis kha na ma tho ba med pas）」。後続する
遮罪と対になる。 
1762 『入中論』に対する、ツォンカパ（rJe Tsong kha pa Blo bzang grags pa.1357-1419）の『入




たものに耽著する（lhag par chags pa）」ことを定義とした「有（srid pa）」1763〔すなわち貪〕





















「bhave bhogeṣu ca yad adhyavasānaṃ yā ca prārthanā sa rāga ucyate / pratyutpanneṣv 









は、菩提〔を得る〕まで守らなければならいので、「常に行いますように（rtag tu spyod par 
gyur cig）」という。  
 これらの偈頌が、「菩提心を失念すべきではないこと」の第二〔の原因〕である。  
 
・8-2-3（v.18）智軍釈和訳（D.Jo193b6ff.）（P.Cho229a1ff.）：「神の言葉と、龍とヤクシャ
の言葉（lha yi skad dang klu dang gnod sbyin skad）」という〔ところ〕から、「すべての言葉





 これが「菩提心を失念しないこと」の第三の原因である。  
 
・8-2-4（v.19）智軍釈和訳（D.Jo194a1ff.）（P.Cho229a3ff.）：「善良なる波羅蜜に勤め励み
（des shing pha rol phyin la rab brtson te）」1765というのは、「善良（des pa）」とは諸衆生に対
して心が柔軟であり、憐れんで（snying rje zhing）親近するならば安楽であることである。
「波羅蜜（pha rol phyin pa）」とは布施等々の十〔波羅蜜〕である。それに「励む（brtson pa）」
とは、全く厭わないでそれに結びつける。「菩提心を決して失念しませんように（byang chub 
                                                                                                                                                           
pa de ʼdod chags zhes bya ste / da ltar byung ba rnams la ni lhag par chags so / ma ʼongs pa 
rnams la ni smon to / /」 
（諸々の有と享受に対して耽著することと願求すること、それが貪というものである。
現在〔に〕生じた諸々のものに耽著し、未来に〔生じる〕諸々のものに願求する。） 
1764 D.bar du ʼbyung ba、P.rab tu ʼbyung ba 北京版の読みを採用した。 
1765 サンスクリット本は「善良なる波羅蜜に勤め励んで（peśalu-pāramitāsv abhiyukto）」、チ





sems ni nam yang1766brjed ma gyur）」ということについて、「菩提心（byang chub sems）」と
は以前に述べたようなものを望み、諸衆生に利益と安楽を行うよう願求することである。
その根本は憐れみ（悲）である1767。その心も世俗の菩提心と勝義の菩提心の二つである 1768。 
                                                   




















































俗の菩提心については cp.4v.7、勝義の菩提心については cp.4.vv.8-14 にわたり詳細に提示
解釈されている（cf.Levi〔1907〕pp.14-16）。さらに『解深密経』『大乗荘厳経論』『大乗荘
厳経論復註』『入行論』『阿毘達磨雑集論』に見られる多数の用例を整理したものに、タク
ポ・カギュ派の開祖ガムポパ（sGam po pa / Dwags po lHa rje bSod nams rin chen. 1079-1153）
による『正法如意宝珠 －解脱の宝の荘厳－』（Dam chos yid bzhin gyi nor bu －Thar pa rin 















 「障碍となった諸悪があり、それらを余り無く完全に滅尽しよう（sdig pa gang rnams sgrib 










ある。法による生活〔者〕（chos kyis ʼtsho ba）を妨げつつ殺す（死魔）ので「魔（bdud）」
                                                   
1769 D.chos thams cad bdag med paʼi mnyam pa nyid kyi rang bzhin sems、P.chos thams cad bdag 
med paʼi mnyam pa nyid kyis rang gi sems 










遇においても（grol zhing ʼjig rten ʼgro ba rnams su yang）」というのは、世間の境遇である神
等々の五つの境遇に住する時である。どのように貪着せずに行動するのかと問えば、「蓮
華が水で汚されないように（ji ltar pad ma chus mi chags pa bzhin）」というのは、「進みます
ように（spyod par shog cig）」と結び付ける。譬えば蓮華が水から生じても水と泥によって
汚染されないように、世間の諸々の境遇に住しても不善の業と煩悩と魔境（bdud kyi lam）
によって汚染されずに「進みますように（spyod par gyur cig）」〔という意味である〕1775。 
 〔次に三つの〕業〔のうち不善を除いた〕善と不動の〔二つの業からも〕結果の異熟を
願わずに、執着なく衆生たちの益のみを行うことが、菩薩行である1776。譬えば「太陽と月







                                                   
1772 Skt.māla-pathāto に対して Tib.deʼi lam / las の二系統の理解がある。恐らくは蔵語表記に
見られる、書体の類似を原因とした m と s の交代である。注釈者智軍はこの点を踏まえて
二系統の説明を行っている。不空訳は「魔境」と訳す。 
1773 D.las、P.lam デルゲ版の読みを採用した。  













 「諸々の安楽に一切の衆生を立たせて（bde ba dag la ʼgro ba kun dgod cing）」ということ
によっても、苦を寂静にして、さらに今世におけるすべての衆生が安楽になるように〔、
というのである〕。 





























  1）仏法を完成することと、 
  2）衆生の行いに相応して発趣することと、 
  3）妙法を顕示することである。 
 そのうちの、1）仏法を完成することは、「菩提行を完成して（byang chub spyod pa yongs 
su rdzogs byed cing）」ということである。「菩提行（byang chub kyi spyod pa）」とは前に説
いたごとくである。それを「完成して（yongs su rdzogs byed cing）」とは、成就することで
ある。 
 2）衆生の行いに相応して発趣することは、「一切の衆生の行いに相応して発趣する（sems 
can kun gyi spyod dang mthun par ʼjug）」という。〔すなわち〕諸衆生に対する世世生生にお
ける諂誑1778なき自性と、善説者（bkaʼ blo bde ba）1779の意に相応して行うことである。 
                                                   





誑謂惑也。（冠導 21, 5b4 ; 大 29, 109c13）」 
 『阿毘達磨雑集論』における「誑」（随煩悩）の定義については早島〔2003〕vol.1,pp.60-61
を参照のこと。 
 『倶舎論』における「諂」の定義については本庄〔1995〕p.21 を参照のこと。 
「no.49.諂（śāṭhyā）citta-kauṭilyaṃ śāṭhyaṃ yena yathābhūtaṃ nāviṣkaroti vikṣipaty 





 3）妙法を顕示することは、「諸々の〔普〕賢行を顕示して（bzang po spyod pa dag ni rab ston 
zhing）」といって、賢れた行いである大波濤の菩薩行（spyod bzang po rlabs po che byang chub 
sems dpaʼi spyod pa）を顕示して宣説することである1780。 




                                                                                                                                                           












1780 智軍は v.4 釈においても「大波濤行」に言及している。  
1781 『倶舎論』「世間品」に対応が見られる。以下のごとくである。  
・サンスクリット本：Pradhan〔1975〕p.178,3-5 
「kalpasyedānīṃ vaktavyam / 
kalpo bahuvidhāḥ smṛtaḥ（v.89d） 














と意の行いと誓願によって、同縁者（skal pa mthun pa）1783の菩薩に親近1784することは、「私
                                                                                                                                                           
pp.449-450） 
「da ni bskal paʼi brjod par bya ste / bskal pa rnam pa mang bshad pa（v.89d）/ / bar kyi bskal 
pa dang / ʼjig paʼi bskal pa dang / ʼchags paʼi bskal pa dang / bskal pa chen poʼo / /」 
・漢訳：尊者世親造、唐玄奘訳『阿毘達磨倶舎論』（『大正蔵』29,no.1558,p.62b26-29） 
「劫量不同。今次当辯。頌曰。 








「no.61.同分（sabhāgatā）sabhāgatā sattva-sāmyam /（AKBh.ii,41a） 
sabhāgatā nāma dravyaṃ sattvānāṃ sādṛśyam / nikāya-sabhāga ity asyāḥ śāstre saṃjñā / sā 
punar abhinnā bhinnā ca / abhinnā sarva-sattvānāṃ sattva-sabhāgatā / pratisattvaṃ sarveṣu 
bhāvāt / bhinnā punas teṣām eva sattvānāṃ 
dhātu-bhūmi-gati-yoni-jāti-strī-puruṣopāsaka-bhikṣu-śaikṣāśaikṣyādi-bhedena pratiniyatā / 
dharma-sabhāgatā punaḥ skandhāyatana-dhātuḥ / （AKBh.67,12-16） 




































の行い（bdag gi spyod pa）」というのは、私と行いが等しく同じ菩薩の彼らに、私も菩提〔を
得る〕まで常に共に交流し、親近しますように〔という意味である〕。身体と口と意によっ
ても彼らだけと共に、瞋恚等々の染汚の無き住（地）により（khong khro ba la sogs pa kun nas 





よう願う友人（bdag la phan par ʼdod paʼi grogs po gang）」ということ等々である。私を利益
するよう願う友人の善知識、〔すなわち普〕賢行を示し、説明し、法談する者である彼らに







〔たち〕を私は現前〔に〕常に観察しよう（sangs rgyas sras kyis bskor baʼi mgon po rnams / 



























 教示とは、「菩提行を照明する（byang chub spyod pa kun du snang bar byed）」という。〔す
なわち〕菩提行の説法の自体も衆生に対して照明することであるし、きわめて照明するこ
と（yongs su snang bar byed pa）であるし、教示することであるし、正しくよく教示するこ
と（yangs dag par rab tu ston par byed ba）である。このように「菩提行（byang chub spyod pa）」
ということは、そのようによく教示する諸句について言う。 
 「修治（sbyong ba）」とは、「また、〔普〕賢行を修治し（bzang po spyod pa rnam par sbyangs 
pa yang）」という。〔すなわち〕「〔普〕賢行（bzang po spyod pa）」とは菩薩行である。それ
を修治するのは、余りない過失を遠離したので、垢を離れるのである。 
 それもどれ程にわたり居られるのかと問えば、「未来劫一切にわたって行おう（ma ʼongs 




                                                   






「またすべての有に輪廻する時に、無尽の福徳と智慧を得て（srid pa thams cad du yang ʼkhor 









便と慧、三昧、解脱と（thabs dang shes rab ting ʼdzin rnam thar dang）」ということについて、
                                                   




1.「根本分別」（Skt.mūla-vikalpa、Tib.rtsa baʼi rnam par rtog pa） 
2.「縁相分別」（Skt.nimitta-vikalpa、Tib.mtshan maʼi rnam par rtog pa） 
3.「顕相分別」（Skt.nimitta-pratibhāsa-vikalpa、Tib.mtshan mar snang baʼi rnam par rtog pa） 
4.「縁相変異分別」（Skt.nimitta-vikāra-vikalpa、Tib.mtshan ma ʼgyur baʼi rnam par rtog pa） 
5.「顕相変異分別」（Skt.nimitta-pratibhāsa-vikāra-vikalpa、Tib.mtshan mar snang ba ʼgyur baʼi 
rnam par rtog pa） 
6.「他引分別」（Skt.paropanīta-vikalpa、Tib. gzhan gyis bstan paʼi rnam par rtog pa） 
7.「不如理分別」（Skt.ayoniśo-vikalpa、Tib. tshul bzhin ma yin paʼi rnam par rtog pa） 
8.「如理分別」（Skt.yoniśo-vikalpa、Tib. tshul bzhin gyi rnam par rtog pa） 
9.「執著分別」（Skt.abhiniveśa-vikalpa、Tib.mngon par zhen paʼi rnam par rtog pa） 
10.「散動分別」（Skt. vikṣepa-vikalpa、Tib.rnam par g-yeng baʼi rnam par rtog pa） 





   1）ごくわずかな原因から大きな結果とすることと、  
   2）ごくわずかな骨折りから成就の大きな義とすることである1791。  





























                                                                                                                                                           
礼」「懺悔」を方便とする福徳増上が説かれる。ちなみに『普賢行願讃』の主題の一つ「七
支供養」中にこれら四項目は含められる（cf.vv.1-3, 5-9）。対応は以下のとおりである。  


































































やすいので、成就させる。その「慧（shes rab）」とは択法の相（chos rab tu rnam par ʼbyed paʼi 
mtshan nyid）であり1792、自共の相（rang dang spyiʼi mtshan nyid）を証得する。「三昧（ting 


























蔵〔三昧〕と無垢印〔三昧〕等々である。「解脱（rnam par thar pa）」とは煩悩から離脱す
る相である。〔例えば〕菩薩の解脱である「憐れみ（悲）に依ったもの」や「幻のごときも
の（sgyu ma lta bur gyur pa）」として〔『入法界品』に解脱と〕呼ばれること等々である。 
 
・智軍釈和訳（D.Jo197a2ff.）（P.Cho232b2ff.）：第十一〔節〕発趣に八〔義〕ある。 










があり（rdul gcig steng na rdul snyed zhing rnams te）」ということ等々、二偈頌の概説を示し
                                                                                                                                                           
「no.18.慧（prajñā）matiḥ prajñā dharma-pravicayaḥ /（AKBh. 54, 22） 
慧とは智慧であつて、諸法の分析である。 





「no.22.三昧、定（samādhi）samādhiś cittasyaikāgratā /（AKBh. 54, 23） 
三昧（定）とは心が一つの對象に集中すること（心一境性）である。 






とである。「その国土の仏子の中央に坐っている不可思議な諸仏（zhing der bsam gyis mi 
khyab sangs rgyas rnams / / sangs rgyas sras kyi dbus na bzhugs pa dag / /）」とは、個々の国土上
の、菩薩の中央に坐っておられる不可思議な諸仏を見ることであり、そのように〔居られ
ると〕信解することである。いつどの時に見ることを願求するのか、と問えば、「菩提行を
行いつつ観察しますように（byang chub spyad pa spyod cing blta bar bgyi）」という。上に述
べた菩提行を行う時に、眷属を伴った仏の数だけあるその国土を見ますように〔という意
味である〕。この箇所においてある者が次のように討論する。〔すなわち〕一塵上にある一







してありえないのか。この根拠も『如来秘密不可思議経（bCom ldan ʼdas kyis bsam gis mi 
khyab pa bstan paʼi mdo）』には、 




た道理（tshul bzang po）に対する尋思、聞から生じた思慧（bsam paʼi shes rab）を生ずべき
である】1797 
                                                   
1794 D.snrel gzhi、P.bnrel bzhi cf.Mahāvyutpatti, 3069（24）榊〔1981〕 
1795 D.spyiʼu tshug 、P.spyi tshug cf.Mahāvyutpatti, 3068（23）榊〔1981〕 
1796 D.yad pa bzhin du、P.yod pa bzhin 北京版の読みを参考にした。  
1797 出典不明である。原文は以下のとおりである。内容的には『四百論』の教証と共通す
る。 






  【一切法は映像と化作と夢と同じである】（cf.陳那釈 vv.28-29,35） 
 と宣べられた。それが夢と同じであるという意味は上に説明したとおりである。従って
それもありえなくはない。そのように心を浄化して（sems sbyang）信解すべきである。「同







khyon la dus gsum tshad med kyi / / sangs rgyas rgya mtsho zhing rnams rgya mtsho dang / / bskal 
pa rgya mtshor spyod cing rab tu ʼjug / /）」というのは、たった一本の毛先（spu nyag ma gcig gi 
khyon）ほどに、三世における無尽の量の「海のような仏（sangs rgyas rgya mtsho）」、ある
いは大海（mtsho yas）に等しい者たちが居られる。そして1799「海のような仏（sangs rgyas 
rgya mtsho）」、あるいは大海（mtsho yas）に等しい多くの者たちが居られる〔という〕の
は、「海のような劫（bskal pa rgya mtsho）」、あるいは大海（mtsho yas）に等しい菩薩行を
行ずるのを見る〔という意味である〕。または「毛先（skra tsam khyon）」とは、「凡夫（幼
童 byis pa）の道」（毛道）1800ともいう。「凡夫（幼童 byis pa）」とは善を知らず、教示し
                                                                                                                                                           
gyur pa la the tshom za ba rnams kyis ni tshul bzang po la rtog pa mnyan pa las byung ba bsam 
paʼi shes rab bskyed par byaʼo zhes kyang bshad paʼi steng du～ 
1798 智軍釈では「無量〔の三世〕（tshad med）」であるが、『普賢行願讃』諸版は「〔三世の〕
量に等しい（tshad snyed）」である。 
1799 D.dag、P.dang 北京版の読みを採用した。 
1800 釈友釈 v.29 を参照。 
cf.中村〔1983〕pp.1362a（【毛道】S.bāla-pṛthag-jana の漢訳である毛道凡夫の略。毛頭とも




在によって施設（rnam par gzhag pa）する三世、それは、或る者は「膽部洲のみが凡夫の道
である」と説明する1801。 




「（D.Jo198a3ff.）（P.Cho233b5）dus gsum rnam par bzhag pa de kha cig gis ʼdzam buʼi gling ʼbaʼ 









・チベット訳：ʼPhags pa Sa bcu paʼi rnam par bshad pa（D.no.3993,Ngi143b6ff.、
P.no.5494,Ngi183a6ff.） 
「ʼdzam buʼi gling gcig dang dus mnyam du ʼdzam buʼi gling thams cad du zhes bya baʼi tha 
tshig go / / ʼdzam buʼi gling ni gdul bya byis pa rnams ʼdul baʼi gnas kyi（P.kyis）mchog tu 















ことは、「海のような一つのお言葉の一切の音声の支分をもって（gsung gcig yan lag rgya 
mtshoʼi sgra kun gyis）」ということについて、「一部のお言葉（gsung gi cha gcig）」とは、一






・ジャヤーナンダ『入中観註疏』（Dbu ma la ʼjug paʼi ʼgrel bshad、D.no.3870,Ra56a6ff.） 
「de la byis paʼi lam ni gdul bya byis pa rnams kyi gnas yin pas gtzo boʼi dbang du byas nas 
byis paʼi lam ni ʼdzam buʼi gling ngo / / des na ʼdzam buʼi gling gcig tu mngon par rdzogs par 
sangs rgyas paʼi dus su ʼdzam buʼi gling thams cad du mngon par rdzogs par sangs rgyas par 




・アバヤーカラグプタ『牟尼意趣荘厳』（Thub paʼi dgongs paʼi rgyan、D.no.3903,A238b2ff.） 
「bcu pa la ni byis pa rnams te gdul bya rnams kyi gtzo bor gdul baʼi gnas nyid kyi phyir / 
byis paʼi lam gsungs pa ni ʼdzam buʼi gling ngo / / ʼdzam buʼi gling gcig gi dus su ʼdzam buʼi 




1802 智軍釈は陳那釈と異なり、vv.28-29 をまとめて一項とし、v.30 を二項とする。その結
果、v.35 が第七項となる。ここでは陳那釈を基準にしているため、「8-11-2」とせず「8-11-3」




（tshig gcig）を述べようという意味（tha tshig）である。「海（rgya mtsho）」というのは、
海あるいは大海（mtsho yas）に等しい言葉（skad）によって一つのお言葉を述べる時、た
だ一つのお言葉（gsung gcig po）に、海に等しい各別多くの衆生各々の言葉が存在する〔と
いう意味である〕。「一切の勝者の清浄な音声の支分（rgyal ba kun dbyangs yan lag rnam dag 
pa）」というのは、そのように一つのお言葉に、あらゆる言葉が生じるので、「清浄（rnam par 








du chud）。この希有より大きなことがあろうか。これより大きな稀有があろうか】  
と出るごとくである1804。 
                                                   
1803 D.gyis、P.gyi デルゲ版の読みを採用した。  
1804 原文は以下のとおりである。 
「（D.Jo198a7ff.）（P.Cho234a2ff.）Sangs rgyas la bstod pa las /  
mos pa du mar ldan paʼi ʼkhor / / mang po ʼdun bar gyur ba la / /  
gsung gcig brjod pa mdzad mod kyi / / rnam pa du mar go gyur pa / /  
bdag gi ched du snyam na yang / skye bo kun gyis khong du chud / /  
rmad byung de las che ci yod / / de las ngo mtshar che ci yod / /  
 ces ʼbyung ba lta buʼo / /」 




「varṇārhavarṇe buddhastotre bhavodvejako nāma dvādaśamaḥ paricchedaḥ samāptaḥ kṛtir 
740 
 
 「〔そうした〕仏の語（Skt.sarasvati）に常に発趣しますように（sangs rgyas gsung la rtag tu 
ʼjug par bgyi）」というのは、全ての勝者の清浄な語が、一切衆生の思念と相応して生ずる
全てを、私は一時に聞き、意味を了悟し、ダラニとしても保とうという〔ことである〕。 
 『聖なる無尽意〔菩薩〕の経典（ʼPhags pa Blo gros mi zad paʼi mdo）』1805に出る。 
                                                                                                                                                           




「sangs rgyas bcom ldan ʼdas la bstod pa bsngags par ʼos pa bsngags pa las srid pa las skyo ba 
skyed par bstod pa zhes bya ba ste leʼu bcu gnyis paʼo  / /   / / sangs rgyas bcom ldan ʼdas la 






Rakṣita）、リンチェンサンポ（Rin chen bzang po）の名前が挙がる。 
1805 ・ʼPhags pa Blo gros mi zad pas bstan pa zhus pa zhes bya ba theg pa chen poʼi mdo
（D.no.175,Ma138b、P.no.842,Bu144b） 
「（cf.Brāvig〔1993〕vol.1, p.98, l.5ff）de dag lhaʼi rna baʼi mngon par shes paʼi ye shes des sangs 
rgyas thams cad kyis gsungs pa thos te. thos nas kyang dran pa dang, shes bzhin dang, mi brjed 
paʼi chos nyid kyis thams cad ʼdzin to, bzung nas kyang brjed par mi byed cing, snod ji lta ba 
bzhin du sems can rnams la dran par byed do, snying po dang snying po ma yin paʼi chos rnams 
kyang yang dag pa ji lta ba bzhin du rab tu shes so. de dag de bzhin gshegs pa gcig gi chos bstan pa 
nyan na , de bzhin gshegs pa gnyis paʼi chos bstan pa la sgrib par byed paʼam, kun nas ldang bar 
byed pa mi byed do ; sangs rgyas thams cad kyi gsungs pa snga phyi med par ʼdzin to.」 












輪の手立てを転じ（dus gsum gshegs pa rgyal ba thams cad dag / / ʼkhor loʼi tshul ni rab tu bskor 
bar bgyi / /）」ということである。〔三世とは、すなわち〕過去と現在と未来1806、あるいは
瞬間等々の時についていう。「来られた（gshegs pa）」とは衆生と相応して来られた者であ
る1807。鳥と獣1808等々も〔仏の存在を〕恐れないように〔、仏は〕来られるのである。「輪
（ʼkhor lo）」とは、車輪が回し進むように、〔ある〕衆生の心相続（sems can gyi shes paʼi rgyud）
において説法しても、相手の聞者たちの〔心〕相続（pha rol nyan pa dag gi rgyud）におい




















信解の異なった衆生たちへ神力神変（rdzu ʼphrul gyi cho ʼphrul）、あるいは記説神変（kun 
brjod paʼi cho ʼphrul）、あるいは教誡神変（rjes su bstan paʼi cho ʼphrul）1810を示すことで教













・チベット訳：「de bzhin gshegs paʼi gsung thams cad ni chos kyi ʼkhor lo rjes su bskor baʼo / / 






・チベット訳：「chos kyi ʼkhor lo ni ʼphags paʼi lam yan lag brgyad paʼo / / de bzhin gshegs paʼi 
gsung thams cad ni chos kyi ʼkhor lo rjes su bskor ba ma yin no / / thams cad rjes su mngon par 
gsung a ma yin no / thams cad don ji lta ba bzhin gsungs pa ma yin no / mdo sde thams cad nges 
paʼi don gyis gsungs pa ma yin no / / mdo sde thams cad nges paʼi don ma yin te / nges paʼi don 
gyis mdo sde yo do / /」（cf.寺本、平松〔1974〕pp.56-57、「チベット訳テキスト」p.12） 
1810 「三示導」（Skt. trī.ni prātihāryā.ni）である。各々対応する原語は、1） ṛddhi prātihāryam 
2） ādeśanā prātihāryam 3） anuśāsam prātihāryam である。三示導については『倶舎論』「智
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「ʼkhor paʼi btson ra na nyon mongs paʼi lcags sgrog gi bcing（P.bcings）bas bcings paʼi sems can 
rgya mtsho dag rdzu ʼphrul dang kun brjod paʼi cho ʼphrul gnyis kyis dad par byas nas / rjes su 





（Lam rim chung ba）の「大士の道の次第・止住の修習」（cf.ツルティム、藤仲〔2005a〕
pp.232-233）を参照。 




の地（ʼdul bar gyur paʼi sa）を制定なさってから、それら正理1813の方便と、それらの説法
と、それらの対境について輪を転じることである。「転じよう（ʼkhor bar bgyi）」とは、外
道・声聞たちに了解させることである。「私は知力によって発趣しますように（blo yi stobs 








の劫があったとしても、私は一瞬間によってそこに発趣し、行じますように（ma ʼongs bksal 
pa kun du ʼjug par yang / / skad cig gcig gis bdag kyang ʼjug par bgyi / / gang yang bskal pa dus 
gsum tshad de dag / / skad cig cha shas kyis ni ʼjug par spyad / /）」というのは、全ての未来の劫
に発趣すべきであるとは、「全ての未来劫（ma ʼongs paʼi bskal pa thams cad）」を、智慧の瞬
                                                                                                                                                           
「no.43.慳（mātsarya）dharmāmiṣa-kauśala-pradāna-virodhī cittāgraho mātsaryam /（AKBh. 
312, 15） 
法（教へ）、財産、巧みさを〔他人に〕施すことを妨げる、心の執着が慳である。  




















の活動領域に発趣しますように（dus gsum gshegs pa mi yi seng ge gang / / de dag skad cig gcig 
la bdag gis blta / / rtag tu de dag gi ni spyod yul la / / sgyu mar gyur paʼi rnam thar stobs kyis ʼjug / 
/）」というのは、十方において三世に来られた人師子たちを、彼らあらん限りの智慧の一
瞬間に見ますように〔という意味である〕。「彼らの活動領域（de dag gi spyod yul）」とは、
不可思議な一切智者の領域についても、菩薩の解脱である「幻となったもの（sgyu mar gyur 
pa）」といわれるそれによって、私は全ての時に発趣しますように〔という意味である〕。








に発趣しますように（gang yang dus gsum dag gi zhing bkod pa / / de dag rdul gcig steng du 
mngon par bsgrub / / de ltar ma lus phyogs rnams thams cad du / / rgyal ba dag gi zhing rnams 
bkod la ʼjug / /）」というのは、三種の時（dus rnam gsum）が〔「三世（dus gsum）」について〕
分かりやすく〔言い〕尽きている。「国土の荘厳（zhing bkod pa）」とは、種々の多くの相
についていう。または「荘厳（bkod pa）」とは、飾り（rnam par spras pa）についていう。
                                                   



























                                                   









（byang chub sems dpaʼ nyid dgaʼ ba）を生じることと、（3）他の者たちに仏国土の清浄（yongs 
su dag pa）を示すことによって、そこに生まれる誓願を建てつつ善を修治（dge sbyor）す
るので、そのように〔その稀有なる教示も〕必要である。 











                                                   
1820 D/P. nyi tsher bshad nas 大鹿〔1970〕p.231 によると『維摩経』チベット訳諸版は「nyi 
tshe bar bcad nas」、サンスクリット本は「paricchindya」。『維摩経』サンスクリット本、チ
ベット訳の読みは「切り取る」。 
1821 D.ʼjer ba、P.ʼdzer ba 大鹿〔1970〕p.231 注 7 を参考によると『維摩経』チベット訳は






「de nas li tsa baʼi dri ma med par grags pa de ʼdi lta buʼi ting nge ʼdzin la snyoms par zhugs nas 
ʼdi lta buʼi rdzu ʼphrul mngon par ʼdu bya ba mngon par byas te / ʼjig rten gyi khams mngon par 
dgaʼ ba de nyi tshe bar bcad nas lag pa gyas pas blangs / / te / ʼjig rten gyi khams mi mjed ʼdir 








私は親近〔しますように〕（gang yang ma byon ʼjig rten sgron ma rnams / / de dag rim par sangs 
rgyas ʼkhor lo bskor / / mya ngan ʼdas pa rab tu zhi mthaʼ ston / / mgon po kun gyi drung du bdag 
mchiʼo / /）」ということについて、「当来の者たち（gang yang ma byon）」とは、未来の者た
ちである。後際に至る者たち、〔すなわち〕あらゆる十方界に出現するであろう者たちであ
る。「灯火（sgron ma）」というのは、上に法輪を転じるよう勧請した箇所（cf.v.10）に説明
                                                                                                                                                           
mngon par shes pa dag thob pa de dag gis skad cher bos pa / bcom ldan ʼdas / bdag cag ʼtshal to / / 
bde bar gshegs pa / bdag cag ʼtshal to / / bde  bar gshegs pa / bdag cag gi skyabs mdzod cig ces gsol 
pa dang / ʼdul baʼi don du bcom ldan ʼdas kyis de dag la ʼdi skad ces bkaʼ stsal to / / byang chub 
sems dpaʼ dri ma med par grags pas khyer ba de ni ngaʼi yul ma yin no / / de na lha dang / mi la 
sogs pa gzhan dag gis ni bdag cag gar khyer mi shes mi mthong ngo / / ʼjig rten gyi khams mngon 
par dgaʼ ba de ʼjig rten gyi khams mi mjed ʼdir bcug kyang ʼjig rten gyi khams ʼdi gang baʼam / bri 
bar yang mi mngon te / dog cing gcer baʼang med do / / ʼjig rten gyi khams mngon par dgaʼ ba 
deʼang bri ba med de / sngon ji lta ba bzhin du phyis kyang de bzhin du snang ngo / / de nas bcom 
ldan ʼdas shaʼkya thub pas ʼkhor de dag thams cad la bkaʼ stsal pa / kye grogs po dag / / ʼjig rten 
gyi khams mngon par dgaʼ ba dang / de bzhin gshegs pa mi ʼkhrugs pa dang / sangs rgyas kyi 
zhing bkod pa dang / nyan thos bkod pa dang / byang chub sems dpaʼ bkod pa ʼdi dag la ltos shig / 
/ de dag gis gsol pa / bcom ldan ʼdas / mthong lags so / / bkaʼ stsal pa / sangs rgyas kyi zhing ʼdi 
ʼdra ba yongs su gzung bar ʼdod paʼi byang chub sems dpas de bzhin gshegs pa mi ʼkhrugs paʼi 
byang chub sems dpaʼi spyad pa thams cad kyi rjes su bslab par byaʼo / / de ltar ʼjig rten gyi khams 
mngon par dgaʼ ba bstan paʼi rdzu ʼphrul gyi cho ʼphrul dang / de bzhin gshegs pa mi ʼkhrugs pa 
bstan pas ʼjig rten gyi khams mi mjed ʼdi lha dang / miʼi skye dgu las khri phrag bcu bzhi bla na 
med pa yang dag par rdzogs paʼi byang chub tu sems skyes so / / kun gyis kyang ʼjig rten gyi 
khams mngon par dgaʼ ba der skye bar smon lam btab ste / bcom ldan ʼdas kyis kyang de dag 
thams cad ʼjig rten gyi khams mngon par dgaʼ bar skye bar lung bstan to / / 」 
749 
 
したことと同じである。「彼らは次第に悟り（de dag rim par sangs rgyas）」とは、「rim pa」
と「rnam pa」は同じであり1823、無上の正覚を現証することである（bla na med paʼi bynag chub 
mngon par rdzogs par ʼtshang rgyaʼo）。「〔法〕輪（ʼkhor lo）」とは、聖者の四諦（ʼphags paʼi bden 






経（ラリタヴィスタラ）〉（ʼPhags pa rGya cher rol paʼi mdo）』に詳細にお説きになっている
1826。どのように涅槃したのかは、『聖なる涅槃経（ʼPhags pa Mya ngan las ʼdas paʼi mdo）』
                                                   




























十二〔節〕力に十種ある。「神力（rdzu ’phrul gyi stobs）」と「乗力（theg pa’i stobs）」と「功
徳力（yon tan gyi stobs）」と「慈力（byams pa’i stobs）」と「福徳力（bsod nams kyi stobs）」
と「智慧力（ye shes kyi stobs）」と「慧力（shes rab kyi stobs）」と「方便力（thabs kyi stobs）」
と「三昧力（ting nge ’dzin gyi stobs）」と「菩提力（byang chub kyi stobs）」であり、十であ
る。そのうち「神力（rdzu ’phrul gyi stobs）」等々は、「普く迅速（kun du myur ba）」から「菩
提力を成就する（byang chub stobs rnams yang dag grub par byed）」までである。 
 第一「神力」を教示する。「普く迅速な神力と（kun du myur ba’i rdzu ’phrul stobs rnams 
dang）」について、「普く迅速」とは、望みとおりにすべてにおいて障りがない。神力の円





























聞いて、善品（dge ba’i phyogs）となるよう願いつつ、廻向する。『聖浄行品（’Phags pa sPyod 
yul yongs su dag pa’i mdo）』〈にお説きになったごとくである1832。 
                                                   
1830 D.sten、P.ston 北京版の読みを採用した。なおここは三示導（神境、記説、教誡）の
神境通を説く。cf.藤仲〔2008〕p.145 注 85 
1831 趣意としては『法華経』「観世音菩薩普門品」、『華厳経』「入法界品」【第二十七善知識
観世音菩薩】の所説に通じる。「入法界品」の用例を出せば以下のとおり（cf.Vaidya〔1960〕
p.160, l.8ff.、梶山〔1994 上〕p.346）。 
「ahaṃ kula-putra mahākaruṇā-mukhāvilambaṃ bodhisattva-caryā-mukhaṃ prajānāmi / etac 










                                                                                                                                                           
れない。また「開門」「閉門」の喩えについても対応を確認できなかった。確認できた
箇所を挙げれば以下のとおり。ただし完全な対応ではない（△を付す）。 
・△チベット訳：「（D.no.44,Ka215a4ff.）lam du zhugs pa’i tshe byang chub sems dpas sems 
can thams cad phyin ma lus par ’gro zhing sangs rgyas kyi lam du zhugs par gyur cig ces 




「発趾向道 当願衆生 趣仏菩提 究竟解脱 
若已在道 当願衆生 成就仏道 無余所行」 
・△漢訳：実叉難陀訳『大方広仏華厳経』「浄行品第十一」（『大正蔵』10,no.279,p.70c10-12） 
「発趾向道 当願衆生 趣仏所行 入無依処 
若在於道 当願衆生 能行仏道 向無余法」 
・チベット訳：（D.no.44,Ka214a3ff.） 
「’dug pa’i tshe byang chub sems dpas sems can thams cad mi gnas pa’i sems kyis snying po 




「正身瑞坐 当願衆生 坐仏道樹 心無所倚」 
・漢訳：実叉難陀訳『大方広仏華厳経』「浄行品第十一」（『大正蔵』10,no.279,p.70b12-13） 
「正身瑞坐 当願衆生 坐菩提座 心無所著」 
 なおアティシャ『経大集（mDo kun las btus pa chen po）』（D.no.3961）は、『宝髻所問経
（’Phags pa gTsug na rin po ches zhus pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo）』（D.no.91, 
漢訳：竺法護訳『大宝積経』「宝髻菩薩会」（『大正蔵』11,no.310-47）、曇無讖訳『大方等大
集経』「宝髻菩薩品」（『大正蔵』13,no.397-11））を『菩薩行清浄経（Byang chub sems dpa’i spyod 




 第三「功徳力」とは、「普く功徳を行う1833力と（kun du yon tan spyod pa’i stobs rnams dang）」
というのについて、そのうち「普く功徳」とは、始まりに行うよう祈願し（thog mar spyod 
par gsol ba dang）、実践しつつ行い、果として成就した威力によって、一切時において善い
ことである。「行」とは、菩薩行である波羅蜜と、〔四〕摂事と、四無量〔心〕などである。
その力は、〔施など〕波羅蜜の所対治である慳などを征伏し、他1834を制することができる。  




 第五「福徳力」とは、「普く厳浄な福徳力と（kun du dge ba’i bsod nams stobs rnams dang）」
というのは、〔そのうち〕「普く厳浄」は、あらゆる衆生に利益と安楽とを作る思念を具え





（shes rab thabs ting nge ’dzin stobs dag gis）」というのについて、「慧と方便と三昧」とは上





                                                   
1833 サンスクリット本は「普く功徳を具えた行力によって」（Skt.carya-balena 
samanta-guṇena）、チベット訳は「普く功徳を行う力と〔によって〕」（Tib.kun du yon tan spyod 
pa’i stobs rnams dang）。 
1834 D.phar、P.gzhan 





十「菩提力」である。「菩提力を成就する（byang chub stobs rnams yang dag sgrub par byed）
というのである。そのうち「菩提」とは、無上正等覚である。上に説明したことと等しい
（＊9）1838その力は断（spangs pa）と、智慧の円満でないものに打ち勝つ（1839。成就の究






第一。「諸々の業の力を清浄にして（las kyi stobs rnams yongs su dag byed cing）」という
ことについて、「業（las）」とは、善と不善と不動との差別によって三種類である。不善業
とは、経験において確定的である1841。その「力（stobs）」とは、現前に〔輪廻の生存に〕
生じさせるものである。その「力を清浄にする（yongs su dag par byed pa）」とは、呵責（smad 
pa）と、懺悔（bshags pa）と、防護（bsdam pa）と、三宝帰依して発心することとによっ
て、掃除（phyag dar）のように取り除くべきである。『聖なる〔説〕四法経（ʼPhags pa Chos 







                                                   
1838 cf.『普賢行願讃』v.16a. 
1839 仏十号の一つ、「善逝」の語釈である（cf.ツルティム、藤仲〔2010〕p.224 註 1-4）。 
1840 サンスクリット本『普賢行願讃』v.38d「samudānayamānaḥ（集めつつ）」が、チベット
訳『普賢行願讃』v.38d では 「yang dag sgrub par byed（成就する）」と理解され、その読み
を智軍釈も踏襲している。ちなみに不空訳は「積集」である。 



















「D.byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po chos bzhi dang ldan na / sdig pa byas shing bsags pa 
yang zil gyis mnan par ’gyur te / bzhi gang zhe na / ’di lta ste / rnam par sun ’byin pas kun du 
spyod pa dang / gnyen pos kun du spyod pa dang / sor chud par byed pa’i stobs dang / rten gyi 
stabs（sic.） so / / de la rnam par sun ’byin pa kun du spyod pa ni mi dge ba’i las spyod na de 
la ’gyod pa mang pa yin no / / de la gnyen po kun du spyod pa ni mi dge ba’i las byas kyang dge 
ba’i las byas kyang（原拠では、「いつか善業を為してまた善業にきわめて努めるのである」）
dge ba’i las la shin tu brtson pa’o / / de la sor chud par byed pa’i stobs ni / sdom pa yang dag par 
blangs pas mi byed pa’i sdom pa thob pa’o / / de la rten gyi stobs ni sangs rgyas dang chos dang 
dge ’dun la skyabs su ’gro ba dang / byang chub kyi sems mi gtong ba ste stobs dang ldan pa la 
brten pas sdig pas zil gyis gon par mi nus pa’o」 
【出典原拠】サンスクリット本：×＝チベット訳：Tr.Surendrabodhi,Ye shes sde.’Phags pa Chos 














                                                                                                                                                           





1844 出典については註 12 を参照。「D.shin tu mi bzad las rnams byas pa dag / / bdag ba（P.la）
cung zad smad pas bsrabs par ’gyur / / bshags pa byas dang sdom pa byas pas ni / / de dag shin tu 
＋（P.brtsad）nas ’byin par byed」 
北京版の「言い争う（brtsad）」は、「呵責（smad pa）」を承けた読みとも考えられる。 
・厳賢釈（D.4014、246Aff. shin tu mi bzad las rnams byas pa ni / / bdag la rnam par smod pas 
bsrabs bar ’gyur / / rab tub bshags dang sdom par byed pa yis / / de dag shin tu rtsa nas bton par 
bshad） 
この引用文は、ダルマキールティ『量評釈』の復註であるヤマーリ著『量釈荘厳註疏 －
極正清浄－（Tshad ma rnam ’grel rgyan gyi ’grel bshad －Shin tu yongs su dag pa zhes bya ba
－）』（D.no.4226,Tshad ma,Be256aff. shin tu mi bzad las rnams byas pa yang / / bdag la rnam par 










そ のうち、三宝帰依による修治（ʼbyang ba）とは、『雌猪の因縁（Phag moʼi rtogs pa brjod 
paʼi mdo）1845』に、 

















                                                   
1845 D.Pag so（mo?）’i rtogs pa brjod pa’i mdo、P.Phag mo’i rtogs pa brjod pa’i mdo 北京版
の読みを採用した。出典について陳那作の対応箇所を参照。 
1846 D.’byung ba、P.’byang ba 北京版の読みを採用した。  
1847 D.me ’dra kan sang（sa nga?）、P.me dra kan sang（sa nga?） 『普賢行願讃』他釈を参






























いし、このように一切法は作られておらず（ma byas pa）、造作されることがない（mngon 
du bya ba med pa）、〔如〕幻の法性、雑染なきものであり、本来光り輝くものだと証得
                                                   








（zhu baʼo）。〔煩悩は〕因と縁との集まりから生じ、生じるやいなや滅する。】  
とお説きになった。 
菩提心を現前にしたことによっても、障礙から生じる諸々の無知を根本から抜き出すこ








【小と中との諸罪業は、懺悔等々の力によって、永久に根源から（gtan du rtsad nas）抜き
出すことが叶うと思うならば、無間業等々の諸々の重〔罪業〕は、どのように根本から抜
き出すことになるのか。】 




                                                   
1851 D.rang bzhin gyis ’od gsal bar rtogs la、P.rang bzhin gyi ’od gsal bar rtogs la デルゲ版の読
みを採用した。光明と煩悩、自性清浄心との関係については、高崎〔1978〕pp.657-660,754-758
を参照のこと。 




1854 D.P.mnar med ba’i sems can dmyal bar 一つの用語として理解した。  
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〔ということ等々は、〕『聖なる阿闍世の後悔を除く経（ʼPhags pa Ma skyes dgaʼi ʼgyod pa 















                                                   
1855 「rangs po（全体）」の意味をいかした。 
1856 ナンダ、アングリマーラなどを指す。 
1857 世親は『成業論』において、「アーガマ」といって、この偈頌を引用する。出典につい
ては注 878 を参照。 
1858 D.mi smon、P.smod 北京版の読みを採用した。 







不動業（mi gyo baʼi las）とは〔色界の〕禅定と〔無色界の〕等至とである。その力は、
〔衆生を〕色界に確実に1861入れ、無色界に生まれさす。それを清浄にすることは、その業



























第二。煩悩の対治の教示とは、「煩悩の諸力を破り（nyon mongs stobs rnams kun du pham par 
byed）」という。「煩悩（nyon mongs）」とは、身体と心とを害し、煩い悩ませる（nyong mongs 
par byed pa）。貪等々である。それら〔煩悩〕の力は、その威力によって、一切衆生には、
理に適うこと（rig pa）、理に適わないこと（mi rig pa）、有益なこと、無益なこと、重いこ
と（lci ba）、軽いこと（yang ba）等々を知らない痴（gti mug）〔があり〕、知りながら1863貪
等々を作る。「摧破します（kun du ʼjoms par bgyid pa）」とは、対治に依止する力（bsten paʼi 














                                                   





















第三。魔の力の対治としての教示とは、「魔の諸力を無力とし（bdud kyi stobs rnams stobs 
med rab byed cing）」ということは、「魔（bdud）」とは、業、煩悩の魔を摧破することは上
に説明した〔が、その〕残りは蘊魔と、死主魔と、天子魔である。それらの「力（stobs）」
とは、苦を経験させるもの〔すなわち〕、輪廻から出離〔させ〕ないことと、菩薩行を妨害
するものである。蘊魔の力をなくすことは、智蘊（shes rab kyi phung po）に善巧な力によ
って無力にする。 
『聖なる無尽意菩薩経（ʼPhags pa Blo gros mi zad baʼi mdo）』には、 
【さて、菩薩の蘊への善巧1872は何かと問えば、それは次のように、譬えにすることに
                                                   
1868 長尾〔1999〕校訂テキストの読みを採用して、「D.P.kyi」を「ni」と理解する（cf.p.117,X.28A
〔11〕sangs rgyas rnams ni nyon mongs las）。 
1869【出典原拠】『摂大乗論』cp.10 からの引用である。出典並びに解釈研究については、長
尾〔1999〕p.400（10.28A〔11〕）を参照のこと。ibid.,p.401note1 には、ラモット氏の指摘









より説く〔すなわち〕1873、水の泡（chuʼi chu bu）〔として〕説くことと、陽炎（smig rgyu）
〔として〕説くことと、バナナの樹の茎（chu shing gi sdong bu）〔として〕説くことと、
幻術（sgyu ma）〔として〕説くことと、夢〔として〕説くことと、響き〔として〕説
くことと、光影（mig yor）〔として〕説くことと、映像〔として〕教示と、変化〔と
して〕説くことである。それは何のために、と問えば、色は聚沫（dbu ba rdos pa.水泡
の浮上）のごとくである。聚沫は我ではなく、衆生ではなく、命者ではなく、養育者





『聖なる般若波羅蜜経（ʼPhags pa Shes rab kyi pha rol tu phyin pa）』には、 
【色とは色をもって空である。受とは受をもって空である。想とは想をもって空であ
る。行とは行をもって空である。識とは識をもって空である。】1875 
                                                                                                                                                           
『瑜伽論』「摂決択分」に「蘊、界、処の善巧」への説明がある（cf.唐玄奘訳『瑜伽師地
論』（『大正蔵』30,p.593bff.））。 










1875 出典の一例として、Tr.Zhi ba bzang po,Tshul khrims rgyal ba,ハリバドラ著 Shes rab kyi 













侵害されず、〔誘惑に対して〕堅固でいられる（slur mi tshugs sran thub ste）。善を行うこと
から衰退せず、現等覚するときに魔が軍隊を具えて到来しても、如来は慈の三昧に入って
調伏した。『聖なる大遊戯経（ʼPhags pa rGya cher rol pa）』と『宝頂経（Rin po che tog gi mdo）』
1877にお説きになったとおりである。 




pramāṇādhiṣṭhānatayā / ceto vaśitā ca pratilabhate /～ / upapatti vaśitāṃ ca pratilabhate / 
sarva-loka-dhātūpapatti-saṃdarśanatayā /＝チベット訳：Tr.Jinamitra,Surendrabodhi,Ye shes 
sde,Sangs rgyas phal po che zhes bya ba shin tu rgyas pa chen po’i mdo（D.no.44 通帙第三
六,Kha.245a5ff.des lus kyi ye shes mngon par bsgrub pa de la bu rab tu thob pas bskal pa brjod du 
med pa’i yang brjod du med par tshe byin gyis brlab pa’i phyir / tshe’i dbang rab tu ’thob po / /～/ 




1877 【出典原拠】『聖なる大遊戯経（ʼPhags pa rGya cher rol pa）』→サンスクリット本：Leffman
〔1977〕pp.301-343（cf.cp.21.Māra-dharṣaṇa-parivarta）＝チベット訳：ʼPhags pa rGya cher rol 




「〔普〕賢行の力を完成する（bzang po spyod paʼi stobs ni rdzogs par byed）」ということにつ
いて、「〔普〕賢行（bzang po spyod pa）」とは、上に説明したとおりである。その「力（stobs）」
とは、その所対治分（煩悩・業・魔）を、努力し精勤を具えた力によって制してから（ʼbad 
cing rtsol ba dang bcas zil gyis mnan nas）、任運として（rang gi ngan du gyur te）、自然に成就
するのである。「完成する（rdzogs par byed）」とは、上における「神力（rdzu ʼphrul gyi stobs）」





事業（phrin las）を教示する。「海のような諸〔仏〕国土（zhing rnams rgya mtsho）」という
〔句（v.39a）〕から、「海のような劫を、倦むことなく、〔私は〕修行しますように（bskal pa 
rgya mtshor mi skyo spyad par bgyi）」という〔句（v.40d）〕までの二偈頌により教示する。
それも八義のうち、 
第一〔義（v.39a）〕、仏国土を清浄にすべきことは、「海のような諸〔仏〕国土を清浄に




                                                                                                                                                           
軍） 


















〔第二義（v.39b）、〕「海のような衆生が解脱し（sem can rgya mtsho dag ni rnam par grol）」
ということについて、「衆生（sems can）」とは輪廻に執着する者であり、輪廻に生じるか
ら「衆生（sems can）」である1883。「海（rgya mtsho）」とは多（mang ba）である。〔衆生が〕
                                                                                                                                                           


















（p.1,l.17.saṃsāro hi jagadāsaṅgasthānātvād duruttaratvāc ca paṅkabhūtaḥ）＝同：Ejima〔1989〕
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清浄にされるべきとは、神力神変（rdzu ʼphrul gyi cho ʼphrul）と、記心神変（kun nas brjod 
paʼi cho ʼphrul）との示導によって〔衆生を〕願楽させて（ʼdun bar byas la）1884、教誡神変
（rjes su bsten paʼi cho ʼphrul）〔の示導〕によって〔衆生の〕信解のとおりに口訣を施し、
〔衆生を〕修行（bsgrub）に入らせたことによって、煩悩の強い束縛（ʼching ba dam po）
を断じさせる（Cf.註 8）。 
〔第三義（v.39c）、〕「海のような諸法を観察させて（chos rnams rgya mtsho rab tu mthong 
byed cing）1885」ということについて、「法（chos）」とは獲得した法（thob paʼi chos）につ





                                                                                                                                                           
（p.1,ll.20-21）＝和訳：櫻部〔1979〕（p.135.けだし、輪廻は、人々の耽溺するところであ
るから、また、〔そこから〕抜けだしがたいものであるから、泥に似ている）＝チベット訳：
Tr.Jinamitra,dPal brtsegs rakṣita（D.）,Chos mgnon pa’i mdzod kyi bshad pa
（no.4089,Ku.26a7.’khor ba ni ’gro ba kun tu chags pa’i gnas yin pa’i phyir dang / brgal bar dka’ 
pa’i phyir ’dam lta bu yin te /（cf.TPH〔出版年代不詳〕（界、根、世、業）,p.2,1-3））＝漢訳：
唐玄奘訳『阿毘達磨倶舎論』（『大正蔵』29,no.1558,p.1a20-22.由彼生死是諸衆生沈溺処故、
難可出故、所以譬泥） 












〔第四義（v.39d）、〕｢海のような智慧に証入させる（ye shes rgya mtsho rab tu rtogs par 
byed）｣ということについて、｢智慧（ye shes）｣とは一切智者の智慧（thams cad mkhyen paʼi 
ye shes）である。｢海（rgya mtsho）｣とは所知の対境が多いから、智（mkhyen pa）も多い。
｢証入させる（rtogs par byed）｣とは、一切智者の智慧の多くの所知の領域を知るさまに、｢証
入させる（rtogs par byed）｣。（以上 v.39） 
 〔第五義（v.40a）、〕｢海のような修行を清浄にして（spyod pa rgya mtsho rnam par dag byed 
cing）｣ということについて、｢修行（spyod pa）｣とは、自己と他者とを益する福徳と智慧
との資糧になったものである。諸波羅蜜と、〔四〕摂事と、無量の菩薩の資財が諸経典に出
ているのと、まさにこの〔普〕賢行こそとについていう。「清浄にして（rnam par dag par byed 
pa）」とは、菩薩行と相応しない〔相違した〕全てを取り除いて、無垢にすることである。 
〔第六義（v.40b）、〕「海のような誓願を完成して（smon lam rgya mtsho rab tu rdzogs par 
byed）」ということについて、「誓願（smon lam）」とは自己と他者とを、究極的、永続的に





『聖なる十地経（ʼPhags pa Sa bcu baʼi mdo）』に、 
【どの仏国土であれ、そしていつの時であれ、欲するままに現等覚すること〔を示現
                                                   
1887 原文：D.tshul khrims dang ldan pa’i smon pa grub po 
声聞乗の三学の戒ではない。特定の経典を意図したものではなく、「一般的に」という意味
とも考えられるが、以下のごとく一応の出典は求められる。例えば『般若波羅蜜多十万頌
（Shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag brgya pa）』（D.no.8 通帙第一四,Ka197b6. tshul 
khrims dang ldan pa’i smon lam grub pa’i phyir ro）、同（Ja.241b4）に同文が出る。この文は
Tr.Jinamitra,Sīlendrabodhi,Ye shes sde,無性作『摂大乗論会釈（Theg pa chen po bsdus pa’i bshad 
sbyar）』（D.4051 通帙第二三六,Ri276a2）、Tr.Dharmākāra,Ye shes snying po,世親作『頌（集）











                                                   
1888 原文：D.sangs rgyas zhing gang dang dus gang du ci dga’ ba mngon par rdzogs par byang 
chub pa kun du smon lam la dbang ba rab tu thob bo zhes gsungs pa 
 『十地経』第八地「不動地」に説かれる、菩薩による十種自在の第七である。 
【出典原拠】サンスクリット本：Kondo〔1936〕（p.143.praṇidhāna-vaśitāṃ ca pratilabhate / 
yatheṣṭa-buddha-kṣetra-kālābhisaṃbodhi-saṃdarśanatayā /）＝チベット訳：
Tr.Jinamitra,Surendrabodhi,Ye shes sde,Sangs rgyas phal po che zhes bya ba shin tu rgyas pa chen 
po’i mdo（D.no.44 通帙第三六,Kha245a7ff.sangs rgyas kyi zhing dang dus gang du ci dga’ bar 
mngon par ’tshang rgya ba yang dag par bstan pa’i phyir smon lam gyi stobs rab tu ’thob bo / /）＝
漢訳：唐尸羅達摩訳『仏説十地経』（『大正蔵』10,no.287,p.561a25ff.於随所欲仏刹時分示等
覚故、得神通自在）＝和訳：龍山〔1982〕p.173 
1889 原文：byang chub sems dpa’ smon lam gyi stobs can rnams smon lam khyad par can gyis rnam 
par ’phrul te / bdag gi lus sam / ’od dam / rdzu ’phrul lam / mig gam / spyod lam mam / yul lam / 
dbyangs sam / spyod pa’am / bkod pa’am / byin gyi rlabs sam / mos pa’am / mngon par ’du byed 
pa dag kyang / bskal pa bye ba khrag khrig ’bum phrag ji snyed pa de snyed du yang brjod par sla 
ba ma yin no zhes gsungs 
 『十地経』第十地「法雲地」の末尾である。 
【出典原拠】サンスクリット本：Kondo〔1936〕（p.200.tata uttare praṇidhāna-balikā bodhisattvā 
praṇidhāna-vaiśeṣikatayā vikurvaṃti / yeṣāṃ na sukarā saṃkhyā kartuṃ kāyasya vā prabhāyā vā 
ṛddher vā cakṣuṣo vā gocarasya vā svarasya vā caryāyā vā vyūhasya vādhiṣṭhānasya vādhimukter 
vābhisaṃskārāṇāṃ vā yāvad etāvadbhir api kalpa-koṭī-niyuta-śata-sahasrair iti / /）＝チベット
訳：Tr.Jinamitra,Surendrabodhi,Ye shes sde,Sangs rgyas phal po che zhes bya ba shin tu rgyas pa 











pa rgya mtshor mi skyo spyad par bgyi）」ということは、〔私は〕多くの無量劫においても、
衆生のために有情地獄（sems can dmyal ba）に入って、〔有情〕地獄における苦を経験する
までによって〔も〕、以上によって「倦むことなく、〔私は〕修行しますように（mi skyo bar 




                                                                                                                                                           
mthu can rnams smon lam gyi khyad par kyis rnam par ’phrul te / de dag gi lus sam ’od dam / 
rdzu ’phrul lam / mig gam spyod yul lam / dbyangs sam spyod pa’am /  rgyan tam / byin gyi rlabs 
sam / mos pa’am / mngon par ’du byed pa dag kyang bskal pa du ma dang / bskal pa brgya phrag 
du ma dang / bskal pa stong phrag du ma dang / bskal pa brgya stong phrag du ma’i bar gyis kyang 













んな勝者〔たち〕にも（gang yang dus gsum gshegs pa rgyal ba yi）」という〔句（v.41a）〕か







ることは、「一切の勝者の子（仏子）の長子（rgyal ba kun gyi sras kyi thu bo pa）」というこ
と等々である。勝者と子との意味は、「三世」を上に説明したとおりである1891。「長子（thu 
bo）」とは、先（以前）1892の発心と、あらん限りの菩薩の功徳を円満に完成し、清浄にし
た者である。それは誰かと問えば、「彼の名前は普賢〔という〕（gang gi ming ni kun du 
bzang）」という。普賢菩薩こそについていう。「その賢者と等しく行ずるために、〔私は〕
これら一切の善を廻向する（mkhas pa de dang mtshungs par spyad paʼi phyir / dge ba ʼdi dag 
thams cad rab tu bsngo）」というのは、聖者〔である〕普賢〔菩薩〕が自己と他者の利益を
円満になさったことについて、「その賢者と等しく行ずるために（mkhas pa de dang mtshungs 
par spyad paʼi phyir）」、自己に有るどんな善も〔その〕すべてを、彼〔普賢菩薩〕に従い廻
向すべきである。 
 
・（v.43）智軍釈（D.Jo207b1ff.）（P.Cho245a1ff.）：「身と語と意も清浄にして（lus dang ngag 




えることである。意の清浄は瞬間にあらゆる大波濤行（spyod pa rlabs po che）を現前にす
                                                   
1891 直前の v.41 釈を指す。内容としては、v.1,v.3 の釈が詳しい。 





現前にできること等を具える。「行の清浄、〔仏〕国土の清浄（spyod pa rnam dag zhing rnams 
yongs dag par）」ということについて、「行の清浄（spyod pa rnam dag）」とは波羅蜜と地（sa）




と等しくありますように（bsngo ba bzang po mkhas pa ci ʼdra par / / de ʼdrar bdag kyang de 










の誓願を行いますように（kun nas dge ba bzang po spyod paʼi phyir / / ʼjam dpal gyi ni smon 
lam spyad par bgyi / /）」ということについて、厳浄な時のすべてに罪は存在しない。「〔普〕
賢行（bzang po spyod pa）」とは上に説明したことと同じである。「文殊（ʼjam dpal）」とは、









                                                   











ba）1894の教示とは、「行が無量でありますように（spyod pa dag ni tshad yod ma gyur cig / /）」
ということ等の一偈頌である。その「行（spyod pa）」（v.45a）と、「功徳（yon tan）」（v.45b）








願の究竟〔がありますように〕（nams khaʼi mthar thug gyur pa ji tsam par / / sems can ma lus 
mthaʼ yang de bzhin te / / ji tsam las dang nyon mongs mthar gyur pa / / bdag gi smon lam mthaʼ 
yang de tsam mo / /）」ということである。「虚空の究竟に（nam mkhaʼi mthaʼ la）」とは、到
ることがないし、不可思議なのである。無量の衆生界である1895。『聖なる如来の大悲の教
示経（ʼPhags pa De bzhin gshegs paʼi thugs rje bstan paʼi mdo）』には、 
【車輪ほどの〔眼の〕部分には現ていないが、如来〔の天眼〕には1896現れる衆生たち
はきわめて多いが、三千大千世界の神と人々〔の眼に〕はそうではない。そのように
                                                   
1894 第八章はここの第十六節が最終節なので、こうした表現を用いている。 
1895 D.sems can gyi khams dang gtu med de、P.sems can gyi khams dang dpag tu med de 北京版
の読みを参考にした。 












                                                   
1897 原文：shing rta’i ’phang lo tsam gyi phyogs na snang bar ma gyur pa’i sems can gang dag de  
bzhin gshegs pa la（P.×）snang bar gyur pa de dag ni chos（P.ches）mang gi / / stong gsum gyi stong 
chen po’i ’jig rten gyi khams kyi lha dang mi rnams ni de lta（P.ltar）ma yin te / / de ltar snang bar 
ma gyur pa’i sems can ni tshad med de zhes gsungs pa lta bu’o / /  
チベット訳：Tr.Śīlendrabodhi,Ye shes sde, ’Phags pa De bzhin gshegs pa’i snying rje chen po 
nges par bstan pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo（D.no.147,Pa.199a2ff.yang shing rta’i phang 
lo tsam gyi sa phyogs na snang bar ma gyur pa’i sems can gang dag de bzhin gshegs pa la snang 
bar gyur pa de dag ni ches mang gi / / stong gsum gyi stong chen po’i ’jigs rten gyi khams kyi lha 










1899 D.po、P.por 北京版の読みを採用した。 


















であり、殊勝でありますように。（v.48）1901（gang yang phyogs bcuʼi zhing rnams mthaʼ yas pa 
/ / rin chen brgyad te rgyal ba rnams la phul / / lha dang mi yui bde ba mchog rnams kyang / / zhing 
gi rdul snyed bskal par phul ba bas / / gang gis bsngo baʼi rgyal po ʼdi thos nas / / byang chub 
mchog gi rjes su rab mos shing / / lan gcig tsam yang dang pa skyed pa ni / / bsom nams dam paʼi 
mchog tu ʼdi ʼgyur ro / /）」ということである。そのうち、「十方の〔仏〕国土（phyogs bcuʼi 
zhing rnams）」とは多いことについていう。「無辺（mthaʼ yas）」とは広大さについていう。
「宝石の荘厳（rin chen brgyan te）」とは種々のもの、〔すなわち〕種々の宝石により1902そ
の〔仏〕国土を美しくしたのである。「天と人との最高の安楽（lha dang miʼi bde baʼi mchog 
rnams）」とは利益する資財（phan par byed paʼi dngos po）、〔すなわち〕天と人との領域にあ
る最高の、供養の資具と行（spyad pa）の資具とである。「勝者たちに捧げよう（rgyal ba rnams 
la phul）」とは、殊に勝れた〔仏〕国土、〔すなわち〕最高の福徳の田（bsod nams kyi zhing 
                                                   
1901 v.48 はサンスクリット本と内容が異なっている。陳那釈とは同じ方向である。特に「rjes 
su rab mos shing」の理解は同じ。確認すること。  


















友が棄てられる。その者は速やかにかの無量光〔仏〕をも見る（gang gis bzang spyod smon 
lam ʼdi btab pa / / des ni ngang song thams cad spangs par ʼgyur / / des ni grogs po ngan pa spangs 
pa yin / / snang ba mthaʼ yas de yang des myur mthong / /）」ということについて、ある者がこ
の〔普〕賢行の願（bzang por spyod paʼi smon lam）あるいは、この普賢〔菩薩〕による誓
願（kun du bznag pos smon lam）の義（don）と句（tshig）とによって、常に誓願を立てる
ならば、その者は三悪趣に生まれることにならず、悪友である声聞乗の者と、独覚乗の者










と、順世外道（ʼjig rten rgyang phan pa）と、法により摂取される者（chos kyis sdud pa）1904
と、不相応な財物により摂取される者（mi mthun pa zang zing1905 gis sdud par byed pa）と、
邪な行動の者1906とを、全てにおいて断って親交しない1907。その者は臨終においても無辺














参考までに、「Skt.dharma-saṃgīti / -saṃgraha. cf.Monier.p.512a.discussion about the law, a 
Buddh.council」という解釈もある。 
1905 Skt.āmiṣā-saṃgraha. cf.ZK.p.2447. 貨財、財物 












光（sNang ba mthaʼ yas）、あるいは無量光（ʼOd dpag tu med pa）如来を見ることになろう。
そのうち、「無量光（ʼOd dpag med）」というのは、『極楽の荘厳経（bDe ba can gyi bkod paʼi 
mdo）』に〔出る〕、「シャーリプトラよ、かの無量光如来の光明は、あらゆる仏国土におい
て無碍である。ゆえに無量光如来といわれる」ということ等を、〔さらに〕『無量光の荘厳
経（ʼOd dpag med kyi bkod paʼi mdo）』に広くお説きになった1908。 
 
                                                                                                                                                           
想。於不応作作応作想堅執解現行。」 
1907 D.mi ’grogs pa、P.mi ’dogs pa’o デルゲ版の読みを採用した。 
1908 原文：Shā ri’i bu de bzhin gshegs pa ’Od dpag med de’i ’od ni sangs rgyas kyi zhing thams 
cad du thogs pa med de / de’i phyir de bzhin gshegs pa ’Od dpag med ces bya’o zhes bya ba la 
sogs pa ’Od dpag med kyi bkod pa’i mdo las rgya cher gsungs so / / 
梵語では Sukhāvatīvyūha で同じだが、『極楽の荘厳経（bDe ba can gyi bkod pa’i mdo）』は『阿
弥陀経』（cf.D.no.115,mDo sde、P.no.783,mDo sna tshogs）を指し、『無量光の荘厳経（’Od dpag 




















（bsngags brnyed paʼi byang chub sems dpaʼi skal ba dang mnyam pa thob pa ni）、「〔死後〕彼ら
には、良き利得である良き生活の獲得がある。彼らはこの人間の生に良く来たった（de dag 
rnyed pa rab rnyed bde bar ʼtsho / / mi tshe ʼdir yang de dag legs par ʼongs / /）」ということ〔で
ある〕。「彼ら（de dag）」とは、〔普〕賢行願を立てる人（プトガラ）の誰でもいい。「良き
獲得（rnyed pa）」とは、無上の誓願を獲得したことである。「良き生活（bde bar ʼtsho）」、




って、聖者〔である〕「かの普賢〔菩薩〕とも同じこと（kun du bzang po de yang ci ʼdra ba）」、




su ʼbyang bar ʼgyur ba）ことは、「無知によって作られた五無間罪がある。その〔作〕者が
この〔普〕賢行〔願讃〕を唱えれば、速やかに余りなく完全に修治するであろう（mtshams 
med lnga po dag gi sgrib pa rnams / / gang gis mi shes dbang gis byas pa dag / / de yis bZang po 
spyod pa ʼdi brjod na / / myur du ma lus yongs su byang bar ʼgyur / /）」ということについて、「五
無間〔罪〕（mtshams med pa lnga）」とは、（1）父を殺したことと、（2）母を殺したことと1911、












もって出血させたことである。そこの「五無間（mtshams med pa lnga）」というものは、こ
の身1912から何らかが為されたことにより1913、他により間断されないこと、まさにその業
の始めの果が成熟することになるので、「五無間（mtshams med pa lnga）」といわれる。「無













                                                   
1912 D.las、P.lus 北京版の読みを採用する。  








10-1-3.菩薩と同縁（skal ba mnyam pa 衆同分）を得ることと、 
10-1-4.業障を完全に浄めるよう願求することである。」  






「智慧（ye shes）」と、「容姿（gzugs）」と、「相（mtshan）」と、妙随好（dpe byang bzang po）
と、「身分（rigs）」と、「種姓（kha dog）」と、害されることがないという身体の特徴であ
る。それも「智慧と、容姿と、〔三十二〕相と、身分と、種姓とを具足し、多くの魔と外
道とによって、彼は支配されず、三界すべてより供養されるであろう（ye shes dang ni gzugs 
dang mtshan rnams dang / / rigs dang kha dog rnams dang ldan par ’gyur / / bdud dang mu stegs 
mang pos de mi thub / / ’jigs rten gsum pos kun nas mchod par ’gyur）」ということである。そこ








（dge ba’i phyogs）の障難をなすものである。〔外道を意味する〕「渚への階段（mu stegs）」
は1918、譬えば水池（chu’i dzing bu）、または池沼（mtshe’u）に入る渚（mu）に階段として
作ったもの1919、あるいは〔河を〕渡る1920安楽な浅瀬（rab ka bde ba）を渚への階段という。
                                                   
1916 D.’bras bus bsdus pa’o、P.’bras bur bsdus pa’o デルゲ版の読みを採用する。 











ある涅槃へ〕渡る間の1921、道の浅瀬（lam gyi rab ka）についても、渚への階段という。誰





S.3514）mu stegs can.tīrthika.外道） 














〔2012〕p.295 註 7-42）。 
1920 D.P.N.rang rgyal ba 支持する諸版の読みは確認できなかったが、rang rgyal ba を brgal ba
（渡る）の転訛ないし誤写と理解した。後続して同語が出る。  








という（gang su dag la lam de spyod1922 cing spyod pa de dag ni mu stegs zhes bya’o）。〔上記語
釈によれば、〕仏教者すべて、〔すなわち〕解脱するよう望み、〔止のみではなく〕個々の観
（so so’i lta ba）に解脱の道が生じて解脱の道である、と執らえる行ずる1923〔ところの〕
そのすべての者も「渚への階段の所有者（mu stegs can）」というべきであるが、「仏教者の
解脱の道」は、二種の無我（人法二無我）の証得が無漏であることによって、解脱するで
あろう1924。これに対して外道者（phyi rol pa）たちの道は、我見を具えた煩悩と有漏（zag 

















（chos thams cad kyi chos ñyid, dharmāṇāṃ dharmatā）・空（stoṅ nyid, sūrya）・無我（bdag 
med pa, nairātmya）について〔因〕といわれる。その法性・空がどうして因であるのか。
その法性・空・無我を対象として（dmigs pas）、それを証悟すること（rtogs pas）から、
十二分教（gsuṅ rab yan lag bcu gñyis, dvādaśāṇga-pravacana）などの教法（bśad paḥi chos, 
deśanādharma）と、三十七菩提分法（byang chub kyi phyogs kyi chos sum cu rtsa bdun, 






できない。〔普〕賢行の誓願1927の成就は、このような功徳が「具足（dang ldan par ’gyur）」
することになり、そこにおいても尽きなくて、その〔功徳〕は三界のすべてに（khams gsum 







き、〔法〕輪を転じ、軍隊をもったあらゆる魔を調伏した（bdud rnams sde dang bcas pa thams 
                                                                                                                                                           
（stobs, bala）・〔四〕無畏（mi ḥjigs pa, vaiśāradya）などの果法（ḥbras buḥi chos, 











1926 D.mang pos、P.mang po デルゲ版の読みを採用した。 
1927 D.smon lam、P.lam デルゲ版の読みを採用した。 
1928 cf.ZK.p.897a【’jig rten gsum】三域、三世間：地上天世間、地面人世間和地下龍世間  












ない円満を獲得した利徳である。「この『普賢行願〔讃〕』を（gang yang bzang por spyod pa’i 
smon lam ’di）」ということ等々〔がある〕。「受持し（’chang ba dang ni）」というのは、余
さず句と意味とを、忘失せず記憶し（’dzing zhing）、受持すること（’chang ba）である。「教
示し、誦し（ston te klog pa’i）」というのは語釈するに過ぎない（brda phrad par zad do）。「そ
の異熟を仏は知る（de yi rnam par smin pa sangs rgyas mkhyen）」ということについて、声聞
と独覚等々の他のものは知らない、という意味である。「異熟（rnam par smin pa）」という
のは、受持（’dzin pa）と、教示（stong pa）と、誦（klog pa）との果、〔すなわち〕天と人
の中における姓（rus）と、身分（rigs）と、美しい容貌（mdangs byad）と、勇敢さ（nyams 
rtsal）と、享受と、無病と、聡叡（yid gzhungs pa）と、鋭意（yid rno ba）と、大悲（snying 
rje che ba）と、施しできること（gtong phod pa）等々1932の多くの功徳の異熟である。その




                                                   










bsdus pa don bdun）である1934。 
1.菩薩の廻向と、 
2.如来のように廻向することと、 






 そのうちの第一、菩薩の廻向である。「勇者である文殊が知るとおりに（’Jam dpal dpa’ bos 
ji ltar mkhyen pa dang）」ということ等々〔がある〕。「文殊（’Jam dpal）」は、上に説明した
とおりである。「勇者（dpa’ ba）」とは、敵への躊躇（tsham tshom）がない者である。無垢
の慧（shes rab dri ma med pa）の鋭剣によって、事物への思いこみ1935という、敵なる、事
物の集まり〔へ〕の悪見を（dngos po la mngon par zhen pa’i dga’i dngos po’i tshogs kyi lta ba 
                                                                                                                                                           
「袴谷訳：内定本質世界は、五種の衆生（ḥgro ba ris lṅa）によって包含される。〔そ
の五種それぞれにつき〕、苦悩する有情たちを安楽に移し、十不善（mi dge ba bcu, 
daśākuśala）に住するものたちを十善に移し、散乱したものたちを禅定（bsam gtan, 
dhyāna）と等持（sñom par ḥjug pa, samāpatti）とに移し、輪廻するものたちを聖道（ḥphags 
paḥi lam,ārya-mārga）と三菩提（byaṅ chub gsum, bodhi-traya）たる結果とに移すように










ngan pa）断じる。「知るとおりに（ji ltar mkhyen pa）」ということは、聖なる文殊勇者が廻
向するやり方を了解なさったとおりに、そのように〔随学して〕廻向すべきである。「か
の普賢もそのようである（kun tu bzang po de yang de bzhin te）」というのは、文殊ただ一人
ではなく1936、普賢は〔文殊が〕廻向した作法のやり方〔、すなわち無所得の廻向の〕とお
りに、また廻向すべきである。「私は彼らに随学しつつ、この一切の善根を廻向する（de dag 







向する（dus gsum gshegs pa rgyal ba thams cad kyis / / bsngo ba gang la mchog tu bsngags pa des 
/ / bdag gi dge ba’i rtsa ba ’di kun kyang / / bzang po spyod phyir rab tu bsngo par bgyi / /）」とい
うことである。三世に属する一切の勝者たちによる、讃歎され称讃された、その最高の廻
向は、『聖なる十万頌般若（’Phags pa Shes rab kyi pha rol tu phyin pa ’bum pa）』からと、『一
万八千頌般若（Khri brgyad stong pa）』とによって確定する1937。その〔功徳の〕布施（sbyin 
pa）も一切衆生と共通にしてから、無上の正等覚に廻向する。それをもって廻向したから、
どうして〔実体的な〕随相を正しく見ていないのか（見ていないでしょう）（ci nas mtshan mar 
yang dag par yongs su mi mthong ba ste）。そのようなやり方をもって廻向する。自分が1938何
を布施し、誰に布施し、何を廻向すべきか、何が1939廻向され、何に廻向してから、無上正
等覚に廻向した〔のか〕、その事物（dngos po）を正しくは等随見していない。それはなぜ
                                                   
1936 D.ma byas kyi、P.ma bas kyi 北京版の読みを採用した。 
1937・『十万頌般若経』チベット訳：Shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag brgya pa（D.no.8,
失訳,Sher phyin、P.no.730,失訳,Sher phyin） 
・『一万八千頌般若経』チベット訳：’Phags pa Shes rab kyi pha rol tu phyin pa khri brgyad stong 
pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo（D.no.10,失訳,Sher phyin、P.no.732,失訳,Sher phyin） 
1938 D.gis、P.gi デルゲ版の読みを採用した。  
1939 D.gis、P.gi デルゲ版の読みを採用した。  
789 
 
かと問えば、内空性1940（nang stong pa nyid）をもって空であり、〔以下も〕そのように結
びつけた1941。自相（rang gi mtshan nyid）をもって空であるからである。それをもって何に
廻向することになり、何を（ci zhig）廻向することになり、何が（gang zhig）1942廻向する
ことになるのか、といってそのように見る。そのように廻向したならば、良く廻向するこ
とになる、と出ている（zhes ’byung ba dang）1943。 
『聖なる三品経（’Phags pa Phung po gsum pa’i mdo）』にも、 
【良家の子息よ、さらにかの菩薩は同様に坐って、こう述べた（ tshig ’di skad du）。す
なわち、不染が無くては（ma gos ma mchis par）敬礼と、懺悔と、随喜と、勧請と、
懇願、それも〔実体としては〕無くて、造作していない（’dus ma bgyis pa’o）1944。そ
のように敬礼と、懺悔と、随喜と、勧請と、祈願である、それも〔実体としては〕無
くて、執持なく（len pa ma mchis pa）、造作されていない。そのように菩提も執持なく、
造作されていない、その法性（chos nyid）はまた無貪であり、無余（ma lhag pa）であ
り、不可毀（ma smad pa）であり、無等（mnyam pa ma mchis pa）であり、無高（mi mtho 
ba）であり、無底（mi dma’ ba）である廻向によって、無上の正等覚の微細な法も、
認得しないで廻向すべきである、と述べよう。】1945 








・『十万頌般若経』「廻向品（Yongs su bsngo ba）」（cf.P.Kṣa97a2ff） 








                                                                                                                                                           
cf.唐般若訳『大乗本生心地観経』（『大正蔵』3,no.159,p.304a18-19） 










『聖なる三品経（’Phags pa Phung po gsum pa’i mdo）』の出典は以下のとおりである。 
チベット訳：’Phags pa Phung po gsum pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo
（D.no.284,Tr.Ye shes sde,mDo sde,Ya76a3ff.、P.no.950,失訳,mDo sna tshogs,Ḥu81b7ff.） 
「rigs kyi bu gzhan yang byang chub sems dpa’ des de bzhin du ’dug ste / tshig ’di skad ces 
ma mchis bzhin du bdag gis ma gos phyag bgyis pa dang / bshags pa dang / rjes su yi rang ba 
dang / bskul ba dang / gsol ba ’debs pa gang lags pa dang / phyag ’tshal ba dang / ’chags pa 
dang / rjes su yi rang ba dang / bskul ba dang / gsol ba ’debs pa de yang ma mchis pa / len pa 
ma mchis pa / ’dus ma bgyis pa’o / de ltar phyag ’tshal ba dang / ’chags pa dang / rjes su yi 
rang ba dang / bskul ba dang / gsol ba ’debs pa gang lags pa de yang ma mchis pa / len pa ma 
mchis pa / ’dus ma bgyis pa ste / de bzhin du byang chub kyang len pa ma mchis pa / ’dus ma 
bgyis pa ste / chos nyid de dang / ma chad pa dang / ma lhag pa dang / ma smad pa dang / 
mnyam pa ma mchis pa dang / mi mtho ba dang / mi dma’ ba’i yongs su bsngo bas bla na med 
pa yang dag par rdzogs pa’i byang chub la chos phra rab tsam yang mi dmigs par yongs su 
bsngo’o zhes brjod par bya’o / /」 
cf.『大谷大学図書館蔵 西蔵大蔵経甘殊爾勘同目録』（1930-1932）p.367 註 
「（no.950）N.Za 18゜fols.82b3-111b3 ; B.76.18゜; 失訳人名.ただ新訂、刊定とのみ記し
てある。但し D.の目録に p.133 には Ye-shes-sde の訳とする。〔至〕は舎利弗悔過経に




『聖なる文殊の障礙の流れを断ずる経（’Phags pa ’Jam dpal gyi sgrib pa rgyun gcod pa’i 
mdo）』に〔も〕廻向が出ており1946、『仏華厳経（Sangs rgyas phal po che’i mdo）』にも『金









・チベット訳：’Phags pa bSam pa thams cad yongs su rdzogs par byed pa zhes bya ba yongs su 
bsngo ba（D.no.285, 失訳、P.no.951, 失訳） 
・チベット訳：’Phags pa ’Gro ba thams cad yongs su skyob par byed pa zhes bya ba’i yongs su 
bsngo ba（D.no.286,Tr.Vidyākaraprabha,Ye shes sde. R.dPal brtsegs、
P.no.952,Tr.Vidyākaraprabha,Ye shes snyin po.Rev.dPal brtsegs） 
1946 出典不明である。ただし、文殊が登場すること、理懺を説くこと、心性本浄を説くこ
となどから、『阿闍世王経』（cf.D.no.216,’Phags pa Ma skyes dga’i ’gyod pa bsal ba zhes bya ba 
theg pa chen po’i mdo）の異名とも考えた。ただし、本文に出る、『聖なる文殊の障礙の流
れを断ずる経（’Phags pa ’Jam dpal gyi sgrib pa rgyun gcod pa’i mdo）』では、「’Jam dpal gyi 
sgrib pa」（D.P.N）というように、具格ではなく属格である。 
1947 逸文梵本：寂天著『集学論』「賢行儀軌品（cp.16）」（cf.サンスクリット本：Bendall〔1977〕
pp.291,l.11ff）、チベット訳：Sangs rgyas phal po che zhes bya ba shin tu rgyas pa chen po’i mdo, 
rDo rjer gyal mtshan gyis yongs su bsngo ba（D.no.11,Tr.Jinamitra,Surendrabodhi,Ye shes 









らゆる障碍を追い払いますように（bdag ni ’chi ba’i dus byed gyur pa na / / sgrib pa thams cad 





を現前に見ますように。またかの極楽国土に赴けますように（mngon sum sNang ba mtha’ yas 
de mthong nas / / bDe ba can gyi zhing der rab tu ’gro）」ということによって教示する。そのよ
うに臨終において一切の障碍を除去し1950、かの無量光如来の仏国土〔、すなわち〕無量の








瞋（she sdang, dveṣa）・痴（gti mug, moha）などの六煩悩と、二十随煩悩（ñe baḥi ñon moñs 
pa, upaleśa）についていわれる。所知障とは、不染汚のもの（ñon moñs pa can ma yin pa, 
akliṣṭa）であって、実質的には（dṅos su）、所執（gzuṅ ba, grāhya）・能執（ḥdsin pa, grāhaka）
における執着（mṅon par shen pa, abhiniveśa）と、五明処（rig paḥi gnas lṅa, 
pañca-vidyā-sthāna）などを知らないこととについていわれる。その対治とは、八支聖
道（ḥphags paḥi lam yan lag brgyad pa, āryāṣṭāṅga-mārga）などの三十七菩提分法と、無
分別の等持（rnam par mi rtog paḥi tiṅ ṅe ḥdsin, nirvikalpa-samādhi）と、大乗なる不共の
中道（theg pa chen thun moṅ ma yin paḥi dbu maḥi lam）と、五明処などの道（lam）等に






ず1952、容易に諸波羅蜜を行じうる（spyad du yod1953 pa）、安楽を具えたそこを、「極楽（bDe 
ba can）」という。そのような、その〔仏〕国土に赴けますように。  
 
・（v.58）智軍釈和訳（D.Jo212b1ff.）（P.Cho251a1ff.）：以上、障碍（de yan chad sgirb pa）
を離れたことを教示して、今や、第四、波羅蜜に相応する身体を摂取することを教示しよ
う。「そこに赴いてこれら諸誓願も（der song nas ni smon lam ’di dag kyang）」とは、そこに、
すなわち、その極楽世界に赴いてから、あるいは生まれてから〔である〕。「これら諸誓願
（smon lam ’di dag）」は上に述べたものである。〔その諸誓願が〕全て余りなく現前になり
ますように！〔という意味〕である。上に述べた諸誓願が、究極的に正しく完成した心（mthar 
1954yang dag par rdzogs pa’i sems）に現れますように！1955〔という意味〕である。「私は余り
なくそれら〔諸誓願〕を現前にしますように。世間に存在する限りの衆生の利益をなしま
すように（de dag bdag gis ma lus yongs su bskang / / ’jig rten ji srid sems can phan par bgyi / /）」
というのは、ただ心に現れる程度だけでなく、自己は1956それら全ての誓願を円満に完成し、
衆生の世間が存在する間においては、余りない衆生を利益しよう！1957、と願求することで
                                                   
1951 釈友釈 v.57 の北京版では「無量の光」を出す。  
1952 出典として『無量寿経』誓願文の「無三悪趣の願」（cf.香川〔1984〕pp.108-109）、「浄
土には苦の声はない」（cf.18f.ibid.,pp.214-215）がある。 
1953 P.?,N.yong pa 
1954 D.mthar、P.mtha’ デルゲ版の読みを採用した。  
1955 智軍作『最勝なる仏に関する詳解』に出る、唯心的な理解については袴谷〔1977〕p.20
を参照。 















ばしい（bzang zhing dga’ ba）」は、幸せであり（skyid cing）安楽なことである。「優れた蓮
華（pad ma dam pa）」は、種々の宝〔からできた〕最高の蓮華である。「たいそう美しいも
のより（shin tu mdzes pa las）」というのは、明るくて、種々の光明の網（’od zer dra）を生









「智の力により（blo yi stobs kyis）」というのは、智慧の威力（ye shes kyi mthu）である。
智慧の偉大な自性（che ba’i bdag nyid）〔すなわち〕、執着がなく無碍であるものによって、
                                                                                                                                                           
「袴谷訳：「有情を利益され給う」（4c）と出ていることによって、利他の完備が説示
される。順次に修行階梯に入った聖なる僧伽（ḥpahgs paḥi dge ḥdun, ārya-saṃgha）の
作業（phrin las, karman）とは、身・語・意（sku gsuṅ thugs, kāya-vāṅ-manas）の手段に
より（sgo nas）、多様な方便（thabs , upāya）によって、有情の利益のみをなし給うこ
とであって、これこそ利他の完備なのである。」 
1958 D.las、P.pas 北京版の読みを採用した。  
1959 D.’gyur、P.gyur デルゲ版の読みを採用した。  








が刹那に円満になりますように！（bZang po spyod pa’i smon lam btab pa yi / / dge ba cung 
zad bdag gis ci bsags pa / / des ni ’gro ba’i smon lam dge ba rnams / / skad cig gcig gis thams 
cad ’byor par shog / /）」ということである。「『〔普〕賢行願〔讃〕』（bZang po spyod pa’i smon 
lam）」は、はじめに説明したとおりである1964。「唱えた（bton pa）1965」は、経函（glegs bam）





って、苦の暴流に沈んだ者たちが、無量光の良き住処（gnas rab）を得ますように（gang yang 
bzang po spyod pa bsngos1967 pa yi / / bsod nams mtha’ yas dam pa gang thob des / / ’gro ba ldug 
bsngal chu por bying ba rnams / / ’Od dpag med pa’i gnas rab thob par shog / /）」ということであ
る。普賢行を行った諸善根を無上の正等覚に廻向したことから、生じた福徳〔、すなわち〕





1962 智軍は『行願讃』vs.61-62 を本文として扱っている。 
1963 Skt.bhadracaī-praṇidhāna paṭhitvā 梵本は「唱えたとき」である。不空訳は「若人誦持
普賢願」。 
1964 cf.D.Jo184a2ff.、P.Cho217a4ff. 
1965 Tib.’don pa の過去形。偈頌が示す「btab pa」とは異なっている。 
1966 智軍は『普賢行願讃』vs.61-62 を本文として扱っている。 
1967 D.bsngos、P.bsngo デルゲ版の読みを採用した。 
796 
 








・奥書和訳（D.Jo213a7ff.）（P.Cho252a3ff.）：『聖なる〔普〕賢行願讃（’Phags pa bZang po spyod 
pa’i smon lam）』に対する軌範師陳那（Phyogs kyi glang po）がお造りになった釈1971と、軌
範師釈友（Shā kya ba shes gnyen）がお造りになった釈と、仏称（Sangs rgyas grags pa）が
お造りになった釈と、厳賢（rGyan bzang po）がお造りになった註疏（ṭīka）、〔合わせて〕
四釈の内容（don）と、折々に和上たち1972から聞いたものと、経典（mdo sde）に出ている
もの1973も結合させて、注釈が語釈しやすいよう（bshad pa brda phrad sla bar）1974備忘録と
したものが完成した。 
                                                   
1968 他釈は八苦を出す。 
1969 後続との関係から、この文が「口」の安楽を指す。 










































































































 源信は天慶 5 年（942）大和国葛城下郡当麻郷に父卜部正親、母清原氏の子として生誕。
天暦 10 年（956）までに比叡山横川に上り出家したらしい（15 才）。天延元（973）広学堅
義に及科（32 才）、翌年宮中論議にて奝然と対論。天元元（978）『因明論疏四相相違略註
釈』著述（37 才）、同 4 年（981）『阿弥陀仏白亳観』著述（40 才）、永観 2（984）11 月か
ら寛和元（985）4 月にかけて『往生要集』著述（44 才）。同 2（986）二十五三昧会結縁衆
となり（45 才）、永延元（987）から同 2（988）にかけて九州へ赴き、斉穏に『往生要集』
委託。同年 6 月 15 日『二十五三昧会起請十二箇条』、同年 7 月 27 日『普賢講作法』、10 月
『首楞厳院新造堂塔記』著述（47 才）。正暦 5（994）『尊勝要文』著述（53 才）。長保 3（1001）
覚運ともに内裏仁王会に呼ばれ法橋上人位叙、斉穏に『因明論疏四相相違略註釈』、『纂要
義断注釈』を委託（60 才）。寛弘元（1004）六月会広学堅義探題博士の宣旨が下り、さら
に権少僧都任命（63 才）。同 2（1005）『大乗対倶舎抄』著述（64 才）、同 3（1006）『一乗







要決』起筆（65 才）。同 4（1007）7 月 3 日『霊山院釈迦堂毎日作法』起草、7 月 13 日『霊
山院式』制定（66 才）。寛弘 7（1010）『要法文』著述（cf.上杉〔2007〕）。長和 2（1013）7
月 18 日『二十五三昧結衆過去帳』を記し始め、『倶舎論頌疏正文』著述（72 才）、同 3 年
（1014）『阿弥陀経略記』著述（73 才）。寛仁元（1017）6 月 10 日没（76 才）。 



















                                                   






















講作法 近江 西教寺蔵」と紹介。 
2、勝林院蔵本（『魚山叢書』86「講式之部九」、1847（弘化 4 年 5 月 8 日）、仏子覚秀
書写） 
※上野学園日本音楽資料室に写真焼付存在。 




















  寛文元年十一月日                  芦浦観音寺舜興 
 右台麓西教寺所蔵古本。即楞厳僧都親筆也。令他写之畢。 
  文政五年正月                     清浄金剛宗淵 
  弘化四年丁未八月十六日                 沙門法龍謹写」 
 








                                                   
1977 cf.日本仏教人名辞典編纂委員会編『日本仏教人名辞典』、法蔵館、1992、pp.319-320 
「江戸後期の天台宗の学僧. 天明 6（1786）10.25～安政 6（1859）8.27 諱.宗淵 幼.
正丸、佐多丸 号.竹円房、真阿、良淵 諡.法華清浄院 生.山城北野（京都） 出.北
野社僧能桂の子 師.良宗、豪恕 事.山城大原の実光院の良宗より大原流声明を習得
し普賢院住職となる。豪恕より天台学を学び、近江の走井堂、伊勢の西来堂などに住
した。山家本「法華経」8 巻、「阿叉羅帖」5 巻、「北野文叢」100 巻などを刊行、宗淵
本「魚山叢書」72 巻など多くの声明関係書を収集書写し、「六巻帖」などの声明書を
改版した。 著.法華経考異 2 巻、法華経山家本裏書 2 巻、声律羽位私記 1 巻、竹円密








































































































〇四五五 衛門府粮料下用注文 〇九條家本延喜式巻丗裏文書（寛弘 7 年 2 月 30 日
（1010））（cf.竹内〔1998〕p.616,618） 
  「三石、行願寺 □
（去カ）
年十月例普賢講炊料」 
〇四五八 衛門府粮料下用注文 〇九條家本延喜式巻丗裏文書（寛弘 7 年 10 月 30 日
（1010））（cf.竹内〔1998〕p.622,627） 
  「三石、行願寺今月例普賢講炊料」 









毘沙門講 毎月三日勤之、 僧膳神官供僧沙汰云々 
弥勒講  毎月五日勤之、 僧膳同、 





























段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 
 1.1ff. 42a1ff. 1ff.  前行、勧請 無 無 
 
第一段 
段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 









段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 















段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 




段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 





段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 







段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 










段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 















段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 




段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 





段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 
























段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 





段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 






段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 

















段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 





段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 





段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 





段 全集 日仏全 随心院本 『四十華巌』 内容 偈文 礼拝句 













































































普賢講作法 一巻（第一函二四号）」（監修 大本山随心院 門跡 蓮生善隆、編者 随心


































































                                                                                                                                                           

























〔第一〕（p.1.10、随 9 行）  
 次に題目1993を講釈する1994。 












「願我生々見諸仏 世々恒聞弥陀経 恒修不退菩薩行 疾証無上大菩提」 
『天台会法華八講一座法則』勧請文末尾（cf.『天台宗全書』20,p.104b） 
「願我生々見諸仏 世々恒聞法華経 恒修不退菩薩行 疾証無上大菩提」 
『普門品三十三巻経法則』勧請文末尾（cf.『天台宗全書』20,p.119b） 
「願我生生見諸仏 世世恒聞法華経 恒修不退菩薩行 疾証無上大善願」 
『千巻心経法則』勧請文末尾（cf.『天台宗全書』20,p.121b） 
「願我生々見生仏 世々恒聞般若経 恒修不退菩薩行 疾証無上大善願」 
『大般若転読法則』勧請文末尾（cf.『天台宗全書』20,p.124a） 
「願我生々見諸仏 世々恒聞般若経 恒修不退菩薩行 疾証無上大善願」 
『節分会日数心経法則』勧請文末尾（cf.『天台宗全書』20,p.126a） 
「願我生生見生仏 世々恒聞般若経 恒修不退菩薩行 疾証無上大善願」 
 『普賢講作法』においては偈文中に「華厳経」を組み込み、すなわち「～世々恒聞華厳
経～」と唱えると思われる。 




























































































※2.北涼曇無讖訳『悲華経』（『大正蔵』3,no.157,p.192b 末尾-c 冒頭） 
※3.霊空和尚光謙『法華文句記講録』（cf.多田〔1985〕p.2678） 


















































                                                   
2002 現代語訳「『大方広仏華厳経』に帰命する。法界の衆生を等しく利益する」  
 なお「法界衆生同利益」の出典は不明。四弘誓願の趣意を用いたものか。 
2003 唐般若訳『大方広仏華厳経』巻四十（『大正蔵』10,no.293,p.844b20-28） 




























                                                   
2008 唐実叉難陀訳『大方広仏華厳経』「普賢三昧品」（『大正蔵』10,no.279,p.34a4-5） 
「普賢身相如虚空 依真而住非国土 随諸衆生心所欲 示現普身等一切」 
＊『往生要集』「大文第二欣求浄土」（『大正蔵』84,no.2682,p.44a16-17、石田〔1963〕p.136） 



















































































































【（p.5）普賢身相如虚空 依真而住非国土 随諸衆生心所欲 示現普身等一切】（三
反）、【南無周遍法界普賢大士】（十反）〔と唱える〕2026。 
 








                                                   
2024 無性菩薩造、唐玄奘訳『摂大乗論釈』（『大正蔵』31,no.1598,p.390b5-6） 
所知依分第二ノ二「天地風虚空 陂池方大海 皆真内所作 分別不在外」 
2025 『全集』『日仏全』「摂在」、随心院本「構在」。  
2026 最初の偈頌に続いて、継続する文の現代語訳は、「法界にゆきわたる普賢大士に帰命す
る。」である。 
2027 『全集』『日仏全』「次云」、随心院本にはなし。  
2028 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.844c1-11、般若訳 vv.1-2）をさす。



















〔第四〕（p.6.3、随 84 行） 
 「第二の称讃如来の願2034とは、清浄心2035をもって尽きることない法界の、諸仏の万徳
                                                   
2030 対応箇所は唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.844c1-11）である。 
2031 姚秦鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』「方便品」（『大正蔵』9,no.262,p.9a24-25） 
「若人散乱心 （入於塔廟中） 一称南無仏 皆已成仏道」 
＊『往生要集』「大文第七念仏利益」（『大正蔵』84,no.2682,p.73a24-26、石田〔1964〕p.178） 
「又法華経偈云。若人散乱心 （入於塔廟中） 一称南無仏 皆已成仏道」 
 また『往生要集』「大文第四正修念仏」では、一たび南無仏と称えることで成仏すること
を、諸法実相不生不滅に言及して述べている。 
2032 『全集』「然れば」、随心院本「然るに」。  
2033 現代語訳は「十方三世の一切諸仏に帰命する」である。なお随心院本は「一心敬礼云々 
【所有十方世界中 三世一切人師子 我以清浄身語意 一切遍礼尽（平濁）無際 普賢行
願威神力 普現一切如来前 一身復現刹（入）塵（去濁）身 一々遍礼刹塵仏】 已上三
反 南無十方三世一切諸仏 十反以上」である。ちなみに【】内は唐般若訳『大方広仏華
厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.847a2-5）を出典とする。 
2034 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.844c12-23） ; 『普賢行願讃』サン
スクリット本 vv.3-4、仏陀跋陀羅訳 vv.3-4、不空訳 vv.3-4、般若訳 vv.3-4 
2035 サンスクリット本には「澄浄な私は身体と口と言葉によって残らず彼らすべてに敬礼















2036 『全集』『日仏全』「経文分明」、随心院本「経文明」。  
2037 随心院本にはなし。対応箇所は唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』
10,no.293,p.844c12-23）である。 
2038 随心院本訓読は「聴」（86 行）とおこすが「徳」が正しい。 
2039 『全集』『日仏全』「一小音」、随心院本「一少意音」。  
2040 姚秦鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』「方便品」（『大正蔵』vol.9,no.262,p.9a15-16） 
「或以歓喜心 歌唄頌仏徳 乃至一小音 皆已成仏道」 
＊『往生要集』「大文第四正修念仏」（『大正蔵』84,no.2682,p.48b19-20、石田〔1963〕pp.213-214） 














 このように念じおわってから一心に合掌し、偈頌によって十方の諸仏を讃嘆する。」  
【於一塵中塵数仏 各処菩薩衆会中 無尽法界塵亦然 深信諸仏皆充満】、【各以一切音声
海 普出無尽妙言詞（p.7）尽於未来一切劫 讃仏甚深功徳海】〔と唱える〕2045。 









「於一塵中塵数仏 各処菩薩衆会中 無尽法界塵亦然 深信諸仏皆充満          











































2046 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.844c24-845a18） ; 『普賢行願讃』































 随心院本は「供養 伝供 四智 梵音 錫杖 音楽 種種供具 【以諸最勝妙華鬘 伎
（平濁）楽（入濁）塗（去濁）香及傘（去濁）蓋 如是最勝荘厳具 我以供養諸如来 最
勝衣服最勝香 末香燒香与灯燭（入） 一一皆如妙高聚 我悉供養諸如来 我以広大勝解
















                                                                                                                                                           
る。 
【】内は唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.847a10-15）を出典とする。 
2052 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.845a19-28） ; 『普賢行願讃』サン




2055 随心院本訓読は「忌心」（121 行）とおこすが「妄心」が正しい。 
2056 理の懺悔として出ている。 
唐般若訳『大乗本生心地観経』（『大正蔵』3,no.159,p.304a18-19） 
「一切諸罪性皆如 転倒因縁妄心起 如是罪相本来空 三世之中無所得」 
＊『往生要集』「大文第五助念方法」（『大正蔵』84,no.2682,p.65b17-19、石田〔1964〕p.82） 






















「懺悔能焼煩悩薪（懺悔能往生天路 懺悔能得四禅楽 懺悔雨宝摩尼珠 懺悔能延金















【我昔所造諸悪業 皆由無始貪恚癡 従身語意之所生 一切我今皆懺悔】（三反）、【南
















































「我昔所造諸悪業 皆由無始貪恚癡 従身語意之所生 一切我今皆懺悔」 
2062 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.845a29-b15） ; 『普賢行願讃』サ






「文殊師利大聖尊 三世諸仏以為母 十方如来初発心 皆是文殊教化力」 
＊『往生要集』「大文第二欣求浄土」（『大正蔵』84,no.2682,p.44a20-22、石田〔1963〕p.138） 



















































































                                                                                                                                                           
の可能性を探った。釈尊の脇侍となる場合もあるし、二十五菩薩の一人でもある（cf.石田
〔1992〕下、p.129 注 6）。 
2075 随心院本「今普賢菩薩十種大願～」 
2076 普賢菩薩を除いた文殊菩薩から薬王菩薩まで、すなわち「謂文殊師利菩薩～三悪趣身」







2082 『全集』「然ルニ」、随心院本「然モ」。前者を採用した。  
2083 劉宋求那跋陀羅訳『過去現在因果経』（『大正蔵』3,no.189,p.652a3-5） 














 【（p.11）十方一切諸衆生 二乗有学及無学 一切如来与菩薩 所有功徳皆随喜】（三
反）、【南無一心随喜諸仏聖衆】〔と唱える〕2085。 
 
〔第八〕（p.11.4、随 167 行） 
 「第六の請転法輪の願2086とは、この願の趣旨はひたすら六道〔の者〕、四生〔の者〕、一
                                                                                                                                                           
随心院本は「若有貧窮人 無財可布施 見他修施時 而生随喜心 随喜之福報 与施主等
無異」とある。 
＊『往生要集』「大文第四正修念仏」（『大正蔵』84,no.2682,p.50b8-10、石田〔1963〕p.231） 








「十方一切諸衆生 二乗有学及無学 一切如来与菩薩 所有功徳皆随喜」 



















                                                                                                                                                           
スクリット本 v.10、仏陀跋陀羅訳 v.9、不空訳 v.10、般若訳 v.10 
2087 随心院本訓読（169 行）は「法」とおこすが「方」が正しい。  
2088 随心院本にはなし。対応箇所は唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』
10,no.293,p.845b16-25）である。 



















【十方所有世間燈 最初成就菩提者 我今一切皆勧請 転於無上妙法輪】（三反）、【南
無十方諸仏恆転法輪】（五反已上2095）〔と唱える〕2096。 
 
〔第九〕（p.12.8、随 179 行） 
 「第七の請仏住世の願2097とは、また〔さらに〕一切衆生のために諸仏に勧2098請するこ
とである。その2099趣旨はほとんど前の誓願と違わない。しかるに2100前の誓願は成道した










「十方所有世間燈 最初成就菩提者 我今一切皆勧請 転於無上妙法輪」 
2097 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.845b26-c4） ; 『普賢行願讃』サン
















【諸仏若欲示涅槃 我悉至誠而勧請 唯願久住刹塵劫 利楽一切諸衆生】（三反）、【南
無三世諸仏常住利生】（五反以上）〔と唱える〕2108。 







2105 随心院本「死随三悪道」、『全集』『日仏全』「死多堕悪道」  
2106 姚秦鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』「如来寿量品」（『大正蔵』9,no.262,p.43c14-15） 
「是諸罪衆生 以悪業因縁 過阿僧祇劫 不聞三宝名」 
＊『往生要集』「大文第二欣求浄」（『大正蔵』84,no.2682,p.45a15-16、石田〔1963〕p.148） 





























「諸仏若欲示涅槃 我悉至誠而勧請 唯願久住刹塵劫 利楽一切諸衆生」 
2109 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.845c5-23） ; 『普賢行願讃』サン
スクリット本 v.12、仏陀跋陀羅訳 v.12、不空訳 v.13、般若訳 v.13, 14 
2110 随心院本にはなし。対応箇所は唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』
10,no.293,p.845c5-23）である。 
2111 姚秦鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』「如来寿量品」（『大正蔵』9,no.262,p.42b）の趣意である。  
2112 『全集』「然シテ」、随心院本「然モ」  





























「光明遍照 十方世界 念仏衆生 摂取不捨」 
＊『往生要集』「大文第七念仏利益」（『大正蔵』84,no.2682,p.74a3-4、石田〔1964〕p.186） 










































































【我随一切如来学 修習普賢円満行 供養過去諸如来 及与現在十方仏】、【未来一切
天人師 一切意楽皆円満 我願普随三世学 速得成就大菩提】（三反2142）、【南無生々
世々常随仏学】（五反以上）〔と唱える〕2143。 
この次に懺法経2144を読むこと、十方念仏2145を唱え奉るべし。但し私に書き付けたも












「我随一切如来学 修習普賢円満行 供養過去諸如来 及与現在十方仏」 
後半偈頌出典 
唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,p.847a28-29、v.14） 




























2146 随心院本は「五反以上。此次懺法経読事可奉唱十方念仏。但私書付也」が「五反」。  
2147 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.845c24-846a28） ; 『普賢行願讃』
























【我常随順諸衆生 尽於未来一切劫 恒修普賢広大願 円満無上大菩提】（三反）2155
【南無恒順衆生修行仏道】（五反以上2156〔と唱える〕2157。 
                                                   
2151 提婆羅菩薩造、北涼沙門道泰訳『大丈夫論』（『大正蔵』30,no.1577,p.257b6-7） 





「悲心施一人 功徳大如地（如大地） 為己施一切 得報如芥子」 



























「我常随順諸衆生 尽於未来一切劫 恒修普賢広大行（sic.） 円満無上大菩提」 
2158 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.846a29-b10） ; 『普賢行願讃』サ












































【所有礼讃供養福 請仏住世転法輪 随喜懺悔諸善根 廻向衆生及仏道】（三反2171）、
【（p.18）南無法界衆生共成仏道】（五反以上2172）〔と唱える〕2173。 
 

















「所有礼懺供養福 請仏住世転法輪 随喜懺悔諸善根 廻向衆生及仏道」 
2174 随心院本は「次云」がなし。 

































































































「菩提心功徳 若有色方分 周遍虚空界 無能容受者」 
＊『往生要集』「大文第四正修念仏」（『大正蔵』84,no.2682,p.51c7-9、石田〔1963〕pp.245-246） 
「菩提心功徳 若有色方分 周遍虚空界 無能容受者」 
2184 『全集』『日仏全』の「所有功徳有色相尽虚空界不能容受縱如来分別説窮劫不可尽之。
然」が随心院本では「当知利益応無涯際」。 



















                                                   
2186 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.848a9-10、v.48） 
「願我臨欲命終時 尽除一切諸障碍 面見彼仏阿弥陀 即得往生安楽刹」 
＊『往生要集』「大文第二欣求浄土」（『大正蔵』84,no.2682,p.43c29-44a3、石田〔1963〕p.134） 
「又華厳経普賢願云。願我臨欲命終時 尽除一切諸障碍 面見彼仏阿弥陀 即得往生
安楽刹」 
2187 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.848a11-12、v.49） 
「我既往生彼国已 現前成就此大願 一切円満尽無余 利楽一切衆生界」 
 ちなみに当偈頌 ab に『普賢行願讃』サンスクリット本 v.58ab、仏陀跋陀羅訳 v.43ab、不
空訳 v.58ab が相当する。 
＊『往生要集』「大文第二欣求浄土」（『大正蔵』84,no.2682,p.43c29-44a3、石田〔1963〕p.134） 
「我既往生彼国已 現前成就此大願 一切円満尽無余 利楽一切衆生界」 
2188 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.848a17-18、v.52） 






















                                                                                                                                                           
2189 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.848a19-20、v.53） 
「十方所有無辺刹 荘厳衆宝供如来 最勝安楽施天人 経一切刹微塵劫」 
2190 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.848a21-22、v.54） 
「若人於此勝願王 一経於耳能生信 求勝菩提心渇仰 獲勝功徳過於彼」 
2191 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.848a27-28、v.57） 
「往昔由無智慧力 所造極悪五無間 誦此普賢大願王 一念速疾皆銷滅」 
 ちなみに『普賢行願讃』サンスクリット本 v.51、不空訳 v.51 に相当する。 
2192 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.848b4-5、v.60） 
「若人於此普賢願 読誦受持及演説 果報唯仏能証知 決定獲勝菩提道」 
















                                                   
2193 唐般若訳『大方広仏華厳経』（『大正蔵』10,no.293,pp.848b8-9、v.62） 
「我此普賢殊勝行 無辺勝福皆廻向 普願沈溺諸衆生 速往無量光仏刹」 





2198 『全集』「然ルニ」、随心院本「然モ」。前者を採用した。  

















【普賢真仏子 究竟一切行 （p.21）常為諸仏歎 言必不虚妄2206】（三反以上2207）、【南
無普賢大士証誠大願】（七反以上2208）〔と唱える〕。 
次に「速疾円満普賢行願呪2209」を念誦する（七反以上2210）。 























































【供養浄陀羅尼一切誦2222 敬礼常住三宝 〔敬礼一切三宝〕2223 
我今帰依 釈迦弥陀 （p.22）普賢大士 一切三宝 今日所献 香花供具 三業礼拝 
恭敬供養2224 大慈大悲 哀愍摂受 願於生々 以一切種 浄2225妙供具 供養無量 
無辺三宝 自他同証 無上菩提2226  
所修功徳 回向自他法界 一切衆生 平等利益 滅罪生善 共生極楽 見仏聞法 
悟無生忍 普賢行願 速疾円満 自他同証 無上菩提 尽未来際2227 利益群生 廻
施2228法界 回向大菩提2229】2230と唱える〕。 





























 （p.23）裏書に説明されている。  
 この裏打修補は寄進させたものである。 
                 寛文元（一六六一）十一月日 芦浦観音寺舜興 
 右は台麓の西教寺が所蔵する古本である。すなわち楞厳僧都の親筆である。他者にこれ
を写させた。 
                    文政五（一八二二）正月 清浄金剛宗淵 











 上記前半の出典は不明。後半は以下を踏まえて、解釈並びに作成されたと思われる。  
＊『往生要集』「大文第四正修念仏」（『大正蔵』84,no.2682,p.57a1-6、石田〔1963〕pp.289-290） 
「〔心念口言所修功徳及以三際一切善根 其一 〕回向 自他法界 一切衆生 平等利
益 其二 滅罪生善 共生極楽 （見仏聞法 悟無生忍） 普賢行願 速疾円満 自
他同証 無上菩提 尽未来際 利益群（sic.）生 其三 廻施法界 其四 回向大菩提 
其五」 




























































































                                                   
2237 cf.速水〔1988〕pp.192-221 
2238 西教寺『普賢講作法』（称名庵本）一巻 折本、緞子表紙、縦 27.1 ㎝、横 8.2 ㎝、高
















・見返し縦幅 25.75 ㎝、横幅 21.6 ㎝、 
・巻紐有り（後補、江戸時代） 
・表紙整理票有り（「巻第十号」2240） 








・字数一行 17～18 文字 









・界線縦幅 20.75 ㎝ 
・界線横幅 1.7～1.9 ㎝ 
・全十四紙（縦幅 25.75 ㎝） 
第一紙横幅 14.7 ㎝（破損のために裁断か） 
第二紙横幅 45.5 ㎝ 
第三紙横幅 45.7 ㎝ 
第四紙横幅 45.7 ㎝ 
第五紙横幅 45.7 ㎝ 
第六紙横幅 49.2 ㎝ 
第七紙横幅 49.5 ㎝ 
第八紙横幅 50.8 ㎝ 
第九紙横幅 50.4 ㎝ 
第十紙横幅 45.4 ㎝ 
第十一紙横幅 45.4 ㎝ 
第十二紙横幅 47.3 ㎝ 
第十三紙横幅 47.2 ㎝ 
第十四紙横幅 49.5 ㎝ 





a：縦 20.0 ㎝、横 7.2 ㎝、慶應三年書写記録 
b：縦 19.55 ㎝、横 5.85 ㎝、書名箋（大蔵会展覧用か） 































































































































                                                   
2245 cf.宇都宮〔2008〕p.10 
2246 cf.宇都宮〔2008〕pp.18-19 
2247 cf.宇都宮〔2008〕p.13  
2248 cf.武〔2008〕p.37,128,159,188,227,228,276,283,306  





























                                                   
2250 cf.武〔2008〕p.59 


























                                                   





























24 巻通巻 27 号学術増刊号（6）、1991） 
・「Śikṣāsamuccaya における Ratnameghasūtra の引用」（『印度学仏教学研究』40-1、1991） 
・「Sūtrasamuccaya と Śikṣāsamuccaya －引用経典より見た影響関係－」（『仏教学』37、1995） 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































・『チベット仏教 論理学・認識論の研究Ⅰ－ダルマキールティ著『量評釈』第 2 章「量の































































































・「初期仏典に見られるブッダの救済性－√tṝ の causative の用例より見て－」（『渡辺文麿博














監修 大本山随心院 門跡 蓮生善隆、 




































・「影印、訓読文、解説 六 普賢講作法 一巻（第一函二四号）」（監修 大本山随心院 門
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